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七人の武器屋


レジェンド・オブ・ビギナーズ！
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　今野隼史
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やりたいことが、見つからない。




　　得意なことも、見つからない。




　　　　夢む中ちゆうになること、もっとない。




　　　　　　本当の自分がワカラナイ──。









　　　　　そんな悩なやめる若わこ人うどに、素す敵てきな素敵なお話です。







　フラン二番街かい道どうの大おお御ご所しよ武ぶ器き屋『エクス・ガリバー』では、ただいま新しん規きオーナーを募ぼ集しゆうしています。





「私ってこのままでいいのかな……？」


　そんな悩みをお持ちの方、大だい歓かん迎げいです。


　新しい環かん境きようで、自分の可か能のう性せいを探さがしませんか？







～武器屋エクス・ガリバー、オーナー募集のチラシより抜ばつ粋すい～




















　パート１・七人の遭そう遇ぐう







　今日も、太陽の調子は絶ぜつ好こう調ちようらしいぞ。


　頭にガンガン照りつけてくる、強きよう烈れつな日差し。


　もはや暑すぎて、気持ちよくさえ思えてくる。


　おまけにこの岩山には、木の一本も生えてやしない。どこを見ても、ゴツゴツした赤茶色の大岩が転がってるだけで、日差しを避さける木こ陰かげが、どこにもないのだ。


　そんな、デンヂャラスな環境で。オレとジャンは、なんとか獲え物ものを見み張はっていたんだ。


「っか──！　このクソ暑いのに、よくやるよあの連中……。ほとんどビョーキだぜ」


　浴びるように水すい筒とうの水を飲みながら、ジャンがいまいましげに言った。


　その連中を追いかけて、こんなところまで来てるオレ達も、けっこうなビョーキだと思うけどなー。


　ギャイィィン!!　硬かたい甲かつ冑ちゆうに剣けんで切りつけたような、甲かん高だかい音が聞こえてくる。


「お。やっとおっぱじまったか」


　ジャンが岩の上から身を乗り出し、獲物達を観かん賞しよう。続けて、面おも白しろくなさそうに呟つぶやいた。


「でも、やっぱいいよな、ドラゴンキラーの連中は。あれ、戦ってんの、Ｂ級ドラゴンだろ？　てことは、首一本で、報ほう酬しゆうは三〇〇万ドルク。そんだけありゃ、世界中の大陸ぜんぶ見て回っても、お釣つりが出るぜ？」


「……かたやドラゴン倒たおして三〇〇万。それにひきかえ、オレ達ときたら……」


　オレは視し線せんを、持ってきたリュックにおとした。ジャンのバカバカしいアイデアを、わりと手先の器用なオレが、わざわざ裁さい縫ほうして形にした、通つう称しよう冷れい蔵ぞうリュック。


　この中身を考えると、思わずため息もでるってもんだ……。


「バカ、何ため息ついてんだ！　自分の仕事に誇ほこりを持てよ！」


「持てるか、こんな仕事に！　お前こそ、ホントよく誇り持てるよ……」


「キギャアアアアア!!」


　オレ達の話を遮さえぎるように、ぞっとするようなドラゴンの断だん末まつ魔まが岩山に響ひびき渡わたった。


　うっわ、どうやら、戦せん闘とう終しゆう了りようみたいだ。


　ポン、とジャンがオレの肩かたに、手を置いてくる。


「さ、行くぞマーガス。今度は、俺おれ達たちがプロの技わざを見せつけてやろうぜ」


　ギラリ。オレを呼よぶジャンのつるつる頭が、いつも以上に光っていた。





「ハイ、お疲つかれ様です～～」


「うあっ!?　な、なんだこのハゲ、どっから出てきたんだ!?」


　死闘を制せいし、輪になって盛もり上がっていたドラゴンキラーのオジサン達は、岩場の陰かげからいきなり現あらわれたオレ達を見て、ぎょっとした表情を浮うかべていた。


　輪の中心には、さっき狩かられてしまった、草色のドラゴンが横たわっている。


「あ、いや、そのままそのまま！　驚おどろかせてしまって申し訳わけございません。私はジャン、こっちはマーガス。アモスの水を売って歩いている、しがない行商人でございます」


　へこへこ頭を下げて、営えい業ぎようスマイル全開になるジャン。オレもいちおう、営業スマイル。


「アモスの水っつーと……あの伝説の名水？」


　ドラゴンキラーのリーダーっぽい、チョビヒゲのオジサンが聞いてきた。


「おぉ！　さすがプロのドラゴンキラー、博はく識しきでいらっしゃる！　そうでございます、北の大陸、西の果て。神しん聖せいなるアモスの森でのみ取れる、奇き跡せきの水、あのアモスの水でございます」


　ペラペラと調子よく営業を開始するジャン。ドラゴンキラーのオジサン連中の顔にも、徐じよ々じよに興きよう味みの色が現れ始める。でもさ、ちょっとオジサン、よく考えてみてよ……。


　オレ達、奇跡の水なんて持ってそうに見える？　このどー見ても、ぜんぜん人生の修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけてそうにない、へらへらしたコンビに。


　言ってしまうけど。アモスの水の正体は、全部オレんちの水道水なのだ……。くっ。


「おいマーガス！　アモスの水をお見せしろ！」


　偉えらそうにジャンが命令する。ったく……。


　オレは、抱かかえていた冷蔵リュックを開き、冷えたビンを一本摑つかんだ。そして言う。


「ハイハ～～イ♪　こちらが、アモスの水でございまーす！」


　くっ、結けつ構こうノリノリな自分が憎にくい……。


　オレはビンを、ドラゴンキラーのオジサン達にかかげて見せた。


「ほぉ……」


　水すい滴てきをまとった小ぶりのビンを見て、誰だれかがうなるようにノドを鳴らした。まぁ、命がけでドラゴンとドタバタやってたんだから、本当に脱だつ水すい状じよう態たい手前のハズだもんな。


「うぅむ、アモスの水か。よし、水売りよ、買おうじゃないか。いくらだ？」


「…………。……ひとビン、五〇〇〇ドルクでございます」


　眉まゆひとつ動かさず、平然と答えるジャン。って、なにっ!?


「おいジャン!?」


　このバカ、調子に乗りすぎだ！　今日はひとビン三〇〇って話だったじゃないか！


　案の定、途と端たんにオジサン達の表ひよう情じようが渋しぶくなる。


「ふざけるなよ貴き様さま！　誰がそんな小さなビン一本に、五〇〇〇も払はらうか！」


「ゲッ、いや、その…………こ、こら、マーガス！　どういうことだ！」


「えっ!?　オレ!?」


　いきなりの責せき任にんなすりつけに驚きよう愕がくするオレ。なにが、こらマーガスだオイ！


　チクショーやられた。いっきにオジサン達の視線が、オレに集まる。


　くっ、どっちにしろ、後にはひけない！　ここで水を売らなきゃ、今日丸一日、棒ぼうに振ふることになるんだ！　オレは、必死に営業トークを開始した！


「ア、ア、アモスの水は、そんじょそこいらの水とは違ちがうのです！　並なみではないのです！　打ち身、切り傷きずにきくのはもちろん、目が良くなるという逸いつ話わもありまして……」


　当然、ウチの水道水に逸話なんてない！　一つのウソを通すために、またオレはウソをつくのだ！


「……目が良くなるぅ？……なんで水飲んだだけで目が良くなるんだ？」


　さすがに不ふ審しんに思ったのか、オジサンが冷静に言う。そんなのこっちが聞きたいよ……。


「そ、それは、涙なみだを作る成分にアモスの水が直ちよく接せつ働きかけ、涙を綺き麗れいにするからです！」


　困こまっていると、ジャンがフォローするように叫さけんだ。


「その通り！　綺麗な涙で洗あらわれた目で見る世界は、まるで別世界の様だとか！」


　たたみかけるように、オレも続く！


　どうだ、このコンビネーション!?


「…………」


　黙だまりこむオジサン達。くっ、別世界はいくらなんでも言いすぎたか!?


　と思ったら、案外オジサン達の心は動いたみたいだった。


「むぅぅ、さすが伝説のアモスの水、そんな効こう力りよくが……。だが、五〇〇〇は出せん！」


「もちろんでございます！　このマーガスの価か格かく調ちよう査さが行き届とどいてなかったばかりに、不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまい申し訳ございません！」


　……テメェ。


「どうでしょう、今回は七……いや、特別価格、五〇〇ドルクということで」


「なんか急に安くなったな……まぁ、それくらいならいいだろう。よし、二十本もらおう」


「！　ありがとうございます！　さぁマーガス、皆みなさんにお配りしろ！」


　召めし使つかいじゃないんだから……と思いつつ、オレは一人一人、せっせと水を手て渡わたした。


　そして受け取った売り上げを、腰こしに下げてる革かわ製せいウエストポーチにしっかりおさめる。


　よし、商売終しゆう了りよう。


「さぁ、みんな、これで乾かん杯ぱいしようじゃないか！」


　全員に水が行き届とどくと同時にチョビヒゲが言った。オォ、と盛もり上がるオジサン達！


　さて、と。


「それでは私どもは、そろそろ……」


「？　おいおい、いっしょに乾杯しようじゃないか」


「いえ、次の売り場に急がなくては……御ご免めん！」


　飲まれたら、水道水だってことがバレるかもしれないからなぁ。


　こうしてオレ達は、そそくさと岩山を降おり、フランの街へ逃にげ帰った。





　　　　※




「いやぁー！　危き機き一いつ髪ぱつだったね、マーガス君」


「な～にが危機一髪だ。なんでもかんでもオレのせいにしやがって……」


「んな怒おこるなよ。いつものことじゃん」


「自分で言うな！」


　無事フランに到とう着ちやくしたオレ達は、水道水を売って作った一万ドルクを持って、二番街道をダラダラ歩いていた。岩山から帰るのに三時間近くかかったから、もう日も暮くれてるし、街中にはぼんやりと灯あかりがともり始めている。


　仕事を終えて酔よっ払ぱらった親方どもが、五、六人で肩かたを組んで歩いてて、すごく邪じや魔まだったり、肉にく団だん子ごスープを売ってるお婆ばあさんが、肉団子の数でおつかいの子こ供どもともめてたり……ため息がでるくらい、いつもどおりの光景。


　このかわりばえのしない街が、オレ達の故こ郷きよう『フラン』。


　特とく徴ちようといえば、毎日、遠くの大陸からの観光客を集めている、めちゃくちゃ大きな建けん築ちく物ぶつ、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうがあるくらいで、あとは街をぐるっと囲った竜りゆう除よけの壁かべ、石いし畳だたみの街道、赤レンガの家並なみ、静かに流れる運うん河がなんかがあるだけの、どこにでもある街だ。


　そうそう、オレ達、さっきはアモスの水を売ってる行商人だなんて名乗ってたけど、売り物もウソなら、職しよく業ぎようもウソっぱちで。


　なんてことはない。オレとジャンはフランの二番街に住む、やることない暇ひま人じん二人組だ。


　お金が欲ほしくなると、たまにああやって、ジャンと一いつ緒しよに水道水を売ったりしてお金を稼かせいでる。……セコイ？


　ちなみに年は、二人とも十五歳さい。オレは先月、ジャンは三日前に誕たん生じよう日びを迎むかえたばかり。


　しかし……そうなんだよなぁ。二人とも、もう十五になったんだよなぁ。はぁ。


「んだよ、辛しん気き臭くせぇタメ息つきやがって。五〇〇で売ったのが不満か？」


「違うって。……なんかさぁ。最近、オレ達このままで大だい丈じよう夫ぶか、って思う時あるんだ」


「だいじょうぶだいじょぶ！　へっちゃらさ！」


　…………！　あいっっかわらずテキトーだな、コイツわ。


「いや、まぁ、話聞いてよ。こんな風に水道水売って、たまにセコセコ稼いでるけどさ。ようは、人を騙だまして金を稼いでるわけだろ、オレ達。学校も行かない、仕事も持たないで、ふらふらチンピラみたいなことばっかりやってて……いいのかなぁ？」


　学校は、春に十四歳までのスクールを卒業してから、結局上の学校には入学してない。


　上の学校に入るには、けっこうなお金がかかるからなー。


「上の学校なんて金持ちが行けばいいし、仕事なんて貧びん乏ぼうなヤツが持てばいい。オレら、どっちでもねぇじゃん。上の学校なんて、一日二時間はゴン・ネスなんだぞ？」


　ゴン・ネスというのは、ドラゴン・フィットネスという、ブッとんだ授じゆ業ぎよう名の略りやく称しよう。


　具体的に言うと、この星の肉食動物の頂点に君くん臨りんする生物、ドラゴンに遭そう遇ぐうしたときのための体作りと知ち識しきづけをする必ひつ修しゆう授業だ。


　フランじゃ、少し街から離はなれれば、熊くまや狼おおかみより簡かん単たんにドラゴンと遭遇してしまう。


　そういう状じよう況きように最さい低てい限げん対たい応おうできるだけの体力を、幼い頃ころから作らなくちゃいけないと、フランの大人は言うのだ。


　そのゴン・ネスの授業で才さい能のうを見み出いだされたヤツが、さっきのオジサンみたく、プロのドラゴンキラーになっていく。まぁ、当然オレやジャンにそんな才能はなかった。


「いや……ゴン・ネスがどうこうって意味じゃなくてさ。オレ達、十五歳だろ？」


「十五歳だなぁ」


「だったらさ。せめて、もっとこう……か──っ！　と、心が熱くなるような毎日、送るべきなんじゃないのかなぁ？」


「彼女でも出来れば、そのうち熱くなるって！」


「そういうモンかぁ？」


「そういうモンそういうモン。んなことより、早くスカイ・フォークのビフテキ食いに行こうぜ！　いまビフテキフェアで、ご飯おかわり自由、しかも一人三〇〇ドルクなんだよ！」


　と言うと、ジャンはたったかたったか先に行ってしまった。


　う～む。オレの人生……これでほんとに大丈夫なんだろうか？





　　　　※




「あれ？　おい、おいおい、ちょっと待てよジャン、これ見ろよ！」


　ふいに、ちょっとした発見をしてしまったオレは、少し興こう奮ふん気味にジャンを呼よび止めた。


「んだよ。ビフテキが逃げちまうだろ」


　ぶつくさいいながら、戻もどってくるジャン。そしてオレの視し線せんの先にあるものに、気づく。


「あん、何だこの店？　武ぶ器き屋エクス・ガリバー？　二番街道にこんな店あったか？」


　そう、十五年間二番街道に住んでるオレ達ですら、今の今まで気づかなかった武器屋が、突とつ然ぜんオレの目に留とまったんだ。


　その名も、武器屋『エクス・ガリバー』!!


　木造のこぢんまりした建物で、入り口の扉とびらが、〝荒こう野やの酒場〟みたいなものをイメージさせる、キィキィ左右に開く、押おして入るタイプの扉だ。


「古くせぇから、新しくオープンしたってわけじゃなさそうだけど……信じらんねぇな、二番街道に俺らの知らない店があるなんてよォ。何で今まで気づかなかったんだ？」


「なぁ……ちょっと入ってみないか？」


　妙みように興きよう味みがわいたオレは、ジャンに提てい案あんしてみた。


「ハァ？　ドラゴンキラーでもない俺らが武器なんて買って、どうすんだよバカ」


「むっ。ま、まぁ、そうだけどさ」


「んなことより、ビフテキだって、今わ！」


　イライラと足あし踏ぶみを始めるジャン。


　今はビフテキより、断だん然ぜんこっちの方が興味あるんだけど……。ん？


「チラシ……？」


　左右に開く扉の横に、風ではがれそうになりながらなびく、白い紙が貼はり付けてあった。


「バイトでも募ぼ集しゆうしてるのか？」


　さっそく、チラシにふらふら近ちか寄よっていくオレ。


「おぉい、チラシなんてどうでもいいじゃねぇか！　ビフテキはどうなってんだ！」


「ビフテキビフテキうるさいな…………なになに」


　ジャンを無視して、オレは、チラシに書かれた文章の一行目を読んだ。


　その瞬しゆん間かん！　オレの体を、電でん撃げきが駆かけ抜ぬけるような感覚が襲おそった。


　まるで、とんでもなく面おも白しろい本を読んでいるかのように、意識が引き込こまれる！　オレのために作られたんじゃないのか、このチラシ！


　そのチラシには、こう書かれていた。












やりたいことが、見つからない。




　　得意なことも、見つからない。




　　　　夢む中ちゆうになること、もっとない。




　　　　　　本当の自分がワカラナイ──。









　　　　　そんな悩なやめる若わこ人うどに、素す敵てきな素敵なお話です。







　フラン二番街かい道どうの大おお御ご所しよ武器屋『エクス・ガリバー』では、ただいま新しん規きオーナーを募集しています。


「私ってこのままでいいのかな……？」


　そんな悩みをお持ちの方、大だい歓かん迎げいです。新しい環かん境きようで、自分の可か能のう性せいを探さがしませんか？　様々な人と出会い、様々な資し格かくを身につけてゆく武器屋のオーナーという職しよく業ぎようは〝自分の夢ゆめ・自分の才能〟を見つける最高のステップです。


　技ぎ術じゆつも資格もいりません。必要なのは、最初の一歩を踏ふみ出す勇気！　まずは店内へ、気軽にお入り下さい。




　※誠まことに勝手ながら、十八歳さい以上の方、武器屋での勤きん務む経けい験けんのある方、また、経営に詳くわしい知ち識しきのある方のご応おう募ぼは、お断りしています。ご了りよう承しよう下さい。




エクス・ガリバーオーナー【ルイニ・アルメイダ】
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「自分の夢……自分の才能……」


　うなされるように、オレはいつのまにかブツブツ呟つぶやいてた。


「オ、オレ、これに応募しようかな──？」


「ハァ～？　おいおい、正気か～？　こんなウサンくさいチラシ、なかなかないぜ？　なんだよ、武器屋での勤務経験ある方お断ことわりって」


　ジャンが呆あきれるように言う。さらに、


「いきなりオーナーになんかなっても、分からねぇことばっかで、疲つかれるだけだって」


　と水をさしてくる。


　う～ん、まぁ、それもそうか……。いざ、本当にやるとなると、いろいろ面めん倒どうくさそう。


「そうだな。やっぱ、やめとくかな」


「やめとけやめとけ。ささ、マーガスの気の迷まよいも晴れたところで！　ビフテキだ！」


　回れ右をするジャン。すでにエクス・ガリバーから立ち去る気満々だ。けど……。


『〝自分の夢・自分の才能〟を見つける最高のステップ！』


『やりたいことが、見つからない。本当の自分がワカラナイ──』


　頭の中で、チラシの文章が何回も浮うかぶ……。未練タラタラ。


「や……やっぱ、話だけでも聞いとこうかな？」


　オレは、弱々しい笑え顔がおでジャンに尋たずねてみた。ジャンが投げやりに怒おこる。


「んなぁっ、どっちだよ!?　昔っから優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだよォ、お前はよォ！」


「だ、だから、聞く、聞く！　もう決めたよ、話を聞く！」


　そ、そうさ、せっかく自分の夢やら才能が見つかるっていうんだから、行ったろうじゃん。


　ちょっと不安だけど。


「あ～あ、結局行くのかよ……。ビフテキはどうなるんだよ……」


　ジャンの未練がましいボヤキを背せ中なかに、オレは、ギィ、と武ぶ器き屋のドアを押し開けた。





　　　　※




「……なんか、薄うす暗ぐらいなぁ」


　もう日が暮くれてるのに、店内の灯あかりはカウンターの奥おくにある、ロウソクだけだった。


　かなり薄暗い。雰ふん囲い気きを出そうとしてるのかな……？


「おーおー、地味な店。なぁ、こんな店のオーナーになってどうすんの、マーガスさん」


　ジャンがこれみよがしに嫌いや味みを言いながら店内に入ってくる。


　うーむ。確たしかに、ちょっと不気味だぞ、この店。だいたい、店員はどこに行ったんだ？


　店内からは、まったく人の気配がしない……と思った、その時だった。


「いらっしゃい──────」


「うあぁっ!?」


　オレとジャンは、思わずガタタッ！　と後ずさった。真横の暗くら闇やみの中から、いきなり人ひと影かげがフッッと現あらわれたんだ。まるで、幽ゆう霊れいみたいに。


「ビビ、ビックリさせんなよ、ジーサン！」


　現れたのが、ガリッガリにやせこけたお爺じいさんだったから、なお心しん臓ぞうに悪かった。


　腕うでは、まるで枯かれた木の枝えだのようで、異い常じように細い。不気味な銀ぎん髪ぱつが目にかかってて、表ひよう情じようも読めない。


　どっからどう見ても、不気味だけど……どうやら、この人がオーナーみたいだ。


「今日はいい夜ですのぅ」


　ボソボソと、お爺さんが挨あい拶さつしてきた。


　あらら、見た目は不気味だけど、気のいいお爺さんなんだろうか？


　さっそくオレは武器屋のオーナーの話をもちかけた。


「あ、初めまして、私、マーガスといいます。あの……表のチラシを見て、ちょっと興きよう味みを持ちまして、ですね。その……私なんかでも、オーナーになれるんでしょうか？」


「…………」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。


　それからお爺さんは、ゆっくり、満足げに頷うなずいて。とても安らかな声で答えてくれた。


「夕飯なら、食べましたよ。それも二度もね」


「あぁ、二度もですか……って、えっ？」


　そんなことは聞いてない！　オレは、もう一度、ゆっくり大きな声でいった。


「あの、スイマセン！　表のチラシを見て来た、マーガスといいます！」


「ふふ、ウチの婆ばあさんの料理の腕は、そんなにいいのかって？　そりゃ、かつては──」


「いや、話聞いて下さい！　私は、オーナーになってみたい、マーガスという男なんです！」


「そう、大陸では一、二を争う料理人じゃったよ。だが、伝説は長く続かなかった」


　あら～……聞いてもないのに、婆さんの伝説を語りだしちゃったよ。ダメだこりゃ。


　そんなチグハグなオレ達のやりとりを見て、ジャンは勝ち誇ほこったような笑顔になった。


「だ～からいったろ、いろいろ面倒くせぇって。時間のムダムダ、帰ろーぜ！」


　くるっ、ときびすを返して、出て行こうとするジャン。ぬぅ、確たしかにオーナーがこれじゃ、まともに話にならないかも……。と、オレも帰ろうかと思い始めた時だった。


「ひょえぇ!?」


　ジャンの悲鳴。いきなり、ニュニュッと枯れた小枝、じゃなく、お爺さんの腕が伸のびて、ジャンの肩かたをわしづかみにしていた。


「あわわぁ、な、なんだよ!?　なんですか!?」


「ワシはいま、この店のオーナーになる人間を募ぼ集しゆうしとる」


「だぁかぁらぁあ、何回もマーガスがオーナーになるっつってんだろ！」


「今日が締しめ切りだったんじゃが、意外に応おう募ぼが多くてのォ」


「話を聞けっ！」


「いざとなったら、誰だれに店を譲ゆずればよいのやら……」


　さも深しん刻こくそうに首を振ふるお爺さん。うーむ、恐おそろしくマイペース、手ごわい……。


「今こん晩ばん十二時、もう一度この店に来なさい。候こう補ほ者しやを全員呼よんで、その中から誰をオーナーにするか、決める。アンタ達二人も、締め切りギリギリで、候補者に入れてやろう」


「え!?　ほ、ほんとですか!?　んじゃ、オレ、行こうかな？」


　と、オレ。


「な、なんで俺おれも候補に入ってんだよォ!?　俺はオーナーになんかならねぇって！」


　と、ジャン。


「ただし、オーナーになる際さい、タダというわけにはイカン。ありったけのお小こ遣づかいを持ってきておいた方がええぞ」


「頼たのむから話を聞いてくれ、チクショー！」


　本気で嘆なげくジャン。


　おお、それにしても、なんか。


　オレの人生、ちょっと動き出したって感じじゃないか？


　チラシと違ちがって、夢ゆめとか才さい能のうなんて全然関係ない雰ふん囲い気きだけど……オレは、妙みようにワクワクし始めていた。





　　　　※




　店を出てジャンと別れたオレは、家に戻もどって時間を潰つぶすことにした。


　もちろん、ビフテキはナシ。オーナーになるには、ありったけのお小遣いがあったほうがいいって言ってたし。


　木もく造ぞう二階建ての我わが家のドアを開き、オレはただいまも言わないまま、リビングを素す通どおりし、階かい段だんを上って、自分の部屋へ向かった。


　ただいまを言わないのは、オレが反はん抗こう期きにさしかかってるから、ではない。


　なんと我が家には、あと十一か月、誰も……だ～～れもいないのだ。


　今日の昼間、ジャンと三〇〇万ドルクあれば、世界中の大陸を見て回れるなんて言ってたけど……ウチの親は、ジッサイに世界一周旅行に出かけてしまっているのだ。ああもう、考えただけでムカムカしてくる。


　もちろん、普ふ通つうの炭たん鉱こう夫ふであるウチの父さんの稼かせぎじゃ、一生かかってもそんな豪ごう遊ゆう、できるワケがない。まあ、簡かん単たんに説明すると。


　フラン新聞が、創そう刊かん百周年記念に。購こう読どく者しやに、一年かけて、世界中の観光名所を回るツアーが当たります、と発表する。


　母さんが、今まで取ってなかったフラン新聞を、急に取り始める。


　しばらく後、妙に母さん達の態たい度どが優やさしくなる。そして、つい一か月前。


「お前も十五歳さいだ。たぶん、ひとりでたくましくやっていけると、父さん信じてるぞ」


「ごめんなさい、二人分のチケットしかないの。母さん達にもう一度青春をちょうだい……」という書き置きを残して、二人が失しつ踪そう。


　そして現げん在ざいは、週に一回、楽しそうな二人の絵葉書が、オレのもとに送られてくる。


　……という、ジャンもビックリの無む責せき任にんな展てん開かいにより、我が家にはオレしかいなくなってしまったんだ。ああ、我われながら、分かりやすいけど、情なさけない……。


　はあ。まぁ、気き兼がねなく家を使えるのは、いいんだけどさ。


　当面の問題は、生活費だ。


　一年間、食べていけるだけのお金と言って、母さん達は二〇万ドルク残していってくれたんだけど。


　まあ、月に一万もあれば、ゼイタクしない限かぎり、毎日しっかり三食食べられるし、なんだ、案外ヨユーじゃん、と最初こそ思ってた。だけど。


　あんまり急に大金が手に入ったものだから……なんていうか、その……毎日、ジャン達と、今まで入ったことのないような高級なお店で、オイシイもの食べたり。


　前から欲ほしかった靴くつとか鞄かばんを買ったり、ぜんぜん弾ひけないのに、何な故ぜか二万ドルクもするバイオリン買ったりして、いわゆるゼイタクというやつを繰くり返してるウチに……いつの間にか、お金がどんどん減へっていってて……手持ちのお金が、一万ドルクも残っちゃいなかったんです、ハイ……。


　いや、いきなりこんな風に自由に使えるお金がたっぷり入ってきたら、誰だってそんな計画的には使えないって！


　オレと同じで、まだあるだろ、まだ大だい丈じよう夫ぶ、って感じで、つい。暴ぼう走そうしちゃうハズ……。


　はぁぁぁ──。


　って、落ち込こんでる場合じゃない。


　いまは、少しでもお金をかき集めて、オーナー代を増ふやしておかないと。


　たてつけの悪い、茶色いドアを開けて、オレは自分の部屋に入った。


　ベッドに倒たおれこみたいのをなんとか我が慢まんして、さっそく、部屋中ひっくり返す。小こ銭ぜにやらへそくりをかき集め、なんだかんだ、一時間。


　結局、部屋から見つかった分と、ウエストポーチにあった金を合わせて四七二二ドルク。


　クッキーの缶かんに残しておいた、三〇〇〇ドルクがほとんどだった。


　それに、今日水道水を売って稼かせいだ一万をジャンと二人で割わって、一人五〇〇〇だったから……部屋で見つかった分を合わせると、九七二二。全ぜん財ざい産さん、九七二二ドルクか。


　オレの、一か月の食費分くらいか。こんなんで、オーナーになんてなれるんだろうか……？





　それにしても、武ぶ器き屋のオーナーか……。


　オーナーになれたアカツキには、問答無用で嬉うれしい特典がオレにはついてくる。


　それは、昔の友達なんかに、やっと合わす顔ができる──ってことなんだ。


『おいマーガス、お前最近何してんの？』


『あぁ、人をだまくらかして、水道水を売りつける仕事してるんだ♪』


　……このやりとり、友達は笑ってくれたけど、やっぱり居い心ごこ地ち悪かったもんなぁ。


　おまけに、オレの周りのヤツらは、みんな何かに向かって走ってる奴やつらばかり（ジャンは、当然除のぞく！）だから、オレみたいにやりたい事が見つからない人間は、ホント、肩かた身みが狭せまい。


　例えばアントニオ。あいつは、建けん築ちく家かになりたいとかいって、毎日一番街道の親方のもとに勝手におしかけてる。苦労が報むくわれて、最近正式に弟で子しにしてもらったらしい。


　リナルドなんかは、別にやりたいことはないけれど、喧けん嘩かの才さい能のうはダントツだから、あっさりドラゴンキラーになってしまった。売れっ子の助すけっ人ととして、毎日忙いそがしいらしい。


　ファウスティーノは、夢ゆめも特とく技ぎもないけれど、昼も夜も大好きな〝蛾が〟の研究に没ぼつ頭とうしてて、あれはあれで物もの凄すごい。一直線に、駆かけ抜ぬけてる。


　そんな連中の中で、水道水で一ひと儲もうけしてます！　なんて……居心地悪い、やっぱり。


『おいマーガス、お前最近何してんの？』


『あぁ、オレ？　最近、武器屋のオーナーやってんだ。今度、店に来てよ！』


　おぉ～お。これならなんか、自分でも納なつ得とく。


　別に武器が好きなわけでも、武器屋経けい営えいに憧あこがれてるわけでもないけど。


〝武器屋のオーナーという職しよく業ぎようは、自分の夢・自分の才能を見つける最高のステップ！〟って言葉をとりあえずは信じて……やってみるか。


　それにはまず、オーナーに選ばれなくちゃいけないけど。


　お、そろそろ十一時。いざゆかん、『エクス・ガリバー』だ。





　　　　※




　いざゆかん、といったものの、エクス・ガリバーからオレの家は、結けつ構こう遠い。


　同じ二番街道に分類されてるけど、エクス・ガリバーは正門寄よりだし、ウチはサンク・マリカ寄り。近道、裏うら道みちを駆く使ししても、たっぷり三、四十分はかかる。冷静に考えたら、けっこう遠いなぁ。でも、オレは歩き以外の移い動どう手しゆ段だんを持ってないし。


　仕方なくオレは、蒸むし暑い街道をノロノロ歩き出した。


「それにしても、ほんっとこの道は静かだよなぁ……」


　二番街道に住む人は、妙みように寝ねるのが早い。ひたすらに家が連なってはいるけれど、そこからはもう、物音一つしない。聞こえてくるのは、オレが石いし畳だたみを踏ふむ、僅わずかな足音だけ。


　そうそう、二番街道といえば。フランには、ぐるっと竜りゆう除よけの壁かべの中に囲まれた街の中に、大きくわけて三つの街道が走っていて。


　正門から大だい聖せい堂どうまでの広い道のことを、一番街道。


　一番街道を挟はさむように、左右を並へい行こうして走っている二本の道を、それぞれ西二番街道、東二番街道。


　二番街道より外にある道を、全部まとめて三番街道。っていう風に区分けしている。


　一番街道の近くに住む人間ほど金持ちで、三番街道の近くに住む人間ほど貧びん乏ぼうという構こう図ず。オレとジャンは、その真ん中の、東二番街道の出身だ。ちなみに、エクス・ガリバーがあるのは西二番街道だから、余よ計けいに遠い。


　この時間になっても、一番街道にはまだまだ騒さわいでる店がたくさんあるだろうし、三番街道は三番街道で、チンピラのチーム同士が決けつ闘とうをしていたりして騒がしいし、フランで夜を楽しむなら、やっぱりダントツで二番街道がオススメだ。


　が。言ったそばから、その静けさを台無しにするような大声が、オレの頭上からのしかかって来た。





「マ────────────ガスッッッ！　ちょっと待って！」


　恐おそらく、真上にある窓まどから叫さけんだんだろうその声の主は、ドッタンバッタン音を立てて階段を下おり、勢いきおいよくドアを開け、転がるようにオレの目の前までやってきた。


　……あいっっかわらず、騒がしい女ひと。


「イッコ……近所迷めい惑わくだって、マジで。もう十二時だぞ」


「あははは、分かってる分かってる！　ねぇ、それより正門の方に行くんでしょ？　アタシも用事あるからさ、いっしょに行こうよ!!」


「いいよ、いいけど、声のトーンは落として」


「分かってる分かってる！　オラ、行くよ!!」


「分かってないだろ……？」


　オレ、ちょっと泣きそうな顔になってるかも……。


　このやかましい姉さんは、イッコ。家が近所で、小さい頃ころからよく遊んでもらってた、幼おさな馴な染じみってやつだ。


　年はオレより二つ上で、身長もオレより少し高いけど、昔から呼よび捨すてだったし、オレはそのまま呼び捨てで『イッコ』って呼んでる。


　フランに数人しかいない〝黒い髪かみ〟の持ち主で、つやつやした黒髪を真まっ直すぐ、綺き麗れいに背せ中なかまで伸のばしている。キリッとつりあがった眉まゆと、ランランと輝かがやく黒目がいかにも情じよう熱ねつ的で……まぁ、オレの周りにも、ファンがいないでは、ない。うん。


「でも珍しいね、イッコがサンク・マリカじゃなくて、正門に向かうなんて」


「今日はちょっと用事があんのよ。アタシだって、行けるもんなら今すぐ回れ右したいわ。夜のサンク・マリカは、また格かく別べつだもん」


　イッコは、サンク・マリカ大聖堂が──ちょっと、異い常じようなくらい、大好きだ。


「うふふ、待ってなさいよ～マリカちゃん。あと一九億九九〇〇万ドルク……昼も夜も、アタシだけのものにしちゃうんだから……！」


　口に手を当てて、アブナイ笑え顔がおを浮うかべるイッコ。そう、なんとこの女ひと。フランのシンボル、サンク・マリカ大聖堂を個こ人じんで買い取って、完全に私物にするのが夢ゆめなんだ。


　実はサンク・マリカ大聖堂は、今のところは誰のものでもない。昔フランに住んでいた建けん築ちく家かのウメダ・ファミリアと言う人物が、売り物として建築して、そのまま買い手がついていないのだ。


『フランに二十年住んで、なおかつオレ様の娘むすめに二〇億払はらえた野や郎ろうに、サンク・マリカは売ってやる。罪人だろうが悪人だろうが、条件満たしてりゃ売ってやれよ』


　これが、五十年以上前に死んでしまった、ウメダ・ファミリアの遺ゆい言ごん。


　この遺言は未いまだに受け継つがれていて、条じよう件けんを満たしてウメダ・ファミリアの孫まご娘むすめに二〇億ドルク払えば、サンク・マリカは本当に個人の持ち物にできてしまう。イッコいわく、本来の価か値ちは一〇〇億ドルク以上はあるから、二〇億は格安、らしいんだけど……。


「あと、一九億九九〇〇万ってことは……イッコ、とうとう一〇〇万ドルク貯ためたんだ……」


　オレが呆ぼう然ぜんと聞くと、イッコは恥はずかしそうに頭をかいた。


「うん、先週やっとね。一〇〇万貯めるのに、十年もかかっちった」


　十年か……。まともな収しゆう入にゆうが入る仕事ができる年ねん齢れいになったのは、最近だろうけど、イッコは、昔から……ほんと、七つや八つの時から、いろいろやってたもんなぁ。


　炭たん鉱こうの親方たちが集まる酒場に突とつ入にゆう、歌っていた吟ぎん遊ゆう詩し人じんを押おしのけ、飛び入りで勝手に歌って（しかも結けつ構こうオンチ。まぁ、お客さんは大喜びだったけど）おひねり貰もらったり。


　無理やり、フラン周りをパトロールするドラゴンキラーにくっついて行って、終わった後、アタシも働いたんだから、給料ちょうだい、と平然と言ったり。


　なぜかオレも巻まき込まれて、一いつ緒しよに連れて行かれることが多かったから、けっこうハラハラしっぱなしだったんだよなぁ。


「いま、何の仕事やってるんだっけ？　食堂の手伝い？」


「食堂はもう辞やめたんだ。稼かせげないしね。最近は、壁の外の新聞配達なんかやってる」


「ぅえ!?　か、壁の外!?」


　壁の外の新聞配達。竜除けの壁の外に家を構かまえる、ドラゴンに襲おそわれる危き険けんを承しよう知ちで住んでる人（陶とう芸げい家かとか、修しゆ行ぎよう僧そうとか、変わり者が多い）に新聞を配達する、命がけのアルバイトだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？　やめとけよ、そんな仕事！」


「うん、ありがと。ま、アタシもそろそろ潮しお時どきだと思ってたし、次の仕事見つかったら辞めるつもり。一日一万は、捨すてがたいけどねぇ……」


　ふぅ、と残念そうに言うイッコ。


　自分から進んで壁の外の新聞配達をやろうとした女の子が、かつていたんだろうか？


「なんていうか……本気で二〇億貯めるつもりなんだ、やっぱり」


「？　なにいってんのよぉ、アタシは本気よ、いつだって」


　口をとがらせ言うイッコ。


　……だよなぁ。冗じよう談だんで一〇〇万は貯まらないよなぁ……う～～む。


　実はオレ、イッコのお母さんに、『娘は現げん実じつが見えてない』ってグチを言われることが、たまにある。


『十七にもなって、いつまでガキみたいなこと言ってんだ』っていう、イッコに対する陰かげ口ぐちも、学校で聞いたことがあるし。


　ハッキリ言って、オレも、同じようなことを思う時が、たまに、ないではない。


　でも……これだけ曇くもりなく、夢ゆめに向かって一直線に生きられれば、きっと気持ちいいんだろうなぁ……。実じつ際さい、イッコはイキイキしてるし。





「話は変わって、マーガス君。キミ、そろそろ彼女はできたのかね？」


　唐とう突とつに、意地悪そうな笑顔を浮うかべてイッコが聞いてきた。


　……嫌いやな質しつ問もんするなぁ。こういう質問を女の人にされると、落ち着かないんだよ、オレ。


　なんか恥はずかしいっていうか……。


「分かってて聞いてるだろ……いないよ、んなもん」


　冷静を装よそおって、オレはそっけなく答えた。しかし。


「おいおい、冷静を装いきれてないぞ少年。顔が真っ赤！　な～にを照れてるんだか」


「う、うるさい！　オレはポーカーフェイスだ！」


「どっこがぁ。ったく、適てき当とうにお茶を濁にごせばいいのに、ウソをつけない男だねぇ」


　パーン！　オレの背せ中なかは、イッコに嬉うれしそうにはたかれた。……イキイキしすぎだよ。


　だいたい。照れてるもなにも、二人で歩き出してから、ずっとオレが照れてるの気づいてんのかなぁ？　いや、そりゃ、鋭するどく勘かんづかれても困こまるけどさ……。


　相手がたとえイッコとはいえ……やっぱり女の子と二人きりで、静かな夜の道を歩くなんて。


　そんなシチュエーション、ドキドキするし、照れるって。え？　普ふ通つう、照れますよね？


　などと、一人で照れに関してブツブツ考えてるうちに、


「お。マーガス、アタシの用事、この店なんだ」


　イッコの目的地の店に到とう着ちやくしてしまったようだ。ふぅ、ここで、お別れか。


「それにしてもイッコ、こんな店に一体何の────」


　……ん～～～？　なんかこの建物、どっかで見たことあるような？


　木もく造ぞうのこぢんまりした外観に、入り口の扉とびらがキィキィ左右に開く、押して入る扉……。


　店の名前は、『エクス・ガリバー』……


「って、エクス・ガリバァ!?　え、オレの用事もここだぞ!?」


「な……ってことは、アンタもオーナー候こう補ほ!?」


　思わず、視し線せんをぶつからせるオレとイッコ。


　うぅわ、こりゃ、ややこしいことになってきた……。





　　　　※




「さて、これで七人のオーナー候補、全員が揃そろったわけじゃな……」


　店内の古ぼけた掛かけ時計が、午前零れい時じをまわる頃ころ。あの老人オーナーが、そう呟つぶやいた。


　夕方に話を聞いた時と同じ場所、店内の商品売り場の中央スペースに、今はオレを含ふくめて、オーナー候補が七人集まっている。


　……それにしても。


　オレは、集まったメンバーを見て、ほとほと拍ひよう子し抜ぬけしていた。


「なんだぁこれ!?　知ってるヤツばっかじゃん！」


　叫さけぶジャン。


　う～む、オレの気持ちを代だい弁べんしてくれたか……。


　ジャンの言う通りで、七人中、オレとジャンを除のぞいた残り五人のうち。なんと、三人もオレがよく知ってるメンバーが入ってたんだ。


　というかズバリ、七人中五人は顔見知り……。


　知ってるヤツ一人目は、当然イッコ。


　オレの幼おさな馴な染じみということは、ジャンの幼馴染みでもあるってことで、当然ジャンとも知り合いだ。ちなみにイッコはすでに、オレを完全に敵てきだと思ってるらしく、嚙かみ付きそうな目でオレを睨にらんでる。はぁぁ……。


　知ってるヤツ二人目は、イッコの一番の友達の、『ノン』ていう名前の女の子。


　ふっくらとした丸顔に、赤毛のみつあみを下げただけの、素そ朴ぼくな容よう姿し。いちお、イッコと同い年で、オレ達より二つ歳とし上うえなんだけど……おおらかというか、のんびりしてるというか、のんきというか……まぁ、そのうち分かってもらえると思う。


　知ってるヤツ三人目が、（オレ達にとっては）意外な人物で、ドノヴァンという青年。


　ドノヴァンは、とにかく体が大きくて、身長は二メートル近くある。浅黒い肌はだに、厳きびしい環かん境きようを潜くぐり抜けてきた鋼はがねの筋きん肉にく。それとは対照的に、顔はモジャモジャの天然パーマに、糸みたいな細い眼めと、かなり優やさしげ。


　性せい格かくの方は顔と一いつ緒しよで、物静かで、すごくあったかい感じ。


　ドノヴァンは、もともとフランの人間じゃなくて、どこかの山やま奥おくの村から、煙えん突とつ掃そう除じ夫ふとしてフランに買われてやってきている。


　仲良くなったキッカケは、オレが学校で授じゆ業ぎようを受けてる時、たまたま近くの家の煙突を掃除してて、屋根の上に出ていたドノヴァンに、面おも白しろ半分でオレが手を振ふったことだった。


　ニコッと笑い、手を振って返してくれたドノヴァンに、気を良くしたオレが、身振り手振りで会話してたら、他のクラスメイトの連中もドノヴァンに気づいて、会話に参戦。


　授業中、無言のまま、みんなで身振り手振り「オレ、マーガス」「今日はいい天気だね」なんてやってるのが、妙みように面白かったなぁ。


　その後ドノヴァンは、なんか面白そうなヤツがいるぜ！　とクラスで話題になり、オレ達はドノヴァンを探さがしだして、見事友達になった。あんまり喋しやべらないけど、人当たりと付き合いのいい性格のせいで、いつのまにかドノヴァンはクラスのみんなに馴染んでいて、今でもクラスで集まるときは、普ふ通つうに召しよう集しゆうされる。


「よっ、ドノヴァン」


　とオレが目で挨あい拶さつすると、ドノヴァンはグッ、と親指で答えてくれた。








　さてさて、と、いうわけで。


　同どう窓そう会かいみたいな雰ふん囲い気きになってきたけど、誰だれにオーナー職しよくを譲ゆずるかの話し合いだった。


　お爺じいさんが、口を開いた。


「なんだ、アンタら知り合いか。それならそれで、ちょうどええ。まぁ、座すわりなさい」


「座れったって……椅い子すもなにも、ないじゃねーか」


　ジャンが言う。


「若わかいんじゃから、床ゆかに座ればええ。……よっこらしょ」


　と、言いながら、お爺さんは木もく製せいの丸い椅子を持ってきて、ちゃっかり自分だけそこに腰こし掛かけた。


「腰が冷えるとイカンからのう」


　なんて言って。……やっぱり、マイペースだ。仕方なくオレ達は、床に腰を下ろした。


　あ、でも、床がひんやり冷たくて気持ちいいかも。


　お爺さんはオレ達が座ったのを確かく認にんすると、満足気に頷いて、ゆっくりゆっくり話し始めた。


「アンタ達に集まってもらったのは、他ほかでもない。知っての通り、ワシが五十年、毎日毎日愛めでてきたこの店を、誰かに譲らなければならん時が来たからじゃ。申し遅おくれたが、ワシは、ルイニ・アルメイダ。いまのところ、この店のオーナーじゃ」


「名前なんてどうでもいいけどよぉ……なんで急に店を譲るなんて言いだしたわけ？」


　ジャンが、あぐらをかいて、耳をほじくりながら面めん倒どうくさそうに聞いた。


　ま、ジャンはオーナーになりたいともなんとも思ってないんだから、気楽なもんだよな。


　オレなんか、いちいち全部の仕草が審しん査さされてる気がして、正せい座ざしたまま、下手に動けない。


「ワシが、この店を手放さなければならん理由……ちぃとばかしええ話じゃから、心して聞いておくれ」


「おいおい、自分で言う？……手短に頼たのむよ、ねぇ」


　ジャンの失礼な意見と共に、ルイニさんの話は、始まった。


　そう、いま思えば、この話が、全すべての始まりだったんだよなぁ……。





　ルイニさんが言うには、ルイニさんにはジョルジュという、一人息子むすこがいたらしい。


　ルイニさんはジョルジュを物もの凄すごく可愛かわいがって、小さい頃ころから武ぶ器き屋のノウハウを教えられる限かぎり、惜おしみなく教え込こんだそうだ。


　けれどジョルジュが、二は十た歳ちになった時、突とつ然ぜんプロのドラゴンキラーになると言い出してから、二人の関係は狂くるいだした。


　ちなみに、ドラゴンキラーは、フラン新聞の職業意い識しき調ちよう査さでも。


　稼かせげる職業部門第一位、女の子にモテる職業部門第一位、世の中の役に立ってる職業部門第一位、男の子が将しよう来らいなりたい職業部門第一位……なんて結果が出てるほどの超ちよう人気職。


　女の人は、街から出かける場合、だいたいドラゴンキラーを一人ガードにつけるし、竜りゆうの巣の駆く逐ちく、街の警けい護ごと、仕事もたくさんあって、収しゆう入にゆうが途と絶だえることはない。


　おまけにＡ級ドラゴンを一匹ぴき狩かれば、一億ドルクも報ほう酬しゆうが貰もらえるし、一いつ攫かく千せん金きん性せいもある。


「ドラゴンの首、高く売れるもんね。ドラゴンキラーになりたい気持ち、分かるな」


　イッコがうんうん、とひとり納なつ得とくする。


　すると、ルイニさん。


「じゃが、ドラゴンキラーほど、生まれつきの才さい能のうに左右される職業もない」


　確たしかに。オレも、ルイニさんと同じイメージをドラゴンキラーに抱いだいてる。


　まず、とにかく。ドラゴンのやつらは、単たん純じゆんに体が硬かたい、硬すぎる。頭から口の中まで、とにかく完全無欠に硬いんだ。


　昔、オレも、ジャンやクラスの連中と一いつ緒しよに十人くらいで、フランの近くでたまたま眠ねむっていたＣ級ドラゴンを倒たおしに行ったことがある。


　でも、どんなに力いっぱい剣けんを振ふり下ろしても、ほとんど傷きずひとつ入らなかった。


　普ふ通つうの人間がちょっと訓練しただけじゃ、絶ぜつ対たい歯が立たない体を持ってるんだヤツらは。


　結局、その時もオレ達は、百回くらい剣や斧おので切りつけても、まったくドラゴンが起きなかったから、そのまま、何事も無かったかのように逃にげ帰ってきた。


　まあ後に、そのドラゴンはＣ級じゃなくて、Ａ級だったと判はん明めい、オレ達は心底ぞっとしたんだけど……あの理り不ふ尽じんな硬さは、未いまだに忘わすれられない。


「ジョルジュは、運動はからきしダメで、どう見てもドラゴンキラーになれる見込みはなかった。なれたとしても、ドラゴンに一いち撃げきで殺されてしまうのがオチじゃったよ。


　だから、ワシは言ったんじゃ。お前なんぞがドラゴンキラーになれるハズもない。現げん実じつを見み据すえて、大人しくワシの店を継つげ……とな」


「…………。それ、言ったらどーなったんだよ」


　ジャンが聞く。


「ジョルジュは怒いかり狂って、家から飛び出していきおった。それっきり、音おと沙さ汰たは無しじゃ。ワシは、後こう悔かいした……出て行かれるくらいなら、せめてドラゴンキラーの試験だけでも受けさせてやればよかったんじゃ」


　ガクッとうなだれる、ルイニさん。


　うぅ……重たい話だ。ルイニさん、銀ぎん髪ぱつで目は隠かくれてるけど、泣いてるのかなぁ。


　なんか今の話を聞いてからルイニさんを改めて見ると、なんかすごい弱々しくて、みすぼらしくて……かわいそうに見えてきた。


　他のみんなも同じ思いらしく、暗い表ひよう情じようで、じっと床ゆかを眺ながめたりなんかして。


「じゃが……つい数日前……ワシの元に、一通の手紙が届とどいた」


　カサカサッ、とポケットからルイニさんは、一枚まいの手紙を取り出した。無言でその手紙は、正面にいたオレに手て渡わたされる。みんなが覗のぞき込む中、オレは手紙を朗ろう読どくした。












　お元気ですか？　ジョルジュ・アルメイダです。長い間、手紙の一枚も送らず、本当に親おや不ふ孝こうばかりをして、申し訳わけありませんでした。


　あれから僕ぼくは、大陸に渡ってドラゴンキラーのテストを受けに行っていました。


　でも、何度やっても結局ダメで……。ドラゴンキラーになるまでフランには帰らないと、子こ供どもじみた決意で、何年も何年も受け続け……四十になった去年に、ようやく、あきらめることにしました。


　いま思えば、何な故ぜ、あの時お父さんの言葉に耳をかさなかったのか、悔くやんでも悔やみきれません。お父さんが、僕のことを一番分かっていたんだと、最近ようやく気づくことができました。


　けれど、そんな僕も、大陸に渡って、二つの幸せと出会いました。


　一つ目は、一生を共に生きると誓ちかい合えた、運命の女性と出会えたこと。


　二つ目は、世界中で一番愛いとしい存そん在ざいを、神様から授さずかったこと──。つまり、あなたの孫まごです、お父さん。


　お父さん、僕達と、一緒に暮らしませんか？　僕はこの二十年以上の親不孝を清算するためにも、今から死に物狂いで親孝行がしたい。妻つまも、それから娘むすめも、あなたと住みたいと、心から言ってくれています。


　今、私達は、西の大陸のマリィシアの街で暮らしています。小さいですが、綺き麗れいな街で、きっとお父さんも気にいってくれると思います。


　来てくれることを信じ、マリィシアの街への船の切きつ符ぷを同どう封ふうしておきますね。


　船が到とう着ちやくする予定日は、三人で出で迎むかえようよ！　と娘も勝手に楽しみにしています。


　それでは、四人で暮らせる日が来ることを信じて──。







ジョルジュ・アルメイダより、ルイニ・アルメイダへ愛をこめて














「よ……よかったじゃねぇかああ、ジイサンよぉぉ！」


「おぉ、つるっぱげ！」


　ガシッ！　いきなり心が繫つながったジャンとルイニさんが、熱い抱ほう擁ようを交かわした。


　見れば、みんなもチクショー、とか言いながら目め頭がしらを押おさえてる。かくゆうオレも、なんかホッとしたっていうか……他ひ人と事ごとなんだけど、嬉うれしい気分。


「そうかそうか。息子むすこのトコに行くから、店をたたむ。そうだな、ジイサン！」


「いかにも！」


「おうおう、行ってこい、行ってこい！　思いっきり親孝行してもらえよ！」


「スマン、スマンなつるっぱげ」


　ジャンの熱い激げき励れいに、涙なみだぐみながら、ウンウンと何度も頷うなずくルイニさん。


　武ぶ器き屋エクス・ガリバー店内には、すごく、あったかい空気が流れていた。


　いいなぁ、こういうのって……。


「で。誰をオーナーにするかなんじゃが」


「えっ!?」


　いきなり話題を変えるルイニさん。


　あれ、いきなり!?


「なんじゃ？　オーナーを決めるために集まってもらったんだぞ、アンタらには」


「い、いや、そうですけど……もうちょっと余よ韻いんていうか……なぁ？」


　オレが同意を求めると、みんなもコクコクと頷く。


「若わかいくせになにが余韻じゃ。んなもんは、年を取ってからいくらでも浸ひたればええ」


「わ、わかりましたけど……オーナーを譲ゆずる人間は、どうやって決めるんですか？」


「ああ。譲る人間なら、もう決まっとるよ」


「えっ!?」


　こともなげに、ルイニさんが言った。焦あせったのは、オレ達だ。


「き、決まった!?」


「ウソっ!?」


「おいおい、いつ決めたんだよ！」


　口々に文もん句くを言う。ほんと、いつ決めたんだ!?


　まさか、さっき心を通わせたジャンを選ぶとかいうんじゃあないだろうな!?


「それでは、発表する。ワシが、信しん頼らいして、このエクス・ガリバーを譲るのは」


　うわ、前置きもなく、もう発表か!?　まだ心の準じゆん備びが……！


「この店の新しいオーナーは───────────────アンタら、七人、全員だ」


「……へ？」


　言葉を理り解かいするのに、五秒ちょっと。七人、全員……？


「え、ええええええっ!?」


　はぁぁぁ？　七人全員!?


「ちょ、ちょっと待ってください！　どうやって七人でオーナーなんてやるんですか？」


「ていうか、オレはオーナーになんて──」


「それに、それじゃ儲もうけが七等分になっちゃう！　オーナーなんて一人で十分じゃない！」


　面食らったオレ達だけど、すぐに気を取り直して、ギャーギャールイニさんに詰つめ寄よる。


「なに、そんなに難むずかしいことじゃあないよ。それにお嬢じようさん、どのみち一人じゃ店は運うん営えいできんぞ？　武器屋をなめちゃいかん。最初は全員がオーナーで、そのうちに会計や営業、仕入れと、適てき性せいに見合ったポヂションに振ふり分けていけばええ」


　ぬ……なんか、急にちゃんとしたこと言ってるし……。


　ど、どうしよう……？


　オレ達七人は、なんとなく、お互たがい顔を見合わせていた。


「だいたい、一度喋しやべったくらいで、人の良し悪しなんか分かるかい！」


　ありえないセリフを吐はくルイニさん。じゃあ、この集まりの意味って一体……？


「そ、それじゃ、オーナーになるために支し払はらうお金は、どうするんですか？」


「ふむ。五〇万くらいはふんだくってやろうとおもっとったが……ようし、こうしよう。一人一人払うなら、一人、五〇万じゃ。けど七人全員で払うなら、七人で、七万ドルク」


「なんだそれ!?」


　愕がく然ぜんとなる、オレ達七人。七人全員で払うなら、一人一万で、それ以外は五〇万!?


　何な故ぜかは知らないけど、どうあっても全員をオーナーにしたいらしいな、ルイニさん……。


「どうする、みんな？」


　イッコが、誰かに言うわけではなく、全員に聞こえるように呟つぶやいた。


「ボクは……五〇万なんて、払えない。だから……全員で、払いたい」


　最初に口を開いたのは、意外な人物。なんとドノヴァンだった。


　けど、そうだよな。誰だって……イッコは貯ちよ金きんを使えば別だけど、五〇万なんて払えるわけがない。


「オレもドノヴァンに賛さん成せいかな。じゃなきゃ、オーナーになれないんだし」


　オレも手をあげて、七人で金を払う意見に賛成した。すると、次から次へ、「オレも」「私も」と手があがっていく。


　残るはジャンと、イッコ……。


　ジャンは、難しい顔をしたまま、天てん井じようを仰あおいでいたけど。やがて観念したかのように、


「……ま、抜ぬけるなんて、とてもいえる雰ふん囲い気きじゃねーしな……。俺おれも、七人で払いますよ」


　と弱々しく手をあげた。


「イッコは……どうするんだ？」


　目をつぶったまま、イッコは黙だまって考えるポーズをとっていた。


　イッコが五〇万払えば、オーナーはイッコ一人になる。ひとりが払ってしまうと、後の六人も五〇万払わなけりゃいけなくなるし、そうなると、もう誰だれも払えないからだ。


「……分かった」


　イッコは、目をつぶったまま、ため息混じりにそう呟つぶやいた。


「どのみち、人を雇やとわなくちゃいけないのは確たしかだもんね。しばらく七人で様子を見るよ」


　スッ、イッコの手があがる。


　これで、七人全員の手があがった。満場一いつ致ちで、全員払いだ。


「ようしきた、交こう渉しよう成立じゃ！　それでは、一人一万ずついただこうかな？」


　ルイニさんが言う。


　一万か……オレの手持ちが、九七二二ドルクだから、えっと……？　あれ!?


「ヤベ……オレ、あと三〇〇ドルク足りない……」


「……ボクが、貸かす……」


「ドノヴァン！　サンキュー！　絶ぜつ対たい返すからな！」


　オレがそういうと、ドノヴァンは、優やさしく頷うなずいてくれた。こうして、七人分の一万ドルクが集められ、ルイニさんに渡わたされた。


「ひいふうみい……確かに七万ある。それじゃ、これで契けい約やく完かん了りようじゃ。最後に、一いち応おう契約書にサインをもらおう」


　ずんっ、とオレに差し出された契約書の束。うっわ……ビッシリ黒い文字に埋うめつくされたプリントが、百枚まい近くはあるぞ……！


「なに、こんなもん、別に大したことは書いとらん、全部読まんでもええよ。ここに、サインを書いてくれりゃ、それで終わりじゃ」


　ルイニさんは、一番最後のページの、右下の四角いスペースをちょいちょいと指差した。


　なんだ、全部読まなくていいのか。


「んじゃ、オレ書いちゃおっかな。いい？」


　振ふり返り、オレは皆みんなに確かく認にんした。すると。


「……ちょっといいスか？」


　手をあげ、小さな声で意見するヤツが、一人。


　お。意見したのは、オレ達と面めん識しきがない二人のうちの、一人だった。


　こいつは見た目も幼おさないし、身長も今いる七人の中じゃ一番低い。多分、年下、十歳さいかそこらだろうと思う。


　短く刈かった茶ちや髪ぱつは、子こ供どもらしくて似に合あってるんだけど……逆ぎやくに、常つねに文もん句くがあるような目つきの悪さが、全然子供らしくなくて印象的だ。


　チビは人を見下したような、冷めた目つきで、オレを見ながら喋り始めた。


「読まずにサインするだなんて……どんだけ平和なんスか、アンタらの頭ン中」


「んなっ？」


　腹はらが立ちすぎて、一いつ瞬しゆん言葉につまるオレ。


　こ、こいつ、口悪いなー。


　チビが、呆あきれ顔で続ける。


「その契約書、どんなムチャクチャな契約が書いてあるか、分かったもんじゃないスよ？」


「じゃ、じゃあ、これ全部読めっていうのかよ！　二時間はかかるぞ！」


　オレは、両手で抱かかえていた書類の束を、チビに押おし付けるように差し出した。


「そ、それは困こまる。ワシの切きつ符ぷが使える船が出るのは、今日の朝なんじゃよ。港に行くには、そろそろ出発せねば……孫まご娘むすめ達をガッカリさせるワケにもいかんし……」


　ルイニさんが、慌あわてて横から口を挟はさんできた。しかし続けて、何かを悟さとったような顔で、


「とは言ったものの……まぁ、全部が全部、急な話じゃからのう。警けい戒かいされるのも当然か。……それにワシは昔から、人にあまり信用されんタイプじゃったし……」


　銀髪を寂さびしそうになびかせながら、ルイニさんがボソボソ呟き始める。


「チッ！　おいチビ！　こんなジイサンいじめて喜んでんじゃねぇよ！」


　すっかりルイニさんの味方になってしまったジャンが、チビに言う。


　するとチビは、うんざりしたような顔のまま、ため息まじりで、


「……分かりました。でも、時間いっぱいまで、読ませて下さい」


　と、オレから契約書をむしり取った。そして素す早ばやくページをめくり、目を通していく。


「おお、ええよええよ。あと三十分くらいは時間がある。じっくり読んどくれ」


「……ケッ。疑うたぐりぶかいガキ！」


「そういう主しゆ義ぎなんス」




[image: ]


　それから三十分。チビは、もくもくと契約書を読み続けていた……。





「んじゃ、とりあえずオレが代表して、サイン書いとくぞ？」


　三十分後、チビから返ってきた契約書を受け取ったオレが、再さい度どみんなに確認した。


　チビ以外の五人が、うんうん、と頷うなずく。


「ちょっといいスか？」


　やはりまだ一人、納なつ得とくしていない様子のチビが、また面めん倒どうくさそうに手をあげた。


「またお前かよ！　協調性せいのねーヤツだなぁ！」


「この契約書の最初の方に、家や賃ちんに関する記き述じゆつがあったんスけど。ここは、貸かし家やなんスか？」


　チビが、ルイニさんに聞く。するとルイニさん、ぽん、と手をうって、


「おぉ、おぉ、すっかり忘わすれとった。そうそう、ここは不動産屋から借りとるんじゃよ。しかし、じゃ。二番街かい道どうの一軒けん家やを借りようと思えば、普ふ通つう、月に七、八万ドルクはザラじゃが。ここの不動産屋は、ワシの知人でのう。この価か格かくでええと言うんじゃ」


　言うとルイニさんは、契約書から家や賃ちんの載のってるページを探さがし出して、オレ達に見せた。












　※尚なお、この契約書に同意すると同時に、当店の営えい業ぎよう権けんは乙おつに与あたえられるが、当店自体は借家のため、家賃が別べつ途と発生する。


　家賃金きん額がくは、月／九八〇〇ドルクとする。支し払はらい方法は、月末、大家の集金時に支払う。












「ゲッ、四ケタ!?　この家丸ごと借りて、月九八〇〇ドルクで済すむの!?」


　怒おこったような喜びの声をあげるイッコ。


　月・九八〇〇ドルクって、相場からすると安いのか？　家賃のこととか、あんまりよく知らないけど、七人で九八〇〇ドルクなら、確たしかにぜんぜん重荷にはならなさそうだ。


「いやいや、ありがとうチビさん。家賃の話を忘れたままじゃ、えらいことになっとったわい。他にも、サインする前に気になった箇か所しよはあったかのう？」


「…………。まあ、読んだ範はん囲いには、他に特別おかしな点はなかったスけど……」


「んじゃ、もうサインしていいか？」


　オレが聞くと、チビは一いつ瞬しゆん考えて。そして、黙だまってあきらめるように頷いた。


「オッケー。じゃ、書くぞ。サラサラサラ、と」


　ルイニさんに渡わたされた万年筆で、オレは雑ざつなサインを書いた。


　そしてルイニさんが一人、拍はく手しゆする。


「おめでとう！　これで、ワシはもうこの店のオーナーではなくなった。おぬしらが、たったいまからこの店のオーナーじゃ！」


　パチパチパチパチ……陳ちん腐ぷに響ひびく、ルイニさんの拍手の音。


「と、この店の営業許きよ可か証しようじゃ。受けとりなさい」


　ルイニさんから手渡される営業許可証。手に収おさまるくらいの大きさの金色の板に、黒い文字で営業を認みとめる、という類たぐいのことが書いてある。


　でも、これを渡されたからって、急にオーナー気分になれるわけでもないし……うーん、ハッキリ言って、実感わかないなぁ。


「それじゃ、ワシは出発前に、最後の荷物整理をしていくから……今日はこれでおしまいじゃ。一いつ旦たん家に帰って、明日から、好きに使いなさい。ほれ、これが店の鍵かぎぢゃ」


　ジャララ。たくさんの鍵が束ねられた銀のわっかを、手渡される。


「あ。ありがとうございます」


「それじゃ、そろそろいこっか？」


　イッコが言う。


「だな。ジイサン、ジイサンも、息子むすこと上う手まくやれよ！」


　そう言ってジャンが、ルイニさんの肩かたをポンと叩たたく。


　が、ルイニさんは、何な故ぜか不思議そうな顔。


「……息子……？」


「あれ、息子じゃなかったっけ？　長年会ってない、ジョルジュとかいう──」


「！　あ、あぁ、息子のジョルジュか、わかっとる！　上手くやるよ、ワシらは」


　やけに張はり切った声で答えるルイニさん。


　…………？　なんだ、いまの間は？　ま。いっか。


　オレは、自分以外のオーナーの、店内の六人を軽く見渡した。ジャン、イッコ、ノン、ドノヴァン、チビ、それと、知らない女の子が一人。


　いきなり、あのチビと内輪モメっぽい事じ件けんが起こっちゃったけど……この七人で、明日からオレは武器屋を経営していくんだよな。うぅむ。


　不安もあるけど……やっぱり、今は、ワクワクしてきましたよぉ。










　パート２・七人の素人しろうと







「くぁぁ～～」


　ジャンの、心底眠ねむそうなアクビ。


　かくいうオレも、頭がボーっと火ほ照てってて、気持ちが悪い。完全に寝ね不ぶ足そくの症しよう状じようだ。


「～～ぁあ。決めた。マーガス、やっぱオレ、帰って寝るわ」


「ダメ。六時集合ってイッコが言ってたろ？」


「んなぁ、頭オカシイよあの人！　解かい散さんしたの四時だぜ？　二時間も経たってねぇぞ！」


　そうなのだ。二時間前の解散間ま際ぎわ、イッコの力強い提てい案あんのせいで、オレ達はほとんど寝る間もなく、再ふたたびエクス・ガリバーに向かうハメになっていた。


『いい!?　アタシ達がこの店のリニューアルに使えるのは、四日間が限げん度どよ！　それ以上時間かけると、ルイニさん時代の常じよう連れんが、来なくなっちゃう。というわけで、六時から店内の設せつ備び把は握あくと掃そう除じやるよ！　一日でも早く新しん装そう開店しなくちゃ！』


　これが、解放間際の力強い提案。結局、家に帰っても、顔を洗あらって、パンを少しかじって、それで終わりだった。往おう復ふくで一時間以上かかるから、すぐに家を出なくちゃいけないのだ。


　ていうか、西二番街かい道どうのノンならともかく、イッコはオレとジャンと同じ東二番街道に住んでるんだから、こういうシンドイ展てん開かいになるの、予よ測そくできただろうに……。


　オレとジャンは、予測してたから、軽く反対してみたんだけど……。


「なあ、六時は早すぎるんじゃ」


「六時からやるの！　遅おくれたやつはクビよ！」


「……り、了りよう解かい」


　こんな感じで即そく終了。


「なまじ最年長だからなぁ、あのハリキリ娘むすめは」


　いまいましそうに、呟つぶやくジャン。


　そう、口こう論ろんになった場合、結局は年下のオレ達は負けてしまうのだ。


　逆さからっても無む駄だだから、最近じゃオレ達も、すぐに引き下がるようになった。どんなに食い下がっても、イッコの意見が翻ひるがえることって、まず無いんだもんなぁ。


　今まで何度、この年ねん齢れいの差に泣かされたことか……。


「もう一人の十七歳さいは、頼たよりにならないしなぁ……」


「あぁ、ノンか？　そういやマーガス、お前知ってる？　ノンに結けつ婚こん話があったって」


　ジャンが、唐とう突とつに、突とつ拍ぴよう子しも無いことを言いだした。


「ウソォ!?　結婚!?　あのノンが!?」


「いや、詳くわしくはオレもわかんねぇけど……。ま、オーナーになりに来てるんだから、結局流れちまったんじゃねぇ？」


　はぁぁ……いやいや、流れたっていっても、こんなに驚おどろいたの久ひさしぶりだぞ。


　結婚って……。


　そりゃ、フランじゃ十五で結婚が許きよ可かされてるから、別にしたっていいんだけど、なんていうか……そんなに人生急がなくても、なぁ？


「はぁ～……なんかショックだな」


「おぉ。身近な人間の結婚話って……ちょっと複ふく雑ざつだよな」


　ハァ～～ア。なんか二人とも、テンション・ダウンしてしまった。





「おっ、辛しん気き臭くさい二人組が来た！　全員集合だね」


　オレ達のテンションに関係なく、エクス・ガリバーの前では、腕うで組ぐみをしてやる気満々のイッコを先頭に、さっきと同じ顔ぶれが集まっていた。


「おはよ～ございま～す」


「うぃ～す」


　とりあえず、挨あい拶さつ。


　イッコ以外はみんな目が腫はれぼったいし、声のトーンも恐おそろしく低い。全員寝不足だよ。


「あれあれ？　おいおいおい、女子が一人足りないんじゃねぇか!?」


　と。さっきまで一番眠そうだったジャンが、いきなりやかましく吼ほえだした。


「ほら、いただろ!?　目が大きくて、人形みたいにキュートな感じの、肌はだが雪みたいに白い、うなじの綺き麗れいな女の子がさぁ！」


「ちょ、ウルサイなー。いきなり暑苦しくなるなよお前」


　確たしかにオーナーに決まったメンバーの、顔見知りじゃない二人のうち、一人は女の子だったけど……どうやってうなじなんて見たんだ、コイツ？


「あぁ、あんまり見かけない女の子でしょ？　あの子、ミニィっていうんだってー。あたし、方向同じだからいっしょに帰ったんだ」


　ノンが、のんびりした口調で答えた。


「んで、そのミニィちゃんは！　何ゆえここにおらんのじゃ！」


「あの子、上の学校行ってるんだってー。それになんと、一番街道に住んでるらしいよ」


「へぇ！　じゃあ、お嬢じよう様さまなんだ？」


「マーガス達と同い年なんだってー。店には、学校終わって、夕方になってから来るっていってたー」


　ふーん。けど、上の学校に進んで、しかも一番街道に住んでるようなお嬢様が、なんで武ぶ器き屋のオーナーになんか立りつ候こう補ほしたんだ？


「俺おれ、今日の楽しみな出来事の、九九・九％が、あの娘こと仲良くなることだったのに……」


　ガックリ肩かたを落とすジャン。まあもともと、武器屋オーナーになんかなりたくなかったんだから、その気持ちはわからんでもないよな。


　仕方ない。ちょっとテンションをあげてやろう。


「でもさ、ジャン。お前が先に店内の構こう造ぞうを熟じゆく知ちしといて、明日にでもマンツーマンで案内してやればいいじゃないか」


　ギラッ。それを聞いた瞬しゆん間かん、メガネの奥おくの瞳ひとみに、急きゆう激げきに力を宿らせるジャン。


「…………！　確かに。それは、俺の優やさしさをアピールするのに悪くない作戦だな。しっかり店内把は握あくしといて、損そんはねぇってことか……」


　ジャン復ふつ活かつ。うーん、わかりやすいヤツ。


「そういえば、ドノヴァンも今日は他の仕事がどうしても抜ぬけられないって。来るの、夜からだってさ。まぁ、だから、自じ己こ紹しよう介かいなんかは全員集合した後、夜にやりましょうよ」


　イッコが提てい案あん。


　まぁ、自己紹介っていっても、ここにいる五人のうち、四人は顔見知りだけどね。


「アタシ達はさっそく、店内の把握と、新しん装そう開店に向けての大おお掃そう除じを始めるよ！　一日でも早く開店して、オーナー代を取り返さなくちゃね。オラッ、店内に入った入った！」


　ガスガスッ、せかすようなイッコの蹴けりが、軽くオレとジャンの背せ中なかに入った。


「あたたっ!?」


「お、おいおい、奴ど隷れいじゃねぇんだからさ！　口でいや分かるよ、口でいえばさ！」


　ジャンがビックリしたような顔で抗こう議ぎした。


　が、蹴りを放った本人は、すでにノンと掃除の段だん取どりなんかの話を始めていて、聞いちゃいない。


　ジャンが、ため息混まじりにつぶやく。


「……はぁ。いるんだよな～、こういうとき、勝手に仕切り始めるヤツ……」





　店内は、二時間前に解散したときより、すこしガランとした雰ふん囲い気き。


「もう爺じいさんは出てった後みてぇだな」


「じゃ、みんなで店内の施し設せつを見て回ろうか。まず……ここは、売り場ね」


　イッコが周りを見み渡わたしながら言う。


　この売り場。どんな風になってるかというと。


　部屋の大きさは、ちょっとした寄より合いなんかが開ける程てい度どの大きさ。扉とびらから中に入ると、二つ並へい行こうに設置されている、細長い木もく製せいの台だい座ざ──商品置きに行き当たる。


　商品置きの上には、ポツン、ポツンと剣けんやら鉄球が置かれていた。ちなみに、昨夜の話し合いなんかは、この商品置きの間のスペースで行われていたんだ。


　その二つの商品置きから、さらに真まっ直すぐ進むと、今度は支し払はらい用のＬ字型のカウンターに行きあたる。そこから上に目を向けると、くたびれた掛かけ時計が、それでも正せい確かくに時間を刻きざんでいた。


　まぁ……こんなもんか。これが、売り場のだいたいの構こう図ず。


「にしても、商品の少ねぇ店だなぁ」


　確かに……ジャンの言うとおりだ。


　商品台に飾かざってあるのは、いびつに曲がった、山さん賊ぞく刀。先っちょにトゲトゲの鉄球がついた、モーニング・スター。それから、レイピアっていうのかな、やたらめったら細い剣。


　以上、この三点しか、店内には置いていないのだ。


　しかも、どの武器もなんか……ウサン臭くさいというか。


「なんだこの鉄球、ホコリだらけじゃねぇか……ん!?　おいおい、六〇万ドルクもすんのかよ、こんなのが!?」


　ジャンがモーニング・スターにケチをつけると。今度は、イッコが驚おどろきの声をあげた。


「ね、ねぇ、ちょっと見てこの剣の値ね札ふだ！　ラグナロクって書いてあるんだけど……」


「はぁぁ!?　んなわけあるか！」


　ラグナロクっていうのは、オレでも知ってる、超ちよう有名剣。神の一ひと振ふりって呼よばれる、世界最強の剣だ。


「どう見てもこんなの、そこらの山賊が落としていったナマクラ刀じゃねぇか！　しかもこれ、一五〇ドルクって……。ラグナロク、安っ！」


　極きわめつけは、ノンが触さわっていたレイピア。


　ビョンビョン刀身の弾だん力りよくで、ノンが遊んでると……パキッ。


「？……あれ？」


　レイピアの刀身の、真ん中辺。


　まるでお菓子のごとく、レイピアは簡かん単たんに真っ二つになってしまった。


「折れちゃった。ま、いっか？」


　そのまま、笑え顔がおで置き場に戻もどそうとするノン。


「いや、よくねぇよ！　絶ぜつ対たいよくねぇけど……あの程てい度どで折れるレイピアってのも、明らかに不良品だよなぁ……」


　置いてる武器は三つ（今、二つになった）で、しかも、どうもウサン臭いものばかり……？


　ひょっとしてオレ達……ロクデモナイ店、買っちゃったんじゃ……？？？


　オレ達五人の間に、なんとも〝微び妙みような空気〟が漂ただよい始めた……。





「ま、まぁ、売り場はこれくらいにして。奥おくの部屋に進もう！」


「そ、そうだな」


　イッコに仕切られて、オレ達はぞろぞろ奥の部屋へ向かうことにした。


　そ、そうだよな、この売り場で折れたレイピアを見てても、なんかやるせない気持ちになるだけだ。


　奥の部屋へは、Ｌ字カウンター内の扉とびらから入れる。多分従じゆう業ぎよう員いん用の部屋なんだろう。


「あ！　キッチンがある！　やったぁ」


　奥の部屋に入った途と端たん、ノンが小走りでキッチンに駆かけ寄った。そういや、料理好きだったっけ、ノンは。


　奥の部屋には他ほかに、休きゆう憩けい用の丸テーブルと、椅い子すが四つ、伝票入れの棚たなが一つあった。


　それから、トイレのドア。思ったとおり、ここは従業員用の部屋らしい。


「けど、七人で入るには、この部屋狭せますぎねぇか？　ギリギリだぞ」


「天てん井じようも低いしね。でも、七人全員、いっせいに休憩取るなんてこと、ないでしょ」


「それもそうか」


「ねぇみんなー、もういっこ、ドアがあったー」


　と、ノンがのんびりした声で言った。なるほど、店内と従業員用の部屋をつなぐドアとは反対の位置に、確たしかにもうひとつ、ドアがあった。


「何の部屋なんだろ？」


「入ってみりゃわかるわよ」


　ガチャッ。躊ちゆう躇ちよ無く、茶色い木もく製せいのドアを開くイッコ。


「あら、これは……」


　楽しそうに驚おどろくイッコ。なんだなんだ、と全員、ドアの向こうを覗のぞき込こむ。


　ドアの向こうは、入ってすぐ壁かべで仕切られ、二つの部屋に続いていた。二つの部屋には、それぞれひとつずつ、日焼けした布ふ団とんが敷しかれている。


「寝ね泊とまりする部屋もちゃんと用意されてたんだ！　じゃあ忙いそがしい時は、ここで缶かん詰づめだね」


「うぇ、マジか？　ていうかそもそも、部屋の大きさがなんか不平等じゃねぇか？」


　確かに。右の部屋は、四、五人が寝泊りしてもゆとりがあるくらい広いけど、左の部屋は二人もいれば息が詰つまりそうな狭さ。左は、部屋っていうか物置なのかもしれない。


「どっちを男子部屋、女子部屋にするかは、後で話し合いね」


「あ、じゃあ、ジャンケンで決めようぜ、ジャンケンで」


　ジャンが提てい案あんしてみる。


「やーよ。アンタ、やたらジャンケン強いんだもん。男子軍、有利じゃない」


　即そく、却きやつ下かするイッコ。そういや、ジャンてジャンケンだけはやたら強いもんなぁ。


　オレも、多分千回くらいはジャンケン勝負してるけど、勝った記き憶おくがほとんどない。


「まぁ、この部屋の問題は、保ほ留りゆうね。あとは店内の……どこ見るんだっけ？」


　ふむ。これで従業員用の休憩室と、寝泊りする部屋の位置を確かく認にんしたワケか。うーん？


「……なあ、店内の把は握あくって、もう終わりじゃないのか？　売り場と、従業員用の部屋」


　二階もないし、他にドアもなかったし。イッコもしばらく周りを見み渡わたしてから、


「そうね、他に見る場所もなさそうだし……それじゃ、早いけど大おお掃そう除じ始めちゃおっか」


　と、店内把握完かん了りようを口にした。けっこうあっという間だったなー。


　すると。


「ちょっとちょっと……どこに目ぇつけて生きてんスか？」


　オレ達の後ろで、呆あきれたような声がした。





　今の呆れたような声は、予想通り。昨日、ルイニさんの書類にサインする時に一人ゴネてた、あのチビの声だった。


　またゴネだしたよ……と、オレ達は視し線せんをチビに向ける。


「年くってんだから、もうちょい頭を使って欲ほしいな、マジで」


　心底ウンザリしたような顔で言う、チビ。


　なんか、ムカつきを通り越こしてビックリするんだよな、コイツ。


　一いち応おう、年長者として、ビシッと注意してやる！


「おいおい、お前、年下だろ？　もうちょい口の利きき方とかさ」


「頭使わなきゃ、年くってても意味ないと思うんスけど」


「ほうっ！　ほ～～う！」


　ビックリを通り越して、今度はやっぱりムカついてきた！　こんのガキ！


「こらこら、何険けん悪あくなムードになってんの！」


　睨にらみ合ってるオレ達の間に、イッコが割わって入り、視線を遮さえぎった。


「ねぇ、キミ。アタシら、どこらへんで頭を使えばいいの？」


　イッコが、珍めずらしく優やさしいスマイルでチビに聞く。するとチビは、わざとらしくため息をついて説明を始めた。


「…………。武ぶ器き屋には、ドラゴンキラーの集しゆう団だんだとか、聖堂騎士団テンプルナイツとか、そういうところからの大口の注文も来ますよね？　そういう時には、大量の数の武器が必要でしょ？　そんな数の武器、常つねに売り場に出しておくわけにはいかないし……」


「なるほどね。この店にも、在ざい庫こを置く、倉庫みたいなものがあるハズってことね」


　イッコの答えに、チビはそういうこと、と肩かたをすくめてみせた。


　そ、倉庫……そんなのあるのか？


　い、いや、コイツの言ってる事が正しいかどうか、分からない。


「で、でも、もうこの店に部屋はないぞ？　倉庫なんてないんじゃないかな、ここには」


　オレはちょっと、ムキになって言う。大人気ないけど……。


「確かに、もう部屋はなさそうだったな」


　ジャンもオレに賛さん成せいしてくれる。が。


「……あ～あ。気づいてないよ、この人達……」


　帰っていいですか？　といわんばかりの表ひよう情じようで、チビ。


「なにがだよ！」


「倉庫の入り口がムキダシになってるわけないでしょ？　見栄え悪い。さっき、売り場のカーテンの裏うらに、ドアが見えましたよ」


　う……。そ、そうなのか？　だったら、それを見落としてたオレ達は、確かに注意力散さん漫まんかもしれないけど……けど。


「あ～あ、なんでこんな連中がオーナーになれちゃったかなぁ。ルイニさんも見る目ないスよ、まったく」


　ダメだ。ゴメン。どうやったって、こいつムカツク！


「オッホホ。じゃ、じゃあ、その倉庫にいってみようかしら。案内してくれる、ボク？」


　ニコッ、とお姉さん口調で笑いかけるイッコ。


　って、うぉぉっ!?


　よく見ると、イッコも顔は笑ってるけど、よく見たらこめかみ辺りの血管が切れそうなくらい、ピクピクしてるじゃないか……。


「ボクなんて呼よばないで欲しいな。ケンジっス。めんどうだから、一回で覚えてください」


　そういうと、ケンジ（変わった名前だ）は頭の後ろで手を組みながら、スタスタ歩いていってしまった。


　っか──！


　おいおいおい、なんであんなヤツがオーナーになってんだ！　コミュニケーション能のう力りよく、ほぼゼロじゃないか！


　あ～あ、アイツだけ落としてくれりゃよかったのに、ルイニさん……。





「ほうら、あるでしょ？」


　くっ……悔くやしいけど。


　言われたとおり、ケンジに案内された場所のカーテンの裏には、かなり大きい、鉄の押おし扉とびらが存そん在ざいしていた。入り口から入って、そのまま右に進むと、この扉に突つき当たる。


「ケッ。こんな地味な扉、視界に入んねぇっつーの」


　ジャンもケンジが気に入らないらしく、ガンッ、と扉を蹴けりながら言う。


「…………？　ねぇ、ちょっと見て」


　イッコが、扉の中央にある、銀色の物体に気がついた。


「錠じよう前まえだわ、コレ」


　錠前。


　扉には、横にすべらせる型の鉄の棒ぼうに、銀色の錠前がカッチリはめられていたのだ。


「おいチビ、カギかかってんぞ」


「そこまで面めん倒どう見きれんスよ。ていうか、誰だれか鍵かぎ、ルイニさんから預あずかってましたよね」


　ケンジが振り返り、誰に言うでもなく、聞く。


　鍵……誰か預かってたっけ？


「こらこら、鍵を預かったのはアンタでしょうが！　ていうかさっき、店開けたじゃん！」


　イッコが苦く笑しようしながらオレの頭をはたいた。って、そうだ、そういやそうだった。


「ご、ごめん、鍵あるわ」


　じゃらら、とオレは銀の輪っかごと、ウエストポーチから、鍵を取り出した。


「開けてみようぜ？」


「ん」


　ジャンに促うながされるまま、オレは錠前に鍵を挿さしこんでみた。でも、鍵があわない。どれがこの錠前の鍵か分からないから、とりあえず、ひとつひとつ挿しこんで試ためしてみる。


　が。


「ん～～？　おかしいな。あとはもう、この鍵で開かなかったら、合う鍵ないぞ？」


　と言いつつ、最後の鍵を挿しこんでみるオレ。が、今度のは大きさからして全然違ちがってて、とてもじゃないけど挿しこめない。


「向きが逆ぎやくの鍵があるんじゃないスか？」


　ケンジに言われて、ぜんぶもう一度試してみるけど。やっぱりどれもダメ。


「もしかしたらルイニジーサンが、渡わたしそびれた鍵を店の中に置いといてくれてるかも。一回みんなで探さがしてみましょうよ」


　と、いうことで、オレ達は一通り店内を探してみることにした。伝票入れの棚たな、トイレの中、表の合鍵を隠かくしてそうな場所……。


　しかし、一時間程ほど探し回って、そろそろ朝八時になろうかという時間になっても。


「……やっぱり、ないな」


　錠前のカギは出てこなかった。


「クソー、あのジジイ！　ここのカギ、持っていっちまったのか？」


「ねぇケンジ。在庫は、やっぱり今確かく認にんした方がいい？」


　イッコが聞くと、ケンジは肩かたをすくめて、


「当然。商品が三つしかない状じよう態たいで、どうやって商売始めるつもりっスか？　どっかから仕入れて来るにしても、在庫の数が分からないと、仕入れようがないし」


　と答えた。


　う～ん。ひょっとして、死活問題というヤツにブチ当たってるんじゃないのか、オレ達？





「……こりゃ！　マーガスの出番だな！」


　静せい寂じやくを破やぶって、唐とう突とつにジャンがそう言い放った。


「？　へ？　なに言ってんの、お前」


「お前がチョチョイとこの錠前を開けちまうしかねぇよ！」


　はぁ？　話が見えない。どうやってオレが、この錠前を開けるっていうんだ？


「…………。そういえば、マーガスって手先だけは器用だもんね」


「まぁ、どっちかっていうと器用な方だけど……えっ？」


　イッコもわけのわからないことを言いだした？　おいおい、まさかオレにピッキングをしろっていうのか？


「うん！　マーガスならきっと出来るよ！」


　ノンまで無む責せき任にんなことを言いだした！　こら、素人しろうとにそんなことできるわけないだろ！


「そんなに凄すごいんスか、アンタのカギ開けは。んじゃ、オレの針はり金がね使いなよ」


　などと、ケンジまでが勝手に期待して、どこに持っていたのか、オレに針金を渡す。


「ちょ、ちょっと待てって！　何勘かん違ちがいしてるんだ、お前ら！　いつからオレはそんなこと出来るようになったんだよ!?」


「気にすんな。ただ、最後の希望のお前が失敗したら、俺おれ達たちはかなりショックだけどな」


「ふざけんなー！」


「あはは、まぁ、いいからいいから！　やってみてよ、最後の希望！」


　ドン、とイッコに背せ中なかを押され、オレはよろけながら錠じよう前まえの前に躍おどり出た。


　ぐっ……チクショー。なんだよこの展てん開かい。なんだかんだでみんな、失敗した時はホントにショック受けるクセに……。


「やってみるけど、絶ぜつ対たい無理だからな！　無理だったとしても、ショックな顔、するなよ！」


　オレは仕方なく扉とびらの前に腰こしを下ろして、とりあえず錠前の鍵かぎ穴あなに針金を挿しこんでみた。


　親指と人差し指の間に挟はさんだ針金を、クリクリクリクリと回してみる……。


　クリクリクリ……。クリクリクリ……。クリクリクリ……。カチャンッ。


「へ？　カチャン？」


　小さく、何かがハマッた音がした？


「マーガス、今の音！」


「いやいや、そんなバカな……こんなアッサリ……」


　あ、開いたのか……？　オレは、恐おそる恐る銀色の錠前に手を伸のばしてみた。Ｕを逆さかさにした部分を、上に引き抜ぬこうとすると……ストン。


「……開いた、ねえ」


　オレはどういう顔をしたらいいか分からず、とりあえず半笑いで後ろを振ふり返った。


　同時に、周りの四人が、腹はらを抱かかえて笑い出す。


「ハッハハハ！　すげぇ、すげぇ！　何者だよお前!?　ホントに開けやがった！」


　と、ジャン。


「あっはは！　それに、なんで開けたっていうのに、そんな悲しそうな顔してんのよ！」


　と、イッコ。


「あはは、ねぇ、ねぇ、どうやったの!?　マーガス凄すごすぎ！」


　と、ノン。


「泥どろ棒ぼうに向いてるんじゃないスか……」


　と、ケンジ。


　って、泥棒に向いてるってお前……。


　はは……それにしても、まさか開けられるなんて……。


　なんか、あんまり人に自じ慢まんできる出来事じゃないんだけど、それにしたって、顔がニヤけてニヤけて。


「しかしアレだな、マーガス、さっそくあのチラシに書いてあった通りになったな！」


　ジャンが、嬉うれしそうにオレの肩に手を回しながら言った。


「へ？　チラシって？」


「ほら、書いてあったじゃねぇか！　武ぶ器き屋のオーナーという職しよく業ぎようは〝自分の夢ゆめ・自分の才さい能のう〟を見つける最高のステップですって！　ほんとにその通りになったじゃん！」


「はは、そうだな。……って、え!?」


　……あれ？　オレの才能って、ピッキングの才能……なの？





「フゥ──」


　なんか、急にやるせない気分になったオレを先頭に、オレ達は倉庫内に入った。


　そうだよ、今は在ざい庫こを確かく認にんしなくちゃ。


　しかし……。確認してみると、倉庫内の状じよう態たいは、予想以上に悲ひ惨さんなものだった。


「な、なんだこれ!?　カラッポじゃねぇか!?」


　倉庫は、売り場の半分程てい度どの大きさなんだけど。何ひとつ、置かれてはいなかった。


　グルッと見み渡わたしても、武器を立てかける金具があるだけで、綺き麗れいサッパリなんにもなし。


　ということは、当然、在庫はゼロ、ということになってしまう。


「おいおい、あのジーサン、息子むすこにやるとかいって、全部売り物持っていっちまったんじゃねぇだろうな!?」


「ケンジ、在庫がゼロってことは……」


「……自分で武器を仕入れてくるしかないでしょうね。しかも、自じ腹ばらで」


　うわ……これは、思ってた以上に、絶望的な状じよう況きようだ。


　店を開店させるとなると、そこそこの数の武器がいる。


　そこそこの数の武器を仕入れるには、そこそこの金がいる。


　そしてオレ達には、少なくともオレには、そこそこの金は、ない。イッコには貯ちよ金きんがあるけど、あれはサンク・マリカを買うための資し金きんだし、もう一人、今日来てない女の子は、一番街道に住んでるらしいから、もしかしたら期待できるかもしれないけど……自分一人だけ大金を払はらって武器を購こう入にゆうするなんて、そんなリスクの大きいマネしないだろうし……。


「武器を仕入れるだけのお金を、まず稼かせいでこないといけないんだね……」


　ノンが、悲しそうにボソッといった。


「けど、まともに武器屋できるくらいの武器を買うとなると、いくらくらいかかんだ？」


　ジャンがそういうと、自然と視し線せんはケンジの方に集まった。


「……なんでオレを見るんスか」


「いや……なんか、知ってそうだし」


「オレだって、武器屋なんてやったことないんだから知らないスよ。まぁ……フツーの剣の値ね段だんは、だいたい一本二～五万ドルクくらいだから……まあ、それを最初に、五十本も用意すりゃ十分と思いますけど」


「安い方で考えても、二万×五〇……答えは簡かん単たん、一〇〇万ドルクね……」


　一〇〇万ドルク……。いざ貯ためるとなると、金きん額がくが大きすぎてリアリティのない数字だ。


　オレ達七人で働いたとして、はたして何か月かかるんだろう。


　父さんと母さんが、一年間の食費として置いていったお金が、やっとこさ二〇万……つまり、オレの五年分の食費を稼がなきゃいけないってワケね……。


　本当に一〇〇万ドルク貯めるとなると、実じつ現げんするのに、膨ぼう大だいなエネルギーが必要になる。そのエネルギーを想そう像ぞうしてしまったオレ達五人は、ただただ、途と方ほうにくれてしまった。





　　　　※




　別に大おお賑にぎわいなワケでも、寂さびれてるわけでもない、ちょっと小綺麗なステーキハウス。


　大おお騒さわぎする客もこないし、夜も一時まで営えい業ぎようしてるということで、第一回、エクス・ガリバーオーナー会議は、ここステーキハウス『スカイ・フォーク』で行われることになった。ステーキも売りだが、この店は、一いつ杯ぱい五〇ドルクのコーヒーも、結けつ構こうおいしくて有名。


　時計がどこにあるか分からないので、正せい確かくな時間は分からないけれども……多分時間は、午後九時前後だろうか。


　オレ達のテーブルの雰ふん囲い気きは、少し、重かった。


　それは、合流したドノヴァンとミニィに、新しん装そう開店するのに最低一〇〇万は必要だ、ということを告げた直後だったからだ。


「一〇〇万ドルク……」


　ドノヴァンは、ショックを隠かくしきれない様子で、しぼりだすような声で言った。


「さて、第一回目のオーナー会議からヘビーな話題で悪いんだけど……ま、簡単に言えば、エクス・ガリバーを見み捨すてるかどうかって話を、アタシ達はしなくちゃいけないわ」


　イッコが、重たい雰囲気の中、淡たん々たんと切り出した。やっぱ、そういう話になるよな。


「いらっしゃいませ～。ご注文の方はお決まりになられましたか？」


　ちょっと場ば違ちがいなテンションで、白いシャツに黒いエプロンの、感じのいい青年ウエイターが注文を受けに来た。が。


「一番安い肉七人前と、水。水は、大きいの置いといてくれればいいから」


　イッコが一いつ蹴しゆう。ウエイターは、少し引きつった顔で了りよう解かいしました、というと、キッチンの奥おくに消える。再ふたたび、重い空気がのしかかる。


「長い間我が慢まんして、一〇〇万貯めて、それでも武ぶ器き屋を始めるのか。潔いさぎよくあきらめて、もうあんな店ほったらかしにするのか……どうする？」


　一人一人に厳きびしい目線を配るイッコ。


　そんなこと聞かれても、そんなに割わり切った答え出ないよなぁ。


　店をオープンさせるためだけに、一〇〇万ドルクも集めるのは……正直、なんだかバカらしい。その一〇〇万で、もっと欲ほしいものなんかが買えるし。


　でも、偶ぐう然ぜんあのチラシを見て、自分の才さい能のうや夢ゆめを見つけるチャンスだと思って、ルイニさんからあの店を受け継ついで、この七人が集まって……その、なんか〝運命〟めいたモノを、そうかんたんに捨てるのも、物もの凄すごく間違ってることのような気がするし……。


「ちなみに、アタシの意見をいうと」


　みんな口をつぐんでいると、またもイッコが話し出した。


「新しん装そう開店のために、一〇〇万を貯めるのは、体力的にも精せい神しん的にも無理、だと思う」


　うっ。ハッキリいわれて、オレは自分の顔がこわばるのを自覚する。


「自分のために使えないお金を、人生削けずって稼ぐんだよ？　しかもそんな短期間で稼げない額を。みんなに、そこまでのモチベーションあるの？」


　ズバズバ、と心が痛いたくなるセリフを続けるイッコ。むぅ。


「け、けどさ、一〇〇万ドルク貯めれば、あとはなんとでもなるんだし、いきなりあきらめるのも、ちょっと早くない？」


　思わず、中ちゆう途と半はん端ぱに反はん論ろんしてしまうオレ。


　が。これがまさに、火に油をそそぐ結果となる。


「一〇〇万ドルク貯めれば、あとはなんとでもなるぅ？　アホかアンタは！　あのねぇ、店を本気でやる以上、店に時間を拘こう束そくされた状じよう態たいの中で、毎月絶ぜつ対たいに必要になるお金分稼がないといけないのよ！　家や賃ちんの九八〇〇ドルク分はもちろん、新しい武器を買う資し金きん！　その武器を手入れする薬品代！　それらを売り上げから差し引いた上で、今度はアタシ達それぞれが満足できる額がくの給料も分けなきゃいけない！　だいたい、マーガス！」


「は、はい」


　いきなり呼よばれて、上ずった声で答えるオレ。


「アンタなんか特に、最低でも自分の食費分は稼がなきゃいけないんでしょうが！　一か月まるまるエクス・ガリバーに拘束された挙あげ句く、出た給料が三〇〇ドルクだった、なんてヒサンな結果でいーの？　餓が死しするわよ、ガシ！」


　ガ、ガシ……。思わず絶ぜつ句くするオレ。


　う、うーむ。お、思ったより、武器屋経営って大変なのか？


　現実が見えてない女だなんて言われてるけど……さすが、逆ぎやく風ふうの中、一人夢を追いかけてるだけあって、いちいちしっかりしてるんだな、イッコって。


　せっかく一〇〇万貯ためて開店しても、そっからまたそんなに大変なんじゃなあ……。


　なんとなく、イッコに押おし切られそうな雰ふん囲い気きが、オレ達のテーブルに生まれ始める。


　けれど、それに異いを唱える、一人の意外な人物。


「なにごとも……やってみなくちゃ、わからない」


　控ひかえめに渋しぶい声でそう言ったのは、ドノヴァンだった。


「初めからあきらめてたら……なんだってできない」


　音量は小さいけど、ドノヴァンにしては、珍めずらしく語気を強めた話し方だった。


　それに明らかに不ふ快かい感を覚える、イッコ。


「そんな綺き麗れい事ごと、どうだっていいのよ」


　ドノヴァンを睨にらみつけて、どこか投げやりな口調で言う。ドノヴァンはドノヴァンで、恥はずかしくなるくらいまっすぐな瞳ひとみで、イッコを見返して、


「やってみなくちゃわからない。一〇〇万ドルクだって、きっと貯められる」


　と言い返す。無言で視線をぶつかりあわせる二人。


　マズい……。オレ達が、完全に脇わき役やく扱あつかいになってるのはまだいいとして……どうにも破は裂れつ寸すん前ぜんの雰囲気がテーブルに……。この二人、案外、相あい性しよう悪いのか？


　二人のバトルが続く。


「だから、それだけの気力がアンタらにあるのかって話よ！　いっとくけど、一〇〇万ドルクを貯めようと思うんなら、完全に迷まよいがない状態で始めないと、絶対挫ざ折せつするよ！」


「ボク達なら、きっとできる」


「だぁかぁら、どっからそんな浮うわついた自信がわいてくんのよ、アンタは！」


　ガタタッ！　とうとうイッコがいきりたって席を立ち上がった！　その瞬しゆん間かんだった。


「まままま、ちょっと落ち着きましょうよ～。俺達、完全に脇役だしさぁ。お兄さ～ん、ステーキまだぁ？」


　妙みように間の抜ぬけた声。席を立ち上がったジャンが、場の空気を変えるべく発言したのだ。


　うまい！


「……フン」


　ガタッ。勢いきおいを止められたイッコは、そのまま憮ぶ然ぜんとした顔で席についてくれた。


　ジュワ～～～。ジュッ。ジュジュー。


　…………。さっきまで聞こえなかったのに、今度はやけにハッキリ、厨ちゆう房ぼうの奥おくで肉を焼く音が聞こえ始めた。オレ達のテーブルが、一転して静まり返った雰囲気になったのだ。


　でも、ジャンのやつ、この後どういう流れに持っていくんだ？


　と思っていると。立ち上がったままのジャンが、少し困こまったような顔でこっちを向いていることに、オレは気がついた。


　長年の付き合いが可か能のうにした、アイ・コンタクト（もどき）で会話する！
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「マーガス、アトハ、マカセタ」


「！　コノアトドウスルカ、カンガエテナイノカ！」


「ゴメン、イキオイダケ」


「チクショー！」


　……以上、アイ・コンタクト終わり。


　まぁ、でも喧けん嘩かを阻そ止ししただけジャンはよくやったよ……。幸い、オレはこの七人で話すべき話題にも、心当たりがあるし。


「よし。一〇〇万ドルクの問題後にして。まずお互たがいを知らないとダメだと思うんだ！」


　オレのとっておき（？）の提てい案あんに、全員がそれもそうだ……という表ひよう情じようを浮うかべた。


「おお、自じ己こ紹しよう介かいな！　いいね、やろうやろう！　特にケンジー達は情じよう報ほう不足だもんな！」


「ケンジーじゃなくて、ケンジなんスけど。伸のばさなくていいっス」


「ああ、悪かったケンジー。んじゃ、オレから、自己紹介させてもらうわ」


　何か言いたそうなケンジをよそに、ジャンが立ち上がった。パチパチパチ、軽い拍はく手しゆが起こる。しかし、ジャンの自己紹介って……なんか可お笑かしいな。


「俺おれ、ジャンです。この前十五になったばっかの、働き盛ざかりの好青年。あ、今は彼女とかいないんで、全然募ぼ集しゆう中です」


　ロコツにミニィちゃんを見ながらそう言うジャン。ていうか、今は彼女いないって、生まれてこのかた一度もいたことないじゃないか……。オレもだけど。


「正直、武ぶ器き屋のオーナーにまったく興きよう味みはないです。でも、親友のマーガスの頼たのみを断ことわりきれず、参加することになってしまいました。俺って、友達の頼みとか、断れないタイプなんです。なんていうか、心がピュアっていうか……」


　唐とう突とつに自画自じ賛さんを始めるジャン。


　って、あれ？　そもそもオレ、ジャンにオーナーやってくれって頼んだっけ……？


「まあ、俺の魅み力りよくは一いつ緒しよに仕事やってるうちに、分かってもらえると思います。そんな感じで。これから、よろしくお願いしまっす」


　自己紹介終しゆう了りよう。パチパチパチ……軽い拍手の中、ジャンが席につく。


「じゃ、席順で自己紹介していきますか。次は、ケンジーだ」


「……ケンジっス」


　ジャンの右みぎ隣どなりのケンジは、めんどうくさそうに立ち上がって、腕うでを後ろに組みながら自己紹介を始めた。


「ケンジ・ムラマサです。今、十二歳さいです」


　軽く会え釈しやくすると、なんとケンジはそのまま椅い子すに座すわろうとした。


「って、おいおい、終わりかよ!?　愛あい想そないにも程ほどがあんぞ！　おまえ、学校行ってねぇんだろ？　ここに来る前は何やってたとか、教えろよ！」


　ジャンのヤジに、嫌いやそうな顔をするケンジ。けど、仕方なさそうにため息をひとつついて、意外な過か去こを語りだした。


「自分、一番街道沿ぞいの鍛か冶じ屋の息子むすこで、昔っから剣けんの作り方だけを教えられてました」


　へぇー。これには、全員驚おどろきの表情。


「だから武器のこと、ちょっと詳くわしかったんだねー」


　嬉うれしそうに、胸むねの前で両手を合わせるノン。なるほど、どうりで剣の相場とか知ってるわけだよ。


「ただ最近、自分がどういう剣を作ればいいのか、作りたいのか、分からなくなって……。外から剣というモノを見つめ直すため、武器屋オーナー募集に応おう募ぼしました」


　目を閉とじ、淡たん々たんと話すケンジ。


　……ていうか、十二歳の悩なやみじゃないよな、これ。


　オレが十二歳の頃ころっていったら、何も考えず、毎日グータラと過すごしてた……って、いまとあんまり変わらないか。


「……そんな人間ス。馴なれ合うつもりはないスけど、いちお、ヨロシクっス」


　はっ、可愛かわいくないヤツ。


　パチ、パチとまばらな拍手の中、ケンジは着席した。


「はい、ケンジ終了ね。さて、次がお待ちかねだ！　初めまして、ミニィちゃん！」


「きゃー、なんでミニィの名前知ってるんですか～☆」


「エッヘッへ……超ちよう能のう力りよく……だったりして」


「きゃあっ、ジャンジャンたら、おっかしー！」


　ジャンジャンて……。かなりヤバイムードがテーブルに立ち込める。


　ジャンとミニィちゃん以外、白けきってるって感じ。


　が、そんな事まったく気にしない様子で、ミニィちゃんは立ち上がると、首を少し傾かしげたポーズをとり、上目遣いで自己紹介を始めた。


「は～い！　ミニィっていいま～す！　一番街道沿いに住んでて、えっとえっと、十五歳で、サンク・マリカ付ふ属ぞく高校に行ってるんですぅ！　趣しゆ味みはヌイグルミ作りです！　みなさん、ミニィと友達になって、いっしょにヌイグルミ作りましょ～！」


　ニコッ。とびきりの笑え顔がおで、自己紹介を締しめるミニィちゃん。


　クルっと少しカール気味の金きん髪ぱつに、めちゃくちゃ大きな青い瞳ひとみ。見た目は小さくて、ケンジと同じくらい。全身から人なつっこい雰ふん囲い気きが出てて、なんていうか、子犬に似にてる。


　そうなんだよ。普ふ通つうに見たら、他ほかの世界から来たと思えるくらい可愛いんだけど……いくらなんでもブリッコしてるんじゃないのかぁ？　なんて、ちょっと思ったりして……。


「ハーイ！　ボク、ヌイグルミ、作ります～！」


　あ。ジャンは完全にイカレたみたいだ。


　けど。


　ノンは苦笑いだし、ドノヴァンは少し面めん食くらったような表ひよう情じよう。イッコはハッ、とゴミでも見るような目で見てるし、ケンジにいたっては話を聞いてすらいない。


　つまり、ジャン以外の人間には、わりと悪い印象をミニィちゃんは与あたえたってことらしい。ま、男の目から見ても、ちょっとブリッコが過ぎるよな。


「で？　オーナー志し望ぼうの動機は？」


　イッコがキツイ口調で、尋じん問もんするように言う。


　すると、ミニィちゃんは両手を頰ほおにあて、恥はずかしそうに答えた。


「実はですねぇ、ミニィ、武ぶ器き屋さんで働いてる男の人しか、好きになれないんですぅ」


「ハァッ!?」


　絶ぜつ句くするイッコ。


　……逆ぎやくにオレとジャンは、ゴクリ、と唾つばを飲み込み、話に集中し始める。


「ミニィの初はつ恋こいの人が、近所の武器屋さんで働いてたお兄さんで……そのお兄さんは、ミニィを置いて、よその街に旅立っていっちゃったんですけど……でも、それからも、好きになる人は、みんな武器屋さんで働いてる人になっちゃうんですぅ。だから、エクス・ガリバーでオーナー募集してるの見て、思わずきゃ～って応募しちゃいました。てへ☆」


　ぺろっと舌したを出して、照れた表情を浮うかべるミニィちゃん。


　おいおい……。武器屋で働く男ってことは……オレも、その資し格かくあるってことだよなぁ。


　ていうか、同じ店で働くんだから、好きになられる確かく率りつも、ないわけじゃないんじゃ……。


　でも、もしかしたら、今の話も、オレ達をドキドキさせるためのテクニックかもしれないし……いや、いくらなんでも──いや──なんて、オレがうんうん妄もう想そうしていると。


「あれー？　マーガスさん、どうしたんですか、ムツカシイ顔しちゃってぇ」


　唇くちびるに人差し指をあてつつ首を傾げ、分かんな～い、のポーズをとるミニィちゃん。


　そして、次の瞬しゆん間かん、事じ件けんが起こる。


　ごく自然に、そして電光石火の素す早ばやさで、ミニィちゃんがオレの腕うでにひしっ、と抱だきついてきたのだ！


「おわわぁぁあああ!?　な、なに？」


「ね～え、どうしてそんなムツカシイ顔してるんですかぁ」


　まさに甘あまえる子犬そのまま、上目遣いで、すがるようにオレを見つめるミニィちゃん。目が……めちゃくちゃ大きな青い目が、うるるっ、と潤うるんでる！　現げん実じつ離ばなれしたカワイさに、オレは、腰こしを抜ぬかしかけた。


　アハハ……。なんかもう、この子がブリッ子してようがしてまいが、どうでもいいや。


　こんだけ可愛けりゃ、全然全部、ＯＫだわ。


「ほんと、なにをムツカシイ顔してるんだろうね？　オレにもわかんないや～」


　オレ、陥かん落らく。これに激げき怒どしたのが、周りの人間だ。


「うらっ、マーガス！　アンタまで何をムツカシイとか言ってんのよ！」


「目を覚ましなさいよ、マーガス！」


「うらやましいぞ、バカタレ！」


　ひゅんひゅん、おしぼりやらスプーンが飛んでくる。


「痛いたい痛い、アイタタタ!?」


　それからしばらく、オレはその攻こう撃げきにさらされていた。


　うーん、ミニィ……。危き険けんな女、なのかも……。





　一番安い肉を食べ終えて。


　自じ己こ紹しよう介かいも、オレ、イッコが終わり、残るはノンとドノヴァンだけになっていた。


「じゃあ、次、ノンいってみよーか」


「そういえば、アタシもノンがいたのにはビックリだったんだよねぇ」


　立ち上がるノンを見つつ、イッコが言う。


「えへへ、内ない緒しよにしてたからー。初めましての人、初めまして。ノンです。お料理が趣しゆ味みで、まぁ、お掃そう除じとお洗せん濯たくも好きかな？　あんまり運動は得意じゃありません」


「なんでノンセンパイは、武器屋さんのオーナーになろうと思ったんですかぁ？　もしかして、ミニィと同じで、武器屋さんの男の人が好きとか？」


　ミニィちゃんが一人、きゃっきゃ言いながら聞いた。


　と、ノンは、困こまったように笑いながら、


「うーんと、違ちがうー。エクス・ガリバーに、チラシ、貼はってあったでしょ？　本当の自分がワカラナイってやつ。わたし、もうすぐね」


　おお！　チラシ!?


　それを聞いた瞬間、オレは思わずノンの発言を遮さえぎり、そして立ち上がってしまった！


「やりたいことが見つからない。得意なことも見つからない。夢む中ちゆうになることもっとない。本当の自分がワカラナイ。そんな悩なやめる若わこ人うどに、素す敵てきな素敵なお話です!!　あれか？」


「え……と？　う、うん、そうー。すごい、よく覚えてるねー」


「そりゃそうさ！　オレの運命を変えた一枚まいだもん！　最初から最後まで、全部暗記してるぞ！　フラン二番街道の大おお御ご所しよ武器屋エクス・ガリバーでは、ただいま新しん規きオーナ」


「ちょ、ウルサイよマーガス、誰だれも聞いてないって！　今はノンの自己紹介でしょうが」


　イッコに叱しかられて、オレはハッとなる。


　うっ、しまった。つい夢中になってしまった。オレは小さくなりながら、席に座すわる。


「ゴ、ゴメン、ノン。さっき、何か言いたげだったけど……なんだった？」


「あははー、ううん、別に大したことじゃないからいいんだー。それじゃ、これで自己紹介終わります。みなさん、よろしくおねがいしまーす」


　ぺこっ、とゆっくりおじぎするノン。パチパチパチパチ、と拍はく手しゆがあがる。


　悪いことしたな、チラシの話に異い常じように喰くいついたりして……。


「……さ。ノンが終わったって事は、残るはあと一人ね……」


　イッコが、ギシッ、と椅い子すの背せもたれに体重を預あずけながら言った。


　その視し線せんの先には、ドノヴァン。オレ達のテーブルの雲行きが、また少し怪あやしくなり始める……。


「お、おっしゃ！　ドノヴァン、自己紹介いってみようか!?」


　無理やり明るい雰ふん囲い気きにしようと、ジャンが慌あわてて言った。


　ドノヴァンは、コクッと静かに頷うなずき、静かに立ち上がる。う～ん、やっぱデカイ。


「……ドノヴァン・レインです。ドノヴァンて呼よんで下さい。今、十六歳さいです。……生まれは、フランではなくて、北の大陸にある、ソーニョという小さな山村です。……六年前、そこから煙えん突とつ掃そう除じ夫ふとして、フランに出で稼かせぎにきました」


「ん……って、あれ？」


　水を飲んでいたジャンが、何かに引っ掛かかったように、声をあげた。


「ドノヴァン、そういやお前、煙突掃除は十五歳までの契けい約やくじゃなかったっけ？」


「うん」


「うんって……だってお前、あの契約が終わって、またソーニョで暮くらすのが夢ゆめだって、いっつも言ってたじゃねぇか。その夢があるから、どんな苦しくても耐たえられるって」


「……うん、だから。去年、ソーニョには、帰った。一日だけだけど」


　ウソ、いつの間に？　しかも、一日だけって……？


　オレとジャンは、黙だまって顔を見合わせた。ドノヴァンが、つっかえつっかえ、続ける。


「ソーニョの家で、一ひと晩ばん寝ねて、考えて、やっぱりフランに戻もどることに決めた。母さん達、怒おこったし、ボクもちょっと迷まよったけど、一度だけ、ボクのわがまま、聞いてもらうことにした。今は、前の親方に頼たのんで、新しい仕事が見つかるまで、煙突掃除の契約を延えん長ちようしてもらってる」


　アッサリ語られる、衝しよう撃げきの事実。最近だって一いつ緒しよに遊んでたのに、全然そんな気配感じなかった。


　言ってくれないドノヴァンも寂さびしいけど、そのドノヴァンの変化に気づかなかったオレ達も、ドノヴァンからすれば、友達がいの無いヤツに見えるかもなぁ。


「面おも白しろいね」


　思わず言葉を無くしたオレとジャンに代わって声をあげたのは、イッコだった。


「五年間も焦こがれてた自分の家に、やっとこさ帰れる身分になったってのに、それを振ふり切ってわざわざフランに帰ってくるなんて……なんで？」


　そうだよなあ。契約が終わったんだから、家族と一緒に暮らせばいいのに。そりゃ、オレ達としては、寂しいけどさ……。


「さっきの綺き麗れい事ごと言うために、戻ってきたワケじゃないんでしょ？」


　冗じよう談だんめかした口調で、イッコがドノヴァンをぐっと見み据すえた。


「…………」


　ドノヴァンもそれをまっすぐ見つめ返す。


　ピィィン……再ふたたび、場に緊きん張ちよう感が生まれ始める。おいおい、大だい丈じよう夫ぶか……？


　やけに長く感じる、短い沈ちん黙もくの後。


　ドノヴァンが、ようやく、口を開いた。


「ボクが、フランに残ってるのは……夢を、かなえるため」


「……へぇ」


　夢、というキーワードに、イッコの眉まゆがピクッと動く。


「家に帰る夢とは違ちがう、別の夢が出来たってワケね。──どんな夢？」


「……自分の店を、フランに持ちたい」


　ドノヴァンは、力強くそう言いきった。おぉぉぉ……。


　知らなかった。ぜんっぜん、知らなかった。てっきり、家族と暮らすのが、一番の夢だと思ってた。


「店を持つなら、別にフランじゃなくてもいいじゃない。なんでフランなの？」


　イッコの、つっかかるような質問。けど、ドノヴァンは、よどみなく、すぐに答えた。


「ボクは……フランを、ソーニョの村と一緒ぐらい、愛してる。田舎いなかから出てきた、いつも黒く汚よごれてるボクに、マーガスやジャン、二番街道のみんなは、わざわざボクを探して、そして声をかけてくれた。友達になろうって……。


　ソーニョには今でもちゃんと、帰れる場所、ボクの家があった。だから、一緒くらい愛してるフランにも、ボクは店を持って、帰れる場所、ボクの店を作りたい……」


　つっかえつっかえ、でもしっかり自分の気持ちを言いきるドノヴァン。


「ド、ドノヴァン……」


　言葉にならなかった。


　鼻がツーンとなったかと思うと、勝手に涙なみだがオレの頰ほおをつたって落ちてきた。


　おおぉ、オレ、泣いてるのか……？


「ドノヴァン……テメェ、ほんっとに恥はずいヤツだな、チクショォ……」


　ジャンも歯を食いしばって、うなだれてしまった。涙をこらえてるんだろう。


「だからドノヴァンは、なんとしてもエクス・ガリバーを新しん装そう開店したかったんだねー」


　ノンが、やはり目を潤うるませながら言った。


「うん。……それにボク、この七人は、偶ぐう然ぜん集まった七人じゃないと思ってる。この七人で、店をやってみたい」


　全員の顔を見み渡わたすように言うドノヴァン。


　お前ってヤツは……！　そんなこと言われて、燃もえない男がいるのかよ!?


「単たん純じゆんかもしれないけど……なんか、オレも、一〇〇万貯ためたくなってきた……」


　完全にその気になったオレは、考えるより先に、喋しやべりだしていた。


「やっぱ、やる前からあきらめるのはナシだよ。なあ、みんなで、エクス・ガリバー、新装開店させてみないか？」


　珍めずらしく、思いっきり主しゆ張ちようしてしまうオレ。


「…………」


　けど、後に誰も続かない。


　しまった。カッコつけすぎたか？……と思った時。


「偶然集まった七人じゃない……とまで言われちゃ、やる気でちゃうよな」


　ジャンが苦く笑しようしながら言った。その一言に、みんなが続く。


「ねぇ、みんな、やってみようよ！」


　と、ノン。


「ミニィ、一生懸けん命めい働きますぅ☆」


　と、ミニィちゃん。


「ま、七人でやれば、別に手が届とどかない金きん額がくじゃないですしね」


　と、ケンジ。


　おぉ～お……なんだ、この一体感!?　ドノヴァンのおかげでオレ達は、一〇〇万ドルクを貯めるという目標で結ばれたのか!?


　心の底が、むしょうに熱い！


「おーしみんな、エクス・ガリバーを、フラン一、いや、世界一の武ぶ器き屋にしてやろうぜ！　俺おれもこれからは、世界一の武器屋王を目指す！」


「おぉ！」


　明らかにその場のノリだけのジャンの発言にも、全員が力強く答えるくらい、オレ達の気持ちは盛もり上がってる！（でも、武器屋王って何？）


　ただ、まだ輪に入ってこない女ひとが、一人。


「ねぇ……イッコちゃんは？　イッコちゃんは、反対なの？」


　ノンが、少し寂さびしそうな顔で聞く。


　そう……あと一人。イッコだけが、まだオレ達とモチベーションを共有していない。


「アタシは……アタシは」


　全員の視し線せんが、イッコに集まった。イッコが何かを言おうとして、唇くちびるを僅わずかに動かす。


　が。


「スイマセンお客様、閉へい店てん時間、すでに十分程ほど過すぎておりまして……大変申し訳わけないのですが、お会計をお願いしてもヨロシイでしょうか？」


　注文を受けに来て、イッコに一いつ蹴しゆうされたウエイターが、本当に申し訳なさそうな顔でオレ達のテーブルに現あらわれた。あ、もう一時過ぎてたのか……。


「ゴ、ゴメンなさいね。すぐ出ますから！　じゃ、最後に、ちょっとみんな聞いて！　今日は、このまま解かい散さん！　明日……っていうかもう今日だけど、今日一日じっくり、本当に一〇〇万貯めるかどうか、考えてみて。で、明日のお昼ごろ、改めて全員集合よ！　以上、解散！」


　イッコが、早口でそう言う。


　それからは、本当にあわただしかった。


　やれ、誰の荷物がない、サイフがない、靴くつがない──そんなこんなで、店を出たオレ達は、蜘く蛛もの子を散らすようにあっという間に散り散りになっていった。





　散り散りになった結果、オレとイッコはまた二人きりになった。しかも昨日と同じような時間で、同じ二番街道。昨日と違ちがうのは、イッコの口数が少ないこと。


「ノンは、道に迷まよわずちゃんと帰れたかな……？」


　オレは、沈ちん黙もくを破やぶろうと、当たり障さわりのない話題を出してみた。


「…………」


　返事ナシ。


「ジャ、ジャンのヤツは、きっとどさくさに紛まぎれてミニィちゃんと一緒だな」


「…………」


　返事ナシ。


「で、でもさ。ドノヴァンがソーニョに帰ってたなんて、驚おどろきだったよな」


「…………」


　返事ナシ。かと思ったら。


「ドノヴァンってさぁ……あなどれないよね」


　ポツン、とイッコが呟つぶやいた。


「？　あなどれない？」


「小さい頃ころに煙えん突とつ掃そう除じ夫ふとして見知らぬ街に売られて、雨の日も風の日も雪の日も煙突掃除してさ。やっとその契けい約やくが終わって家族の所に戻もどれると思ったら、夢ゆめのために、自分の意思でそれを断たち切ってフランに帰ってきた。……うん、アイツは、あなどれない！」


　何な故ぜか一人、納なつ得とくした表ひよう情じようのイッコ。


「同じ夢を追ってる人間として、なんか負けた気分だわ。……でも。マーガス、見ててよ。夢を追いかける情熱で、アタシより上に立つ人間はこの世にはいない。それをきっと証しよう明めいしてみせるから……！」


　ニヤリ、とかなり危き険けんな笑え顔がおを浮うかべるイッコ。


　この時は、なにをどう証明するのか、この笑顔の意味が、全く分からなかったけど。


　明日、度ど肝ぎもを抜ぬかれるパフォーマンスを見て、オレは全すべてを理り解かいすることになる。





　　　　※




『スカイ・フォーク』での会議の、二日後。


　一いち応おう、全員が、本当に一〇〇万ドルクを貯ためるかどうか、考えて、答えを言う日。


　オレとジャンは、イッコに言われた通り、昼前にエクス・ガリバーを訪おとずれていた。


「あん？　何やってんだ、アイツら」


　ジャンが、店の入り口を見て、一言。


　入り口で、ノン、ケンジ、ドノヴァンが固まったまま、店の中を凝ぎよう視ししていたからだ。


「うぃっす。ゴキブリでも出たのか？」


　オレは、冗じよう談だん半分でケンジに声をかけてみた。


「そんな生なま易やさしいもんじゃないスよ……」


　顔面蒼そう白はくのまま、ケンジがくいっと顎あごを店内に向ける。見てみろよ、ということらしい。


　オレとジャンは、顔を見合わせ、そして、店内を覗のぞいてみた。


「あっ!?」


「なにっ!?」


　同時に声をあげるオレとジャン。な、なんと！


「ぶ、武ぶ器きだらけだァァ!?」


　そう、武器だらけ。小山のような武器が、乱らん雑ざつに売り場の中央に重なり合って置かれていたのだ。ドノヴァンの身長を軽く越こすくらいの量が、どっさり置かれている。


　剣けん、小剣、大剣、ナイフ、斧おの、槍やり、爪つめ、弓、鉄球──何種類あるんだ??


　結局オレとジャンも、先に来ていた三人と全く同じで、店内を凝ぎよう視ししたまま動けない状じよう態たいになってしまっていた。


「こらぁ、店先で何ウダウダやってんのよ！　ジャマジャマ！」


　いきなり背はい後ごから、イッコの声が聞こえてきた。


「イ、イッコ、店内に武器が──」


「いいからどいて！　あ、スイマセ～ン、こっちに運んでもらえますか～？」


　ブンブン、と後ろを向いて、手を振ふるイッコ。その先には──


「毎度ありがとうございま～す！　サイキョー商会で～す！　失礼しま～す！」


　灰はい色いろの作業服を着たムサイ男達。男達は、ドタバタとせわしなく動きながら、二人一組で剣や槍を束にした袋ふくろを掲かかげて、エクス・ガリバーに突とつ撃げきしていく。


「な、え？……ど、どゆこと？」




[image: ]


　イッコに聞いてみても、ニヤニヤ笑うだけ。何が起こってるんだ──!?


　店内でしばらくドッタンバッタンやってた男達は、やがて颯さつ爽そうと店内から引き上げ、一人を残し、あっという間にどこかへ消えてしまった。一人残ったその男が、ニコニコしながらイッコに近づく。


「それでは姉さん、お値ね段だんですが……聖堂騎士団テンプルナイツ用中級剣が十本、聖堂騎士団テンプルナイツ用上級剣が五本、ドラゴンキラー用の中級ランスが十本。以上、しめて五二万ドルクになります」


　ご、五二万!?　その値段に、恐おそれおののくオレとジャン。


　オレの食費なら、二年半分！　スカイ・フォークのコーヒーなら、一万杯ばい以上も飲める計算になる！


　けど、イッコはまったく動じることなく、嬉き々きとして自分のポケットから札束を抜き出し、男に渡わたした。男はぱららら、と札束を手て際ぎわよく数え、


「──確たしかに、五二万、きっかりありやすね！　それでは武器の大量購こう入にゆうをお考えの際さいには、是ぜ非ひまたサイキョー商会をご利用ください。でわっ！」


　そして、颯爽と二番街道から走り去って行った。


　場に残されたのは、まったく展てん開かいについていけない、オレ達五人と、イッコだけ。


「さて……どういうことか、説明してもらおうじゃねぇか」


　ジャンが、イッコに恐る恐る聞いた。するとイッコは、手を腰こしに当て誇ほこらしげに答える。


「昨日あれから、武器を百本集めたの」


「なっ……えぇっ!?」


「ケンジ、五十本あれば営えい業ぎようできるんだよね？　じゃあ、百本あれば、余よ裕ゆうよね!?」


「そ、そりゃ、まあ、ちょっとは余裕あるとは思いますけど……」


　イッコに凄すごまれて、少したじろぐケンジ。


「ちょ、ちょっと待ってよ。どうやって武器百本も集めたのさ」


「ふふん。五十本は、聖堂騎士団テンプルナイツのトコに行って、メチャクチャ安い値段で中古の武器を引き取らせてもらったの。あとの五十本は、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうを買うための一〇〇万ドルクを、一いつ銭せんも残らず投げうって買ってやったわ」


「えぇ!?　じゃあ、ポケットマネーで一〇〇万ドルク分、武器買ったの!?」


「そゆこと」


　え、えぇぇぇぇ……。そゆことって……。


　一〇〇万ドルクあれば、スカイ・フォークで二万杯、コーヒーが飲めるんだぞ……？


「別に大したことじゃないわ。二〇億貯めようとしてる女が、一〇〇万程てい度どでガタガタ言ってたまりますか。そのかわりアタシは、この店で一気に一〇〇〇万単位の収しゆう入にゆうを得て見せる」


　平然とイッコは言った。


「だって、それくらいやんなきゃ、届とどかない夢ゆめを追いかけてるんだもん。まあ、だから今回は、アタシの夢に対する覚かく悟ごを見せてみたの」


　ニヤリ、女の子にしては、野や性せい的な笑いを浮うかべるイッコ。


　凄い女だ……！　オレは、心底そう思った。まさに異い常じようなまでの情じよう熱ねつ。


　確たしかに、夢を追いかける情熱は誰にも負けないと、自分で豪ごう語ごするだけのことはある。


　イッコはおもむろに、ドノヴァンの元に詰つめ寄よって、少し背せ伸のびしてからむなぐらを摑つかんだ。


「ありがとう、は？」


「えっ」


「…………。アンタの夢は、フランに、家と呼よべる店を持つことよね」


「う、うん」


「だったら、こっからが勝負よ。長年潰つぶれないような店を作るのは、本当に難むずかしいんだから。アンタの夢をかなえる難しさは、なんにも変わってない。死ぬ気で頑がん張ばんなさいよ」


「わ、わかった！　あと、その、ありがとう」


　イッコはそれに答えずに、ドノヴァンのむなぐらを放はなす。そして。


「さぁ！　新しん装そう開店の準じゆん備びに取り掛かかるわよ！　徹てつ夜やになると思うけど、アンタら、一〇〇万貯ためるとかイキがってたんだから、それくらい全然ダイジョーブだよね!?」


　ニヤリ、と笑うイッコ。オレ達も、思わずニヤリ、と笑いかえしてしまう。


　うっはー、なんか盛もり上がってきた！


　イッコといいドノヴァンといい、どうにも心を揺ゆさぶるのが上う手まいやつが多くて困こまる！　やることは山積み、キツイ毎日が待ってそうだけど……今のオレ達のやる気パワーなら、なんだってこなせそうな気がする！


　結局この日はイッコの宣せん言げん通りになり、オレ達は徹夜で準備にとりかかるのであった。










　パート３・七人、開店前日







　遠くから、路ろ地じ裏うらで遊ぶガキんちょたちの、ハシャグ声。


　二番街かい道どうを行きかう、マダム達のウチの子自じ慢まんも耳に入ってくる。


　くぅっ、て事は、もう昼間か。仕事がひと段だん落らくして、寝ねたのが八時頃ごろだったから……寝られたのは二時間くらいってとこか？　五秒くらいしか寝てない気がするんだけど……。


　うう。眠ねむい。今、体を一ミリ動かしたら、オレは死ぬんじゃないだろうか。死ぬくらいなら、寝ておいたほうが……うぬぅおおおお！


　ガバッ！　オレは睡すい魔まの甘あまい囁ささやきを無理やり押おさえ込こみ、ヤケクソ気味に、いつもと違ちがう柔やわらかい布ふ団とんを弾はじき飛ばした！　上半身を起こす！


　そうだ！　オレ達には、時間が無い！





　イッコが自じ腹ばらで武器を運んできた日の、翌よく日じつ。


　つまり。オレ達がオーナーになってから、四日目！


　イッコの、「四日休めば」の法則にのっとれば、今日中に開店準備を整えて、明日には開店させなきゃ、けっこうな数のお客さんを失うことになる。


　昨日の晩ばんも、武ぶ器きを仕分けしたり、レイアウトを考えたり、武器をたてかける金具を打ち込んだり、大おお掃そう除じをしたり、新装開店のチラシを作ったり、店の鍵かぎを新しく付け直したり────してるうちに、朝の七時。うはー。


　でも、みんなで喋しやべりながらやってると、ほんと時間なんてあっという間だ。徹てつ夜やしてると、みんな、いつもよりよく喋るし。


　オレなんか、はっきり言って、辛つらいっていうより楽しかったもんな。


　結局、家に帰るのがめんどくさいから、オレは男子部屋で寝ることにした。


　というわけでオレは、エクス・ガリバーでの目覚め、初体験である。


「はぁぁ。朝起きて、いきなり見み慣なれない景色だと、なんかワクワクするなぁ」


　だんだん眠ねむ気けもなくなってきた。オレは、周りを見み渡わたしてみる。


　オレの布団に重なるように、ドノヴァンが寝てた敷しき布団。そのドノヴァンの敷き布団に、またしても半分以上重なるように、ジャンが寝てた敷き布団。この部屋には、布団を三枚も敷くスペースはないから、オレ達はこんな風に、無理やり布団を重ねて寝たんだ。


　ったく、つくづく昨日の晩、よくこんな状じよう態たいで寝られたなー。


　しかも、男子はこんな狭せまい部屋で三人寝てるってのに、女子で一人だけ泊とまったイッコは、あの広い方の女子部屋を占せん領りようして寝ていた。女の子をこんな狭い部屋で寝させる気!?　とかなんとか言って。都合のいいときだけ女の子ぶりやがって……。


　さて、と。


　オレは二、三回首を回してから、男子部屋を出ようと、立ち上がった。


　こうして、オレ達の、長い長い開店前日の戦いが始まる。





　そういえば、今日、オレ達は、二人一組に分かれて、それぞれの仕事をこなすスケジュールになってる。


　オレとイッコは、店内全部の武器の販はん売ばい価か格かく決めと、値ね札ふだの製せい作さく、それと値札貼はり。


　ジャンとノンは、エクス・ガリバーと書かれた店名看かん板ばんを綺き麗れいにリニューアルするのと、一目でエクス・ガリバーだって分かる、立て看板もかねた、ちょっとした置物の製作。


　ジャンは、意外にラクガキとかがうまいから、こういう仕事は適てき任にんといえば適任だ。


　ドノヴァンとミニィちゃんは、オレ達に武器を卸おろしてくれる問屋さんに挨あい拶さつ回りに行ったり、質しち屋やさんにお金を貸かしてもらえないか、相談に行く担たん当とう。


　ミニィちゃんの容よう姿し、性せい格かくがこれほど役に立つポジションは無いし、ドノヴァンは、見た目が七人の中で一番用よう心じん棒ぼうっぽい（中身は真ま逆ぎやくだけど）から、無理言って用心棒役をやってもらってる。


　ケンジは、単独行動。エクス・ガリバーオリジナルの武器製作をお願いした。


　というより、


「オレは勝手にやらせてもらいます」


　と、さっさとどっかの鍛か冶じ場ばに行ってしまったといったほうが正しい。うーむ、協調性のないヤツ……。


　──それにしても。各班、そういうスケジュール通りに動くとしたら。


　ジャンとノンは、昼過すぎまで、材料の買い出し。


　ドノヴァン、ミニィちゃんは、一日外を回り。


　ケンジも、まあ、一人でどっかにこもって、黙もく々もく仕事をこなすだろう。


　と、いうことは。エクス・ガリバーにいるのは、オレとイッコだけになるのか……。


　…………。


　…………。


　ま、まあ、別に、大した問題じゃないけどね、ウン。


　ただ、朝起きて、同じ家に女の子がいるっていうのは……ちょっとドギマギするよな、やっぱ。なんていうか、新しん鮮せんというか……。だって、顔を洗あらう前に会ったりする距きよ離りにいるんだぞ……。


　んん？　オレ、イッコと二人きりになれて、喜んでるのか？　いや、違ちがう、よなぁ？


　むしろ、二人きりにされて、迷めい惑わくしてるくらいだよなぁ、ウン。


　オレは、ウンウン、とひとり頷うなずきながら、男子部屋のドアを勢いきおいよく開けた。





「お。やっと起きやがった。いつまで寝ねてんだよ、マーガス！」


「しかたないよー、マーガスとイッコちゃん、一番遅おそくまでお仕事やってたんだからー」


　寝起きのオレを、元気よく出で迎むかえたのは、買い出しに行ってるハズの、ジャンとノン。


　って、な、なんだよ、ジャンとノン、いるじゃんか！


　イッコが姿すがたを見せたのは、この二人の後。


「やっほー、マーガス！　どうよ、エクス・ガリバーで迎える朝は！　清すが々すがしいっしょ！」


「あ、うん……まあね。と、ところで、ジャン達は何やってんの？　買い出しは？」


「それがねー、材料売ってる店、今日だけ用事で、開くのがお昼過ぎからなんだってー」


「しゃあねぇから、それまでここで、ちょっとケンジについて、会議してたんよ」


　と、ジャン。


　ふーん。そっか。よかった、イッコと二人きりじゃなくて。あーあ、よかったよかった。


　……くそう。


「？　何で朝っぱらから悔くやしそうな顔なの、アンタ。顔洗ってくれば？」


　オレはイッコに言われるまま、トボトボとトイレへ向かった。





「ふう。んで？　ケンジについての会議って？」


　ま、ここはスッキリ頭を切り替かえて、と。顔を拭ふきながら、オレはイッコに聞いた。


　やっぱ、あの性格の悪さについてかなぁ。


「まあ、その前に、これ」


　イッコが、紙とペンを、オレに差し出した。


「ん、何これ？　どうすんの？」


「ほら。ケンジ、エクス・ガリバーブランドの武ぶ器き製作担たん当とうでしょ？」


「ああ、うん」


「でさー、どうせだったらってことで、昨日、私専せん用ようの、オリジナルの武器も作ってよ、って軽く頼たのんだのよ。


　そしたら、どういうのを作って欲ほしいか、だいたいのイメージ言えば、それに近いものを作ってくれるって言うの。剣けんじゃなくても、槍やりでも弓でも、武器ならなんでもいいって。だったら、みんなの注文も聞いてあげてよって言ったら、別にいいスけど、ってアイツ」


「だからみんなで、作って欲しい武器のイメージを、考えて紙に描かいてたのー」


　にっこり笑ってノン。


　へー、なるほど。自分専用のオリジナル武器！　マイ・ウェポン！　なんか面おも白しろそー。


　うわ、オレ、どんなの作ってもらおう!?　剣……弓……槍……どれも捨すてがたい。


「イッコは、どんな武器をリクエストすんの？」


　なにかヒントがないか、聞いてみる。


「アタシはねぇ。あのさ、剣て、けっこう重いじゃない。そりゃ、女じよ性せい用武器とか、軽いのもあるけどさ」


「ふむふむ」


「だからアタシは、全世界の女のコの憧あこがれ！　女のコでもぶんぶか振ふり回せる、めちゃくちゃゴッツイ、でも何な故ぜか軽いバスタードソードをリクエストするの！」


「…………。それって、全世界の女のコが憧れてることなの？」


　オレは、もう一人の女のコ、ノンに聞いてみる。ノンは苦く笑しようして、


「うーん。それは、女のコによるかもー」


　と答えた。だよなぁ。しかも、ゴツクて軽いって、かなり無理があるような……。


「えっと、じゃあ、ノンは？　どんなリクエストすんの？」


「アタシはねー、弓を作ってもらおうと思うんだー」


「弓？……ノンが？」


　……なんか、間違ってこっちに飛んできそうで、ちょっとヤなんだけど。


「うふふ。でも、アタシも、ちょっとした仕し掛かけをケンジに頼むんだー。でも、それは、完成するまでないしょー！」


「へえ。仕掛け、ねぇ……」


　たぶんノンのことだから、またちょっとズレた仕掛けを頼むんだろうな……。トマトを発はつ射しやする弓、とか……。


　なんか、オレ達のリクエストを見たケンジの、なんじゃこりゃ!?　って顔が目に浮うかんできた……。


　それにしても、こんな好き勝手にリクエストしてるけど……。


　オレは、ふと、根本的な疑ぎ問もんを抱いだいてしまった。思わず、口にする。


「あいつ……ホントに武器作れんの？」


　そう、偉えらそうにしてても、あいつは当店最年少、まだ十二歳さい。とても剣を打てるとは思えない。


「いやいや、それが。まあ、さっきも、話してたんだけどよぉ」


　その疑問に答えたのは、ジャンだった。


「アントニオいたじゃんか」


　アントニオ。一番街道の大工の家に毎日押おしかけて、最近やっと弟で子し入りした、同級生。


「あいつ、ケンジの事知ってて──ていうか、あの界かい隈わいじゃすげぇ有名なんだって、天才鍛か冶じ少年って。なんか、七つか八つのときには、剣の形した物作れてて、最近もなんか二、三年連続で、十八歳以下の武器コンクールで優ゆう勝しようしてるんだと」


「ほーう」


　天才鍛冶少年ケンジ！　へえ。あいつがねぇ。


　あ、でも、なんか妙みように納なつ得とくかも。いかにも天才児、って性せい格かくしてるわ……。


　確たしか、外から武器を見つめ直したいとか、自じ己こ紹しよう介かいの時言ってたけど……天才児ゆえのスランプ、みたいなヤツにぶつかってるのかな。





　　　　※




「バトルアックスの新品、四十五年モデル。これ、いくらで売る？」


　と、オレ。


「う──ん。いくらで仕入れたんだっけ？　原げん価かいくら？」


　と、イッコ。


「原価は……三万ドルクだな」


「んじゃ、六万ドルクで売ればいいんじゃない？」


　イッコが、まったく考えてないとしか思えない速さで答える。


「い、いやいや！　二倍売りはヤバイって、絶ぜつ対たい。高く売りたいのは分かるけど、せめて、そうだな、原価の一・五倍にしようよ。三万ドルクで仕入れた品なら、一・五倍売りで、えーと……えー……四万五〇〇〇ドルクで売る！」


「ふむ……。四万五〇〇〇引く三万で、アタシ達の儲もうけは一万五〇〇〇ドルクか」


　まんざらでもない、という表ひよう情じようを浮かべるイッコ。


　あれから四人で、ケンジの噂うわさをしてる間に、あっという間に昼になってしまったので。ジャンとノンは慌あわてて買い出しに出かけていった。


　んじゃ、やるか！　とオレ達も、自分たちの仕事、武ぶ器きの売うり値ね決めと値ね札ふだ貼はりをさっそく始めた。


　けど……これが、素人しろうとにはなかなか度ど胸きようのいる作業だった。


「大だい丈じよう夫ぶかなぁ……ホント。売値って、もっと細かい計算のうえで決めるもんじゃないの？」


「つったって、時間ないんだから仕方ないじゃない。なんとかかんとかでっちあげて、開店しないと。ほれ、まだこんなに値札つける武器残ってるんだよ？」


　うぅ、それはイッコに言われるまでもなく、分かってる。


　売り場にひしめく、山のような数の武器。たぶん、あと八十本くらいはあるんじゃないかな。一本に五分で、五分×八〇本＝四〇〇分……六時間以上もかかるのか。オエッ。


　でも、考えて立ち止まってる時間はない。オレはウエストポーチに手を入れ、ペーパーナイフと小さいキリをすばやく取り出した。


　大きな厚あつ紙がみにナイフを入れ、小さい名めい刺しくらいの大きさぶん、長方形を切り取る。そこに四万五〇〇〇、と書き込こむ。


　その紙に、キリで穴あなをあけて、糸を通して、バトルアックスにくくりつける。値札完成。


「あいっかわらず器用っていうか、手て際ぎわいいわね、アンタ……」


　イッコが呆あきれるように言った。


「うーん、普ふ通つうだって。ていうか、イッコがぶきっちょすぎるんだろ……」


　そう。最初は、イッコが厚紙にカッターナイフを入れてたんだ。


　でも、イッコがやると、まっすぐ綺き麗れいな長方形にならないし、しかもその曲がったままの、いびつな値札を平気で貼ろうとするし……悪いけど、交代してもらった。なんか、雑ざつなんだよな……。


「んじゃ、次、これいくか」


　と、オレは小ぶりのナイフ……アサシンダガーを手に取った。


　いまオレはけっこう集中している。イッコと二人きりだなんて、気にならないくらい、仕事に集中してる。そう、これくらい集中しないと、新しん装そう開店に間に合わないんだ！


　だが、そんなオレのせっぱつまった気持ちも知らず。商品台にほおづえをつき、ニヤニヤしながらイッコが、唐とう突とつに言った。


「ねえ……ジャンて、ノンのこと好きなのかな？」


「はあ？」


　ぶっ、と思わず噴ふき出しそうになるオレ。集中、ぶちこわしだ！


「な、なにそれ、いきなり。なんの話だよ」


「いやー？　だってジャンのヤツ、昨日の晩ばんの班決めの時も、ノンがいるから看かん板ばんチームに入った、みたいなカンジじゃなかった？」


「そんな、たまたまだろ？　だってジャン、けっこう絵うまいし。それでじゃないの？　ていうか、ジャンはミニィちゃんにゾッコンだったじゃないか」


「いやぁ、でも、二人で買い出しに行くときの、ジャンのあの嬉うれしそうな顔……なにもないとは思えないけどなぁ」


「…………確たしかにアイツってその場の勢いきおいだけで生きてるから、急にコロッと興きよう味みの対象が変わるのは、よくあるけど……」


　うーむ、ジャンが、『ミニィちゃんの可か憐れんさも捨すてがたいけど、ノンの家庭的なかわいさも捨てがたいんだ！』とか言ってる姿すがたが、簡かん単たんに想そう像ぞうできてしまう……。


「でしょ、でしょ？　絶対、ここ数日で、ノンが好きになっちゃったんだよ！　イヒヒ」


　心底楽しそうな、意地の悪い笑えみを浮うかべるイッコ。


　ったく、普ふ段だんはあんまり女のコらしくないのに、こういう話だけは異い常じように好むからな、この女ひと。いまは、こんな話してる場合じゃないのに……。


　仕事は仕事。遊びは遊び。


　ここはきっちり、オレがけじめをつけないと。


　けじめをつけないと、いけないんだろうけど……。


「でもさ、でもさ、イッコ。ケンジとミニィちゃんって線も、アリじゃない!?」


　めっちゃノリノリで言う、オレ。


　ごめん、オレもこういう話、大好きなんだ……抗あらがえない。


「ほう、身長的にはいい感じね、そのカップル。でも、ケンジはミニィを相手にしないでしょ～。ミニィを受け入れられるレベルの男は……ドノヴァンくらいじゃない？」


「でも、ドノヴァンとノンも、捨てがたいぞ。ぼーっとしたカップル」


「それを言うなら、ケンジとノンもかわいいわよ。ケンジのわがままに、いちいち優やさしくうなずくノン。かーわいい！」


「なるほど……それは盲もう点てんをつくカップルだなぁ」


　うーむ、ヤバイぞ。仕事そっちのけで、異い様ように盛もり上がってきた。


　しかも、こんな話をしてるうちに……。


　いつのまにかオレは、めちゃくちゃ、この流れの中で、とあるカップルがアリなのかナシなのか、イッコに聞きたくなってきた……。


　マーガスとイッコってアリ？　って。…………。


　いやいや、アホ、落ち着くんだオレ。一時の感かん情じように流されるんじゃない。


　それじゃまるで遠まわしに告白してるみたいじゃないか。


『マーガスとイッコってアリ？』


『ごめん、ナシ。これからも友達でいようね♪』


　なんて言われた日にゃ、オレはどうなるんだ!?　エクス・ガリバーから姿を消すしかない!!　これから店がオープンするっていうのに、気まずい雰ふん囲い気きになるのはマズい！


　そもそもオレはイッコが好きなのか？　でも、どう考えても好きなような気も……。


　いや、でも、まさか。いや……まさか？　いやいや、まさかまさか。


「ちょっと……さっきから、なにマサカマサカを連れん呼こしてんの？」


　グルグルと妄もう想そうを始めたオレを、目を細めて、不ふ審しん気げにイッコが見ている。


　しまった！　まさか、が声に出てしまった!?


「べ、別に！　なんでもないスよ？」


「なんで急にケンジ口調なのよ……あやしい」


　ゆらっ、と立ち上がり、ツカツカと迫せまってくるイッコ。





「ほれ、いま何考えてたのか、お姉さんに言ってみな？」


「くっ」


　じりじりと壁かべ際ぎわに追い詰つめられていくオレ。
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　こ、こうなったら……勢いきおいにのって、マーガスとイッコカップルは、アリかナシか聞いてみるか!?　イッコだって、オレのこと、嫌きらいではないハズだよな!?


「い、いま考えてたのは……あるカップルが、アリなのか、ナシなのか、イッコに評ひよう価かしてもらおうかと思ってて……」


　ヤバイ、口が勝手に動く！　止まらない！


「ふんふん！　して、そのカップルとは！」


　ますます嬉うれしそうな笑顔になり、死神のごとく接せつ近きんしてくるイッコ。ダメだ、もう逃にげられない！　心しん臓ぞうが異い常じような速さで脈うって……もはやなにがなんだか分からん！


　言ってやる！　これも運命、言えばいいんだろ!?


「オレが、認みとめて欲ほしいカップルは！　マーガスと！」


　イッコ!!


　と、言おうとした瞬しゆん間かんだった。


「やあおはよう」


　ギイ。店内に、やけに爽さわやかな声が響ひびき渡わたった。


　全速力で、声がした方へ振ふり向くオレ。


　見れば、入り口のところに、よく知る二メートル近い大男──ドノヴァンが立っている。


「ド、ドノ、ド」


　絶ぜつ句くするオレ。な、なんてタイミングできてくれるんだ……！


「あれ？　どーしたのよ？　忘わすれ物？」


　イッコが、ちょっと驚おどろいたような顔で聞いた。


「うん。ミニィが、問屋さんに見せる、営えい業ぎよう許きよ可か証しようを忘れてったから」


　と言いながら、ドノヴァンは奥おくの従じゆう業ぎよう員いん部屋に消えていく。


　はあぁぁあ……大ナシじゃないか……せっかく盛り上がってたのにぃ。


　なんか、もう、燃え尽つきたよ……。


「で？　認めて欲しいカップルって誰だれなのよ!?　さっきのテンションからすると、かなりの想おもいを秘ひめてるみたいだけど!?　マーガスと？　相手は誰!?」


　ドノヴァンが奥にひっこむや否いなや、さっきのテンションそのままに、イッコが小声で聞いてくる。くそう、オレだって、さっきのテンションなら言えてたんだ！


「ドノヴァンめ……」


　オレは悔くやしさから、恋こい路じを邪じや魔ました男、ドノヴァンの名前を漏もらす！


「……え？　ドノヴァン？　なの？」


　その瞬間。イッコが、かなり引きつった声で言った。


　ん？　え？　なにそのリアクション？　って、オイ、まさか!?


「アンタが認めて欲しいカップルって……マーガスと、ドノヴァンだったの？」


「んなっ」


　思わず、言葉に詰まるオレ。


「ま、まあ、アリなんじゃない？　本人が望むなら」


　複ふく雑ざつな笑え顔がおを浮うかべながら、イッコはオレから少しずつ離はなれていく……。


「ちょ、違ちがうんだ！　違いますよ!?」


「じゃあマーガスと、誰なのよ」


「そ、それは……」


　な、なんか、いまさらイッコって言うのも、ムード無いし……。


「全然知らなかったわ……」


　本気でショックを受けた顔をする、イッコ。


　すると。ギィ、従業員部屋の扉とびらが開く。


「……え？　どうかしたの、二人とも」


　必要な書類を持って出てきたドノヴァンが、オレ達を見るなり不思議そうに聞いた。


　ま、そりゃそうだろうなあ。


　オレは、うらみがましくドノヴァンを見てるし。


　イッコは、なんか妙みよう～に優やさしい笑顔で、ドノヴァンを見てるし。


　どういう状じよう況きようか、分かるわけないよ。


「ド、ドノヴァン……なんていうか……幸せにね」


「え!?　イ、イッコ、それ、どういう意味!?」


　いきなり幸せにね、と言われてパニックになるドノヴァン。


　この後、ジャンに協力してもらって誤ご解かいを解とくまで、イッコはまともにオレと目を合わせてくれなかった……。





　　　　※




「よっしゃ、全員集まったわね！」


　午後九時。従業員部屋。床ゆかに座すわる、オレ、ジャン、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィ。


　各班が、それぞれの仕事を終えて、やっとミーティングを始められる状じよう態たいになった。


　ふうー。寝ね不ぶ足そくだし、さすがにみんな、お疲つかれモードだ。


「んじゃ、各班、今日の活動の報ほう告こく！　まず、ドノヴァン班、報告者はミニィよ！」


　イッコだけは、なぜか一人だけ立って、ハリのある声でキビキビ仕切ってる。やっぱこの女ひとは凄すごいわ。エネルギー、底なしだ。


　でも、イッコに名指しされ、立ち上がったミニィちゃんも、ある意味負けていなかった。


「ハーイ！　今日はぁ、問屋さんのオジサンに挨あい拶さつしてぇ、質屋のお爺じいさんに挨拶してぇ、聖堂騎士団テンプルナイツのお兄さん達に挨拶してぇ、ドノヴァンさんの友達の煙えん突とつ掃そう除じのお兄さんに挨拶してぇ、みんなにミニィちゃんカワイイね、って言われましたぁ♪　てへ」


　…………。一いつ瞬しゆんだけ、静かになる従業員部屋。次の瞬間。


「て……てへじゃないでしょ、てへじゃあ！　なにその報告は、絵日記でも書いてんの!?」


　がああ、とミニィちゃんに嚙かみ付きそうな勢いきおいのイッコを、まあまあ、と止めるノン。


　うーん、なんか最近、いつものパターンと化してきたな、これ。


「でも、ちゃんと、仕事はしてきたよ」


　そのやりとりを、ほほえましそうに見ていたドノヴァンが言った。


「問屋は、これからいい武ぶ器きが入ったら、優ゆう先せん的にミニィに回してくれるって約束した」


「ウッソ!?」


「あと、これ」


　ドノヴァンは、ずるずるずる……とケンジがまるまる一人入りそうな、大きくて白い袋ふくろをひきずり出した。


「何、これ？」


「聖堂騎士団テンプルナイツの人が、ミニィにおみやげにってくれた」


　スッ。袋から、ドノヴァンが一本取り出したのは、ピカピカの銀の剣けん。


「テ、聖堂騎士団テンプルナイツ用の剣じゃないスか。しかも状態もいい。普ふ通つうに売れるぞコレ」


　感心したように、ケンジが驚おどろく。


「三十本くらい、タダでもらってきた」


「……まじ？　アタシなんかお金出して、やっとこさ中古の剣を引き取ってきたのに……！」


　愕がく然ぜんとなるイッコ。


「以上が、ミニィとドノヴァンさんの班の、活動報告でしたぁ！　ぺこり」


　口で言いつつ、頭を下げ、話をまとめるミニィちゃん。


　精せい神しん的ダメージをおったイッコには、ぺこり、に反はん撃げきする力は残されていなかった。


「じゃ、じゃあ、気をとりなおして、次はケンジ。エクス・ガリバーブランド武器の調子はどう？」


「あんまりよくないっスね。ぶっちゃけ、こんな中身のないミーティングをしてる場合じゃないっていうか……仕上げがまだ残ってるし」


　平然と、中身がないとか言ってのけるケンジ。


　ああ、もう……ぶっちゃけすぎだよ。


「オホホホ！　ごめんごめん、なるべく早く、ミーティングきりあげるからね」


　ニコッ、と気味悪いくらい優しく笑うイッコ。が、右の拳こぶしが打ち震ふるえてるから、怒おこってるのはバレバレ。はぁ、なんでこう、イッコの神しん経けいを逆さか撫なでするヤツばっかりなんだろ。


「じゃあ、テンポよく、テンポよく。次は、ウチらペアの仕事報告しとくね。


　いちおう、武器の値ね段だん決めと値ね札ふだ貼はりは終しゆう了りようしたわ。基き本ほんは、原げん価かの一・五倍売りで値段設せつ定ていしたから。例を出すと、ドラゴンキラー用のドラゴンナイフが、二万ドルク！　家や賃ちん、最さい低てい限げんの給料、次の武器の仕入れ、全部ひっくるめると、月に一〇〇万ドルクは絶ぜつ対たい経費として必要だから、月に五十本、ドラゴンナイフを売れば、まあなんとか黒字だわ」


　なるほど、分かりやすいな。目標、月五十本のドラゴンナイフ、か。


「ただ黒字って言っても、これは、一人一人の給料を、ホンッットに最低限、まあ、分かりやすく言えば、マーガスとドノヴァンが餓が死ししないだけの給料、月、二、三万ドルクとして計算した場合の話だからね。そんなんじゃ店やってる意味ないし。月二〇〇万、三〇〇万は一人一人が貰もらえるような店にしましょうね」


　こくっ。全員、力強く頷うなずいた。月、三〇〇万の給料って！　すごいな。


「で、最後は、ジャンとノンのペアね。ジャン、報告して。看かん板ばんとシンボルよね？」


「おうよ！」


　あぐらをかいてたジャンが、ポン、と膝ひざをうって立ち上がった。


「まず、表の看板は、文字のテイストはそのままで、新品の板にエクス・ガリバーの文字を書き直して、表に打ち付けておいた。ま、朝になったら確かく認にんしてくれい。それと」


　パチンッ。いきなり、ジャンが指を鳴らした。


　ズズズズ──何かをひきずるような音。ノンが、何やら布ぬのをかぶせられた、岩のようなものを押おして来る音だった。


　しかし、指パッチンひとつで動くって……すごいコンビネーションだな。


「さあ驚け！　これがオレとノンが徹てつ夜やで作り上げた、エクス・ガリバーのシンボル！　いずれ待ち合わせの名所として、このシンボルの前にたくさんの人が集つどうだろう！　見よ！」


　ババッ！　テーブルクロスよろしく、岩の上の布をどけるジャン。


　そこに現あらわれたのは、無数に小さな穴あながあいた、味も素そつ気けもない──やっぱりただの岩？


「な、なにこれ。……岩？」


「フフン、そう思うか!?　実はこれ、岩の質しつ感かんを再さい現げんしつつ、木で作ってんだよ!!」


「い、いや、そうじゃなくて……まさか、この岩っぽい木が、オレらのシンボルなの？」


　ジャンとノン以外、全員の顔が。マジかよ……って顔になっている。


　芸げい術じゆつの感かん性せいは人それぞれだけど、さすがにこの岩をシンボルって言うのは……。


「バッカ、まだわかんねーの？　こういうことだよ！」


　ズン！　ジャンが、唐とう突とつに、どこからか出した木の剣けんを、岩（もどき）に向かって垂すい直ちよくに突つきたてた！


　それによって生まれた光景は、まさに……


「おお！　エクスカリバー!?」


「エクスカリバーじゃん！」


　口々に叫さけぶオレ達！


　エクス・ガリバーじゃなく、エクスカリバー。


　どこかの森の奥おく深ふかくで、遥はるか太古より聖せいなる大岩に挿ささったままになってる、幸福を呼よぶ伝説の剣！　剣自身が持ち主を選び、選ばれた人間以外は絶対に抜ぬくことができない、あの超ちよう有名な剣だ。


「ほれ、エクス・ガリバーって、どう考えてもエクスカリバーから名前パクってるだろ？　だったら、俺おれたちも、大岩伝説に便乗しようと思ってさ」


　ポンポンと、岩を叩たたくジャン。


「すげぇ、ナイスアイデアじゃん！　これいいよ！」


「うん！　なんか見てるうちに、だんだんカッコよく見えてきたかも！」


　オレ達はちょっと興こう奮ふん気味に、ひたすら岩もどきを褒ほめちぎる。


「でも……エクスカリバーはいいスけど、このやたら空いてる穴ぼこはなんなんスか？」


　その騒さわぎに混まざらず、一人冷静なケンジが、ボソッと発言した。


「あ？　バーカ、これだけだったら、エクスカリバーそのままじゃねぇか。うちらは、エクス・ガリバーだろ！　個こ性せいをださなきゃ！　この注意書きを読め！」


　ジャンがそう言いながら、くるっと岩を回し、オレ達には見えなかった面をさらした。


【もし、不要な武器がございましたら、このオブジェの穴に、ご自由にお挿しください。当店で責せき任にんを持って処しよ理りさせていただきます。エクス・ガリバー】


「お、おぉ。抜くんじゃなくて、挿す！　ある意味、エクスカリバー伝説の逆！」


「つ、つまりは、武器のリサイクルね！」


　もう戦せん闘とうには使えないくらいくたびれてて、中古で売るにもちょっと汚きたなすぎる武器っていうのは、実はけっこうあるらしい。オレ達ならそれを、売り物として再利用できるかもしれないし。もしかしたら、まだ売り物にできるような品物も、挿していってくれるかもしれない！


　ちょっとカッコわるいけど……でもこれは、ジャンとノンの庶しよ民みん的貧びん乏ぼう根こん性じようが生んだ、傑けつ作さくシンボルかも？


「でも、ジャンって、こういうの作ったり考えたりするの、ホントにうまいんだよー」


「いやはははは。まあ、将しよう来らい芸術家を目指す男としちゃ、こんくらいはやんなきゃ！」


　照れて、高笑いするジャン。って、武器屋王はどうしたんだよ、武器屋王は……。





「さて、シンボルも完成、と。あと、明日までにやっとかなきゃいけない事は……」


　やはり立ったまま、顎あごに手をそえ考えるイッコ。すると。


「あ！」


　と、いきなり目をカッと見開き、イッコは従じゆう業ぎよう員いん部屋の奥おく、女子部屋に駆かけ込こんだ。


　ドッタンバッタンと激はげしい物音を立てながら、何かを探さがすイッコ。


「あったあった！　これよ、これ!!」


　こっちの部屋にいても、耳をふさいでしまいそうな大声でイッコが喜ぶ。


「なんであの人あんな元気なんだろ……？」


　ジャンが、ため息をつきつつ言った。


「お待たせー！」


　バタンッ！　女子部屋から出てきたイッコは、小こ脇わきに小さな黒板を抱かかえている。


「なに？　なにを始めるのさ」


「うん。あのさ、武ぶ器きを用意したり、掃そう除じしたり、そういう外見的な問題はとりあえず片かた付づけたけど。でも、アタシ達が、この店をどういう店にしていくのか？　そのためにはどういうアイデアがいるのか？　そういう、中身の面もやっとかなくちゃヤバクない？」


　そういうとイッコは、小型黒板を、机つくえの上に立てかけた。


「確たしかに。そういう話、まだしてないもんなぁ」


「アタシにはアタシの考えがもちろんあるけど……みんなの意見も聞かせてよ。まず、どういう方向の店に、したいってみんな思ってる？」


　うーん。なるほど。コンセプトってやつか。


　どんな店……。オレって、そういう深いところまでいちいち考えないし、苦手なんだよな、こういう場面。


　でも、他ほかのヤツらは違ちがうみたい。冗じよう談だんか本気か分からないコンセプトを、次々と打ち出し始めた。


「カワイイ女の子ばっかりが来る店！」


「ちょっとスリリングな店にしようよー、落とし穴あなとか作ってさー」


「デートスポットとして有名にしたいですぅ！」


「行列のできるスパゲティ屋！」


　トンチンカンな発言を連れん呼こする連中。──って、スパゲティって武器屋関係ないじゃん。


「ちょっとストーップ！」


　収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうな雰ふん囲い気きなので、イッコが一いつ旦たん止める。


「どれもこれも素す晴ばらしい意見だったわ。じゃあ、ここで、アタシの意見を聞いてね」


　そういうとイッコは、後ろを向いて、黒板にカッ、カッと白い文字を書き始めた。


　数秒後、イッコのコンセプトが黒板に現あらわれる。──『儲もうかる店』。


「え～……なんか、ロコツじゃねぇか？」


「ホント。そりゃそうだけど……ってカンジ」


　途と端たんに集まる、非ひ難なんの声。


「甘あまい甘い。綺き麗れい事ごと抜ぬきでいったら、コンセプトは当然これなの！」


　黒板をバシッと叩たたくイッコ。


　不満気なオレ達をまったく気にせず、イッコは楽しそうに続けた。


「で、コンセプトは儲かる店でいいんだけど」


「え!?　儲かる店でコンセプト決定!?」


　オレ達がコンセプトを考えた意味って……。


「まぁ、まぁ、みんなの意見が本当に必要なのはここからよ。この、儲かる店ってコンセプトを実じつ現げんするには、具体的にこの店で何をやればいいのか……いいアイデアない？」


　む、むぅ。コンセプトがあれでいいのかはともかく、今度は、店を繁はん盛じようさせるためのアイデアか。


　アイデア……どうやれば、繁盛するかなぁ。


「ねぇねぇ、看かん板ばん娘むすめを置くってのはどうですかぁ？」


　甘ったる～い声。提てい案あん者しやは、ミニィちゃんだ。


「看板娘……？　うん、悪くないアイデアじゃない！　店の前で呼よび込みすれば効こう果かあるし、ファンを作れば、その分何度も店に来る、リピーターを作れるもんね！」


「でしょ～？　えっへん！」


　えっへんって……。


「あ、それで。みなさんは、ミニィにどんな衣い装しよう着て、看板娘やって欲ほしいですか～？」


　満面の笑えみで、みんなの顔を見回すミニィちゃん。


　ピクッ。その言葉に、イッコの眉まゆが反はん応のうする。


「ちょ……ちょっと待って。なんでアンタが看板娘って決まってるの？」


「え？　だって、ミニィが一番若わかいじゃないですかぁ～？」


　うっひゃあ。ミニィちゃんが笑いながら、背せ筋すじの凍こおるセリフを言う。


「わ、若い？　そ、そんなゴミより役に立たないものは、どうでもいいのよ。それより、アタシやノンだって一いつ般ぱん的に見て可愛かわいい部類に入るんだから、アタシ達が看板娘をやったほうがいいとアタシは思うんだけど？」


「え？　イッコちゃん、アタシは別に……」


　突とつ然ぜん巻まき込まれて、ビックリするノン。


「ねぇ、マーガスさぁん。マーガスさんも、ミニィが看板娘のほうが嬉うれしいですよね？」


「え、オ、オレ？　うわっ!?」


　うっ！　例によって、ミニィちゃんがオレの腕うでに抱だきついて、電光石火の瞳ひとみうるませ攻こう撃げきを仕し掛かけてきた！　腕がやわらかくて、ほんのり温かくて…………アァ……。


「なにがアァ、だこの変へん態たい！」


　バシッ！　オレの頭がイッコのスリッパではたかれる。


「す、すいません」


「分かったわ……しばらくは、アタシとミニィのダブル看板娘でいきましょう。で、より成果をあげた方が、正式な看板娘になる、ということで」


「は～い！　ミニィ、もりもり頑がん張ばっちゃうもんね～！」


　もりもりって口で言うか……。


　バシッ！　何な故ぜか再ふたたびオレの頭に、イッコのスリッパ。


「いたっ!?　な、なんでいま、叩かれたの!?」


「何がもりもりよ、腹はらたつわぁ！」


　おいおい、もりもりはオレのせいじゃないよ……。





　店を繁盛させるアイデアは、意外にたくさん集められた。


　毎月一のつく日は、全品半はん額がくにする。ポイントカードの製せい作さく。抽ちゆう選せん会かいの実じつ施し。着ぐるみの着用。けど、これ、本当に実現できるのかぁ？


「ま、こんなところかしらね。実じつ際さいにやってみないと分からない、っていうのもあるし」


　と、そろそろこの会議を締しめようとするイッコ。すると、


「あ、イッコちゃん！　あたしもアイデア思いついたんだけどー」


　ノンが元気よく手をあげた。


「あ、そういえばノンはまだアイデア出してなかったね。いいよ、どんなアイデア？」


「あたし、お菓か子し作るの得意でしょ？　だから、ケーキをお店に置きたいんだけど」


　え……？　ケーキ？　ノンが、またちょっとズレたことを言いだした。


「ぶ、武ぶ器き屋にケーキを置くの？　スペース取って？　ノ、ノン、それはちょっと……」


「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　剣にクリームとかつけないようにするから！　絶ぜつ対たい！」


　力強く言い切るノン。問題はそこか？


「絶対！　絶対、クリームはつけない！」


「え、あ、うんん……じゃ、じゃあ、がんばってみる？」


「うん！」


　ゲッ。結局ノンのノンキペースに飲みこまれたよ、イッコ。ノンには弱いんだから……。


　しかし、ノンといいイッコといいミニィちゃんといい、この店の女子ってみんな可愛いんだけど……ほんと、どっかちょっとズレてるよな。


「じゃあ、そろそろ会議を終わりましょう。明日の朝十時に、新生エクス・ガリバー開店よ！　ドノヴァン、チラシは撒まき終わったのよね？」


「うん。煙えん突とつ掃そう除じの仲間に頼たのんで、フラン中に貼はってもらった……」


「明日の目玉商品は、聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣けん！　赤字覚かく悟ごの一万五〇〇〇ドルクで放出よ！　多分、開店と同時に、これ目当てのお客さんがおしよせてくるから、みんな、しっかり寝ねて、明日倒たおれないようにね！」


「はいよ！」


「じゃ……最後に……」


　スッ。イッコが、唐とう突とつに手を宙ちゆうに差し出した。？　なにを始める気だ？


「聖堂騎士団テンプルナイツのマネごとなんだけどね。ほら、いいから、のっけてのっけて！」


　オレは、ジャンと顔を一いつ瞬しゆん見合わせた。


　なんだか分からないまま、ノン、ケンジ、ミニィ、ドノヴァンが、イッコの手の上に、手を重ねていく。


　なんか、面おも白しろそうじゃないか？　オレとジャンも、手を重ねた。


「これでエクス・ガリバーの七人のオーナー、全員集合ね……」


　イッコが満足そうに微笑ほほえむ。


「いい？　アタシ達は、もう運命共同体よ。これから先……どんな絶望が待ってたとしても、全員でそれを乗り越こえなくっちゃいけない。知ち恵えを出し合い、励はげまし合い、心の底から仲間を信じてそれを乗り越える……その覚悟が、みんなにある？」


　急にマジな雰ふん囲い気きで、語りだすイッコ。


　心の底から仲間を信じて、絶望を乗り越える。うん、まぁ……できると思うけど。たぶん。


　みんな同じような気持ちらしく、なんとなく曖あい昧まいな顔で、頷うなずいている。


「それじゃ……」


　スッ……一番下にあったイッコの手が、そっと抜ぬき出された。


「みんな目をつぶって？　それから、上下の人と、ちょっと手の間かん隔かく、空けて？」


　？　言われたとおり、目をつぶる。何も見えなくなる。全員の息いき遣づかいが、さっきまでよりハッキリ聞こえてくるような気がした。


　次に、手と手の間に空間も空けてみる。すぐ上に、ジャンの手の気配が感じ取れるから、こそばゆい。


　しばらくして。チャキッ、と金きん属ぞく製せいの何かが、持ち運ばれる音が聞こえた。……剣？


「さて。今から、みんなの手の上から、思いっきり剣を振ふり下ろすわ。もちろん、鞘さやにおさめてあるけど」


「えっ!?」


　ぎょっ、と声を漏もらすオレ達。


「でも、手をひっこめたければ、ひっこめていいのよ。ただ、心の底から仲間を信じる覚悟があるなら、自分の上に手を置いてる人を信じて、手をそのままにして欲ほしいの」


　妙みように優やさしい声で言うイッコ。


　きっと逃にげないって……！　オレの上は、ジャンだぞ！


　しかも、ジャンの手は一番上、逃げなきゃ絶対打だ撃げきを喰くらう位置。


「くっそー……冗じよう談だんじゃねぇぞぉ……」


　情なさけない声で言う、ジャン。多分ジャンの手は、狂くるったように震ふるえてるだろう。


「一番勇気が必要なポジションに、ジャンが来るなんてねぇ。みんなのために、一撃喰らう覚悟が、アンタにある？」


「バ、バカにスんない！　オレダって、やるトきはナァ」


　と言いつつ、裏うら返がえるジャンの声。


「あっそ。じゃあ、いくから。10、９、８、７」


「わ、ウソ、もう始めんの!?」


　いきなり始まったカウントダウンに、パニクった声をあげるジャン。


　チャキンッ、剣が構かまえられる音がする。


　ど、どうする!?　ジャンが逃げないことを信じて、手を置いとくのか？


　でも、あいつ、昔からこういう場面で、一番に逃げ出すタイプだし……うぅぅむ？


　あいつが避よけるなら、オレも避けちゃうけど……。くそっ、目が見えないと、悪い想そう像ぞうばっかり浮うかんできてダメだ！


「６、５、４」


　悪い想像をしている間にも、カウントは進む。


　くっ。


　ダ、ダメだ、ここで逃げるわけにはいかない！　ここで逃げたら、この先、一いつ緒しよに絶望を乗り越えることなんて、きっとできない。


「３」


　逃げない！　ジャンは逃げない！　オレも逃げない！


　よし、腹はらは決まったぞ！　オレはぐっと、手に力を入れ直した。来るなら来い！


「２」


「１」


「０」


　カウントゼロ！


　ブォオッ、剣を振り下ろす風ふう圧あつが巻まき起こる！　ウソ、来た!?


　パァァン！　次の瞬しゆん間かん、皮ひ膚ふが裂さけそうな音が室内にこだまする！


「いってぇぇぇぇぇ……」


「みんな目、開けていいよ？」


　恐おそる恐る、ゆっくりと目を開ける。け、結局どうなったんだ？


「おおっ!?」


　目に飛び込こんできたのは、ジャンが逃げずに一撃を受け止めた光景だった。


　ただ、手に振り下ろされてたのは、イッコの平手打ち。


「いってぇぇよお！　くっそー、鞘のほうがまだマシだったんじゃねぇの!?　お前の平手打ち、痛いたすぎ！」


「アハハ、男を見せたよ、ジャン！　他ほかのみんなも、全員、手を抜ぬかなかったし。まぁ、マーガスは、かなり危あぶなかったけどね」


「ウソ!?　そ、そうだった？」


「うん。もう、いまにも手を抜きそうだった」


「て、てめーってヤツは、一番の親友であるこの俺おれを……」


「め、面めん目ぼくない」


　うはー、恥はずかしいな、オレ！　穴あながあったら入りたい気分。


「アハハ。でも、これでみんなの覚悟が、態たい度どになってちゃんと証しよう明めいできたでしょ？　心の底から仲間を信じて、絶ぜつ望ぼうを乗り越こえる覚かく悟ご……みんな、あるみたいだね」


　コクリ。さっきとはうってかわって、みんな、自信満々に頷いてみせる。


「オッケー、そうこなくっちゃ。なんかアタシも、ドノヴァンの言うとおり、この七人が偶ぐう然ぜん集まった七人じゃないような気がしてきた。この七人で、本当になにか、できるかもしれない」


　ゴォォ。イッコの目に、炎ほのおが灯ともった（ように見えた）。


　オレの下っ腹もか──っと熱くなる。燃もえるぅ！


「それじゃ、明日からが本番よ！　力をあわせて頑がん張ばりましょう！」


「オーッ！」


「以上、解かい散さん！」










　パート４・七人の武ぶ器き屋







　ああ。やっとこさ、開店準じゆん備びが終わるんだ。


　オレは、なんだか久ひさしぶりの、自分の部屋のベッドの感かん触しよくを感じつつ、ルイニさんから店を買ってからの四日間を、ゆっくり思い返していた。


　顔見知りだらけのオーナー選考会。ルイニさんとジョルジュの泣かせるエピソード。ケンジの性せい格かくの悪さ、ミニィちゃんの魔ま性しようのかわいさ。


　イッコとドノヴァンの火花を散らす戦いに、ドノヴァンの店を持ちたいって夢ゆめ。その後イッコが一人で用意した、店内で山積みになった武器。


　イッコとの店内カップル予想も、危あやうく告白しかけたことも、全員で誓ちかいをたてたのも……ぜんぶ、ぜんぶこの四日間で起こった出来事なんだよな……。


　なんかもう、七人で何年も店をやってたような錯さつ覚かくを覚えてるのは、オレだけかなぁ。


　ほんと、この四日間は、あっという間に駆かけ抜けたってカンジだ。


「ふう」


　オレは、なんとなく体を起こして、時計を見てみた。午前一時前。うーむ。


　寝ね不ぶ足そくのハズなんだけど……ここ四日、まあ、ちょっとしたお祭りみたいなもんだったから、なんか妙みように気持ちが昂たかぶってて……目が冴さえちゃうんだよなあ。


　仕方ない。ちょっと外で夜風にあたって、頭を冷やそうか。


　オレは、部屋を出て、誰だれもいないリビングを横切り、玄げん関かんへ向かった。





　四十分後。


「……しまったな」


　オレは、思わず腕うで組ぐみしながら、首をひねっていた。


　夜の闇やみの中、オレの目の前にたたずんでいるのは。


　いい加か減げん見み慣なれた、木もく造ぞうのこぢんまりした外観に、入り口の扉とびらがキィキィ左右に開く、押おして入る扉。


　くそう。ちょっと、ほんのちょっと散歩するだけのハズだったのに……。


　そう。ボーっとしてるうちに、いつのまにかオレは。片かた道みち四十分の道のりを乗り越こえ、エクス・ガリバーの前に来てしまっていたのだ。たまにあるんだよなオレ、こういうの……。


　生ぬるい夜風にカサカサと揺ゆれる、道みち端ばたの雑ざつ草そう……。


　夏の夜独どく特とくの、妙に目が冴える香かおりがする。


　……静かだ。ほとんどの家の灯あかりが消えてるし、おまけに今日は雲が出てて、月も星も隠かくれてるから、自分の二、三歩前くらいまでしかしっかり見えない。


　なんか……凄すごいさみしい気持ちになってきたぞ。なにやってんだろ、オレ……。


「……何やってんスか？」


「うぉぉお!?」


　いきなりの背はい後ごからの掛かけ声に、オレは思わず飛び上がった！


　後ろにいたのは、目つきの悪いチビ、ケンジ！


「お、お前か！　何やってんだ!?　通り魔かなんかかと思ったじゃないか！」


「こっちこそ、灯りも持たずに店の前でうろついてるから、泥どろ棒ぼうかと思いましたよ。……ていうか、このクソ暗い夜道に灯り無しって、どういう根性してんスか……？」


　呆あきれるような顔で言うケンジ。確たしかにケンジは、足元だけを照らせる程てい度どの、小さく頼たよりないカンテラのようなものを手に持っている。


「別に、わざわざカンテラ持ち出すほど暗くもないだろ？　二、三歩前は見えるんだし」


「……なんでそんな夜目が利きくんスか？　普ふ通つうの人は、足元も見えないハズなんですけど……」


　ケンジが言う。


　夜目が利く？　そんなこと言われたの初めてだけど……またなんか、ちょっとウサン臭くさい長所が見つかっちゃった……？


「でも、お前こそ、ホントに何してんだよ？　こんな時間に」


　と、オレが問い詰つめると。ケンジは、かったるそうに目を細めて答えた。


「……注文されてた武器が仕上がったから、持ってきたんス。売り場に出そうと思って」


　注文されてた武器っていうと、エクス・ガリバーオリジナル武器か。完成したんだ！


「へえ！　ちょっと見せてみ、見せてみ！」


　オレは、ケンジの持ってた剣けんに、手を伸のばす。すると。


「べ、別に、明日になったら嫌いやでも見るんだから、いま見なくてもいいじゃないスか」


　ケンジは片手で持っていた二本の剣を、急に両手で抱だきかかえるように持ちなおした。


「つーか、時間無かったし。予定してた材料もあんま手に入らなかったし、調子もイマイチだったし……」


　ぶつぶつと言い訳わけがましいことを呟つぶやき続けるケンジ。


　これって……ひょっとして？


「お前……恥はずかしいの？」


「!!」


「ははーん。自分が作った剣がオレになんて言われるか、怖こわいんだろ、お前」


　ぐっ、と一いつ瞬しゆん言葉につまるケンジ。


　なんだよー。天才鍛か冶じ少年とか言われてるワリに、けっこう場ば馴なれしてないじゃん。


「く、くだらねー。そんなに見たいなら、見ればいいじゃないスか」


　するとケンジは、ヤケクソ気味に、ぐい、とオレに二本の剣を押し付けてきた。はは、無理しちゃって。


　ああ、なんか、初めてケンジが年下に思えてきた。やっぱ十二歳さいだもん。噂うわさは噂で、実はけっこうガッタガタのオモチャみたいな剣、作ってきたんじゃないの？


「んでは。ちょっと明かりのあるほうへ行かしてもらいまして、と」


　エクス・ガリバーの向かいの民家に、まだ明かりが灯ともっていたので。


　オレはその光を頂ちよう戴だいするように、明かりの下へ移い動どうして。ケンジの剣を鞘さやから抜ぬいた。


　カシィィィィ──剣を鞘から抜いた時の、独特の金きん属ぞく音おんが響ひびく。


「おお……こりゃ……なかなか……おいおい？」


　恐おそらく動物の皮で作られた、手にしっかりとなじむ、柄つか。まったくズレなく左右対たい称しように設せつ計けいされた、スタイリッシュな鍔つば。そして、家の明かりを反はん射しやして、神こう々ごうしくライトアップされる、少し反り返ったまっさらな、銀色の刀身。お、おぉ。


　その静かな迫はく力りよくに、いつのまにか見入ってしまう。


「これ……普ふ通つうに……スゲェ。え、お前が作ったの？」


「そう言ったじゃないスか……」


　うざったそうに言うケンジ。


　そ、そうは言っても……。こんな完成度の剣、十二歳のガキが作れるもんなのか？


「じゃ、こっちの武器もしばし拝はい見けん」


　オレは、渡わたされた武器の、もう一本の方を鞘から出した。


　こっちは、少し変わった形の剣だった。刀身が、槍やりの先のように、円えん錐すい状じようになっている。


「そっちは、ジャンのオーダーメイド品の試作品ス」


「ああ、そういやお前、オレ達のマイ・ウェポン作ってくれるんだってな。あれ？　そういやジャンって、どういう武器リクエストしたんだっけか？」


「刀身の、下の方にボタンがあるでしょ。そこ、押してください」


「え？　これ？」


　カチッ。言われるがまま、赤いボタンを押す。


　すると、かぱっ、と刀身の真ん中あたりに穴あなが開き……そこから、ちょろちょろちょろちょろ、と情なさけなく水が流れ出した。


「うわぁああ、な、なんだこの剣!?　水が出てきた!?」


「それがジャンのリクエストなんス。水が出る剣にしてくれって。なんでも、アモスの水を売る時に、いいデモンストレーションになるからとか、なんとか」


「あいつ、まだアモスの水に未練あんのか……。しかし、これは……ふっ」


　ちょろちょろちょろちょろ……情けなく流れ出続ける水を見てると、やけにおかしい。


　なんてしょーもない剣だ。一本目とのギャップが凄すごすぎる。


「水の容量と、水流の勢いきおい、あと攻こう撃げき力の向上が問題点スね」


　真剣な顔で言うケンジ。ていうかこんなアホな武ぶ器き製せい作さく、断ことわればいいのに……。


　でも、こうやって世界にひとつだけ、ジャンのための武器があるって、羨うらやましいかも。


「なあ、オレもマイ・ウェポン、注文していいんだよな？」


「……まあ、みんなのを作ってる手前、作らんわけにもいかんでしょ」


　かわいくない言い方で答えるケンジ。ったくコイツは……。


「まぁ、それでさ。オレ、なんか欲ほしい武器のイメージ、イマイチ固まらないんだけど……なんかアドバイスある？」


　やっぱ剣がオーソドックスでいいとは思うんだけど、なんかイマイチしっくりこないというか。斧おのや槍やりも、オレには似に合あわない気がするし……。


　ケンジは、オレの質しつ問もんに、二、三秒考えて。


「……マーガスは器用だから、投とう擲てき武器に向いてるんじゃないスかね」


「？　トーテキ武器って？」


「まあ、投げナイフとか、ブーメランとか、変わりダネだとダーツとか。そういう、中ちゆう距きよ離りから攻撃するタイプの武器っス。武器のジャンルとしてはメジャーじゃないスけど、身軽でいられて、しかも攻撃力もそこそこあるんで、使いこなせりゃ重ちよう宝ほうすると思いますよ」


　と、珍めずらしく、親身になって答えてくれた。


　トーテキ武器……。なんか……良いかもしんない。武器としてはメジャーじゃない、ってとこに惹ひかれる。それだけで、あ！　あいつ、トーテキ武器使ってる!?　なんてちょっと目立てそうだし。


　中距離からセコセコ攻撃ってのも、我われながらオレっぽくて、しっくりハマる感じがする。


「よし。オレ、そのトーテキ武器をオーダーしよっ。え、それも作れるんだよな？」


「武器は昔、ひととおり全ジャンル叩たたき込こまれたんで……大だい丈じよう夫ぶス」


　昔って、お前まだ十二歳だろうが……！


「ほんと、なんていうか……まさに天才少年なんだなぁ、お前」


　思わず、手放しでそう褒ほめてしまうオレ。いや、こりゃそう言わざるを得ないって。


　でもケンジはオレの言葉を聞くや否いなや、ふぅ、とため息をつき。


「……やっぱ分かってないスね」


　と冷めた口調で言った。


「こ、この野や郎ろう、せっかく褒めてやったのに……」


「あのねえ、武器なんてのは、ある程てい度どの才さい能のうと努力があれば、けっこう自由に作れるんスよ。やりようによっては、いくらでも攻撃力なんてあげられるし、デザインだって、それに特化すれば、奇き抜ばつなデザイン、かっこいいデザイン、いくらでも作れる」


　淡たん々たんと語るケンジ。つまり何が言いたいんだ？　自分に才能があるって言いたいのか？


　ケンジはなぜか悔くやしそうな顔で喋しやべりを続ける。急きゆう激げきに、声のトーンが変わる！


「ただ、重要なのは、魂たましいなんスよ！　見た目とか攻撃力とか機能性せいとか、そういう問題じゃなく、自分の作った剣を、誰に、どういう場面で、どんな風に使って欲しいか！　鍛か冶じ屋の気持ちを、魂を！　それをこめなきゃ、その武器は結局、二流にすぎないんス！」


「そ、そういうもんなんですか……」


　勢いにおされ、ちょっと後ずさりしながら言うオレ。


「で、でも、もちろんこの二本の剣けんには、魂こもってるんだろ？」


　恐おそる恐る聞くオレ。


　しかしケンジは、黙だまって頭を振ふる。


「え!?　こもってないの？」


「オレには、武器に魂入れるってことの意味が分かんないんス。テメェの打つ剣は、恐ろしいほど完成してるが、笑っちゃうくらい中身がねぇ。これが、オヤジの口くち癖ぐせです……」


　あらら。思いつめた顔で、ケンジはがくっと肩かたを落としてしまった。


　そっか、なるほど。外から武器を見つめ直そうと思ってエクス・ガリバーに入ったのも、そういう悩なやみがあったからなんだな。


　うーん。でもなあ。そんなに悩む問題なのかな？


　なんだろ。


「よく分かんないけど……」


　分かんないけど。オレはとりあえず、思ってることを口にすることにした。


「さっきの本ほん格かく的な剣も、それからジャンの水が出る剣も……たぶん、見たら、他ほかのみんな、けっこうはしゃぐと思うぜ？」


「……なんスか、それ？　どういう意味？」


「だからさ。別に、それでいいんじゃないの？　ってこと。魂、あるかないか分かんないけど、オレとかジャンとかイッコとかは、そんなのなくても喜んじゃうんだし」


「…………」


　驚おどろいたように、ぽかんと口を開けたまま、オレを見るケンジ。


「な、なんだよ」


「……いや。単たん純じゆんでいいスね、マーガスは」


「は、はあ？　どういう意味だそれ！　だいたい、さんを付けろ、さんを」


　ったく、人がせっかくナグサメテやったのに……！　つくづく可愛かわいくないヤツだ。


「……マーガス、さん。そのウエストポーチ、貸かしてくださいよ」


「はあ？」


　唐とう突とつに、ケンジがわけの分からないことを言った。


「や、やだよ。中身も入ってるのに」


「明日までに中身出しといてくださいね」


「ヤダってば、このウエストポーチ、気に入って──」


「あぁ！　ケンジとマーガス！　やっぱりいたー！」


「へ？」


　いきなりオレとケンジの会話を遮さえぎるように響ひびく、聞きなれたのんきな声。


「え？　ノン!?　それに、ドノヴァン!?」


　二番街かい道どうの暗くら闇やみから現あらわれたのは、ドノヴァンとノン。


「ほらねー、ぜったい来てると思ったもんー」


「うん。ノンの言うとおりだった」


　楽しそうに意味不明な会話をかわす、ドノヴァンとノン。


「ノン？　なにしてんの？　こんな夜遅おそくに、ふたりきり……で」


　そこまで言って、ハッとなるオレ。


　こんな夜遅くに、ふたりきりって言えば、答えは決まってるじゃないか。


　ドノヴァンとノンのボーっとしたカップルが、成立しちゃったのだ。


「ゴ、ゴメン、ノン、ドノヴァン、オレ達って、ホント鈍どん感かんで」


「へぇ？　どういう意味？　それよりさ、行こうよっ！」


　ノンが弾はずむような声で、オレとケンジに言った。


「行こうよっ、てドコに？　ていうかオレ、お邪じや魔ま虫にはなりたくないんだけど……」


「いいからいいから。ついてきてー」


　ころころ笑いながら、歩き出すノン。ドノヴァンもそれに続く。


　思わず顔を見合わせる、オレとケンジ。


　なんなんだ、いったい!?





　エクス・ガリバーがある西二番街道から、なんだかんだ、西へ向かって二十分。


　先頭のノンは、西三番街道を横切りつつ、なおひたすら西へ進んでいく。


「なあ、どこ行くんだよー！　こんなに西に行くと、ウチに帰るの大変なんだけど」


「このままだと、竜りゆう除よけの壁かべまで行っちゃうっスよ」


　オレとケンジの不安な声をぜんぜん無む視しして、ずんずん突つき進んでいく、ノン。


　もはや、オレの家からだと、一時間くらいかかるところまで来ちゃってるし……寝ねられないから、ちょっと夜風に当たるだけのつもりだったのにー！


「で？……ホントに壁まで来ちゃいましたけど？」


　ケンジが、勘かん弁べんしてくれよ、と言わんばかりの表ひよう情じようで言う。


　高さ五メートルくらいだろうか？　ドラゴンの侵しん入にゆうを拒きよ絶ぜつする無む機き質しつな石の壁が、右へも左へも、ひたすら広がる。


　フランの西の端はし、竜除けの壁にご到とう着ちやくだ。


「さあ、入って入って」


　おもむろに壁に近づいたノンが、ガチャッ、と音をさせてから、オレ達を手て招まねきした。


「ガ、ガチャって!?　壁を開けた!?」


　手招きされて近づいてみると、そこには開け放たれた、非ひ常じよう口のような扉とびら。そういや、竜除けの壁の中は、通路になってつながってるって聞いたことがあるけど……。


「おいおい！　絶ぜつ対たいヤバいだろ！　無む断だんで、子こ供どもだけで竜除けの壁の中に入るって！」


　オレの叫さけびを無視して、カンテラをぶらさげたノンが、壁の中へ入っていく。


「マーガス、大声出すと、人に見つかる……早く、入って」


　一番後ろのドノヴァンに軽く背せ中なかを押おされ、仕方なくオレも非常口へ向かう。


　うぅ、なにこれ。なんでこんな盗とう賊ぞくみたいな真ま似ねしてんの、オレ達？　だいたい、どうやってノンはこの扉開けたんだよ……。


　壁の中の通路は、四人縦たてに並ならばないと歩けないほどの幅はばしかなく、かなり狭せま苦くるしかった。おまけに、なんかカビの生えたような、変な臭においもするし……。


「えーっと。確たしかこの辺に……あ、あったあったー！」


　先頭から、ノンの独ひとり言が聞こえたかと思うと。ガチャ。またも、扉が開く音。ノンが入っていくので、仕方なくオレも続く。今度の扉の中は、螺ら旋せん階かい段だんになっていた。


　竜除けの壁まで連れ出されたと思ったら、壁の中に侵入して、今度は階段？


　もう、わけがわからん。


「けっこう急っスね、この階段……」


「しかも、かなり長い階段の雰ふん囲い気きが、ぷんぷんしてるんだけど……」


　三分──五分──十分──。


　軽く息を切らしながら、オレ達はひたすら、ひたっすら階段を昇のぼり続ける。


「ハァ、ハァ、おいおいおい！　どこまで続くの、この階段！　修しゆ行ぎようじゃないんだからさ！　なあ、そろそろ何がしたいか教えてくれよ、ノン!!」


「うん、いいよー。でも、もう着いたよー？」


　いつの間にか、上り階段が、終わった。


　そしてノンが、出口らしきスペースの向こうに、楽しそうに出て行く。


「あ！　おい、ノン!?」


　すぐに見えなくなるノン。おいおい、ついて行って大だい丈じよう夫ぶなのか……？


　一いつ瞬しゆん立ち止まり、またまた思わず顔を見合わせる、オレとケンジ。


「ノンについていくといいよ」


　一番後ろのドノヴァンが、オレ達を安心させるように言った。


「ここまで来たら、もう、いくけどさ……」


　文もん句くを言いつつ、仕方なく。オレも、ノンが消えていった出口から足を踏ふみ出した。





「……お……おお？」


　意い識しきしてないのに、勝手に口から、声が漏もれる。


　ここは、塔かなにかの屋上!?


　バタバタバタバタ、と高い場所独どく特とくの強風に煽あおられ、はおっていた上着が勢いきおいよくはためいた。でも、そんなことも気にならないくらい、オレの意識は、目の前に広がる景色に奪うばわれていたんだ。


　フランの外に無む限げんに広がる、漆しつ黒こくの大地。そしてその遥はるか彼方かなたには、群ぐん青じよう色いろの夜空と大地との境さかい目。見てると吸すい込こまれそうだ。


　眼がん下かには、ポツ、ポツッ、と静かな灯あかりをいくつか灯ともしただけの──なにか、いつもとは別の物語を演えんじているような、フランの街まち並なみがある。すごい！


　この光景、言葉で言い表すなら、圧あつ倒とう的、としか言いようがないんじゃないか。


「あ！　やっと来たわね、マーガス、ケンジ！」


　聞きなれたイキイキした声に、この大パノラマに没ぼつ頭とうしてたオレは我われに返った。


　声のした方を振ふり返る。


「イッコ!?」


　ノンと一緒に、へりの部分に腰こし掛かけながらやっほー、と手を振ってるイッコ。オレはかけよった。


「なぁなぁ、なんなのこの場所！　すげぇな！」


「ふふ、驚おどろいた？　ここ、ドゥアナの見み張はり塔の、最上階なんだってさ」


「ドゥアナの見張り塔！　ここが!?」


　ドゥアナの見張り塔っていうのは、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうを建てたウメダ・ファミリアの作品のひとつで、あんまりメジャーじゃないけど観光名所のひとつ。


　フランじゃサンク・マリカ大聖堂の次に高い建物で、竜りゆう除よけの壁かべに埋うめ込むように作られてる。高すぎて、実じつ際さいには見張り塔として使われたことはないとかってマヌケな話を、授じゆ業ぎようで習った覚えがあるなぁ。まさか中に入れるとは。


「まあ、フランに住んでる人間でも、この塔に入ったヤツは、そういないでしょうね」


「もー、なんでイッコちゃんがいばるの。ここ、ドノヴァンが教えてくれたんでしょー」


　ノンが苦く笑しようしながら言った。


　へぇ、と、オレはドノヴァンに視し線せんを向ける。


　ドノヴァンは、ゆっくり頷うなずき、言った。


「ボク、今日、なかなか寝ねられなかった。だから、夜風に当たろうと、店先でボーっとしてた。そしたら、まず、イッコが来た。寝られないからって。すぐにノンも来た。この場所、みんなにもいつか教えたいと思ってた。だから、思い切って、さっき案内した。気がすむまでいていいって言って、オレ、エクス・ガリバーに帰った」


　優やさしい声で、しっかり順を追って話すドノヴァン。すると、頭上からやかましい声。


「そしたらよぉ。今度はヒマ人第二集しゆう団だんが、エクスの前でダベってた！　だよな、ドノヴァン！」


「マーガスさ～ん！　ケンジく～ん☆」


「え!?　あれ!?」


　この屋上には、小さな小屋みたいなのが建ってるんだけど。


　その小屋の、屋根の上。


　腕うで組ぐみしながら地平線を見つめるハゲと、ぴょんぴょん飛び跳はねながら手を振る少女の影かげ。


「ジャンとミニィちゃん!?　二人も来てたの!?」


「ケッ、気づくのおせぇおせぇ。それでも親友か！」


「でも、ノンセンパイと、イッコセンパイの言うとおりでしたねぇ☆　さっすがぁ！」


　大ハシャギで言うミニィちゃん。


「え、なに、どういうこと？」


　オレは、今度はノンとイッコを見る。言うとおり？


「ほれ、ジャンとミニィまで来たってことは、ひょっとしてマーガスとケンジもフラフラ、エクス・ガリバーに呼よび寄よせられてるんじゃないかって、アタシら言っててさ」


「で、アタシとドノヴァンで迎むかえに行ったら、やっぱりマーガス達いたの。運命かもー」


　顔を見合わせて笑う、ノンとイッコ。


　へえー。そうか、オレだけじゃなかったんだ。結局みんな寝られなくて、いつのまにか、エクス・ガリバーに来ちゃってたんだ！　うはは、ほんと、運命的かも。


「しっかし。ほんと、凄すごい眺ながめだな……」


　あらためて、眼下の街並みを眺める。この高さから見ると、家がオモチャみたいに見えるなぁ。地面に立ってる時には、全然想そう像ぞうできない映えい像ぞうだ。


「月が出てれば、ここからサンク・マリカ大聖堂も、ハッキリ見える」


「やっぱり！　距きよ離り的に、見えるハズだもん！　ああもう、なんで月が出てないのよ！」


「でもドノヴァン、ここの鍵かぎはどうしたんだ？　持ってたってこと？」


「うん。ボク、ここの掃そう除じも、仕事のひとつ。非ひ常じよう口の鍵、預あずかってる。煙えん突とつ掃除仲間だけの、秘ひ密みつの場所だけど、大事な友達になら、教えていい約束になってるから」


　ドノヴァンの言葉に、全員の表ひよう情じようが少しほころんだ。さらっとだけど、大事な友達なんて言われると、やっぱりちょっと嬉うれしい。


　はぁ～～……。


　深夜に、友達だけで、立ち入り禁きん止しの塔とうから、夜景を眺めてる。


　なんか、こういうのっていいよなー。


　自分が何かの物語の主役になったような気分になれてさ。ドラマチックー。


「…………」


　それからしばらく、誰だれも、何も喋しやべらなかった。ただ、黙だまって夜景を見てた。


　いつもぺちゃくちゃ喋くってるオレ達にしたら、けっこう珍めずらしい。


　みんな、この景色を見ながら、何を思うんだろう。


　明日からの、エクス・ガリバーの行く末だろうか。


　それとも、もっと別の……それぞれ、自分の人生について考えてるのかな。


「ん？」


　ふと、横を見ると、偶ぐう然ぜんノンと目があった。


　なんとなく、照れくさそうに笑うオレ達。


　例えばノンは、この夜景を見て、何を考えてたんだろうか。


「雲が動きだしましたね」


　ケンジが、誰に言うでもなく、ボソッと言った。


　ほんとだ。夜空を覆おおってた重い雲が、ゆっくり動き始めた。


「あっ」


　ほぼ同時に、全員が短く声をあげ、立ち上がった。そしてすぐ言葉を失なくす。


　動き始めた雲の間から、月の光が射さし。


　オレ達が見ていた方角に、白くライトアップされる、荘そう厳ごんな建物。


　ステンドグラスが、一いつ瞬しゆんだけキラッ、と星のように瞬またたいた。


　サンク・マリカ大だい聖せい堂どう。


「お………おおおおおおおおっ！」


　全員一いつ斉せいに歓かん声せいをあげる。


　そう、幸運にもオレ達は、月光に照らされ始めた瞬間のサンク・マリカを目もく撃げきしてしまったのだ！


　なんて、なんて心に訴うつたえかけてくる景色なんだ。


　見たら見た分だけ、心が綺き麗れいになってくような……この光景を、オレは生しよう涯がい忘わすれないんじゃないだろうか。


　そうだ、イッコ。一番感動してるのは、きっとイッコだよな。


「イッコ、サンク・マリカ、見れてよかっ──おぁっ!?」


　思わずビクッ、となるオレ。


　隣となりでサンク・マリカを凝ぎよう視ししてたイッコは、だばだばだばだば、と洪こう水ずいのような涙なみだを流しながら、それをぬぐいもせず仁に王おう立だちになってる。な、泣いてる……。


「マーガス」


「は、はい!?」


「アタシ、やっぱり間ま違ちがってなかった」


「へ？」


「絶ぜつ対たい、ぜったい、サンク・マリカは私のものにする……！」


　ニッ、と白い歯を見せながら、不ふ敵てきに笑うイッコ。
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　どうも、ますますイッコの情熱に火がついたらしい。


「それにはまず、エクス・ガリバーの新しん装そう開店を成功させないとね！」


　ノンがイッコにハンカチを渡わたしながら言ったセリフに、全員が力強く頷うなずく！


　その通り！　おっしゃあ、待ってろよ、エクス・ガリバー！


　絶対成功させてやるからな!!





　　　　※




　準じゆん備びは万ばん端たん！


　気力は充じゆう実じつ！


　あとは繁はん盛じようするのを待つばかり！


　さあ、と、いうわけで！　ルイニさんから店を譲ゆずり受けて、五日目。


　とうとう武ぶ器き屋『エクス・ガリバー』は、新装開店一分前を迎むかえていた。


　オレは、武器も床ゆかも、昨日ピカピカに磨みがいた売り場の中央で、その時をいまかいまかと待ちわびる。


　自分達で整せい備びした、自分達の店が、開店する……！


　自分でもビックリするくらい、ワクワクしてきた！


「なぁ、おい、店の前で、誰か並ならんでたりすんのか？」


「一人くらいはいるんじゃないスか」


　白いシャツに青いエプロンでお揃そろいの、ジャンとケンジ（ちなみにオレとドノヴァンも同じ格かつ好こう）も、少しそわそわ、浮うき足立ってる感じだ。


「イッコちゃん、ミニィとケンカしなきゃいいけど……」


　心配そうに入り口を見つめる、薄うす手での青いジャンパーを羽は織おった、ノン。


　そう、ノンに心底心配されている、ダブル看かん板ばん娘むすめ、イッコとミニィちゃんは、表に出て客の呼よび込こみを始めていたのだ。


　看板娘二人は特別に、ノンがどこかの古着屋で買ってきて少し手を加えた、黒いエプロンとデッカイ赤のリボンで、看板娘っぽさをアピールさせている。


「おい、あと十秒だぞ！」


　ジャンが落ち着かない声で言った！　あと十秒で、お客がなだれこんで来る!?


「10、９、８、７」


　ドノヴァンが渋しぶい声でカウントダウンを始めた。


「６、５、４、３……」


　オレ達も声を乗せる。いよいよ、いよいよだ！


「２ぃ」


「１っ！」


「０ォォ！　開店!!」


　やった、エクス・ガリバー、新装開店だ！


　一いつ斉せいに入り口に注目する、オレ達！　記念すべきお客第一号は、どんな人だ！


「…………」


「…………」


　引き続き入り口に注目する、オレ達！


　しかし。


　一分後──。お客さんが入ってくる気配、ナシ。


　三分後──。まだお客さんが入ってくる気配、ナシ。


　五分後──。やはりお客さんが入ってくる気配、ナシ。……あれ？


「……おい。お客さんは？」


　ジャンが、不ふ審しん気げな顔で呟つぶやいた。


「わからん。もしかすると、イッコ達にばっか寄より付いて、店内に入ってこないのかも」


　チッ、チッ、チッ、チッ…………。時計の針はりの音が、妙みように嫌いやな音に聞こえる。


　……なんだろう、この違い和わ感と、それから嫌な予感は。


「オ、オレ、ちょっと表に出て、イッコに話聞いてくるわ」


　オレは入り口に小走りでかけよった。





「いらっしゃいませー！　本日新装開店しました、エクス・ガリバーでーす！　本日、開店セールにつき、聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣けんを、なんと一万五〇〇〇ドルクで販はん売ばいしております！　出血も出血、死し亡ぼう覚かく悟ごの大サービス！　是ぜ非ひ店内でごらんになってください！　いらっしゃいませー」


　店先では、声を張はり上げてイッコが呼び込みをしていた。


「おいイッコ、どういうこと？　客がまだ入ってこないんだけど」


「それが、おかしいのよ。けっこう店の前を人が通っていくんだけど、全然興きよう味み持たれないっていうか……」


「いちおう、お店を見て興味は持ってくれるんですけど、アタシ達の呼び込みを聞いて、興味を無くすってカンジなんですぅ」


　少し離はなれた場所で呼び込みをしていたミニィちゃんも、オレ達にかけよってきた。


「呼び込みを聞いて興味を無くす？……どういうこと？」


　と、その時。


　立ち話をするオレ達三人のすぐそばを、金きん髪ぱつを無む造ぞう作さに伸のばした青年が通りかかった。


「あ、お兄さん！」


　オレは、反はん射しや的に声をかけていた。とにかく、店に客を入れなければ！


「？　お兄さんて、オレのこと？」


「そ、そうです！　ほら、イッコ、ミニィちゃん！」


「あ、うん。あの、実は、そこにエクス・ガリバーって武ぶ器き屋がオープンしたんで、もしよかったら──」


　と、そこまでイッコが言いかけると、


「もしよかったら、お店、見ていって下さ～い！」


　と、ミニィちゃんが伝家の宝刀〝腕うで抱だきつき〟を発動！　やっぱりこれは効きくらしく、金髪のニイちゃんの鼻の下が、恐おそろしい速度で緩ゆるんでいく。


「ま、まぁ、暇ひまだし別にいいけど……。開店セールで、なんか安かったりすんの？」


　オレや、イッコじゃなく、ミニィちゃんに聞く金髪ニイちゃん。


「はいっ！　聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣が、なんと一万五〇〇〇ドルクで販売中なんですぅ！　他にも、開店セールってことで、全体的にお安く──あれ？」


　ミニィちゃんの営えい業ぎようを聞いた途と端たんだった。急に金髪ニイちゃんの顔が〝興ざめ〟の顔になる。


　苦く笑しようして、


「そっかー。そういう店なんだ。また今度寄よらせてもらうわ。んじゃね」


「あっ！　そ、そんな、待ってくださいよぉ」


　ミニィちゃんの手を振ふり解ほどいて、金髪ニイちゃんはすたすた歩いていってしまった。


　これで相変わらず、開店からの来客数、ゼロ。


「ど……どうなってんだ!?」


　ヒュウウウ……。不ふ吉きつな風が、オレ達三人を通り過すぎていった。





　エクス・ガリバー新装開店から、七日がたった。


　しかし、驚おどろくべきことに……。


「七日たって、武器の売り上げが一五〇〇ドルクってどういうことだよ!?」


　ジャンがヒステリックな声をあげる。


　そうなのである。経営が軌道にのるまで、定休日ナシ、というイッコの方針にのっとって、七日連続で営業したわけなんだけど。七日もたつのに、なんとエクス・ガリバーではまだ武器が一本しか売れていなかったのである。ちなみに自じ慢まんじゃないけど、その一本を売ったのは、オレ。





　ここ七日の出来事を、まとめてみると。


　一日目。驚くべきことに、初日、来客、ゼロ。「ある意味奇き跡せきだね」と皆みんなで力なく笑う。


　二日目。初の来客。が、ダブル看かん板ばん娘むすめがいきなり対立。


「いらっしゃいませ、看板娘のイッコです！　ヨロシクお願いしまっす！」


「違いますよぉ、ホントの看板娘、ミニィですぅ。さあ、ミニィが案内してあげますね！」


「ちょ、なにすんのよこの泥どろ棒ぼうネコ！　この人はアタシのお客さん！　邪じや魔ましないで！」


「ぷんすか！　ミニィ、泥棒ネコじゃないもん！」


「ぷんすかとか、口で言うなっての!!」


　……てな感じで、まったく機き能のうせず。客は喧けん嘩かに巻まき込まれないうちに、逃とう走そう。


　三日目。二人目の客。武器についての説明をケンジに尋たずねたが、「オレに言わせりゃこんな剣けん、全然ナマクラっスね。目ぇつぶっても作れるレベルっス」と冷静に一いつ蹴しゆう。売れず。


　四日目。いい加か減げん飽あきてきたのか、ジャンが営業中に店内カウンターで爆ばく睡すい。イッコにあわやクビにされかける。対照的にドノヴァンは、知り合いの家から貰もらったという、大きなタンスを片かた手てで軽々と持ち帰ってきて、怪かい力りきぶりを披ひ露ろう。女子の間で株かぶがあがる。


　五日目。口コミで広がったのか、なぜかノンのケーキが売れ始める。この日の売り上げ、ケーキだけで一〇〇〇〇ドルク。店に、武器に興味を示さない主婦層がたむろい始め、このままではノンのケーキコーナーにのっとられる恐れがあるので、全員でノンを説得。エクス・ガリバーに武器屋としてのイメージが定てい着ちやくするまで、ケーキコーナーを撤てつ収しゆうしてもらう。


　六日目。ケンジに頼たのんでいたオーダーメイド武器のうち、イッコ、ノン、ドノヴァン分が完成。三人はこっそり自分だけで武器を見て、幸せそうな顔。なぜかオレの武器だけ完成しておらず、仕方なく、ひとり店内のおもちゃのダーツで練習。寂さびしい。剣も売れず。


　七日目。売り場を見てくれていた、ちょっと怖こわめのオジサンに、「オイ！　なんだこの剣、鞘ん中に虫入ってんじゃねぇか！　アンタらの店は、こんな武器売るわけ？」と、なぜかオレがイチャモンをつけられる。


　とりあえずその剣を九割引（一五〇〇ドルク）で売って、その場は穏おん便びんに済すませるも、その弱気な対応に、後でスタッフから大ブーイング。


　記録的には、エクス・ガリバーで初めて武器が売れた日、になるが、それでも一週間で売り上げは一五〇〇ドルク。さすがに、全員が危き機き感を覚え始める。





　と、いうわけで、今日は誠まことに勝手ながら、店を休んで従じゆう業ぎよう員いん部屋で緊きん急きゆう会議を開くことに決定したのだ。といってもフルメンバーではなく、ミニィちゃんは学校。ドノヴァンも、


「ボク……今日は煙えん突とつ掃そう除じの方に行ってくる……じゃないと、メシ、食えない」


　と欠席している。オレも、そろそろ食費がヤバイんだよな……。





「確たしかに、俺おれ達たちの接せつ客きやく態たい度ども、わりとお粗そ末まつだったことは認みとめるよ。でもそれ以前に、客が少なすぎるって！　武器買いに来たの、七日でたった三人だぜ？　儲もうかるわけねぇじゃん！」


　会議開始早々、呆あきれるようにジャンが意見した。


「まぁね……。このままじゃ、最低経けい営えい目標額がくの月一〇〇万ドルクに、まったく届とどかない。大赤字ね。まったく、なんだってこんなにお客さんがこないのかしら。これは、アタシ達が、根本的になにか間ま違ちがってるとしか思えないわ！」


　イッコが答える。


　根本的に間違ってる……。


　うーん、けど、武ぶ器き屋経営ド素人しろうとであるオレ達には、どこが間違っててどこが正せい解かいなのか、分かるハズもない。


「……ちょっといいスか？」


　ケンジが、どこか、申し訳わけなさそうな顔で手をあげた。


「前から思ってたんスけど……一度、全員で他の武ぶ器き屋を見に行くべきじゃないスか？　オレ知らなかったんスけど、一番街道にも、いくつか武器屋があるって話じゃないスか」


「…………」


　次の瞬しゆん間かん、ケンジに集まる、何言ってんだコイツ？　と言わんばかりの冷たい視し線せん。


「……なんスか？」


「バーカ、武器屋なんてどこも同じなの。ちょっと古めかしい店内に、木製の商品台があってだな。なんかマッチョで、ちょっと悪あく党とうっぽいオッサンが店長やってるっていう」


「そーそー。オレ、子こ供どもの頃ころ、家族で一番街道の武器屋行ったことあるけどさ。まさにいまジャンが言ったそのままだったぞ。他の店を見ても、意味ないんだよ、ケンジ」


「……いや。待った待った」


　イッコが、何かにひっかかるような顔で、オレ達を制せいした。


「ま、アタシも含ふくめて、全員、武器屋のイメージってそんなモンだろ、みたいにタカくくってたけど……。実じつ際さい、今の武器屋も、ホントにそのイメージ通りなの？」


　そう言われても……武器屋の、それ以外のバリエーションが思いつかない。


「アタシ、思ったんだけど。一度、全員で他の武器屋を見に行くべきじゃない？」


「ちょっと！　そのセリフ、オレがさっき言った、まんまじゃないスか!!」


「確たしかに、オレ達、武器屋のイメージを決め付けてるトコあるし。よし、見に行くか！」


「しかもオレの時と、全然反はん応のう違うし……」


　スネちゃったケンジは、とりあえず置いておくとして。


　ワンテンポ、というかツーテンポ遅おそい気もするけど……今さらながらオレ達は、さっそく、一番街道の武器屋へ偵てい察さつに行くことに決めた。





　　　　※




　会議に参加していた五人は、イッコがサイキョー商会の人に聞いてきた情じよう報ほうをもとに、さっそく、三つのチームに分かれて偵察に出発。


　オレは、ジャンとコンビを組んで、一番街道四番地の武器屋『サンキュー』に来ていた。


　サイキョー商会とは直接取引きしてない店らしいんだけど、フランでいま、一番勢いきおいのある武器屋らしい。


　でも、噂うわさとは裏うら腹はらに。見た目は、かなりちゃっちかった。


　店の規き模ぼはウチと同じくらいだし、いたるところに使われてる、毒々しい紫むらさきとピンクのイメージカラーが、なんか、オモチャみたいな薄うすっぺらさをかもしだしてる。


　しかしそんな薄っぺらな印象など吹ふき飛ぶくらい、この店の経営方ほう針しんは常じよう識しき破やぶりだった。





「さ、サンキュ～～～!?」


　ジャンのワケのわからない悲鳴が、混こん雑ざつする店内にこだまする。


　悲鳴こそあげないものの、オレだって、絶ぜつ叫きようできるもんなら絶叫したかった。


「おいおいおい、冗じよう談だんだろ？　なんだこの、三九〇〇ドルク剣けんて……？　オレのメガネより安いじゃねぇか……」


　ウチが、赤字覚かく悟ごで、やっとこさ一万五〇〇〇ドルクって値ね段だんで宣せん伝でんしてたのに……ここじゃ普ふ通つうに三九〇〇ドルク？


　呆ぼう然ぜんとなるオレの目の前で、ジャンは狂くるったように剣の値札を確かく認にんしていく。


「これも三九〇〇ドルク!?　これも、これも!?　どれもこれも三九〇〇ドルクじゃねぇか!?」


「当然でございますサンキュー」


　スッ。


　いきなり、オレとジャンの前に、上品に紫のスーツを着こなした初老の紳しん士しが現あらわれた。


　……誰だれ？


「ウチのコンセプトはオール・サンキュー。店内の商品すべてを三九〇〇ドルクで販はん売ばいすることが、最大の特とく徴ちようなのですサンキュー」


　サンキューサンキューうるさいなー。


「そ、そんな値段で売って、利り益えきあんのかよ!?」


「もちろん。ウチは、武器として許ゆるされるぎりぎりの攻こう撃げき力と耐たい久きゆう力を持つ武器を発注し、その分原げん価かも安くすることに成功しているのです。今は、質しつより値段を優ゆう先せんするお客様が多い。時代のニーズに応こたえた結果、わがサンキューは生まれたのですサンキュー」


　と、聞いてもいないのにペラペラ初老の紳士がコンセプトを話しだす。と。


　店内に、若わかい女じよ性せいのバカでかい声が響ひびいた。


「オーナー！　レジお願いしまぁぁす!!」


「あぁ。失礼、レジが混雑しているようなので、これで失礼させていただきます。ごゆっくりサンキュー」


　小走りで、レジのほうへ向かっていく初老の紳士。オーナーだったのか。


「三九〇〇ドルク……な～るほど、どうりでウチなんかで買わないわけだぜ……」


　ジャンが、ヤケクソ気味に笑う。


　ウチの価か格かく設せつ定ていじゃ、平へい均きんして二～三万ドルクが普ふ通つう。一番安い、中古のレイピアでも一万三〇〇〇ドルクはしてしまう。これじゃ勝負になるわけがない。


　しかも、あのオーナーがサンキューサンキュー言うせいで、やけに三九〇〇ドルクって値段が頭に残る。これも、戦せん略りやくなんだろうか。


　圧あつ倒とう的な実力差を見せつけられたジャンは、すっかりやる気をなくしたみたいだ。


「あーあ、なんかバカバカしくなってきた……帰ろうぜ、マーガス」


「え？　ちょ、ちょっと待って。おみやげに一、二本買っていこうかな」


「買うのかよ!?」


「だ、だって、あんまり安いからさ！」


「バカ……その考え方が、あいつらの思うツボなの……」


　ジャンが、呆あきれたようにため息をついていた。





　かなりのカルチャーショックを受けて、エクス・ガリバーに帰ってきたオレとジャン。


　しかしオレ達は、他のチームが持ち帰った他店の情じよう報ほうで、さらなるカルチャーショックを受けることになる。


「ぶ、武器のレンタル!?」


「そう、武器のレンタル。すんごいサービスやってくれるよね……」


　イッコとノンが、偵てい察さつの報告を始めた。


　イッコとノンが見に行ったのは「ＴＵＫＡＹＡ」という、最近できた、大きく明るい、綺き麗れいな武ぶ器き屋らしい。


　イッコに見せてもらった、剣の柄つかをモチーフにしたロゴは、店に行ったことのないオレも、なんか見たことがある。武器屋のロゴだったんだ……。


「たとえば、グングニル・ランスを借りるとするでしょ？」


「グングニルなんて貸かし出しやってんの!?　あれって伝説の槍やりなんじゃ……」


「やってんのよ、貸し出し。恐おそろしい時代よね。で、そのグングニル。三日借りて、いくらだと思う？」


　笑ってるような、泣いてるような、あきらめたような。複ふく雑ざつな表情で聞いてくるイッコ。


　う～～む、普通に考えたら、一〇万ドルクとかしそうだけどなぁ。で、よっぽどの武器マニアが借りていくとか……。


「五〇〇〇ドルクぐらいか？」


　ジャンが、自信なさげに、そう答えてみる。


　イッコは複雑な表情のまま。ゆっくり横に首を振ふった。


「答えは、三日で……三五〇ドルク」


「ゲッ？　三五〇ゥ!?　なんだそれ、お小こ遣づかいで借りられるじゃねェか！」


「その通り。回転を重じゆう視しする経けい営えい方ほう針しんらしいけど……アタシ達の目の前で、鼻水垂らした頭の悪そうな子こ供どもが、ちょうどグングニル借りてったわ。それでゴキブリ殺すんだって」


　ひぇぇ……神しん槍そうグングニルも地に落ちたもんだ……。


「まあ、その分、武器の弁べん償しようとかは、とことんまで追つい及きゆうするらしいけど。んで、ケンジの偵察した店はどうだったの？　ＳＷＯＲＤ・ＯＦＦソード・オフだっけ？」


「ＳＷＯＲＤ・ＯＦＦソード・オフ……サンキューやなんかとは、ちょっと違ちがう安さだったスね」


　そういうと、ケンジはガサガサと、ポケットから黄色いチラシを取り出す。


　どれどれ、と覗のぞき込こむメンバー。


「なになに……あの商品が、なんと五万ドルクで！　だって？」


「ププッ。五万ドルクで安いなんて、どこの世間知らずだよ、このチラシ書いたの！」


　爆ばく笑しようするジャン。オレ達も人のこと言えないと思うけどな……。


「チラシ書いたのが、世間知らずならまだいいスよ。売ってる商品、よく見てください」


　黄色いチラシの左上。今日の目玉商品コーナーを指差すケンジ。


『ロト・セブンが去年まで愛用していた愛刀・フレイムタン。刀身にサイン入り』


　そこにはそう書かれていた。


「な、なに────！」


　驚おどろきで、自分でも信じられないくらい、口が大きく開く！


「おい、ウソだろ!?　ロト・セブンていうと、あの〝剣けん話わ〟の、ロト・セブンか!?」


　ジャンは気が狂くるわんばかりに、頭を抱かかえ込んで叫さけんだ。


　ロト・セブン。北の大地が生んだ現げん役えき最強のドラゴンキラーで、生きながらにしてすでに伝説になってる英えい雄ゆう。まだ二十七歳さいながら、潰つぶした竜りゆうの巣す、百数個こ、殺したドラゴンの数も、史上六人目の千匹びきを突とつ破ぱ。


　剣と会話して、その力を最さい大だい限げんに引き出す能のう力りよくから、〝剣話〟のロト・セブンと言われてる。


「オレ、めちゃくちゃファンなんだよぉ！　ファンクラブにも入ってるし！　クソ、こんな店のオーナーになるんじゃなくて、これ買えばよかったぜ！」


　と、空気を読まない本音をぶちまけるジャン。


「っていっても、絶ぜつ対たいムリっスよ。半年前から並ならんでる客がいて、そこからさらに、先着順でクジ引きらしいスから」


　半年前から並んでる……。開店初日に一人も来なかったウチとは、えらい違いだ。


　オレ達が、根本的に間違ってる部分。


　それはどうやら、オレ達の思い描えがいていた武器屋のイメージと、現げん代だいの武器屋には、相当、イメージのズレがあることらしい……。





　　　　※




「イッコも、もうちょっと考えてから武器を仕入れればよかったのに」


　夜十時を過すぎ、緊きん急きゆう会議（オレ達って、常つねに緊急だな）がすでに六時間を越こえた頃ころ。


　会議が煮に詰つまり、全員、疲ひ労ろうを隠かくせなくなり始めた時間帯。


　オレが、つい発してしまった不用意な一言で、会議はいっきに険けん悪あくムードに包まれた。


「……なに、それ？　アタシのせいだって言いたいワケ？」


　むしろ、いつもより静かな口調だったけど。イッコは、鋭するどくオレに言い返してきた。


「あ、いや、ゴメン。そんなつもりじゃ」


　失言したことに気づいたオレは、即そく座ざに謝あやまる。全身から、嫌いやな汗あせが噴ふき出し始めた。


「でも、マーガスさんの言うとおりだと思いますぅ」


　背はい後ごから聞こえるのは、学校を終え、遅おくれて会議に合流して来た、ミニィちゃんの声。


　おい、もういいだろ、とオレは思ったが、止めるより早く、ミニィちゃんは喋しやべり出してしまった。


「だって、イッコセンパイ、聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣を、一本二万五〇〇〇ドルクで仕入れたんですよね？　サンキューなんかは、独どく自じの工こう房ぼうで作った武器を、三五〇〇ドルク程てい度どで仕入れてるっていうのに。質しつを重じゆう視しするとか、価か格かくを重視するとか、仕入れの段だん階かいで、もっといろいろ選せん択たく肢しあったんじゃないですかぁ」


　ミニィちゃんが喋り終えると同時に、ピィンと張はりつめる、事務室の空気。


　イッコは顔を下に向けていて表ひよう情じようこそ読めないけど、声をかけられないほどの威い圧あつ感を漂ただよわせている……。ヤバイ。かなり、ヤバイ展てん開かいだ。


　そこにさらに、空気を張りつめさせる一言が加わる。


「けどよ。それ言い出したら、武ぶ器きの相場を言ったのはケンジじゃなかったっけ」


　テーブルで頰ほおづえをつきながら、そっぽを向いたまま言う、ジャン。


　別に、今言うことないだろうに……！　ケンジは案の定、


「なんスか？　こんどは俺おれのせいスか？」


　と不ふ愉ゆ快かいな表情になった。


「んなつもりはねぇけどよ。お前が一本二～五万って相場を言ったのは事実じゃんか」


「おいおい、オレとかネエサンのせいにする前に、自分達の調ちよう査さ不足を悔くやめよ。自分で調査せず、オレ達の意見を鵜う呑のみにしてる時点で、アンタらのミスなんだよ」


「……何だおい？　いきなりタメ口か、お前？」


「年上なら年上らしく、もっとしっかりすれば？　マジ頼たよりになんないスよ、アンタら」


「……てめぇ……」


　ガタッ。席から立ち上がり、険悪な目つきで睨にらみ合う、ジャンとケンジ。


　ヤバイ。こいつら、マジでキレてる。


　なんでだ？　あれ、あれ、といううちに、どんどん取り返しのつかない方向に話が進んでいく。分かってるんだけど、悪い流れが止まらないというか……。


「ちょっとみんなー、忘わすれたのー？」


　その時だった。


　唐とう突とつに、この雰ふん囲い気きにミスマッチな、のんびりした声が響ひびき渡わたった。


「心の底から絶ぜつ望ぼうを信じて、仲間を乗り越える覚かく悟ご。みんなで作ったじゃーん」


　ノンだった。ん……？


　全員、変なものでも見るように、ノンの方を向く。


　いま、心の底から絶望を信じて、仲間を乗り越える覚悟、って言わなかったか？


　ノンは、一人誇ほこらしげだけど……妙みような沈ちん黙もくが、場に生まれた。


「……心の底から仲間を信じて、じゃね？」


　沈黙を打ち破やぶるように、ジャンが、ため息まじりに言った。


「へ？　なにが？」


「ま、いいけどさ……」


　ガタタ。呆あきれ顔で、席につくジャン。


「ていうか、心の底から絶望を信じちゃダメじゃないスか……」


　ガタタ。ケンジも、何かをあきらめたように、席につく。


「え？　ウソだ、アタシ、そんなこと言ったー？」


　本気で慌あわてふためくノン。
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　はは……。


「思いっきり言ってたわよ、ノン……」


「言ってないよー！　私はちゃんと、心の底から絶──仲間を信じてっていったよー！」


　顔を真っ赤にして抗こう議ぎするノン。それを適てき当とうに聞き流すイッコ。


　あははは、助かった。なんか、いきなりいつもの空気に戻もどったぞ？


「みんなバカにしてるよー！　いくら私だって、あの場面で、そんないい間ま違ちがいするわけないじゃない！　むぅ、コーヒー入れてくる！」


　ふてくされたノンが、キッチンの方へとたとた歩いていった。


　ふぅー。緊きん張ちようが解とけたからか、誰だれかが深いため息をつく。


　どうやら、チームワーク完全崩ほう壊かいという結果は、なんとかまぬがれたみたいだ。


　いや～、場を和なごませる天才っていうか……。ああいう人材がこの七人にいるってことは、それだけで、けっこう、幸運なんだろうなぁ。





　　　　※




「サンキュー、ＴＵＫＡＹＡ、ＳＷＯＲＤ・ＯＦＦソード・オフ。こういう強力店てん舗ぽに対たい抗こうするには、ヤツらに無くて、ウチにある、そういう特とく徴ちようを見つけなくちゃいけない」


　これが、今日の会議でイッコが出した課題。


　答えを出すべく、オレは会議が終わった後も、エクス・ガリバーの店の前で、あぐらをかきながらひたすら考えていた。


　午前二時十分。辺りは完全に静まり返ってるし、今夜もまた、星は顔を出していない。


　エクス・ガリバーに残ってるのは、オレだけじゃなかった。


　明日学校のあるミニィちゃんは、みんなに言われてさっきようやく帰ったけど、他の五人はまだ事じ務む室しつに入って頭を悩なやませている。みんな、この課題を早く解かい決けつしようと、いつになく真しん剣けんだ。


　他店ヤツラに無くて、ウチにある、そういう特徴……。


　武ぶ器き屋としての知ち識しきが足りない。


　経けい営えい者しやとしての経けい験けんが浅すぎる。


　資し金きんが完全に不足してる。


　……何時間考えても、マイナスな特徴しか思い浮うかばない。プラスの特徴とか違いなんて、あるのかなー？


　チチチチ、と小さく虫が鳴く音が聞こえてくる。


　外に出れば、なんかいいアイデア思いつくと思ったんだけど。やっぱ、ダメかなぁ。


　仕方なく、そろそろ事務室に戻ろうか、と腰こしを浮かせると。背はい後ごに人の気配がした。


「よっ。元気？」


　トン、と背中に軽い衝しよう撃げき。振ふり向かなくても、イッコの蹴けりって分かる。


「蹴るなっての。……なんかいいアイデア、出たの？」


「一つも。ノンが夜食にプリン作ったから、持ってきてやったのよ」


「なんでも作れるなー、ノンは。……サンキュ」


　オレはイッコから小皿とスプーンを受け取って、プリンを口に運んだ。


　ふむ。ちょっと甘あますぎる気もするけど、ミルクの味が活いきてて、これはこれでウマイ。


「実じつ際さい……アタシのせいだよね。こんな状じよう況きように追い込こまれてんのって」


　隣となりに腰を下ろしたイッコが、いきなり、弱々しく笑いながら言った。


　うっ。やっぱり、『もうちょっと考えてから武器を仕入れればよかったのに』って言ったの、気にしてるのか？


　オレは、なんとかフォローしようと試みる。


「い、いや、そんなことないって。さっきはオレ、バカなこと言っちゃったけどさ、よくよく考えたら、イッコがいなけりゃいまごろ、エクス・ガリバーはまだ開店もできてないワケだし……」


「でも、アタシが一歩立ち止まって、みんなの意見を聞いてから武器を仕入れてれば……こんなことにはなってなかったんだよねぇ……」


　ハァ、と重いため息をつくイッコ。ここまで落ち込んでるのは、ほんと珍しい。


「け、けどさ。一歩立ち止まって意見聞くのもいいけど……そこで立ち止まらないから、イッコには迫はく力りよくみたいなもんがあるんじゃないの？　そこで立ち止まったら、フツーの人だぜ。フツーじゃサンク・マリカ買えないんだからさ、やっぱりいままで通り、異い常じようでビョーキめいた情じよう熱ねつが必要だって！」


　とにかく励はげましてみようとしたけれど、最後のほうは褒ほめてるのかけなしてるのか、オレにもよく分からない。


「異常でビョーキめいたって……アンタも傷きずついた女つかまえて、よくそこまで言えるねぇ」


　イッコは呆あきれたようにそう呟つぶやいて、オレの後頭部をグイッと押おした。といいつつも、心なしか声に力が戻もどったような気がする。


「普ふ通つうじゃサンク・マリカは買えない、か。悪くないかもね」


　イッコは一人満足げに、そう呟つぶやいて夜空を仰あおいだ。





　そのイッコを見て。


　オレはふと、頭の奥おくで、なにか重大なヒントを思い出したような感覚を覚えた。


「普通じゃサンク・マリカは買えない……？」


「？　どしたの、マーガス？」


「ちょ、ちょっと待って。いま、すごい重要なことに、気づいたかも」


　そうだ。ウチのチームには、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうを私物にしようとしてる、普通じゃない女ひとがいる。


　それに加えて、ノンキな料理上手、ブリッコの天才、鍛か冶じ屋歴十二年の十二歳さい児じ、煙えん突とつ掃そう除じ夫ふあがりの巨きよ人じんに、つるっぱげのおバカ。それから一いち応おう、とりえのない青年が一人。


　いま気づいたんだけど……エクス・ガリバーに働くこの七人は、絶ぜつ対たいサンキューにも、ＴＵＫＡＹＡにも、ＳＷＯＲＤ・ＯＦＦソード・オフにもいない。


　他店に無くて、ウチにある、エクス・ガリバーだけの特とく徴ちよう……。それって、この七人が働いてるってことなんじゃないのか？


「イ、イッコ……事じ務む室しつに戻ろう。オレ、天才的なアイデア思いついた」


「自分で天才的って、アンタ……」


「んなこといってる場合じゃないの！　これは、いける！　このアイデアは、広がるぞ！」





　　　　※




　チッ、チッ、チッ、チッ…………。掛かけ時計が、確たしかに時を刻きざんでいく。


　午前九時五十五分。あと五分……。


「また客がゼロ、なんてことねぇだろうな……」


　白いシャツに青いエプロンのユニフォームに着き替がえたジャンが、いてもたってもいられない様子で店内をウロウロしている。


「大だい丈じよう夫ぶ……今回は、前とは違ちがうんだから……」


　と、そう答えたオレも、大きすぎる自分の心しん臓ぞうの音のせいで、気がきじゃなかった。


〝この七人こそが、エクス・ガリバー最大の特徴である〟。


　あの晩ばん、目を輝かがやかせて全員に力説したオレだったけど。


　意外にも、みんなの反はん応のうはドライだった。


（遊びじゃないんだからさ）


（それに、なんか恥はずいよソレ）


　こんな感じ。……ったく。


　そのあとオレは、さらにこのアイデアを進化させた提てい案あんを思いつき、全員に持ちかけたけど、結局それに対する反応も、今の今までイマイチ。


　結局、とりあえず騙だまされたと思ってやってみてよ！……ということで。


　マーガス・プロデュース『エクス・ガリバー真・新しん装そう開店』が、当日を迎むかえてしまったのだ。


「もう十時スよ」


　ケンジがボソッといった。


　エクス・ガリバーの扉とびらは、『荒こう野やの酒場』式の左右に開く小さな扉だから、外の様子は上下のスペースから、覗のぞこうと思えば覗ける。


　う～ん。ここから見る限かぎりじゃ、通行人は見えても、開店を待ち構かまえる客はいないなぁ。


「５、４、３、２、１……………………。十時っス」


　あっけなく、真・新装開店。オレはすかさず入り口を凝ぎよう視しした。


　チッ、チッ、チッ、チッ…………。時計の針はりだけが、冷たく進んでいく。


「…………。来ねぇじゃねぇか」


　あっという間に、一分が過すぎていった。──やっぱり、ダメなのか？


「マーガスさん！　客だ！」


　ケンジの、裏うら返がえったような声。


「い、いらっしゃいませ！」


　来た、来た!?　客が来た！　ほうら、やっぱり来た！


　しかも店内に入ってきたのは一人じゃない！　何と、三人連れだ！


「真・新装開店だって？　面おも白しろそうだから、覗かせてもらうぜ」


　先頭に立って店内に入ってきた、サングラスをかけた、長身の男がそう言った。


　続いて、連れの赤い髪かみをなびかせた女の人と、小さい小太りの男だん性せいが入ってくる。


「店内に入れればこっちのもんだ。……ミニィ！」


　パチンッ！　指パッチンをひとつ。


　よっしゃ、ここからが、真エクス・ガリバーの真しん骨こつ頂ちよう！　オーナー各おの々おのの個こ性せいを全開にした、見せ物連発接せつ客きやく法ほう、名づけてオーナー・コンボ発動だ!!


「いらっしゃいませ～！」


　ひらり。オレの合図に反はん応のうしたミニィが、奥おくの部屋から姿すがたを現あらわした。


「うぉっ……っ……」


　現れたミニィを見て、思わず息をのむ、サングラスの長身の男と、小太りの男。


「こ、こいつは……」


「……犯はん罪ざい的な可愛かわいさですね」


　ふかふかの茶色い毛皮に、肉球つきの手足。丸いしっぽに、三角耳。


　完全無欠の子犬ルック。


　これこそが第一のオーナー・コンボ、真・看かん板ばん娘むすめ『子犬のミニィ』による『ＢＢＬブリツコ・バーニン・ラブ』の全ぜん貌ぼうだ！


「わんわん！　ごゆっくり、だわん！」


　まったく違い和わ感なくそういって、ニコッ、と笑う、ミニィ。


「っか──、ヤベェ……。口でわんわん、とか言われてんのに……許ゆるせちまう！」


「ワナだと分かっていても、抗あらがえない愛らしさです、これは……」


　ふらふら、とサングラスの男と小太りの男は、ミニィのほうへ、売り場のほうへ吸すい寄よせられていく。


「決まった……怖こわいくらい、この作戦、決まった……」


　チラッとジャンとケンジのほうを見ると、二人とも本当かよ？　と、半信半はん疑ぎの様子で笑いを嚙かみ殺してる。


　思った通りだった。男に愛あい想そを振りまかせたら、フランでミニィに並ならぶヤツはいない！　これを信じてオレは、イッコを敵てきに回すことを覚かく悟ごの上で、ミニィを正式な看板娘に決定。衣い装しようもわざわざミニィ用のを新調、看板娘としてのプライドを、ミニィに持ってもらったのだ！


「わんわん！　武ぶ器き、買ってって……だわん！」


　ミニィの目は、完全に自分の可愛さに酔よってる目になっていた……。


　自分大好きのミニィだからこそ、抵てい抗こうもなく、一〇〇％看板に撤てつすることができるんだ。


　オッケー、出だしは好調だ。





「ちょ、ちょいとアンタ達！　なんだよだらしない！　たかが犬の着ぐるみじゃないか！」


　簡かん単たんに骨ほね抜ぬきにされた二人の男どもを見て、赤い髪の女は、ヒステリックに声を荒あらげた。


　オーケーオーケー、確たしかに、うちの看板娘は、どうも女性には嫌きらわれる傾けい向こうがある。


　けど、それもすでに、予よ測そく済ずみのことだ！　ここですかさず、第二のオーナー・コンボ発動！


「クッキー焼いてみたんで、よかったらいかがですかー？」


　赤い髪の女に近ちか寄よったのは、ノン！


　いけっ、『ピースメーカー・ノン』による、『警けい戒かい解かい除じよクッキー！』攻こう撃げき！


「ク、クッキー!?　クッキーを食べさせてくれるのかい、この武器屋は!?……どんな武器屋なんだい」


「さぁさぁ、おひとつどうぞー」


　こうニコニコ薦すすめられたら、かんたんには断ことわれまい。


　赤い髪の女は、仕方なさそうにクッキーを一枚まいつまんだ。もごもごと、頰ほおが動く。するととたんに赤い髪の女の表ひよう情じようが変わった。


「……あら？　おいしいじゃないか！　市し販はんのものより甘あまみがあって、懐なつかしい味というか」


「あ、そうでしょそうでしょ？　砂さ糖とうの代わりにハチミツ使うのがコツなんですー」


　急に盛もり上がる、ノンと赤い髪の女。


　期待通りの効こう果か！　ノンの人ひと柄がらと料理に、人を和なごませるチカラがあるのは、オレ達が一番良く知ってる。


「おほ、こりゃ確たしかにうめぇー！」


　なんつって、いつのまにか男二人も和なごんでるし……。ウックック、シナリオ通りですよ。





「聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣けんが一万ドルクか……高くもねぇけど、安くもねぇな」


　オーナー・コンボの嵐あらしに巻まき込こまれていってるとも知らず、長身のサングラスが、中級剣を手に取りながらそうボヤいた。


　一万ドルク……それでも、原げん価かの半はん額がく以下で売ってるんですけどね。売れば売るほど赤字だけど。


　オレ達は、どっちにしろ在ざい庫こを売って、次の武器を仕入れる元手を作らなくちゃ。


「確かこの街には、三九〇〇ドルクで剣を売ってる店があるはずですよ」


　小太りの男が、丁てい寧ねいな口調でいらんことを言った。


「へぇ、そりゃ安い。なら、そっちへ行こうじゃねぇか」


　あっさり言う、サングラス。店を出るべく、回れ右をする。


　ふん。そう来ると思った。


　オレは、ジャンと、それから後ろのドノヴァンに、目で合図を送った。頷うなずいた二人が、すかさず帰ろうとする売り場の三人組へ近づいていく。


「ちょっとお待ちなせぇ、お三方。あんたら、このエクス・ガリバー名物、ジャンケン払ばらいとアムレス払いを知らないね？」


　うさんくさい話し方で、三人組に話しかけるジャン。第三のオーナー・コンボ、発動！


「ジャンケン払い？　なんだぁそりゃ」


「まぁ、分ぶん割かつ払いの遠い親しん戚せきみたいなもんですわ。といっても、こっちのほうが、決まりごとは分かりやすい。ジャンケン払いは、会計のときに、お客様がオレにジャンケンで勝てば、商品を十分の一の値ね段だんで売ろうってモノ」


「十分の一ィ!?　んじゃ、オレがアンタにジャンケンで勝てば、聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣は一〇〇〇ドルクで買えるってことか？」


「そういうことですな。さらに驚おどろくなかれ！　このドノヴァンに腕うで相撲ずもうで勝てば、お値段、百分の一にて商品を提てい供きようさせていただいておりやす！」


　ビッとドノヴァンを指差すジャン。


　ドノヴァンは練習どおり、ニヤリ、とぎこちなくだけど、不ふ敵てきに笑ってみせた。


「百分の一……聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣なら、一〇〇ドルクで買えちまうってわけか」


　ニヤリ。なぜか長身のサングラスも、不敵に笑う。


「ジャンケン払いもアムレス払いも、万が一お客様が負けた場合でも、特に商品の値段がつりあがるわけではございません。負けても、値ね札ふだ通りの値で購こう入にゆうしていただくだけ」


「ほ～う……ノーリスク・ハイリターンってことか」


　ぢりぢり。ジャンと小太りの男、ドノヴァンと長身サングラスの視し線せんが、宙ちゆうでからみあった。買う側と売る側、一ドルクでも多い利り益えきを得るための、駆かけ引きがスタートする。


「なら、私は聖堂騎士団テンプルナイツ用の中級剣を一つ……ジャンケン払いで購入しようかな。ジャンケンなら、結局運ですからね」


　小太りの男が一万ドルクの中級剣を手に取り、そのままジャンに突つきつけた。クク……かかったな。


「フフ、まいどあり～。勝負は、七回先に勝ったほうの勝ちになっております」


　ジャンが笑いをかみ殺しながら、言う。


「ずいぶん多いな。まぁ、いいでしょう。いつでもどうぞ？」


「では、さっそく……」


　スゥ。ジャンと小太りの男が、構かまえを取る。


『最初はグッ！』


『ジャンケン・ホイ！』


　ジャンは、グーを展てん開かい！


　小太りの男は、チョキで応おう戦せん。


　結果、一回戦は、ジャンの勝ちだ。


「ほう、さすが……ジャンケン払いを担たん当とうしているだけあって、お強いですね……」


　小太りの男はあいかわらず丁てい寧ねいな口調。なるほど、まだまだ余よ裕ゆうがあるみたいだ。


「フッフッフ……いやいや、ジャンケン払いなんぞという、わけの分からない担当に任にん命めいされて、正直困こまってるところですよ」


　ジャンも影えい響きようされたのか、変に丁寧な言葉で話す。


「さて……それでは、勝負を続けてもいいですか？」


「望むところです」


　パキポキと指を鳴らし、二人は中ちゆう腰ごしになって構える。


『では、いっきにいきますよぉ。さ～いしょ～はグゥッ！』


『ジャ～ンケ～ン』


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


　試合、終しゆう了りよう。


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす、小太りの男。


「バ、バカな……？　七連敗？」


「わっはっは。偶ぐう然ぜんですよ、偶然」


「で、ですよね……？　よろしい、もう一本中級剣を買いましょう」


　小太りの男は能のう面めんみたいな笑え顔がおを作り、中級剣をもうひとつジャンに渡わたした。ムキになってるのがバレバレ、そして、まんまと思うツボにはまってる！


「毎度ありがとうございます。それでは、センエツながら……」


『さ～いしょ～はグゥッ！』


『ジャ～ンケ～ン』


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


『ホイ！』　あいこ！


『ホイ！』　ジャンの勝ち！


　勝者、ジャン！　わなわなと震ふるえる小太りの男。


「ウ、ウソだろ……あいこをはさんで十四連敗だって!?　こんなこと、確かく率りつ的に……！」


「いやいや、お客さん、オレとあいこになっただけ、大したもんですよ。ここだけの話、タイマンのジャンケンであいこになったのなんて、二、三年ぶりですから」


　ジャンが、しれっととんでもない事を言う。


「三……なんと。そりゃ負けるわけだ。あなたは、人の心を読む能力を持ってるのですか？」


　小太りの男は、呆あきれたようにため息をつくと、清すが々すがしい笑顔を作った。


「まさか。ただ、ウチの家か系けい、生まれつきジャンケンが強いらしくて。何な故ぜか勝っちゃうんですよ。何気に、世界でジャンケンが一番強いの、十中八九オレですよ」


　そういって、肩かたをすくめるジャン。いいねぇ、決まってるねぇ！


　これこそが第三のオーナー・コンボ！


『ジャンケン払いのジャン』による『勝率〇％ジャンケン』！


　客にジャンケンなんて運だから、という気持ちにさせ、ジャンケンに負けた場合、思わずもう一度ジャンケンにチャレンジさせ、さらにもう一本おまけに買わせてしまうという狡こう猾かつなオーナー・コンボ！


「それでは、二本で二万ドルクになります」


「クッ、もう一本は余計だったのに……」


　小太りの男は、泣く泣くサイフを開いた。


　その後ろで。


「ケッ。見てらんねーな、情なさけねぇ」


　サングラスの男が吐はき捨すてるようにいった。


「でも、まさかジャンケンで十四連敗するなんて、常じよう識しきで考えたら」


「常識なんて、勝負にゃなんの役にもたたねぇの！　まぁ、見てろや」


　サングラスの男はそういうと、腕組みをしたままブルンブルン首を回しはじめた。なにを始めたんだ？


「チッ……ろくな武ぶ器きがねぇな」


　そういうと、サングラスの男はさらに高速でブルンブルン首を回し始める。


　まさか、店内の商品を猛もうスピードで把は握あくしてるんだろうか。


「ムッ!?　こいつは!?」


　いきなり首の回転を止めたサングラスは、ドカドカ歩き出し、売り場の一番目立つところに置いてある、黄金の剣をむしりとった。


「驚いたぜ……こいつは黄金刀、ユグドラシルじゃねぇか。まさかこんな店でお目にかかれるとは……」


　サングラスをかけなおし、驚く、サングラス。う～ん、いいリアクション！


「まさか！　ニセモノでは？」


　小太りの男が言う。


「……その可か能のう性せいもあるが……それにしては、良くできすぎてる」


　クックック……真しん剣けんに悩なやめば悩むほど、オカシイ。


　なぜならその剣こそ、第四のオーナー・コンボ！　『悪あく魔まに魂たましいを売った鍛か冶じ屋ケンジ』による、『伝説武器無む断だん増ぞう殖しよく』の成果なのだ！


　とは言ったものの、ケンジに悪魔に魂を売った鍛冶屋って称しよう号ごうってどう？　と聞いたところ、


「誰だれが悪魔に魂を売ったんスか!?　アンタらが無む理り矢や理り作らせたんでしょうが！　あぁ、伝説の武器を複ふく製せいするなんて……終わりだぁ、オレは終わりだぁ────!!」


　と激はげしく苦く悩のうしたため、この称号は、まだ（仮）。


「二二万ドルクか……妥だ当とうな値段だが……おい店員、これは、どこで手に入れた？」


　サングラスは、真剣な表ひよう情じようで聞いてきた。


　ヤバイ、そこまで考えてなかった……と、オレ達は、黙だまり込こむ。


「……北の大陸から旅をしてきた子こ供どもから、オレが譲ゆずってもらいました」


　ケンジが率そつ先せんして、自分から説明を始めてくれた。ナイスフォロー！


「む……確たしかに、ユグドラシルは、北の大陸を旅する少年が持っているって話だが……」


　真実味のある話に、ますます本物だと思いこむサングラス。さすが、武器マニアのケンジ。どんな質しつ問もんにもそれらしい答えをでっちあげやがる！


「フン。上等じゃねぇか……」


　お？　開き直ったのか、いきなりサングラスの男はアブナイ笑顔を浮かべて、ニセドラシルをズガッ、と床ゆかにつきたてた。


「もしニセモノだったとしても、こんだけモノが良けりゃ大した問題じゃねぇ。……アムレス払ばらいで買わせてもらうぜ」


　来た！　オレは思わず背はい後ごのドノヴァンを見上げた。ドノヴァンも、少し動どう揺ようした表情になっている。


　ある意味、一番恐おそれていた事じ態たい……オーナー・コンボの二乗がやってきてしまった。こうなると、オレ達のリスクが跳はね上がってしまう。


　ケンジの『伝説武器無断増殖』で作った高こう価かな売り物を、ジャンが『ジャンケン払い』に失敗したり、ドノヴァンが『アムレス払い』に失敗して、トンデモナク安く買い叩たたかれてしまうと、オレ達は大きな損そん害がいをこうむってしまうのだ。


　ニセドラシルは、二二万ドルク。万が一ドノヴァンが負けてしまうと、百分の一、たった二二〇〇ドルクで買われてしまう。


　作るにあたっての材料（金とか）は、ケンジがなんとか親おや父じさんの工こう房ぼうからちょろまかしてるんで、工こう賃ちんはかなり抑おさえられてはいるんだけど。


　ニセモノとはいえ、作るのに七、八万はかかってるから、負けたらえらいマイナスだ。


「さぁこいよ、デカブツ」


　トン。サングラスは商品台の上に片かた肘ひじを乗せた。まさか、ドノヴァンが負けるとは思わないけど……このサングラス、何か、妙みようなオーラみたいなのがあるというか……。


　ドノヴァンもそれに気づいてたみたいで、少し、行くのを躊ちゆう躇ちよしていた。が。


「なにやってんだ!?　アムレス払いだって言ってんだろ!?」


　サングラスの男にせかされ。ドノヴァン、緊きん張ちようした顔のまま、商品台の方へ歩いていく。


　ガシッ！　二人は、台の上で手を組み合った。


　開始の合図は、ケンジがやることに。


「それじゃ、アムレス払いの準じゆん備びはよろしいですか、お客様」


「いつでもＯＫだ」


　それを聞いたケンジは、二人の手の上に、そっと自分の手を重ねる。


　ヒュウウウ、入り口から、砂すなっぽい風が入ってくる。カラン、何かが転がる音。


「レディ・ゴーッ！」


　バッ！　急いで手を遠ざけるケンジ。


　ドノヴァン対サングラス、アムレス払いが始まった！
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　グ・グ・ググゥゥウ……。二人の手は、中央から全く動かない。全くの、互ご角かく！


「へぇ……いい筋きん肉にくしてやがる。ドラゴンキラーになれる素そ質しつあるぜ」


「……ありがとう、ございます」


「けどなぁ……」


　モコココ……！　サングラスの男の右みぎ腕うでの筋肉が、グロテスクに隆りゆう起きする！


「相手が悪かったな！　オレにはドラゴンキラーになれた素質、があるんだよ！」


　ギリギリギリ……しだいに、ドノヴァンの手が押おされていく！


　不安、的中だ！　コイツら、プロのドラゴンキラーだったんだ！　しかも、よりによって、このサングラス、どうも一流のドラゴンキラーっぽい！


「ド、ドノヴァン、負けんな！　勝ったら二二万ドルクだぞ！」


「根こん性じよう見せろぉぉ！」


「ドノヴァン、勝ったらケーキ焼いたげる！」


　オレ達も、客そっちのけで、思い思いの言葉で応おう援えん！


　しかし、ドノヴァンの顔からは脂あぶら汗あせが滴したたり落ちるだけで、腕のほうはますます地面に押されていく。あと数センチ、これは、負け──？


「わんわん、ドノヴァンさん、がんばるわん！　勝ったらホッペにチューしたげるわん！」


　いきなり、場ば違ちがいに甘あまったるい声が響ひびき渡わたった。


　一いつ瞬しゆん、場を静せい寂じやくが支し配はいする。次の瞬間！


「ヌォオオオオオオオ──オ！」


「なにぃぃぃぃ!?」


　顔を真っ赤にし、鼻から凄すさまじい勢いきおいで鼻息を噴ふん出しゆつしながら、ドノヴァンが魔ま人じんじみたパワーを発はつ揮きした！　冗じよう談だんみたいにたやすく、サングラスの腕が押し戻もどされる。


「ぐわっっ！」


　メキャッ！　商品台にめり込む、サングラスの右腕。


「フー、フー、……やった……！」


　すごい、あそこから逆ぎやく転てん勝利した!?


　自分でも信じられない、といった表情のドノヴァン。


「やったー、すごいよー、ドノヴァン！」


「ドノヴァン、テメー、チューって単語がでたとたんそのパワーかよ！　このスケベ！」


　ジャンが嬉うれしそうにドノヴァンをどついた。どつかれたドノヴァンは凄まじい勢いで顔を赤くして。


「……ホッペにチューなんて、まったく聞こえなかったわん……」


　と否定する。


　わんって……思いっきり聞こえてるじゃないか。ドノヴァンって、案外……。


「いやはや、負けたぜ」


　ドノヴァンをチュー騒さわぎから助けるように、サングラスの男が苦く笑しようしながら言った。右手をひらひら、マッサージするように振ふる。


「火事場のバカ力だろうが、それでもこのオレ様を退しりぞけるとはな。マジでドラゴンキラーの素質があるぜテメェ」


「……はぁ」


　困ったように答えるドノヴァン。


「フン。負けたモンはしかたねぇ。ほら、これで文もん句くねぇだろ！」


　パシンッ、ドノヴァンの大きい手の中に、一枚まいの札が押し付けられた。


「……こ、これ、昔あった、三〇万ドルク札だ……」


「えぇ──!?　すげぇ、お宝たからじゃん！」


「釣つりはいらねぇぞ。もちろんその代わり、このニセモノだか本物だかしらねぇユグドラシルは、ちゃんと頂いただいてくけどな」


　チャキッ、サングラスの男はニセドラシルをさっそく腰こしから下げた。


「ちょいとセブ。衝しよう動どう買がいすんのはアンタの勝手だけどさ。そろそろ時間だよ！」


「お、そうか。いやー、しかし面おも白しろかったぜ！　こんなわけの分からん武ぶ器き屋は初めてだ！　クッキーくれるわ、ジャンケンするわ、腕うで相撲ずもうするわ、世界初かもな！」


「いや。オレ達もしょっぱなから、歯ごたえあるお客さんで楽しかったです。お買い上げ、ありがとうございましたー！」


　オーナー一同、一いつ斉せいに、頭を下げる。


「おう！　じゃあ、またあおーぜ、エクス・ガリバー！　あばよ！」


　そういうと、サングラスは小太りと赤い髪かみの女を連れて、颯さつ爽そうと店内から消えていった。


　店内にはまだ、お祭りの後のような熱っぽい空気が残っている。


「けど、三〇万ドルク札を当たり前のように置いてくなんて，タダ者じゃないぜ、ありゃ」


　顎あごに手をやって、しきりに感心するジャン。


　うーん。あのサングラスの男の顔……どっかで見たことあるような、ないような……。


「マーガスさぁん！　外が、外がなんだか騒がしいですぅ！」


　突とつ然ぜん、ミニィが叫さけんだ。


　どどどど……。ぎゃーぎゃー、わーわー。確かに、店の外が騒がしい。


　オレは入り口に歩み寄って、外の様子を見てみた。


「げっ！　い、いったい何があったんだ!?」


　なんてこった。いつのまにか店の前が、パニックのようにゴッタ返している！


　そのとき、バタンッ、と扉とびらが開いて、ビラ配りに行っていたイッコが血相をかえて店内に転がり込んできた。


「ちょっとマーガス！　なんでロト・セブンがいるのよ!?」


　開口一番、イッコが言う。


　あ。あぁああああああああああああ!?　思い出した!!


「ジャン、さっきのサングラス、あれ、ロト・セブンだ!!」


「…………！　そ、そうか！　どっかで見たことあるような顔してたけど！」


　呼こ吸きゆうをするのを忘わすれるほど驚きながら、オレとジャンは顔を見合わせる。


「し、しまったああ！　マジか、サインもらっとけばよかった!!」


「い、いまからでも遅おそくないんじゃないか!?」


「んなこと言ってる場合じゃないのよ！　あいつのせいで客がストップして、店に一人も入ってこないじゃない！　誰か追い払はらって──」


　どどどど……。ぎゃーぎゃー、わーわー。


　イッコの声を遮さえぎるように、ますます店の外が騒がしくなった。


「ちょ、ちょっと待て、声が、声が近づいてこないか？」


　わーわー。わーわー。わーわー！　やっぱり、近づいてくる！　次の瞬しゆん間かん！


　バタンッ！　どどどどど！　大量になだれ込んでくる、客、客、客！


「い、いらっしゃいませぇ!?」


　驚おどろきながらも、オレ達はかろうじて接せつ客きやくする。


「ちょっとぉ、ここ、ロト・セブンお気に入りの店なんですって!?」


「あの人達が買った武ぶ器きを、オレも買うぞ！　どれだ！」


「あ、あ、はい！」


　おぉ～～お!?


　どうやらロト・セブンが、ウチの店を推すい薦せんしていってくれたのか!?　これは、すごい！　ロト・セブン推薦の店となれば、その効こう果かは絶ぜつ大だいだ！


　おっしゃあ！　一人残らずオーナー・コンボを食らわせてやる！





　オーナー・コンボの完成と、ロト・セブンの来店。


　この二つの要よう素そが重なり合って、真・新しん装そう開店初日は、思った以上に大成功を収おさめることになりそうだ。


　そして、この日を境さかいに。


　エクス・ガリバーは、一番街かい道どうの武器屋も無む視しできない、彗すい星せいルーキーとして注目されていくことになる。










　パート５・七人の挑ちよう戦せん！







　チュンチュン、とあちこちから響ひびく、小鳥のさえずり。それと合唱するように、カチャカチャ、と朝ご飯の支し度たくをする物音が、家を通り過すぎるたびに耳に入ってくる。


　絵に描かいたように爽さわやかな、夏の終わりの朝。


　オレは、エクス（言いだしっぺは多分ジャンだと思うけど、最近オレ達は、エクス・ガリバーを〝エクス〟って略りやくして呼よぶのが主流になってきてる）に向かうべく、二番街かい道どうをてくてく歩いていた。





　真・新しん装そう開店から、一か月。


　エクスの売り上げは、一日、平均して一〇万は見込めるようになっていた。


　単たん純じゆんに儲もうけだけを合計すると、月に三〇〇万ドルク稼かせいでる計算。


　最初の七日間で武器が一本しか売れなかった事を思うと、やっぱりロト・セブンが来店した前と後じゃ、別の店のように思える。


　ただ、三〇〇万ドルク稼いだって言っても、そこから新しい武器を仕入れたり、武器を手入れする薬を買ったりするから、最終的に一人一人の手元に渡わたるのは、月に五万ドルク程てい度どってところ。


　そう考えると、収しゆう入にゆう的てきには、ジャンと水道水を売ってた頃ころの方がよっぽど多い。あれは、上う手まく行けば一日で一～二万稼げたし。


　ただ、毎日の忙いそがしさからくる充じゆう実じつ感や、仲間とギリギリで踏ふん張ばってる連帯感、お祭り感。自分達で立ち上げて、一ひと月つきを過すごした場所に対する愛着。売り上げが上がっていくごとに増ましてくる、期待と野望。


　こういう、胸むねが熱くなるような気持ち、水道水売ってる頃は味わえなかったからなー。


「ん……っと」


　いろいろ考えてるうちに、いつのまにか、エクスにたどり着いていた。


　そういえば。


　最近は、さすがに徹てつ夜やで追い込み！　みたいな状じよう況きようは減へってきたんだけど、昨日は大おお掃そう除じをやった分、久ひさしぶりに帰るのが遅おそくなって。ジャンとノン、ドノヴァンは、結局エクスで夜を明かしてるハズだ。


　オレも残って一いつ緒しよにワイワイやりたかったけど、アイツらと話し出すと、朝まで寝ねられないからなぁ。ジャン達三人は今日、非ひ番ばんだからいいけど、オレはケンジと朝一出しゆつ勤きんだし。


　キィ、と扉とびらを開き、オレは店内に足を踏み入れた。


「オツカレー」


「おはよう」


　が、答えたのは、床ゆかのモップがけをしていた、ドノヴァンだけだった。


「あれ？　ジャンとノンは？　あいつらもいるんだろ？」


「うん。二人、奥おくで、朝食の準じゆん備びしてる」


「ふーん」


　とりあえずオレは持ってきた荷物を商品台の上に置き、そして改めてドノヴァンの方に視し線せんを移うつした。


　ドノヴァンの立っている床の周りだけ、鏡のようにピカピカに磨みがかれている。


「……さっすが元煙えん突とつ掃除夫だよなぁ」


　ドノヴァンの掃除の腕うでは、七人の中ではダントツ一位だった。ノンもかなり綺き麗れい好きだけど、力がある分、ドノヴァンが掃除をすると、生まれ変わったようにピカピカになる。


「そういえば、マーガス。これ……」


　ドノヴァンが、今使っていたモップを、オレに差し出してきた。


「ん？　なに？」


　とりあえず、モップを見るオレ。


　白いモジャモジャが先っちょについた、銀色の柄えの、普ふ通つうのモップだよなぁ。


　……ん？　銀色の柄？


「おい！　おいおい！　おいおいおい!?　コレ、飛ひ竜りゆうの槍やりじゃないか!?」


　オレは思わずドノヴァンからモップ、じゃなくて飛竜の槍をひったくった。


　飛竜の槍！　三万五〇〇〇ドルクでウチで売ってる、わりと高こう価かで上等な槍だ。


「こ、このバチあたり！　なんで飛竜の槍で掃除してるんだよ、ドノヴァン！」


「き、昨日の晩、モップ折れた。ジャンが、代わりに、このモップ、作った」


「またアイツは！　この前も、アサシンダガーでキャベツ切ろうとしてただろ！　ドノヴァン、そのモップ、解かい体たいな！　ケンジにバレたら、またややこしいことになるから」


　コクコクッ。ドノヴァンが、少し慌あわてて頷うなずく。


　ったくジャンのやつめ！　アイツ、武ぶ器きをナメてるだろ……！　ぞうきん臭くさい武器なんて、誰だれが買うんだ。


　オレは、一言文句を言ってやろうと、従じゆう業ぎよう員いんの部屋へ向かった。


　ドアを開けようと、ノブに手をかける。その瞬しゆん間かん。


「なぁノン、そろそろ野菜入れていいのか？」


「まだだってばー。お肉が煮にえそうになってから、野菜は入れるのー」


　中から聞こえてくる仲むつまじい会話に、オレは思わず気配を殺し、ドアに耳を当て聞き耳をたて始めた。


「もお、ジャンは座すわってていいよー。お料理は、女の子がやるもんだよー」


「バーカ、古いね、考え方が。オレは、炊すい事じ・洗せん濯たく・掃除、なんでもやる男になるんだ。嫁よめさんに家事を全部押おし付けるような、ひどい野や郎ろうどもと一緒にしないでくれよなっ」


「ふ──ん。……ジャンって、意外に優やさしいんだねー」


　どこか、意味深な口調で呟つぶやくノン。


　おいおい、なんなのコレ？　なんでこの二人、妙みようにいい雰ふん囲い気きなんですカ？


「ジャン、また今度、カレー作って、ごちそうしてあげるねー」


「お、おう！　マジでうまかったからな、あのカレー」


「うふふ。嬉うれしいかもー。みんなには内緒だよー」


　嬉しそうに言うノン。


　な、なんだ!?　何、これ!?


　いまの会話の流れを聞くかぎり、ノンは、ジャンだけにカレーをごちそうした事があるのか!?　カレーって……そんな軽い関係の人間にごちそうできるものじゃ、ないよな？　そんなことないか？　え、どういう事？　二人はどういう関係なんですカ？


　ヤバイ、憶おく測そくが止まらない!?


　それにしても、くそうっ、ジャンのヤツめ……！　なんか、むしょうに悔くやしくなってきたぞ。……社内恋れん愛あいを禁きん止しにしてやろうか……！


「そ、それでさ、ノン。こ、こ、今度、エクスが、二人とも休みの日にさ──」


　ジャンが、扉とびらの向こうで、どもりながら何かを伝えようとする。


　あ、あの野郎、食事かなんかに誘さそう気か!?


　オレは、ますます耳を扉にこすりつけ、二人の会話を聞こうと必死に喰くらいつく！


　だが。次の瞬間。


「マーガス？　どうかした？　鍵かぎ、あいてるだろ？」


　ギィィィ。後ろから来たドノヴァンが、無む造ぞう作さに休きゆう憩けい室の扉を開けてしまった！


「バ、バカ!?」


　休憩室の中から。何かを言おうとする直前だったジャンが、呆ぼう然ぜんとこっちを見ている。


　ド、ド、ドノヴァン……！　お前、また……一番肝かん心じんなところで……！


「？　ボ、ボク、なんか変なこと、した？」


　妙な空気を察したドノヴァンは、申し訳わけ無さそうにあやまった。はぁ。


「マーガス、おはよー！」


　ノンはノンで、何な故ぜかいつも通りの反はん応のうだし……。


「お、おはよう」


「もうすぐ野菜スープとオムライスできるから、座すわって待っててー」


「う、うん」


　言われるがまま、テーブルにつく。


　ううっ？　隣となりの席からビンビンに伝わってくる、ジャンの、邪じや魔ましやがって！　の視し線せんが……オレのこめかみをえぐるように、突つき刺ささってくる。


　あ～あ～……。まあ、こういう、人間関係のドロドロも、水道水売ってた時代には経けい験けんできなかった事だよなぁ……。


　でも、こういうのは、別に経験したくなかったかも……。





　ジャン・ノン・ドノヴァンの非ひ番ばんトリオが、朝ご飯を食べるだけ食べて、帰り。


　オレは、ぼちぼち開店に向けて準じゆん備びを始める事にした。


　ドノヴァンが掃除をやってくれてたおかげで、残った仕事は昨日イッコに頼たのまれた、（無む断だん複ふく製せいではない）伝説の武ぶ器き、【吹雪ふぶきのダーツ】を目立つ所に飾かざるだけだ。


　ミニィちゃんがお父さんのコネで、どっからかタダで仕入れたという、キナ臭くさいルートで入手したこのダーツ。でもケンジいわく、現げん代だいの鍛か冶じ屋やの理り論ろんじゃ再さい現げんできない完成度で、恐おそらく伝でん承しようどおり、対象の体に先せん端たんだけでも刺されば、たちまち対象を凍こおりつかせるという、神がかった破は壊かい力りよくを秘ひめているらしい。


　なんか買われたらもったいないということで、オレ達は、とりあえず値ね段だんはつけず、今日のところは展てん示じ用に飾るだけにしたけど……実じつ際さい売ったら、五〇万ドルクくらいは軽くするんだと思う。


　ダーツといえば、練習のかいあって、最近じゃオレ、真ん中の的に当てるだけなら、十回中八回は当てられるようになってきてる。なおさらこの吹雪のダーツ、欲ほしいなぁ。


　時計は、もう九時四十分を指している。開店まであと二十分、のんびりしすぎたせいで、あんまり時間が無い。


　それにしても。


　ケンジのやつは、いったいどこで油売ってるんだ？　三十分前には出しゆつ勤きんするという、イッコが決めた鉄の掟おきてを破やぶりやがって。


　オレは仕方なく、一人で黙もく々もくと飾り付けの作業を続けた。





「……マーガス、さん」


　しばらくすると、店の入り口から、蚊かの鳴くような声。


　いつのまにか、ケンジが立っていた。


「ケンジィ、お前、遅ち刻こくだぞ！　イッコにバレたら腕の一本や二本じゃ──」


「マーガス！」


　オレの言葉を遮さえぎって、何故かケンジが短く叫さけんだ。


　な、なんだコイツ、遅刻しといて逆ぎやくギレか……？


「って、ん？　なんだ、お前、どうかしたんか？」


　どうも、ケンジの様子がおかしい。


　顔色がやけに赤いし、下を向いて唇くちびるを嚙かみ締しめ、何か──怒いかりに耐たえるような表情をしてる。


「おいおい。体調悪いなら、無理して出てこなくていいぞ？」


「マーガス……この人が、あんたに重要な話があるそうです」


「は？」


　ケンジがそう言うと。何の前まえ触ぶれも無く、いきなり、ケンジの横から人ひと影かげが現あらわれた。


「えっ!?　ど、どちら様ですか？」


　ビックリして、思わず大声で聞いてしまう。


　黒い帽ぼう子し。黒いコート。黒い革かわ靴ぐつ。


　現れた男は、全身黒ずくめの、どこか不ふ吉きつなオーラをまとった男だった。


　帽子を目ま深ぶかにかぶっていて、表ひよう情じようは読み取れないけど……正直言って、あんまり近づきたくないタイプの人間だ。なんていうか、合法じゃないニオイがする。


「どーも。マーガスさんですね？」


　不自然に軽いノリで、黒服は声をかけてきた。


「そ、そうですけど」


「今日はねえ、アンタにねえ、すご～く大事な話が、あるんだよねぇ」


　クチャクチャ、と何か粘ねん着ちやく質しつな話し声で、黒服の男が言う。


「そ、そうですか。じゃあ、聞きますけど」


「おっとぉ、ここでかい？　他の人に聞かれちゃ困こまるタイプの話だぜ？」


　にたぁ～。黒服の男の口が、裂さけるように薄うすく開く。


「そんな話はされる覚えがないけど……いいでしょう、事じ務む室しつへ行きましょう。ケンジ、お前も来い」


　ケンジは、やっぱり深しん刻こくな表情をしたまま、コクリと頷うなずいた。


　ゴロゴロゴロ……。


　さっきまで晴れていた空が、いつのまにかどす黒い雨雲に覆おおわれ始めていた……。





　　　　※




「しゃ、借金!?　オレが!?　いつ、どこで、だれから借りたって言うんですか！」


　怒ど鳴なるように大きい声で。オレは黒服を睨にらみつけながら、言った。


　話は、いきなり「今日の話は、借金を返してもらう話です」、と黒服の男が言ったところからスタートした。


　もちろん、まったく身に覚えのない話。


　オーナーになる時、ドノヴァンから三〇〇ドルク借りたけど、あれもとっくに返してる。


「あり得ないです！　オレは、借金なんてしてません。帰ってください！」


　強気にオレは言った。こんなに感情むきだしで怒おこるの、久ひさしぶりだ。


　ったく、こういう理り不ふ尽じんな要求をしてくる人間って、本当に腹はらが立つ！


「帰れませんなぁ」


　けど、黒服の男は全然気にしない様子で、いやらしく言う。


「つーか、アンタの借金はもう一〇〇万ドルクこえてんだ。これ以上、逃にげられねぇよ」


「──ハァ？　いやぁ、いくらなんでもそれはない、絶ぜつ対たいに」


　冗じよう談だんみたいな借金の金きん額がくに、オレはむしろ、冷静になった。


　間ま違ちがいない。そんな大金は、生まれてこのかた一度も借りた覚えがない。


　よかった。この男は、ただ言いがかりをつけて、金を騙だまし取ろうとしてるだけなんだ。


　……でも。なんでだろう。


　そう思おうとしても、嫌いやな予感が消えるどころか、どんどんどんどん強くなっていく。


「オレがあの時にしっかり──」


　隣となりでは、ケンジがマジな雰ふん囲い気きで、怒りに拳こぶしを震ふるわせてるし……。


「まぁ、正せい確かくには借金じゃあないんだけどね。アンタも、これ見れば思い出すでしょー」


　そういって黒服の男は、ふところから、何かを取り出した。


　それは、どこかで見たことのある、やけに分ぶ厚あつい紙の束。


「そ、それは……！　ど、どういうことですか!?」


　この分厚い紙。どうりで見たことあるハズだ。


　あれは、ルイニさんからエクス・ガリバーを受け継ついだときに使った契けい約やく書しよ！


　ケンジが全部読もうとダダをこねたけど、結局時間が無くて、最後のページにちょちょいとオレがサインを書いた、あの契約書！


「九六ページの一番右下辺り、よ～く見てみなよ？」


　黒服はそういうと、契約書をオレに投げてよこした。


　回転しながら飛んでくる契約書をキャッチし、オレは、仕方なく契約書をめくってみる。


　九六ページ……最後から三枚目、ケンジのチェックも行き届とどいてない、かなり後ろのほうのページだ。


　軽く、目を通してみる。……けど。


「…………？　とくに何も特別なことは書いてないですけど」


「よく見てみな、っていったろ？　どんな小さい文字も見み逃のがすな～～」


　黒服は、まるでゲームでも楽しんでるかのように言う。


　そういわれても……書かれているのは、どれも、たあいのない、約束事ばっかり。


　例えば、災さい害がいで家屋が損そん壊かいした場合、新しいオーナーが自費で修しゆう理りしなさい、とか。


　ようは、全責せき任にんを、次にオーナーになるヤツが負え、って内ない容ようが延えん々えん書かれてるだけ。


「ん？　なんだ……？　コレも文字？」


　オレは、紙の右下辺りに、米こめ粒つぶみたいな大きさで、なにやら文字が書いてあるのを発見した。目をこらしてその米粒を解かい読どくすると……こう書かれていた。












　※二二ページで、当店自体は借家のため、家や賃ちんが別べつ途と発生すると表記したが、製せい本ほんの都合上、残念ながら全すべてを書ききれなかったので、以下に続きを記す。





　家賃の価か格かく設せつ定ていは、最初の一か月は応おう援えん期間価格・月／九八〇〇ドルクとしているが、三十日目以い降こうは、通つう常じよう料金の一日／九万八〇〇〇ドルクに変動。


　支しは払らい方法は、三十日目以前と同じく、大家集金時に支払いとする。












「な、なんだこれぇぇ？　家賃が変動ぉ!?　一日九万八〇〇〇ドルク!?　払はらえるか!!」


「契約のとき、しっかり読まなかったからでしょ～？」


　さもおかしそうに言う、黒服の男。


　オレは、思わずケンジを見た。ケンジは悔くやしそうに歯嚙みしながら床ゆかをじっと見ている。


（どんだけ平和なんスか、アンタら。読まずにサインするなんて、信じらんねぇ）


　あの時の言葉が甦よみがえる！　ケンジの、言う通りだったのだ！


「改めて、初めまして。この店の大家、ジョージです。初の集金にやってまいりました」


　ニヤリ、と口元を歪ゆがませる黒服の男。


「くっそぉぉ！　サギじゃないか、こんなの!!」


「ちなみに、アンタらがここを借りてから、今日で四十五日目。最初の三十日分の九八〇〇ドルクと、残りの十五日分、九万八〇〇〇×十五で、一四七万ドルク。合わせて、一四七万九八〇〇ドルク、アンタは家賃滞たい納のうしてんのよ」


　……はぁ～～？　こんなバカバカしい話、聞いたことがない。納なつ得とくできない！


「ちょっと待って下さいよ。こんな理不尽な話、知ったこっちゃないですよ、オレ達！」


「いやいや、契約書にサインしてる以上、払わなきゃ法ほう律りつ違い反はんだよ、兄さん。アンタは家賃を払うことに同意のうえで、この店を引き取ったことになってるんだからな。


　それともなにか？　聖堂騎士団テンプルナイツにひっとらえられたりしてみたいの？　親おや御ごさんにも迷めい惑わくかかるよ～？」


「…………」


　えげつない黒服のセリフに、絶句するオレ達。


　くっ。明らかにこの男のいうことは、理不尽だ！


　でも、確かにオレ達は、この契約書にサインしてしまったワケだし……ルイニさんがこの街にいない今、オレ達が詐さ欺ぎにハメられたっていう、確かな証しよう拠こは何も無い。


　はたから見ると、オレ達が家賃を払わず、黒服の大家を困らせている、というシチュエーションにしか見えない。


　これじゃ、分が悪い……。


「うはは。結局、この店を借りるには、九万八〇〇〇×三十で、月に三〇〇万ドルクも家賃がかかっちまうわけよ。おっとろしい話だねぇ。まぁ、でもな。オジサンも鬼おにじゃない。どうにか借金を払えるように、オジサン、いいアイデアもって来たんだよ」


　黒服は身を乗り出して、いかにも大事な話の始まり、をアピールする。


「アンタらはもう一〇〇万以上家賃ためこんでて、しかも店を借り続けるなら、毎日約一〇万ドルク必要な状じよう態たいなワケだ。まともにやってたんじゃ、どうにも人生オシマイさ。そこで、だ──」


　そう言って黒服は、ふところから、また何か別の紙を取り出した。


　今度取り出した紙は、どうやら地図らしい。


「飛び火巣そう窟くつって知ってるか？　知ってるよな、フランに住んでるんだから」


　飛び火巣窟──モチロン知ってる。


　フランから半日ほど西へ歩いた距きよ離りにある、岩がん盤ばんに潜もぐっていく形の洞どう窟くつだ。


　ドラゴン遭そう遇ぐう時じの体作り──ゴン・ネス（ドラゴン・フィットネス）の実じつ技ぎ系けいテストは、けっこう飛び火巣窟で行われることが多い。


　飛び火巣窟には、Ｄ級ドラゴンのドラゴン・ドッグという、フザケタ名前のドラゴンが多数棲せい息そくしていて（体が無く、首から上だけで動く、全長五〇センチに満たない気味の悪いドラゴン。凶きよう暴ぼうで、サメのようにびっしり生えた鋭するどい歯をガチガチ鳴らして、飛び掛かかってくる。って言っても、ドラゴン族の中では、最弱級のドラゴン）比ひ較かく的安全に、危き険けんな状じよう況きようが体験できるから、というのが理由らしい。


　そういえば、飛び火巣窟はもともと人間が見つけた炭たん鉱こうだったのに、ドラゴン・ドッグが大量発生したせいで、仕事ができなくなったって父さんが言ってたこともある。


「まだここだけの話だが……あの飛び火巣窟に、いま、灼しやく熱ねつ竜りゆうが一匹ぴき巣くってるらしいのよ」


「「灼熱竜!?」」


　オレとケンジが、同時に驚おどろきの声をあげた。


　今度は灼熱竜！　ドラゴン・ドッグとは反対に、けっこう上のランクに位置するドラゴンで、カテゴリーは危険度Ａ。


　呼こ吸きゆうと同じくらいのペースでウロコを生え替かわらせていて、周りには、常つねに大量のウロコが撒まき散らかされているとか。その灼熱竜のウロコを調合した鍋なべやヤカンなんかは、温まりやすく、冷めにくく、焦こげにくい、一生使える高級品として売られてる。


　口から溶よう岩がんの塊かたまりを吐はき出して、標的を押おしつぶし、そのまま蒸じよう発はつさせるという、なんともエグイ必ひつ殺さつ技わざを持ってる──って、ゴン・ネスの授じゆ業ぎようで習った記き憶おくがある。


「まぁ、その情じよう報ほうだけじゃ、儲もうけ話にはならねぇが……なんとこのオジサン、灼熱竜のウロコに目が無い、お金持ちのお得意様と知り合いなのよ、うん」


　ウックック、と気味の悪い笑い声をあげる黒服。


「百枚まいだ。百枚拾ってこいや。大サービス、それで、借金チャラにしてやろうじゃないか」


　ドカッ。だんだん態度が大きくなってきた黒服は、とうとう足をテーブルに投げ出しながら、そう命令した。


　百枚──。拾えない枚数じゃない気もするけど……。


「ちょ、ちょっといいスか。もし拾ってきて、借金がチャラになったとして。その先は、どうなるんスか？　やっぱり、一日九万八〇〇〇ドルクかかるんスか？」


「ん？　その先？　ああ……気がはぇぇガキだな。そうだな、もし拾ってきたなら、また月九八〇〇ドルクで貸かしてやるよ。どうだ？」


　その言葉を聞き、オレとケンジは無言で顔を見合わせる。


「地図は置いていく。ま、じっくり考えな」


　黒服は立ち上がると、一人、事じ務む室しつの扉とびらへ向かった。


「飛び火巣窟行くのか、他の方法で家や賃ちん払はらうのか、好きに決めりゃいい。三日後、また寄よらせてもらうぜ。行くんなら、落ちてるウロコの熱さで、灼熱竜本体との距離を計算して、全ぜん滅めつしないようにする事と、灼熱竜を殺した場合、ウロコは全すべて灰はいになっちまうって事だけ、頭に叩たたき込こんどきな。その二パターンは、オレにとってもおいしくないからなぁ」


　なるほど、オレ達が全滅したら、黒服も儲けがなくなるからな。


「どっちにしろ、時間までに金が用意できてなかった場合は……これ、だけどな」


　両腕をサッとあげ、手て錠じようをかけられるジェスチャーを見せる、黒服。


「くくっ。アバヨ」


　ふらふらと奇き妙みような歩き方で、黒服の男は事務室から出て行く。


　オレ達は、しばらく放心したように、テーブルから立ち上がることができなかった。





　　　　※




「オレは、絶対反対だ」


　とうぜん、この日は店を開けるどころじゃなく。朝から七人全員が集合して、事務室で恒こう例れいの緊きん急きゆう会議を開くことにした。


　黒服の男とのやりとりをみんなに全すべて話し、飛び火巣窟に行こうかどうかの相談をもちかけた後の、ジャンの第一声から、会議はスタートした。


「なにもかも反対だね。まず、家賃を払うことに反対だし、飛び火巣そう窟くつに行くなんて、なおさら反対だ！　バックレようぜ、こんな店置いてよぉ！」


「ちょっと待ちなって、その結けつ論ろんはまだ早いよ。……ねぇマーガス、ホントに一日九万八〇〇〇ドルクも払わなくちゃいけないの？　それこそ、見み間ま違ちがいってことない？」


　イッコが、いつもより少しやさしい声で言う。


「オレとケンジで確かく認にんした。間違いないよ。米こめ粒つぶみたいな字だったけど」


「そう……ま、それじゃ、仕方ないよね」


　力無く笑う、イッコ。


　仕方ないよね、とはいってくれてるものの。


　無理して笑ってくれてるその顔を見ると、ホントに消えてなくなりたくなる。


　なんでオレは、あの契けい約やく書しよに、あんなに軽はずみにサインしてしまったんだ……!!


「クソォッ、やっぱりあの時、無理やりにでも全部に目を通しとけばよかった！」


　ガッ！　オレと同じようなことを、ケンジも考えてたらしい。机つくえに拳こぶしを叩きつける。


　いつものケンジなら、


（だからオレの言う事を聞けって言ったでしょうが……ホントにアンタらは）


　なんて言うんだろうけど。


　今回は、自分が半分以上目を通してしまってた分、悔くやしさはハンパじゃないんだろう。


「まぁ。すんだことはしゃーねーよ」


　ジャンが、ありきたりな気休めを言った。でもみんながその気休めに、力強く、頷うなずく。


「三日後に、その黒服がやって来るんだ。それまでに、どうするか決めねぇと」


「いまある借金が約一五〇万なのよね？　で、これからは月にだいたい三〇〇万必要になる、と。……確かに、まともなやり方でどうこうできる金きん額がくじゃないね」


「その黒服の人を、拉ら致ち監かん禁きんしておくっていうのはどうですかぁ？」


「あんたはちょっと黙だまってて、ミニィ。ていうか、言っとくけど、ほかにも殺人とか夜よ逃にげとか、そういうフランにいられなくなる可か能のう性せいがある案は、アタシ大反対だからね。サンク・マリカが買えなくなる！」


　イッコが主しゆ張ちようする。ジャンが、それに、反論。


「おいおい、じゃあ飛び火巣窟に行ってウロコを拾ってくる気かよ!?　命あってのサンク・マリカじゃねぇのか？　入り口で灼熱竜にバッタリ鉢はち合あわせして、溶岩吐かれたら、そこで人生オシマイ、俺おれ達たちは蒸じよう発はつして、煙けむりになっちまうんだぜ！」


　バッタリ鉢合わせして、溶岩吐かれて、蒸発させられる。


　万が一どころか、わりと高確率で起こりうるそのシチュエーションを想そう像ぞうして、全員の表情がさすがに曇くもった。死が身近な場所になんか、行きたくないと思うのが正常だ。


「……じゃあ、どうするのよ。犯はん罪ざい者しやの汚お名めいを着ながら借金から、フランから逃げるのか。全滅覚かく悟ごで、借金に挑いどむか。どっちにしろ、このどっちかから選ばなくちゃいけないでしょうが」


「おい、ウロコを拾いに行くほうを美化すんなよ。俺達は、どんなになっても生きようとする覚悟がある者なのか、その覚悟がない、単なる自殺志し望ぼう者しやなのか。そういう話だろ」


「どっちにしたって……そんなの決めらんないわよォォ」


　そういいながら、頭をかきむしるイッコ。


　全員、追い詰つめられた顔をしている。


「ちょっと……いい？」


　そんな時。ノンが、控ひかえめに手をあげた。


　またお菓か子しでも作ってくるのか……なんて一いつ瞬しゆんオレは思ったけれど、意外にも、ノンの意見は、犯罪か特とつ攻こうかの二択たくにもうひとつの選せん択たく肢しを作る、強力な意見だった。


「大聖せい堂どうの役場に勤つとめてる、私の知り合いのオジサンが言ってたんだけど……。


　こういう、ちょっと騙だまされた時って、契約そのものを解かい除じよできる方法があるんだってー。ホントはけっこうお金も時間もかかるけど、私がオジサンに頼たのめば、三日後までには、契約を解除してくれると思うのー」


　ニコニコと笑いながら、いつもどおり、のんきな口調で話すノン。


　契約を解除……か。でも、それって……。


「す、すごぉーい！　さっすが、ノンセンパイ！　どこでそんな素す敵てきなオジサマと知り合ったんですかぁ？　ミニィも会ってみたいなー」


　ミニィが興きよう味み津しん々しんで、ノンに聞いた。


「う、うーん、ちょっとねー」


「ハッハー、なんだよ、そんな裏うら技わざがあったとはよぉ！　決まりだな、これで、犯罪も飛び火巣窟もナシ、ハッピーエンドじゃねぇか！　よし、ドノヴァン、ノンを胴どう上あげだ！」


　いきなり呼よばれて少し驚おどろいたドノヴァンだったけど、コクリと頷くと、ノンを脇わきからかかえ、高く持ち上げた。


「きゃー、あはは、やめてよー、ドノヴァン！」


　きゃーきゃー嬉うれしそうに悲鳴をあげる、ノン。何度も何度も持ち上げられる。


「……ていうかそれ、胴上げじゃなくて高い高い、じゃないスか」


「ミニィも！　ミニィも胴上げしてー！」


　ケンジやミニィも、ピンチを乗り越こえた安心感からか、いつも以上に表情が明るい。


　そして一番嬉しそうなジャンが、オレの肩かたに手を回しながら、上機き嫌げんに言った。


「いやー、けど、今回ばっかはホント焦あせったよな。さすがのジャン君も、マジな顔になっちゃってたもん。さ、さ、じゃあ今日は、前祝いでパーっといこうぜ、マーガスくんのオゴリでさ！」


　どっ、と巻まき起こる、あったかい笑い。


　はあ……。盛もり上がってるなぁ、みんな。


　でも、オレはこれから、この雰ふん囲い気きをブチ壊こわさなくちゃいけない──やだなぁ。


　オレは、肩に回されたジャンの手を、さりげなく振ふり解ほどいて、


「悪いけど、前祝いはみんなでやってくれ。オレ、明日、朝から飛び火巣窟へ行かなきゃなんないから、いろいろ準じゆん備びしないと」


　と、ハッキリ言い切った。


　全員が、笑え顔がおのままで、固まった。





「おいおい。笑えねーぞマーガス。いいからオゴれや！　ウハハハ」


「いや、マジなんだ、コレが。ちょっくら行ってくるよ」


「はは……。……なに言ってんだよオメェは！」


　ガッ！　ジャンは半笑いのまま、オレの胸むなぐらを乱らん暴ぼうに絞しぼり上げた。ぐぅ、手の骨ほねが胸むねに当たって、ギリギリと痛いたい。


「契約そのものを解除する方法が見つかったっていってんだろ!?　せっかくみんなで盛り上がってんだから、水さすんじゃねーよ。なんだ？　話、聞いてたよな？」


　オレは、首元を締しめ付けられたまま、なんとか答える。


「き、聞いてたさ……聞いてたからこそ、飛び火巣窟に行くんだ」


「聞いてねーじゃねぇか、お前は！　行かなくても、借金はチャラになったんだよ！」


「ゲホッ、ゲホッ……ジャ、ジャン、ほかのみんなも、聞いてくれ。契約そのものを解除ってことは……オレ達がエクスのオーナーになるっていう契約も、解除されてしまうんだぞ」


「あっ！」


　ノンとミニィとドノヴァンが、思わず、といった感じで声をあげた。


　ジャンも、ビックリした顔になって、無言でオレの胸ぐらから手を放す。


「そうか、そうだねー。ゴメン、あたし、そこまで考えてなかったー」


「うん。まぁ、だから、考えて欲ほしいんだ。オレ達がもう、エクスのオーナーじゃなくなるってことを……。オレ達の生活が、こんな終わり方でいいのかってことをさ」


　妙みようにスラスラと、口が動く。なんか、ガラにもないこと言ってるなー、オレ。


　オレの言葉を聞いた、オレ以外の六人は、複ふく雑ざつな表情で黙だまり込こんでしまった。


　まぁ、ようは。エクス・ガリバーでの生活が、オレの中でアッサリ無かったことにできるほど、小さくなかったってことだな、うん。


　エクスでたまに、「うわ、今オレ、マジメな顔してる！」って思う瞬しゆん間かんがあるけど……そういう時、つくづく思うんだよなー。オレをこんなに必死な顔にさせる場所は、いまのところ、オレの人生じゃここだけだって。


「そういうワケで。契約解除に行くのは、オレが帰ってくるか、帰ってこないか、どっちか結果が出た後にして欲しいんだ。


　それから、これは情に訴うつたえかけるみたいで卑ひ怯きような提てい案あんなんだけど……。もし飛び火巣窟に一いつ緒しよに来てくれるやつがいるなら、明日の日の出までに、フランの正門に集合して欲しい。一人で百枚拾うのは、骨が折れそうだからさ」


「…………」


　誰だれも、返事をしなかった。気まずい空気が事務室に流れる。


　…………。まあいいさ。いちおう、言うべきことは全部言った。


　顔をそむけるやつ、泣きそうなやつ、いろいろいるけど、ちゃんと伝わってるハズだ。


「さて、と。んじゃ、オレ、準備するわ。店の武ぶ器き、何本か借りてくから」


　みんなの視し線せんを感じながら、オレは回れ右、事務室のドアへ向かう。


「わかってると思うけど。俺は、絶ぜつ対たい行かねーぞ」


　背せ中なかごしに、ジャンがそう呟つぶやいてるのが聞こえた。


「そうか。じゃあな。他のみんなも、元気でな」


　寂さびしかったけど。オレは、なんとかそう言い切った。


　休きゆう憩けい室を出て、オレが店内の武器を物色してる間も、六人はなにやら休憩室で話していたけど、結局最後まで誰も売り場には出てこなかった。


「俺は絶対行かねーからな!!」


　エクスを出ようとしたオレの耳に、再ふたたびジャンの叫さけび声が聞こえてきていた。





　　　　※




　フランもこの一月で、ずいぶん涼すずしくなった。


　少し開いた窓まどのすき間から、半はん袖そででは肌はだ寒ざむく感じる、冷たい風が舞まい込んでくる。


　夏が終わると空気も澄すんで、フランの夜の静けさは、さらに際きわ立だって感じられる。


　オレは窓をそっと閉しめて。リュックの荷に造づくりを再さい開かいした。


　飛び火巣そう窟くつまでの地図に、エクスから持ち出した、裁さばきの剣けん（女じよ性せいも装そう備びできる、小振りで軽い剣。五万五〇〇〇ドルク）と、クナイ・ナイフ（東方から伝わる投とう擲てき武ぶ器き。けっこう店内のダーツの的相手に練習したから、たぶん扱あつかえる。一万三〇〇〇ドルク）。


　それから、水すい筒とう二本分の水に、この前買ったピーナッツの残り、たいまつセット一式。


　鍋なべがつかめる厚あつ手での手て袋ぶくろと、居い間まから持ってきた、包帯やらバンソーコーの入った缶かん。


　ウロコを入れるスペースも残さないといけないから、持って行くものはだいたいこんなもんか。


　時計を見ると、もう午前三時半を指している。


　昨日、みんなと別れたのが昼前。それから夕方まで、必要なものを準備して、それからご飯を食べて。


　夜の七時すぎにはもう寝ねて、起きたのがついさっきの、三時すぎ。


　なんのかんので、しっかり八時間睡すい眠みんとっちゃったなぁ。ホント、こんな時によくグースカ寝られるよ、オレ……。


　さて、そろそろいかないと、日が出てしまう。


　戻もどって来られなかった時のために……母さん達に、書き置きを残していこうか悩なやんだけど、やっぱりやめておくことにした。なんか、縁えん起ぎ悪いし。


　絶ぜつ対たい……絶対帰ってきてやるからな、我わが家め！


　オレは、ドアを開き、まだ真っ暗な二番街かい道どうへと足を踏ふみ出した。





「おはよーさん」


　家を出た瞬しゆん間かんだった。一瞬で、眠ねむ気けもぶっ飛んだ。


　登山用の大きなリュックを背せ負おったイッコが、不ふ敵てきな笑みをたたえて、腕うで組ぐみをしながらそこに立っていたのだ。


「イ、イッコ……」


　オレは、驚おどろきと嬉うれしさがごっちゃになったような、わけの分からない顔をしてたと思う。


「ちょっと何よ、その顔！　アタシが、アンタ一人に全部任まかせて、家でのんびりしてるような女だとでも？」


「い、いや」


「だったら。そんな驚かないでよ。予想通り、って顔してくんなきゃ」


　パチッ、とウインクするイッコ。


　くっは──、嬉しい！　嬉しすぎる！　オレの全身の毛は、ぞわっと逆さか立だっていた。


「ま、そんなわけで。アタシもウロコ拾い隊に参加させてもらうから。文もん句く、ないよね」


　文句なんて、あるはずない。


「上等だ！　貴き殿でんのウロコ拾い隊参加を許きよ可かする！」


「はは～！　ありがたき幸せであります！」


「では、さっそくワシの荷物を持ってもらおうか」


「拒きよ否ひします。調子に乗るなであります、マーガス隊長」


「……ですよね？」


　というわけで。普ふ通つうにオレが荷物を背負ったまま、オレ達は正門に向けて歩き出した。


「実はさぁ。アタシ、気づいてたんだよね」


　歩き出してすぐに、イッコはそう、切り出した。


「ひょっとして、契けい約やく解かい除じよすれば、オレ達がオーナーじゃなくなるってこと？」


「ご名答。珍めずらしく鋭するどいじゃん」


　昨日、オレがそれを指し摘てきしたとき、イッコ、驚いてなかったもんな。


「ま、金かね儲もうけはエクスじゃなくてもできるし……夜よ逃にげして、フランから出たりするよりは、オーナーじゃなくなるほうが全然マシなんだよね、アタシ的には。ところが……」


　イッコはニッと笑って、オレの顔をまじまじと覗のぞき込んできた。


「幼おさな馴な染じみの、年下の男のコが、自分の城しろを守るため、命がけで竜りゆうの巣へ行くって言い出すじゃない。真ま面じ目めな話、ここ何年かで一番感動しちゃった」


「いや、そんな……大げさな」


　こ、こんな面と向かって褒ほめられると……もはや、どうしていいのやら。


「ううん。実際、ここんところ、急に大人っぽくなったよ、マーガスは。つい何年か前まで、ケンジよりチビだったくらいなのにね」


「それ、何年前のイメージだよ……」


「あはは、ホントそうね。いつまでも、アタシがいろんなトコ連れまわしてた、あのチビのマーガスのままじゃ、ないんだもんね……」


「イッコ……？」


　あれ？　ちょっとちょっと？　なんだ、このムードは？


　明らかにヘンだぞ。イッコの笑顔も、いつもと違ちがって、どこか弱さを感じる笑顔というか……そ、それに並ならんで歩くオレ達の距きよ離りも、いつもより近くないですか──!?


　距離を意い識しきし始めると、体が急にこわばり始めた。


　ヤバイ、心しん臓ぞうが、人間の体が耐たえられないほどの速度で脈打ってる！　このままじゃ、オレは、灼熱竜にやられる前に、死ぬ!?


　バタンッ!!　心臓の鼓こ動どうが最さい高こう潮ちように達したとき、何かが倒たおれたような音がした。


　一瞬、オレが気き絶ぜつした音かとも思ったけど、さすがにそんなわけはなかった。


　音がした方へ、オレとイッコは同時に振ふり返る。そこには──。


「……ス、スマン……別に邪じや魔まするつもりはなかったんだけど……」


　二度ならず、三度まで!?


　酒場の立て看かん板ばんを倒して、顔を真っ赤にしてるドノヴァンが、いた。


「お、お前……看板の陰かげに隠かくれて見てたな？」


　こ、こいつは、なんでいつもこう、いいムードになると必ず……！


　一瞬考えたドノヴァンは、真面目な顔で、答える。


「み、見てないワン」


「ウソつけー！　なにがワンだこの野や郎ろう！」


　バシバシバシバシ、途と端たんにオレとイッコのチョップの嵐あらしがドノヴァンを襲おそう。


　ったく、いつからこんなキャラになったんだ、ドノヴァンは。


「ちょ、ちょっと待って。分かった、飛び火巣そう窟くつへ、ついていくから、許ゆるして、くれ」


　チョップを喰くらいながら、ドノヴァンはそう微笑ほほえんだ。


　オレとイッコは、思わず顔を見合わせて、次の瞬間、嬉しさ爆ばく発はつのチョップを、さらに浴びせかけた。


「ドノヴァン……。こいつめ、こいつめ！」


　ったく、最初からついてきてくれるつもりだったクセによー！


　イッコとのあのムードが終わったのは残念だけど。ドノヴァンが、来てくれた！


　でも、来るとしたら、ドノヴァンじゃないか、とオレは心のどこかで思ってたような気がする。この男は、そういう男なのだ。


　正門では、さらに嬉しい誤ご算さんが待ち受けていた。


「ノン……。それに、ケンジまで」


　恥はずかしくなるほど、やたらピースサインを送ってくるノンと、やけに大きな袋ふくろを傍かたわらに置きながら、キャップを目ま深ぶかにかぶり、正門にもたれかかってタヌキ寝ね入いりをきめこむケンジ。こいつら～！


　もう少しオレが陽よう気きなら、二人に抱だきついて、嬉しさを表ひよう現げんしてやるのに！


　若じやつ干かん陽気さが足りないオレは、ニヤけてくる口元をなんとかいさめながら、腰こしに手をあてて、しばらく下にうつむく……というリアクションを取るので精せい一いつ杯ぱいだ。


「あと二人だねー」


　ノンは誰に言われるでもなく、何な故ぜかバスケットを並ならべて朝食の準じゆん備びを始めていた。


「残ってるのは、一番来そうにない二人だけどね。ジャンとミニィ」


　さっそくノンが用意したサンドイッチをほおばりながら、イッコが言う。


「でも、アタシ、昨日の夜家に帰るとき、ジャン見たよー」


　ノンが言う。


「え、ホントか!?　何してた？」


「分かんないー。なんか、慌あわててたみたいで、すぐ走っていっちゃったー」


　そうか……。何かの準備に追われてたんだろうか。ジャンは来る。絶対来るハズ！


　アイツは、最後の最後で逃げないからこそ、ジャンなんだ。文もん句くは言うけど、結局やる。


　今回だって絶対そうに決まってる。付き合いが長いオレが、一番よく知ってるんだ。


「うあっ？」


　ん？　いきなり、ドノヴァンが素すっ頓とん狂きような声をあげた。


「だーれだ？」


　甘あまったるいその声の主は、両手でドノヴァンの目を覆おおっている。


「ミ、ミニィ……」


「きゃ～、なんで分かったの～？　ドノヴァンさん、すっごーい！」


　嬉しそうにぴょんぴょん飛び跳はねる、ミニィちゃん。


　お日様も出てないうちからこんなテンションではしゃげるのは、フラン広しといえど、ミニィちゃんだけだよ。


「マーガスさん、ミニィ、遅ち刻こくしちゃいました？」


「ううん。日の出もまだだし、それに自主参加なんだから、遅刻もなにもないよ」


　こんなミニィちゃんだからこそ。来てくれると、余よ計けい嬉しかったりする。


　そっか。来てくれたか。


　そういえば、例によってイッコは不ふ機き嫌げんになると思ったのに……今回は、なにやらふっきれたような笑え顔がおで、ミニィちゃんに近づいていき、


「アンタにゃ負けたわ」


　と、いきなり負けを認みとめ出した。


「へ？　なにがですか～？」


「いつか化けの皮はいでやろうと思ってたけど、もうあきらめるわ。灼熱竜のウロコを拾いにいく根こん性じようまであるとはねぇ……。ブリッコだろうがなんだろうが、そんだけ自分のスタイル貫つらぬかれちゃ、手も足もでないわ～」


「えっへん！　ミニィ、エクス・ガリバー大好きだもん！」


　またえっへんとか口で言ってるけど……死ぬかもしれない飛び火巣窟探たん検けんに参加するって言うんだ。やっぱり、ミニィちゃんにはミニィちゃんの覚かく悟ごがあるんだろう。


「あとは、ジャンだ……」


　オレ達は、ノンのサンドイッチを食べながら、日の出を、そしてジャンを待っていた。あいつは来る、必ず来る──。


　しかし。


「あ！　日の出だ！」


　正門から覗のぞく、遥はるか地平の彼方かなた……連なる山々の陰かげから、光が射さしはじめた。


　日の出だ……。


　ジャン……。いや、もう少し待つべきか？


「マーガス、日の出が出発の合図……でしょ？　三日後には黒服が来るんだし、のんびりしてる時間はないよ」


　オレの気持ちを見み透すかしたらしいイッコが、やさしいトーンで言った。


　クソ、何やってるんだアイツ……！　オレより早く、家を出てたんじゃないのか。


「分かった、出発しよう」


　仕方がなく、オレは言った。


　オレの言葉に、みんなが大きく頷うなずく。


「けど、その前に」


　オレは、朝食を囲む場所から立ち上がった。


　ありきたりだけど、提てい案あん者しやとして、いちおう確かく認にんしておかなきゃならない。


「みんな、本当にいいんだな？　灼熱竜は、たぶん、待ったなしでオレ達を殺すぞ」


　少し、脅おどすカンジで聞いてみる。


　けど、みんなの表ひよう情じようは変わらなかった。


「みんなでバァーっと入って、バァーっと拾って、バァーっと出れば、なんとかなるよー！」


　ノンが、めちゃくちゃアバウトな事を言う。


「楽天的ねー、アンタ……」


　呆あきれるように、イッコ。


　はは、いつも通りのやりとりだ。ちょっと緊きん張ちようもほぐれた気がする。


「よし、それじゃ、出発──の前に。ケンジ…………お前は残れよ？」


　いきなり名前を呼ばれたケンジは、ビクッと震ふるえ。でも帽ぼう子しで表情を隠かくしたまま答えた。


「……最年少だからって、差別する気スか？」


「違ちがうわよ、ふてくされるんじゃないの」


　オレが言うより早く、イッコがケンジの帽子に手を置き、話し始めた。


「アタシ達が飛び火巣そう窟くつに行って、帰ってきた時。エクス・ガリバーからお客さんが離はなれてたら、全部台無しでしょ？　せっかく常じよう連れんさんもできてきたのにさ」


「そういうこと。オレ達が飛び火巣窟に行ってる間も、店は開けとかなきゃ意味がない。そうなると、武ぶ器きの知ち識しき的に、店を一人できりもりできるのはお前だけだからな。オレ達が帰ってくるまで、お前に店は全部任まかせる。なんとか持ちこたえてくれよ」


　聞いていたケンジは、しばらく無む反はん応のうだったけど。やがてチッ、と舌した打うちをして、


「結局オレが一番大変じゃないスか。ったくよー」


　お尻しりについた土をパンパン払はらいながら、立ち上がった。そして。


「なら、ここで渡わたしとかなきゃな」


　そういうとケンジは、自分の横に置いていた、白い袋ふくろをゴソゴソ探さぐる。


　スッ。そこから取り出されたのは、オレのウエストポーチだった。


「あ！　そういや、すっかり忘わすれてた！　そうだ、お前に貸かしたままだったんだよ！」


「今朝完成した、マーガス、さんのマイ・ウェポンっス。けっこうダーツの練習してたみたいだし、使いこなせると思いますよ」


「へ？　は？　これが、マイ・ウェポン!?　トーテキ武器の？」


　まじまじとウエストポーチを眺ながめるオレ。ウエストポーチでトーテキ武器？


「なになに？　どういう仕し掛かけなのよ、これ」


　イッコ・ノン・ドノヴァン・ミニィちゃんが、興きよう味み津しん々しんで集まってくる。


　みんなのマイ・ウェポンは、ずいぶん前から完成してるし、けっこう各自、練習してる。


　うーむ、オレだけ本番直前入手なのは納なつ得とくいかないけど、やっぱりちょっと、嬉うれしいな。


　それからオレは、ケンジにマイ・ウェポンの説明を手短に受けた。


「むー、なるほど……」


「分かったんスか、マーガス、さん」


「あぁ、たぶん。……本番でスムーズに使えるか、ちょっと不安だけど」


「さあ、ケンジ、アタシら、そろそろ行くね？　しっかり留る守す番ばん、ヨロシク！」


　イッコがそう言うと。ケンジは、一瞬、何かを言おうとして。飲み込み。


　でもやっぱり、


「……アンタらが全員で帰ってくんの待ってるんで。年上の凄すごさ、見せて下さいよ」


　ビッ。信じられない光景だが、あのケンジが、照れくさそうにだけど、オレ達に向かってグッドラック！　と親指をつきたてる。


「おう！　まかせとけって！」


　ビッ。オレ達も全員で親指をつきたてかえす。


　おおっしゃ、盛もり上がってきた！　行くぞ、飛び火巣窟！





　　　　※




　日が昇のぼるに連れて、辺りの気温もじょじょに上がり始めて、汗あせばむ陽よう気きになってきた。


　前後左右で、名もなき草が、風に揺ゆられてる。ほとんど木陰のないこのピエタ草原を横切らなくっちゃ、飛び火巣窟にはたどり着けないからなぁ。


　いまが真夏じゃなくて、ほんとうによかった。


「もうそろそろ見えてくるころね、確たしか」


　隣となりを歩くイッコも、ひたいに汗をにじませている。


　確かに、学校から行ったときも、フランの街から三～四時間でたどり着いた記き憶おくがある。


　それにしても……。


　オレは、何気なく首を回して後方確認をしてみた。


　後ろを見ても、見えるのはノン達と、ひたすら広がる草原だけ。


　ハァ、ここ一時間で、二十回は首回してるよな……。


「……ジャンのこと考えてるでしょ？」


　前を向いたまま、イッコが言う。


　大正せい解かい……。もしかしたらジャンが追いかけてきてるかもしれないと、つい、後ろを振り返っちゃうんだよな。


「……絶対来ると思ったんだけどな～」


　オレは、未練がましく言った。


「まぁ、あのハゲにはハゲの考えがあるんじゃないの？　相あい棒ぼうのアンタが、そう考えてやんないでどうすんのさ」


「……イッコ。……そうだな」


　ジャンにはジャンの考えがある、か……。


　ふぅ。そう簡かん単たんに割わり切れるもんじゃないけど、しばらくジャンの問題は、頭から切り離して考えるようにしよう。


「でも、どうせなら鎧よろいも欲ほしかったねー」


　後ろから、ノン達のしゃべり声が聞こえてきた。


「オレ達武器屋だし、仕方ない」


「ノンセンパイ、攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよです、大だい丈じよう夫ぶですよ」


「なるほどー、武器屋の人は、防具はいらないってことだねー」


「そうですそうですぅ☆　あはは」


　和なごやかに笑う、後方集しゆう団だん。


　……いや、防具、いるだろ？


　でも、結局防具のコネはオレ達全然無いからなぁ。ミニィちゃんはフリフリのスカートだし、全員、けっこうナメた服ふく装そうではある。


「みんな！　飛び火巣そう窟くつ、見えてきたよ！」


　先頭を行っていたイッコが、ふと立ち止まり、言った。


「ウソ、ほんとだ！」


　まだ少し距きよ離りはあるけど、まっすぐ進んだ先に、ねずみ色の小さな岩山が見える。


　地平線とその岩山の境きよう界かい線せん辺りに、えぐりこむような、丸い穴あながぽっかり開いていた。


　──飛び火巣窟──。


「とうとう、着いちゃったか……」


　まだ距離はあるというのに、オレは、じょじょに体がこわばっていくのを自覚した。


　ドラゴン・ドッグがいるだけなら、こんなにビビったりはしないんだ。即そく全ぜん滅めつ、ってことはないだろうし。でも、灼熱竜が一匹ぴきいるってだけで、こんなにも違ちがう。


　できるなら、行きたくない……全員がその思いと格かく闘とうしながら、一歩一歩、なんとか足を踏ふみ出していく。


　ほどなく……オレ達は、飛び火巣窟に到とう着ちやくしてしまった。





「とにかく！　なりふり構かまわず行くぞ」


　飛び火巣窟の前。オレ達は円えん陣じんを組んで、逃にげて逃げて逃げまくるというモットーを確認しあっていた。


「勘かん違ちがいだったとしても、ソッコーで逃げ帰ろう。とにかく、注意しすぎるってことはないから……ヨロシクな」


　コクリ。みんな、いつになく神しん妙みような顔つきで頷うなずいてくれた。


　それにしても。


「ていうかさ。なんとなく、言いだしっぺだからオレが仕切ってるけど……いいの？」


　思い切って聞いてみる。


　オレは、仕切ったり、リーダー的な立場に立つことに、あんまり慣なれてない。いつもは、イッコか、もしくはジャンが、会話の切り込み隊長みたいなもん、だもんな。


「まあ、アタシが仕切ってもいいけど、アタシは慎しん重ちようさ加か減げんがちょっと足りない時あるし。こういう冒ぼう険けんパートの時は、一番無ぶ難なんにこなせるアンタがリーダーでいいんじゃないの？」


「まぁ、そう言ってくれるなら、いいけど……」


　なんか、オレが仕切るのって、ちょっと楽しいけど、なんか慣れないんだよなぁ。


「んじゃ、次、隊列の話するけど。先頭は……いちおう、オレが行く。次にドノヴァン、ミニィ、ノン、最後にイッコ、そういう順番な」


「マーガスー、気をつけてねー」


「うん、わかってる。……よし。じゃ、じゃあ、とりあえず……軽く入ってみようか？」


　できるだけ足音を立てないように、オレは、入り口の方へ向かった。


　入った瞬しゆん間かん、ガァ、とか襲おそわれたらどうしよう……？　ぐぅ、めちゃくちゃ逃げ出したい。


　この威い圧あつ感は異い常じようだ。これはやっぱり、ウロコ拾い、中止に……？


「ちょっとリーダー、ここまで来て中止とか言い出すんじゃないでしょうね！」


　イッコが、叱しかるような口調で言う。うーむ、ズバリ、オレの思考を読んでる。くっ。


「んぬ、んなワケないだろ！　んじゃ、今から入るぞ！　入るからな！　入っちゃうからな！　灼熱竜が半径一〇〇メートル以内に来たら、即脱だつ出しゆつくらいの気持ちな！　行くぞ！」


　ちょっとヤケクソパワーの後あと押おしを借りて。


　オレは、とうとう暗くら闇やみの中へと進んでいった。


　頼たのむから、入り口付近にたむろっていませんように……！





　　　　※




　とりあえず、気配はなかった。


　目をこらして前の方を見み渡わたしても、灼熱竜らしき物体は見当たらない。


　よし、オーケー。進もう。


　オレは一歩に五分費やすくらいのつもりで、慎重に、慎重に進んで行く。


「そうだ、たいまつ出すの忘わすれてた……って、アレ？」


　オレは、おかしなことに気がついた。


　オレはまだ、たいまつをつけてない。


　でも、この洞どう窟くつ、ところどころ地面がぼんやり明るいおかげで、少しくらいの距離なら、普ふ通つうに見渡すことができるのだ。


「うん？　ぼんやり光ってるのはこれか……」


　オレは足元に落ちていた、薄うすくオレンジ色に発光してるカケラを拾い上げてみた。


　手のひらサイズのその物体は、ほんのりあったかくて、でも、サイズのわりにずっしりと重く、鉄のような手て触ざわり。まるでウロコみたいな形で────ウロコ？


「ちょっと先頭、なに止まってんの？」


　例の如ごとく最さい後こう尾びのイッコが、文もん句くを言ってきた。


「待って、待って待って！　アッサリ見つかった！　灼熱竜のウロコ、アッサリ見つかったぞ！　この、地面に落ちてる、ボンヤリ光ってるの、全部ウロコだ！」


「ウッソ!?」


　全員が、地面を凝ぎよう視しする。冗じよう談だんみたいな展てん開かい。


「よ、よっしゃ、みんな拾えるだけ拾え！　なんなら、ここで百枚集めてしまおう！」


　わらわらわら！　いきなりの獲え物ものに、全員、無言で狂きよう喜き乱らん舞ぶしながら、地面に落ちてるウロコを拾い始めた。


　もしここで百枚集められれば、なんの危き険けんもなく、あっさりフランに帰れる！


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ」


「フッ、フッ、ハッ、ハッ」


　全員、死に物狂ぐるい。凄すさまじい集中力。


　五人の荒あらい息いき遣づかいだけが、不気味に洞窟内に響ひびき渡わたっていた。





「ハァ、ハァ、クソ！　これで全部か！　みんな、何枚拾った？」


　五分もしないうちに、オレ達は地面のウロコを拾い終えてしまった。


　とたんに辺りは真っ暗になり、オレの目をもってしても隣となりの人間の顔も見えなくなる。


「ミニィは、四枚ですぅ」


「アタシは七枚」


「……ボクは、六枚……」


「わたしは四枚だったー」


　声で、自分が拾った枚数を報ほう告こくしあう。


「オレは、五枚……。だから、えーと、合わせて」


「二十四枚だねー」


「ノン……二十六枚よ」


　二十六枚。四分の一は、ここで拾えたってことか。でも、ここで百枚稼かせぎたかった……。


「灼熱竜のウロコって、生え替かわって、落ちたてのウロコほど、熱いんしょ？　このウロコはほとんど完全に冷えてるし……。そんなに近くにはいないんじゃないの、灼熱竜」


　イッコの声。


　うーむ。ほんとにそれならいいけど……。


「よし、先に進もう。全員いるな？」


「いるわ」


「いるよー」


「いますぅ」


「ガァ」


「いる」


　返事が五つ。オレを合わせて六人、よし、全員いるな。


「じゃあ行くぞ。順番は、さっき通りで」


「いや、ちょ、ちょっと待ってマーガス」


　と。ドノヴァンが、少し慌あわてた声で言ってきた。


「ん？　どした？」


「いま、あからさまに変な声のヤツ、いた」


　？　声が変？


「そ、それに、いまいるのは、ボク、マーガス、イッコ、ノンにミニィの五人。六人て、おかしい」


　そ、そういえば。


「んじゃ、もっかい点てん呼ことるぞ。イッコ」


「はい！」


「ノン」


「はいー」


「ミニィちゃん」


「はぁい」


「ドノヴァン」


「はい」


「ガァ」


「…………！」


　ゴクリ。誰だれかが、唾つばを飲み込む音が聞こえた。


　さ、最後の「ガァ」ッて……？　六人目、誰だ……？


　ボウッ。オレは、震ふるえる手をなんとか押おさえつつ、たいまつに火をともした。


　全員の姿すがたが見えるようになったので、目で確たしかめる。ノン、ドノヴァン、ミニィちゃん、イッコ──の横に、なんかいるっっつ!?


「イッコ！　右、右！」


「へ？　わぁぁああ！」


　ゴッ！　イッコの無む我が夢む中ちゆうの肘ひじ打うちで、ごろん、と転がる、謎なぞの生物。


　一目で肉食と分かる、鉄でも嚙かみちぎりそうな、鋭するどい牙きば。親のカタキを見るような剣けん幕まくで、オレ達を睨にらみつける血走った目。土で薄うす汚よごれた、ボサボサの白いたてがみ。


　忘わすれもしない。バケツくらいの大きさの、この巣そう窟くつの現げん在ざいの住人。


「ド、ドラゴン・ドッグだぁぁぁ！」


「きゃああああ！」


「ガァアアアアアアアア!!」


　突とつ然ぜん、さっきとは桁けた違ちがいのボリュームで叫さけぶドラゴン・ドッグ！　その迫はく力りよくに、ダダッ！　瞬間的に、全員が無言でドラゴン・ドッグから全力逃とう走そう！


　うわ、でも、見事なまでに全員バラバラの方へ逃にげてる！　ヤバイ、ここは、リーダーであるオレが冷静にならなければ！


「ヤ、ちょ、みんな落ち着けぇ！　ここではぐれたらオシマイだ！　ドラゴン・ドッグ一匹ぴきなら、四人一組で倒たおす授じゆ業ぎようやったろ！　ジャン、ケンジ、来い！」


　声を張はり上げ叫ぶオレ。


　が、二人の返事が無い！　まさか、やられたのか!?


「って、アホ、ジャンとケンジはもともといないでしょ！　落ち着くのはアンタだ！」


　いつのまにかオレの隣に戻もどってきたイッコが、耳元で叫ぶ！　そ、そうだった。


「きゃああああ！　いっぱい来ましたぁぁああ！」


　オレ達が進んできた方とは逆に逃げていたミニィちゃんが、全速力で戻ってきた。


　その後ろから、バイン、バインと首だけで飛び跳はね、十匹近いドラゴン・ドッグが迫せまってくる。


「マジか!?」


「マーガスー、大変だよー」


　反対に、オレ達が来た方に逃げたノンも、さほど大変そうに見えない様子で戻ってきた。


「ど、どーした」


「えっとね、あっちからも、ドラゴン・ドッグ、来てるー」


「ゲッ！」


　ノンの言葉を確かく認にんするまでもなく、ノンの後ろから集しゆう団だんで詰つめ寄よるドラゴン・ドッグ。さっきの雄お叫たけびは、仲間を引き寄せる合図だったのか!?


　ドドドドド……。何もできないうちに、オレ達は周りを囲まれてしまった。





「ガァァ！」


　よだれを地面にたらしながら、血走った目でオレ達を睨むドラゴン・ドッグども。


　くう、最弱のドラゴンって言っても、あの牙で嚙み付かれたら、腕うでの一本くらい軽く無くなっちゃうし、体だって人間の何倍も硬かたい。本当なら、四人くらいでよってたかって、やっとこさ一匹倒せるかどうか、くらいの戦力差なのに。


「全部で、二十二匹」


　オレと背せ中なか合わせの状じよう態たいで、ドノヴァンが言った。二十二……四人で一匹じゃなく、一人で四匹倒さなくちゃいけない計算だ。どうする──一いつ瞬しゆん思考をめぐらせた、その時。


「……上等じゃない」


　ニッ。額ひたいに汗あせをしたたらせながら、イッコが楽しそうに笑った。


「え、イッコ？　お、おい、何を」


「アタシのビッグバン・ソードの威い力りよく、思い知らせてアゲル」


「ビッグバン・ソードォ!?」


　なんだそのネーミング!?　とオレが言う前に、イッコは背中にタスキがけしていた大きな鞘さやを両手に持ち替かえ、シャアア──と巨きよ大だいな刀身を抜ぬいて見せた。


「おおっ!?」


「デ、デカッ！」


　鞘から抜いた姿を見たのは、これが初めてなんだけど。一メートル半はあるだろうか。長く、ぶっとい、本ほん格かく的な、本物のバスタード・ソードだ。どう見ても、女の子が持てそうにない重量感。ケンジのやつ、どういうトリック使ったんだろう。


　しかも、趣しゆ味みの悪い事に、刀身が真っ黒一色。多分これもイッコの注文なんだろうけど、ちょっと悪役めいた武器な気がする。これが、イッコのマイ・ウェポンか！


　腰こしを落として、水平に剣けんを構かまえるイッコの姿は、素人しろうとのクセに、やけに様になっていた。


「勝負は最初の一いち撃げきで決まる──」


「あっ!?」


　もはや自分が素人だということを忘れてるセリフを吐はきながら、イッコはオレ達が制せい止しするより早く、前方集団に斬きりこんだ！


「イッコ！」


「てぇぇぇりゃああああああああ！」


　横になぎ払はらうような、イッコの斬ざん撃げき。集団の先頭に立っていたドラゴン・ドッグは、まっこう、その自じ慢まんの牙でその一撃を受けようとして、そして──


　ズガンッ！


「ガァァ!?」


　打ち出された大たい砲ほうの弾たまの如ごとく、ドラゴン・ドッグがスッ飛んだ！　啞あ然ぜんとオレ達はそれを見送り、数秒後、遠くからズガァ、と何かが崩くずれるような音が聞こえる。恐おそらく、飛ばされたドラゴン・ドッグが、どこか遠くの壁かべか何かに叩たたきつけられた音だろう。


「まず一匹っ！　さあ、命が惜おしくないヤツからかかってきな！」


　強気な眼まな差ざしで、短く吼ほえるイッコ。どっかのチンピラみたいなセリフ吐くなー。


「で、でも、すごいぞ。普ふ通つうに強い？」


　さすが、ビッグバン・ソードって言うだけのことはあるのか!?　これなら、イッコひとりでこいつら、蹴け散ちらせるかもしれないぞ！


「あれ……。イ、イッコ。その剣、ちょっと歯こぼれしてるんじゃないか？」


「えっ!?　あ、ホントだ！」


　ドノヴァンの遠えん慮りよがちな指し摘てきに、ぎょっとなるイッコ。確かに、ビッグバン・ソードの刀身から、ポロポロお菓か子しのカスのようなものがこぼれ落ちている！


「そ、そういえばケンジ言ってたっけ。アタシがサイズを小さくする事にどうしても反対したから、強度は最低ランク、実戦じゃ一撃か二撃で完全に粉ふん砕さいするって……。この分じゃ、あと一回持つかどうかってトコみたいね。フッ、上等」


「えぇっ!?　な、何なのソレ！　上等じゃないよ！」


　二撃で完全粉砕する剣って！　使い捨て!?


「ビッグバン・ソード。アナタはこんな場面で朽くち果てる運命じゃない。今は黙だまってオヤスミ、私の相あい棒ぼう……」


　スッ。完全に自分の世界に入り、しんみりとビッグバン・ソードを鞘におさめるイッコ。


　そのまま悲しそうな表情で、平然と敵集団からスタスタ離はなれてくる。このシーンだけ見れば、ちょっといいシーンに、見えなくもない。


　が。いくらなんでもそれを黙だまって見てるほど、敵さん達もノンキじゃなかった。


「ガ……ガアアアアアアア！」


　もうギャグは終わりだ、と言わんばかりに、洪こう水ずいのような勢いきおいで殺さつ到とうしてくる前方集団！　それを見てスイッチの入った後方集団も、オレ達に突撃してくる。


「チクショー、こうなったらやるしかない」


　スッ。オレは、ウエストポーチにそろりと手を入れた。よし、感かん触しよくアリ。


「みんな、武ぶ器きを出せ！　ケンジに作ってもらったヤツとか、店のお気に入りとか、なんかあるだろ！」


　コクッ、全員が頷うなずく。


「よっしゃ。この世で一番怒おこらせちゃいけない商売人が武器屋だって、教えてやろうぜ」


　チャキッ、チャキ。我われながら最高のオレのタンカを合図に、それぞれが武器を構かまえる音が聞こえた。


　結局イッコの斬り込み隊長ぶりが、全員を戦せん闘とうテンションに持っていったみたいだ。


　よし。オレは獲え物ものを狙ねらうべく、左足を後ろに引いて、投げやすい構えをとった。


　今朝、フランの正門で受けた、ケンジの講こう義ぎが脳のう裏りによみがえる。


（マーガスは器用だから、投とう擲てき武器に向いてるんじゃないか、ってオレ言いましたけど。エクスにあった投擲武器は、一本だけでした。しかも、吹雪ふぶきのダーツっス。どう考えても、素人のマーガスさんにはもったいなさすぎるけど、もはや背に腹はらかえられません！　谷底に飛び込む覚かく悟ごで、マーガスのマイ・ウェポンに、吹雪のダーツ、組み込みました!!）


　バイン、バインと器用に飛び跳はね、接せつ近きんして来るドラゴン・ドッグの集しゆう団だん。


　ケンジの、悲ひ痛つうとも言える講義が、頭の中で続けられる。


（しかも！　一本じゃすぐ弾たま切れになるんで、ＴＵＫＡＹＡでボンバー・ナイフを三泊ぱく四日でレンタルして、一時的に組み込んどきました。ハッキリ言って、金かかってます！）


　オレは、ゆっくりウエストポーチから得物を抜いた。よし、吹雪のダーツ。


（投擲武器の最大の弱点は、まさに、投げたらスグなくなるってことっス。貧びん乏ぼう性しようのマーガスさんのことだ、もったいなくて、投げられない、なんてことになりかねない！）


　そう強調したケンジの言葉を思い出して、オレは思わずニヤリ、と口を歪ゆがめてしまった。


　そう、そうだよな。ましてや、今回組み込まれてるのは借り物と、超ちようレアな伝説の武器。無くした時の責せき任にんを考えると、投げられないよな、普通……。でも。


　クックック……ようし、一匹ぴき射しや程ていに入った。


「いくぜ！　まずは、吹雪のダーツの威力、とくと見よ！」


　シュバッ！　オレの手を離はなれ、青白い霜しもの軌き跡せきを描えがきながら、一直線にドラゴン・ドッグの頭に向かう、吹雪のダーツ！


「クギャ!?」


　ドスッ！　見事命中！　一匹のドラゴン・ドッグの眉み間けんに、先せん端たんがかろうじて刺ささった！　そして、ここからが吹雪のダーツの本ほん領りよう発はつ揮き！


　先端がちょっとでも体に刺されば──。


「ク……ギャ……ギ」


　ピキピキピキピキ──おお！　ものの五秒ほどで、氷づけになるドラゴン・ドッグ！


　さすが伝説の武器！　反はん則そく的な威力！


「ギャアアアア！」


　仲間を氷づけにされ怒おこったドラゴン・ドッグが、またまた凄すさまじい形相で次々オレに襲おそいくる。


「落ち着け、落ち着け、落ち着け──」


　そう自分に言い聞かせ、オレはボンバー・ナイフを取り出し、構え、そして投げた。


　ズドォン！


「おおっ!?」


　刺さった瞬間に巻まき起こる、小さな爆ばく発はつに巻き込まれ、一匹のドラゴン・ドッグが真っ黒焦こげになって転ころがる！


　すげぇ、これがボンバー・ナイフ！　いい武器貸かしてるなぁ、ＴＵＫＡＹＡのヤツ！


　強い、強いぞオレ！


　使い手はヘボでも、武器が超強力なら、これくらいはやれちゃうのか？　素人しろうとでも、伝説の武器を使えば強いのか!?　いまさらながら、武器って大事！


　そして、二本とも投げ終わった後。ここからが、ケンジの画期的アイデアの出番！


　ウエストポーチのフタについた銀のボタンを、カチッと押おす。と。


　キュルルルルルル……ポーチの中でカラクリゼンマイが回る音！


　するとまるで吸すい寄よせられるように、カラカラカラカラ、とオレが投げたダーツとナイフが地面を滑すべり出す！　ケンジのセリフを思い出す。


（武器の後ろとポーチのゼンマイに、メタルワイヤーを結んで、マーガスでも失なくさない仕し掛かけを作りました。しかも、ボタンひとつで自動的に巻き戻もどってくれる親切設せつ計けい！　まあ、スナイパー・ポーチとでも呼んでやってください）


　キュルル、シュポン。まるで曲芸のように、ひとりでにポーチに収おさまるダーツとナイフ。


「っは──、すげぇ、すごいぞケンジ！　スナイパー・ポーチ、めちゃくちゃ気に入ったぁ！」


　オレはふたたび吹雪のダーツをポーチから取り出し構えた。これなら投げ放題だ！


　しかし、調子づいていたのは、オレだけじゃなかった！


「ねえ、マーガスー」


「あ、ノン！　それがお前のマイ・ウェポン!?」


　ノンが持ってるのは、白い木で作られた、両手用のボウガンだった。


「うん！　店にあった、エンジェルボウをベースにしてるのー」


「ん？　エンジェルボウって、女じよ性せい用の、片かた手てボウガンじゃなかったっけ」


「うん、だから、ケンジにちょっとカイゾーしてもらったの。見てて、見てて！」


　ノンは片目を閉とじ、狙ねらいをつけ、バシュバシュ！　無む造ぞう作さにボウガンを二連れん射しや！


　ドスッ！　ドスッ!!


「キ……キギャアア」


　バタッ、バタッ。撃げき墜ついされるドラゴン・ドッグ。うそ、なんと、見事に二匹しとめた!?


「あれ、凄すごいな、意外！　え、でも、どこを改造したの？」


「ほら、あれ見てー」


　今しとめ、仰あお向むけに倒たおれたドラゴン・ドッグの頭を指差すノン。そこに刺さっていたのは………茶色い柄つかに、銀色の刃はを持つ、どこかで見たことあるような小刀……って、あれって！


「ほ、包丁!?」


　思わず叫さけぶオレ。そう、そこに刺さっていたのは、普通に料理に使う、出刃包丁だった！


「アタシ、弓ってあんまり使ったことなかったからー。だから、ちょっとでも手に馴な染じんだものを飛ばしたくて、ケンジに包丁飛ばせるようにしてもらったのー」


「むちゃくちゃ言うな、ノン……」


　ドスッ！　ドスッ！　オレが呆あきれてる間にも、ノンはまた二匹、包丁で始末してしまう。


「えへへー」


　うーん。強いのかもしれない……。





　そして十分後。


　オレ達は誰だれ一人大きなケガを負うことなく、ドラゴン・ドッグ二十二匹を全ぜん滅めつさせてしまっていた。


「か、勝っちゃった……」


　そこら中に転がる、ドラゴン・ドッグの屍しかばねの山、山、山。


「やった、やった！」


　ノンとミニィちゃんが、手を取り合って喜んでる。


「楽勝だったね！　なに、ウチら、ドラゴンキラーとしてもやってけるんじゃないの？」


　高笑いするイッコ。でもイッコ、最初の一匹しか倒してないだろ……。


　それにしても気になるのは、ミニィちゃんとドノヴァンのマイ・ウェポンだ。


　しっかり見てる余裕が無かったから、よくわからなかったんだけど。


「なあ、ミニィちゃんとドノヴァンのマイ・ウェポンって、どんな武ぶ器きだったの？」


　オレが聞くと、ミニィちゃんは嬉うれしそうに、ごそごそリュックから武器を出した。


「じゃ～ん☆　これがミニィのマイ・ウェポン、ゴローちゃんですぅ！」


　手て渡わたされたのは、カナヅチくらいの大きさの、赤いロッドだった。本来宝ほう石せきがはめ込まれてる先端部分が、わざわざ加工したらしく、クマの顔の結けつ晶しようになっている。


「ふ、ふーん。か、かわいいね……」


「きゃっ、褒められちゃった！　えへへ、ありがとうございまぁす！　でもね、でもね、マーガスさん！　ゴローちゃんは、可愛かわいいだけじゃないんですよ？　えいっ☆」


　そう言うや否いなや、ぐいっ、と雑ぞう巾きんを絞しぼるように、両手でロッドの柄えを回すミニィちゃん。すると。ヴゥゥン……。クマの宝石が怪あやしい光をたたえ、光りだす。


「な、なんだこれ……」


　なにやらおぞましい雰ふん囲い気きが漂ただよい始め、そして、だんだんクマの顔が変形していく！


　目はくぼみ、ただのふたつの黒い空くう洞どうへと変化！　耳は消え、色はどんどん、不気味な白へと変わっていき──そして最終的に現あらわれたシルエットは、まさに……。


「ガ、ガイコツ……？」


「ここからが凄いんですぅ！　この状じよう態たいでもう一度ひねるとぉ」


　くいっ。再ふたたび雑巾絞りを始めるミニィちゃん。次の瞬しゆん間かん。


　ボフッ！


「うあっ!?」


　いきなり、ガイコツの両目から何かが発はつ射しやされた！　間かん一いつ髪ぱつ、それを避さけるオレ。


「ア、アブネー……」


　発射されたのは、黄緑色の、何か怪しい粉末だった。


「すごい、さすがマーガスさんですぅ！」


「き、気をつけてね。え、何その武ぶ器き、普ふ段だんはクマで、戦せん闘とう時はガイコツになるの？」


「そうなんです。ゴローちゃんは怒おこるとガイコツになって、目のくぼみからシビレ薬を発射するんですぅ！」


「シ、シビレ薬……！」


　オレの背せ中なかに、冷たいモノが走る。もし今のを喰くらってたら……？


「そ、それじゃ。ドノヴァンのは？」


　気を取り直してドノヴァンに聞く。ドノヴァンは、少し照れくさそうに、持ってた武器をオレに渡した。


「ん、あ、槍やりなんだ？」


　青白い金きん属ぞくで作られた、細長いフォルム。そして、先には床ゆかみがきに欠かせない、モジャモジャの毛が……


「って!?　またモップじゃん！　ドノヴァン、商品をモップにするなって言ったろ!?」


「うん。だから、最初から〝武器としてのモップ〟を、ケンジに作ってもらった」


「えぇぇ!?　オーダーメイドでモ、モップ作ってもらったの!?」


「名づけてロンギヌスのモップ」


「勝手に名づけんなよ！　って、なんでモップなの!?」


「…………。普段から持ち歩けるし、いいかなって」


　春のように穏おだやかに、そう言いきるドノヴァン。


　うう、そんな風に言われたら、オレ、なんも言えないじゃないか……。


「ブルーメタル製せいだから、棍こん棒ぼうとしての威い力りよくも十分だし、モップの毛の部分も、竜りゆうの髭ひげで作ってるから、炎ほのおを打ち消す効こう果かもあるんだよ！」


　誇ほこらしげに語るドノヴァン。あるんだよ、って言われても……。


　だいたい、ブルーメタル製って、そんな高こう価かな材料、どこで調達して来たんだ、ケンジのやつ……。


　やっぱり、親おや父じさんの工こう房ぼうから無む断だんで借りてるのか……もしくは、ミニィちゃんのお父さんのコネ系けい統とうの、怪しいルートを駆く使しして仕入れたりしてるのか……。うーむ、ナゾだ。


　まあでも、結果的に、こうして五つのマイ・ウェポンが揃そろったわけか。


　二撃げきで砕くだけるハッタリ巨ビツグ大バン・刀ソードに、包丁を発射するボウガン。一見ファンシーだけど実はシビレ薬を発射するロッドに、異い常じように高こう性せい能のうなモップ……。


　なんてわけの分からん構こう成せいだ。確たしかに、それぞれにピッタリなマイ・ウェポンがいきわたってるけど、つくづくカッコいいとかスタイリッシュとかとは、ほど遠いなぁ……。


　でも、武器って案外そういうものなのかも。どんな武器が欲ほしいかなんて、その人の個こ性せいによって、全然違ちがうんだもんな。エクスの従じゆう業ぎよう員いんじゃない人は、どんな武器を作ってみたい、使ってみたいと思うんだろう。これは重要なことなのかも。


　でも、ウフフ。このオレのウエストポーチに限かぎっては、誰もが気に入る傑けつ作さくだと思うな、オレ。ほんと、最高に気に入った。ふふっ。ウフフ。ふふふ。


「……イッコちゃんー。マーガスが、変だよー」


「たまに妄もう想そうモードに入るのよね、マーガスって……」


　イッコとノンの、失礼なセリフも気にとめず、オレはしばらくスナイパー・ポーチを眺ながめていた。








「さーて、んじゃ、そろそろ行きますか！」


　マイ・ウェポンの鑑かん賞しようタイムを終え。オレ達は、ようやく奥おくへ向かって慎しん重ちように歩き始めた。


　しかし──しばらく進むと、洞どう窟くつ内の温度が急きゆう激げきに上がり始めた。


　顔からボタタタタタタ……信じられない量の汗あせが滴したたり落ちていく。


　な、なんだ!?　暑い！　異常に暑くなってきた！　いったい何度あるんだ!?


「あっついわねぇぇぇぇええー！」


　たまりかねたイッコが、キチガイじみた叫さけび声をあげた！


「イッコちゃん、声、声」


「ミニィ、体がポッポしてきましたぁ」


「ポッポとかいうなぁあ！　アッチ、アッチ、アッチィ！」


　ぐ……こんな暑いと、長期戦は無理だぞ。あっという間に脱だつ水すい状じよう態たいで倒たおれてしまう！


「……マーガス。足元。気をつけて……」


「え？　アッチィッ!?」


　いきなり靴くつの裏うらに強きよう烈れつな熱さを感じたオレは、思わず飛びのいてドノヴァンに抱だきついてしまった。靴の裏を見ると、少し溶とけて柔やわらかくなっている。


「ウロコがあったのか！　たいまつつけてると、目立たなくなるな」


　落ちていたウロコを拾おうとすると、さっき拾ったものより断だん然ぜん熱くて、素す手でではとても触さわれない！　持ってきた厚あつ手での手て袋ぶくろを装そう着ちやくして、拾い上げる。


「二十七枚まい目め……ハァ、ハァ、このへん、もっと落ちてるかもしれないから、いったんたいまつ消すぞ！」


　フッ。たいまつの火を消す。


　やっぱり、たいまつを消しても、さほど明るさは変わらなかった。それほど明るく光ってるカケラが、ところどころに散らばっているのだ。


「よし、拾うぞ！　回かい収しゆう、回収！」


　オレ達は落ちているウロコを再ふたたび拾いだした。


　クッ、でも、今度のウロコは、一枚一枚の熱さが半はん端ぱじゃない！


　炎えん天てん下かで小さなストーブを何十個も集めてる、て言えば、ちょっとはこの苦しさが分かってもらえるだろうか。


「ゼェ、ゼェ、しゃがむとよけい暑いわ……ノン、大だい丈じよう夫ぶ？」


「…………」


「ノン！」


「あ、ゴメンゴメン。ねぇ、イッコちゃん、マーガスも、見て見てー！　ほら、顔の下に、手で器うつわを作るとね……」


　ボタタタタタタ──。なんと……数秒もしないうちに、ノンの手の器は汗で満まん杯ぱいになり、そしてそのまま汗が溢あふれ出ていく！　地じ獄ごく絵図だ!!


　さらに異常事態は続く！


「あれぇ、マーガスさん、リュックから煙けむりでてますよ？」


「煙？……まさか！」


　後ろに振ふり向いた瞬しゆん間かんだった。オレは、自分の目を疑うたがった！


　シュボッ！　いきなり背中で燃もえあがる、オレの愛用リュック。


「アッチ、アッチ、うぉぉおおおおっ!?」


　オレは仰あお向むけに倒れこみ、地面にリュックを押おし付けて火を消そうとした！　が！


「ぐわああああっ!?」


　背中に生まれる、気き絶ぜつしそうな熱さ！　くっ、考えたら当たり前だ、オレはバカか!?


「なにがしたいのよ、アンタは？」


　泣きながら地面を転がりまくるオレを見て、呆あきれるイッコ。


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　なんとか肩かたから抜ぬいたリュックを、ドノヴァンの蹴けりで鎮ちん火か。


　──なんてこった。上半分が燃えてなくなり、かなりコンパクトなリュックになってしまった。


「あっついわねぇえええ！」


「イッコちゃん、見て見て。こうやって顔の下に、手で器を作るとね」


「ミニィ、体がポッポしてきました」


「ゼェ、ゼェ、ゼェ」


「ミニィ、体がポッポしてきました」


　ダメだ、全員壊こわれかけてる!?


「チクショー、このままじゃ全ぜん滅めつだ、オレ達ワ！　とにかく、最後のチカラを振り絞しぼって、いっきに拾って休きゆう憩けいすんぞ!?」


「ウオォォオオオ!!」


　もはや理り性せいを失った野や獣じゆうの如ごとく、オレ達はウロコを拾い続けた。


「ミニィ、体がポッポしてきました！」





　　　　※




　小さな池といってもいいくらい、かなり大きな泉いずみ。


　その泉を見つけたのは、意外にもオレ、だった。


「くっはー！　生き返る！」


　服の上からだろうが関係ない。オレ達は、ざんざか水を浴び続けた。


　この洞どう窟くつに、こんな冷えた水が湧わき出てるなんて、信じられないなー。


「でもマーガス、よくこんな場所知ってたわね！　ブハッ！」


「なんか、チョロチョロ水の音が聞こえたからさぁ」


　そう、水の音が聞こえるので、音が聞こえる方、聞こえる方へ道を進むと、とうとうここにたどり着けたのだ。はあ～～。


　ノンが当然のように持ってきていたお弁べん当とうで、


「うまいな、このオニギリ」


「ホントー？　あんまり暑いから、傷いたんじゃったかもって、ちょっと心配だったんだー」


「でも、中に入ってるこのピリ辛からの具は何なの？　やけに歯ごたえあるけど……」


「それ、ドラゴンの干ほし肉を荒あらく裂さいて、唐辛子で味付けしたのー。縁えん起ぎいいでしょ？」


　なんて具合に、腹はらごしらえもすませ。


　オレ達はだんだん、まったりした雰ふん囲い気きに飲み込こまれ始めた。


「はぁぁぁ……」


　冷たい水はあるし、涼すずしいし。


　さっきの場所が地獄だったとしたら、この泉は天国だ。


　おまけに、灼熱竜は水が嫌きらいだから、ここには絶対現あらわれない。完かん璧ぺき。


　気が緩ゆるんだオレ達五人は、いつのまにか寝ね転ころがっていた。


　この涼しさ、快かい適てきさをかみしめるように、だら～んとくつろぎ始める。


「ハァァ」


「フゥゥ」


　あぁ～。一生こうやってたい……！


「そういえばねー」


　オレの隣となりに寝転がってるノンが、誰だれに向かって言うでもなく、おもむろに言った。


　誰も、相づちをうたない。静せい寂じやく。


　チョロチョロチョロチョロと、泉が湧き出る音がやけに鮮せん明めいに聞こえた。


　なんで誰も返事しないんだよ、ったく。


　仕方なく、オレはうつぶせに寝転がったまま、


「そういえば？　どーした、ノン」


　と相づちを返す。


　少し間があって。


「うん。そういえばねー、私、ケッコンするんだー」


「へぇ～～」


　少し間があって。


「へぇえっ!?　結けつ婚こん!?」


　ガババッ！　オレとドノヴァン、ミニィは、凄すさまじい勢いきおいで起き上がった。


「ウソ、ホントに？　いつ？」


「来月かなー」


　そ、そういえば、ジャンがそんなこと言ってたっけ!?　てっきり流れたとばかり……。


「どんな人と、結婚するの？」


　ドノヴァンが、ビックリした顔のまま聞く。


「んー、大だい聖せい堂どうの役場に勤つとめてる、二は十た歳ちの人ー」


「キャアア！　いいなぁ、いいなぁ、うらやましいなぁ～！　あ！　もしかして、契けい約やくそのものを解かい除じよしてくれる知り合いのオジサンて、その人なんですか～？」


「ううん、それは、その人のお父さんなのー。あの人にはまだ、そんな仕事できないよ」


「アタシ、一回会わせてもらったことあるんだけど。すっごいいい人だったよ」


　何な故ぜかやたら自信満々のイッコが、コブシを固めて大だい絶ぜつ賛さんした。


　よっぽどいい人なんだなぁ。


「そうなんだ……いや～……いやはや」


　なんか、もう、次元が違ちがうというか……。二つ年上なだけなのに、圧あつ倒とうされるなぁ。


「けどさ、結婚するのに、なんでエクスのオーナーになんか、応おう募ぼしたんだ？」


「うーん」


　ノンは、少し考えて、


「私、けっこう今まで、お母さんとお父さんの言うとおりにばっかりやってきてー……結婚相手も、お父さんが紹しよう介かいしてくれたのが始まりだったのー。だから、イッコちゃんみたいに、自分で考えて、自分で動いたこと、あんまりなくって……。それなのに、もう、結婚でしょー？　そんな人生で大だい丈じよう夫ぶかなーって思ったんだよね、きっと」


　と答えた。


『私ってこのままでいいのかな……？　そんな悩なやみをお持ちの方、大だい歓かん迎げいです。新しい環かん境きようで、自分の可か能のう性せいを探さがしませんか？』


　エクス・ガリバーに貼はってあったチラシの一文が、頭の中に思い浮うかぶ。


　そうかぁ。そう言えば、ノンもあのチラシに惹ひかれたって言ってたもんな。


「でも、だったらもっと早く教えてくれりゃいいのに！」


「だってー、マーガス、スカイ・フォークの、私の自じ己こ紹しよう介かいの時。私がもうすぐ結婚するって言おうと思ったら、すごい勢いで、オレはあのチラシの文章を全部覚えてる、とか言い出してー、喋しやべらせてくれなかったんだもーん」


　苦く笑しようしながら言うノン。


　うわ、オレのせいか……そういや、そんなことあったなー。


「ゴ、ゴメンな」


「結婚した後は、エクスはどうするんですかぁ？　やっぱり辞やめちゃうんですかぁ？」


　ミニィちゃんが聞く。


「そうだねー、辞めると思う。家の中の仕事、いっぱいあるもんー」


「そっか……そうなんだ」


「でも私、エクスのおかげで自分のこと、ちょっと分かったんだー。私ってやっぱり、料理作ったり、掃そう除じしてあげたり、人のために何かするの、けっこう好きみたいー」


　と、ノン。


　ホント、そうだよなー。徹てつ夜や明けのときも、いっつも率そつ先せんして、朝来たヤツラに朝ごはん作ったりしてるし。


「まぁ、だから。結婚しても、なんとか楽しくやってける自信がついたんだよね？」


「うん、そういうことー。あんまりこの場所気持ちがいいから、発表しちゃいましたー」


　にっこぉ、と満面の笑えみを浮うかべるノン。あぁ、なんか、心底、良かったな～。


「オメデトウ」


　ドノヴァンが、ボソッと呟つぶやく。


「ほんとだ、オメデトーだよ。オメデトー、ノン！」


「オメデトーですぅノンさん！」


「がんばってね、ノン！」


「ありがとー。でも、まだあと一月はエクスにいるから、ヨロシクねー」


　ゆっくり、深々と頭を下げるノン。


「でも、凄すごいよな。新しい環境で、自分の好きなことを探してみませんか？　って言われて、ホントに好きなもの見つけたんだもんなぁ。なかなか、そういうのって難むずかしいのに」


　同じ日数働いてるのに、オレなんてまだエクスで働いてるのは楽しい……ってことくらいまでしか、考えられてないのに。


「……でも、マーガスも、いろいろ新しい一面、見つけてる……」


「へ？」


　ドノヴァンが、いきなり嬉うれしいことをいい出した。


　オレの新しい一面？　どんなん、どんなん？


「……ピッキングの才能、見つかった……」


「ピッキングかよ！」


　ま、新しい発見といわれれば、確たしかにそうだけど……なんか、手放しで喜べない発見なんだよな～。


「けどさー、アタシ思ったんだけど。マーガスって、レンジャーの素そ質しつない？」


「レンジャー？　オレがぁ？」


　レンジャーっていうのは、最近確かく立りつされた職しよく業ぎようで、ドラゴンキラーをサポートするのが仕事。目や耳がかなり鍛きたえられていて、ドラゴンとの遭そう遇ぐうを未然に防ふせいだり、逆ぎやくに居い場ば所しよを突つき止めたりしていく役目を担になう。


「あるかぁ？　素質」


「だって、さっきもこの泉いずみの音、一人だけ聞き取ってたじゃん。普ふ通つう、聞こえないって。それに、レンジャーの必ひつ須す技ぎ能のうに、確かピッキングもあったよ」


　オレもその話は聞いたことがある。


　超ちよう高等なドラゴンだと、凶きよう悪あくなトラップを自分のダンジョンに設せつ置ちしたり、カギをかけて侵しん入にゆう者しやを拒こばむこともできるから、ピッキング系けいの技能も必要だそうだ。うーむ。


「……たしかに、マーガス、レンジャーの素質、あるかも……」


「マジで？　なんだよ……すっごい嬉しいぞ」


　本当に素質あるかどうかはともかく……素質あるかもって言われたのも、これが生まれて初めてだ。素質ある、かも。かも、ですら、こんなに嬉しいのか!?


　自分が認みとめられる嬉しさって、ハンパじゃないなぁ！


「あ！　レンジャーになったら、ニック・ネームとかどうしようかな？　やっぱ通り名みたいなの、いるよな？　疾風はやてのマーガス、みたいなさぁ？」


　チョロチョロチョロチョロ……静かに流れる水の音。


　ちょっと浮うかれ気味に、言ってみたけれど、オレのニック・ネームの話題には、誰も乗ってはこなかった……。





　　　　※




　結局オレ達は、たっぷり一時間以上も休きゆう憩けいしてしまった。


　もっと休ませたい体を、えっちらおっちらひきずって、ようやくウロコをまとめて置いていた場所へ戻もどってきた。


「五十七枚まい集めたから……残りは、四十三枚。集めるなら、もっと奥おくへ潜もぐらなきゃ集まらないと思うけど……」


　オレは、奥へ続く通路を眺ながめた。なにか、ひきずりこまれそうな迫はく力りよくがある。


「奥に進めば進むほど、落ちてるウロコは熱くなってる。つまり、奥に行けば行くほど、灼熱竜に遭そう遇ぐうする確かく率りつは高くなる。……どうする？」


「どうするもなにも、進まなきゃウロコないんだったら、進むしかないでしょうが」


「あと一日余よ裕ゆうがあるから、一回外に出て、明日来るって選せん択たく肢しも」


「いやだよそんな、めんどくさい。さっさと集めて帰ろうよ！」


　と、イッコ。


「うん、アタシもそれに賛さん成せい──。もしかしたら、ちょっと進んだところに五十枚くらい落ちてるかもしれないしねー」


　と、ノン。


　結局、進むが三人、どちらでもないが二人で、今日進むという方ほう針しんに決定した。


　うーむ、どうもみんな、この洞どう窟くつ内ないにわりと滞たい在ざいしてるせいで、緊きん張ちよう感がボヤけて気が大きくなってる気がする。なんか、嫌いやな予感がするなあ……。





　──ズズッ──。


「……ん？」


　いつのまにかちょっと浮かれてたオレの耳に、何か妙みような音が聞こえた。


　何か、ひきずるような、こするような音。


「……ドノヴァン、いま、変な音しなかった？」


　とドノヴァンに聞く。


「…………？　ウロコを入れてる袋ふくろが、壁かべに当たったからかな？」


　うーん……。だったらいいんだけど。何か、変に心しん臓ぞうがドキドキしてきた……？


「さ、ガンガン先に進もうよ！　深夜になっちゃうぞ！」


「ミニィ、お腹なかペコペコですぅ」


　くっ、ほんとに緊張感なくなってるなぁ。


　みんな忘わすれてるんじゃないのか？……ここが灼熱竜のすみかで、鉢はち合あわせしたら、全ぜん滅めつするって状じよう況きようだってことを……。


「……マーガス、角の向こうが、明るい」


「ん？　おっ！」


　このまま直線に歩いていけば、この通路は突つき当たり、右へ直角に曲がる作りになってる。その右へ曲がっていく道の先が、ボンヤリ明るいのだ。


「なに、どしたの？　第三のウロコポイント？」


　後ろからイッコが、オレを抜ぬかして、曲がり角の向こう、ウロコポイントを覗のぞこうとした。反はん射しや的にオレは、イッコの右手を摑つかんで、引き戻す。


「ちょっとちょっと、隊列は守ってくれよ～」


　その時だった。


　バシュウッ!!　っと何かが噴ふん射しやされた音がしたかと思うと、オレの視し界かいの、右から左へ。イッコの鼻先をかすめて、赤黒い塊かたまりが飛来していった。


　その塊はそのまま左前方の、曲がり角の壁に激げき突とつ、ジュアアッと気味の悪い音を立てて、岩がん壁ぺきを当たり前のように溶とかしていく。


「で……出たよ……！」


　誰かが、しぼり出すような声でそういった。間ま違ちがいない──！


　曲がり角の向こうに、灼熱竜がいる！





「引き返せぇぇ！　出口まで、死ぬ気で走るぞ！」


　オレのそんな指し示じを聞く前に、すでに全員が全速力で走り出していた！


　しかし、イッコはともかく、ノン、ミニィ、ドノヴァンは足があまり速くないので、通路はつっかえて、なかなかスムーズに進まない！


「くっ、なにやってんの!?　速く、速く！」


　ズガガガガガガ！　後ろから、何かを削けずるような、灼熱竜の移い動どう音が聞こえる。


　追ってくる気だ！　クソ、気づかれてたか！


「キェエエエエ!!」


　気持ちの悪い、甲かん高だかい雄お叫たけび！　恐おそろしさのあまりオレは、思わず後ろを振ふり返る。


「デカッ！　あれが灼熱竜!?」


　ここの通路は、両手を広げた大人が四、五人横に並ならべるくらいの横よこ幅はばがあるけど、ヤツは体を壁にこすりつけながら、ギリギリ通れてる感じ。


　見た目は、竜っていうより、ヘビに近い。一本線の体に、赤く点てん滅めつするウロコがビッシリ貼はり付いてる。ウロコとウロコの境さかいになってる血管みたいな黒いクダが、ブニュブニュうごめいていて、最高に気持ち悪い。


「これ、右か左、どっち!?」


　先頭を走るイッコが怒ど鳴なるようにいった。イッコの目の前で、道は二つに分かれたのだ。


「えっと、左だ！　左でいい！」


「キェエエエエ!!」


　オレ達の会話にかぶせるように、後ろからまた甲高い叫さけび声がした！


「ヒュウウウ」


　さらに続けて、大口を開けて、凄すさまじい勢いきおいで空気を吸すい始める……まさか！


「みんな、しゃがめ！　溶よう岩がんが飛んでくるぞおおおお!!」


　オレは、ノドが破やぶれそうなくらいの大声で叫んだ後、ノンとミニィの後頭部を強ごう引いんに押おし込こみながら、そのまま三人で地面に倒たおれこんだ。


　バシュウッ！　噴射音がしたかと思うと、頭上をとんでもなく熱いモノが通つう過かしていく。


　そのまま溶岩弾だんは、先頭のイッコを跳とび越こし、かなり先の地点に着弾。ドオォン……。


　……大はずれ？　かと思ったら。


「ウソでしょおっ!?　溶岩のせいで、道がなくなったわよ!?」


　着弾したところから、じわじわと流れ出す溶岩。あっという間に跳び越えられない幅の溶岩の川ができてしまい、逃にげ道が封ふう鎖さされてしまった。あのヘビ、考えてる!!


　ズガガガガガガ……足を止めたオレ達へ向かって、体を壁にこすりつつ、接せつ近きんしてくる灼熱竜。


　どんどん距きよ離りは縮ちぢまっていく！


「どうすんの──!?」


　イッコが裏うら返がえった声で悲鳴をあげる。


「マーガス、こうなったら、灼熱竜を倒そう！」


　ドノヴァンが、珍めずらしく早口で怒鳴った。


「なにぃぃ!?　絶ぜつ対たい無理だって！　Ａ級ドラゴンだぞ！　Ａ級って言ったら、神話とかに出てくるやつらだぞ！」


「このままじゃ、どっちにしろ死ぬんだよ！」


　バシュウウッ！　口こう論ろんしてる間に、もう一いち撃げき、灼熱竜が溶岩弾を打ち出してきた！


「う、うわぁあああっ」


　あっという間に目前まで迫せまる溶岩弾。お、終わった──とオレが思った瞬しゆん間かん！


　ガキィィ!!


「ぐぅううううう」
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　オレ達の前に躍おどり出たドノヴァンが、溶岩弾を受け止めた！


「おお！　おおお！　ドノヴァン！」


　しかも受け止めているのは、例のロンギヌスのモップの先せん端たん、毛の部分！


「ぬぅおおおおおおお！」


　グイィッ！　溶岩弾を押し出すように、弾はじき飛ばすドノヴァン！　弾き飛ばされた溶岩弾は灼熱竜の近くの壁に直撃、巨きよ大だいな振しん動どうとともに破は裂れつする！　しばし、煙けむりの中に消える灼熱竜。


「ドノヴァン！　だ、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」


「……うん。ロンギヌスのモップの、竜の髭ひげ部分なら、何回かは溶岩弾、しのげる」


「マーガス！　こうなったらＡ級ドラゴン、倒しちゃいましょうよ！」


　イッコが滝たきのように流れる汗あせを、手でぬぐいながら提てい案あんする。


「そうだよー、みんなでやれば、倒せるかもー」


　ノンは、ミニィちゃんの顔の汗を、ハンカチでやさしく拭ふき取ってあげながら言った。


「マーガスさぁん、はやくぅ！　灼熱竜さんが、動き出しますぅ」


　ミニィちゃんが体をくねらせ、じたばたしながら言う。


　クッソ～～……絶対勝てるワケないのにぃ！


　でも、こうなったら、リーダーの言うセリフは一つしかない！


「チクショー、やるだけやってみますか!?」


「うん！」


　オレの情なさけない問いかけに、みんなが力強く頷うなずく。


　煙が晴れ。灼しやく熱ねつ竜りゆうは、再ふたたびその眼めでオレ達を睨にらみつけてきた！


　ヒュウウウウ、息を吸すい込み始める灼熱竜。


　第二ラウンド、開始ってわけだ。





「キギャアアアア!!」


　響ひびき渡わたる灼熱竜の雄お叫たけび！


　オレ達も、必死に応おう戦せんした！


「えい！　えい！」


「いけっ、ボンバー・ナイフ！　吹雪ふぶきのダーツ！」


　隙すきを見て灼熱竜に少し近づいて、オレとノンの射しや撃げきコンビネーションを浴びせかける！


　二本の包丁と、ダーツ、ナイフが灼熱竜に直撃。だが、灼熱竜は、硬かたい！　ドラゴン・ドッグなんかとは別次元の防ぼう御ぎよ力！


　カンカンッ、とあっさりオレ達の武ぶ器きは弾かれる。ほんの少しの傷きずすらついていない！


　あのウロコのまんま、ほんとに鉄のような体をしてるらしい。オレの武器は、刺ささらないと効こう果かを発動しないタイプだから、かなりまずい展てん開かいだよな。


「ノン、マーガス、アイツの口が赤くなりだしたよ！」


　イッコの叫さけび声を聞いて、オレとノンは急いで後こう退たい。ドノヴァンの後ろに回りこむ。


「キギャアアアア!!」


　バシュウウッ！


　発射される溶よう岩がん弾だん。


「ぬうううぅぅ──ぅぅりゃっ！」


　ドノヴァンが溶岩弾を受け止め、そしてなんとか弾き飛ばす。


　灼熱竜の溶岩弾は、一度吐はいたら次に吐くまで、最低でも十秒エネルギー充じゆう電でんにかかる。


　現げん役えき学生のミニィちゃんが、教えてくれた、貴き重ちような情じよう報ほうだ。


　ドノヴァンが弾いたのを確かく認にんして、オレは再び吹雪のダーツとボンバー・ナイフをワイヤーで回かい収しゆうしつつ、ドノヴァンの前に躍おどり出た。さっきより、灼熱竜に近い位置まで進む。ノンもオレに並ならび、射撃コンビネーション再さい開かい！


　カンカン、しかし、結果は同じ。まったく歯が立たないまま、オレ達の武器は弾かれる。


「ノン、マーガス、口が赤くなりだした！」


　イッコがまた叫ぶ。


「くっそう、間かん隔かく短すぎだよ！　あと、体硬すぎ！　何食ったらそんな硬くなるんだよ」


　悪あく態たいをつきつつ、全力ダッシュでドノヴァンの後ろまで戻もどるオレ達。走りながらオレは、銀のボタンを押し、ワイヤーを巻まき始める。


　射撃コンビの攻こう撃げき→灼熱竜の攻撃をドノヴァンのモップでしのぐ→再び射撃コンビ攻撃。闘たたかいは、ひたすらこの作業の繰くり返しだった。


　ダメだ、たぶん、勝つにはオレの吹雪のダーツをヤツに打ち込むしかない。それには、もっと近づかなきゃいけないんだけど……ヤツの溶岩弾を打ち出す間隔が短くて、とてもこれ以上近ちか寄よれない。なんとか、スキを作らなくっちゃ……。


「ドノヴァン、あと何回くらい、モップは持ちそうだ？」


　オレは、ドノヴァンの背せ中なかに回りこむや否いなや、聞いた。


「かなり限げん界かい。半分くらい、毛、蒸じよう発はつしてる」


　ボソボソと短く答えるドノヴァン。


　モップもそうだけど、ドノヴァンもそうとう限界に近い。自分じゃそう言わないけど、顔が赤黒いし、汗の量も尋じん常じようじゃない。意い識しきももうろうとしてるんじゃないのか……？


　煙えん突とつ掃そう除じで熱さに対する耐たい性せいを鍛きたえたドノヴァンだから、なんとか持ちこたえられてるんだろうけど……。


　勝負はこのターンしかない。こうなったら、戻りのことを考えずに突つっ込んで、至し近きん距きよ離りから吹雪のダーツを食くらわせてやる！


　バシュウウ！　灼熱竜の攻撃！　溶岩弾が飛来、ドノヴァンが受け止める。ガキィィ！


「ぐ──ぐぅぅうう」


　歯をくいしばり、なんとか押し返そうとするドノヴァン。しかし、かなり力尽つきてるのか、なかなか弾はじき飛ばせない。それどころか、いまにも押し負けて、決けつ壊かいしそうだ。


「ドノヴァン！」


　そんなドノヴァンのロンギヌスのモップに手を添そえ、一いつ緒しよに押し返そうとする女の子が一人。意外にも、ノン！


「負けちゃダメー！　いっしょに押そっ」


　ニコッ、とこの状じよう況きようでなお、ドノヴァンに笑いかけるノン。


　ドノヴァンは無言で頷うなずくと、ぐっ、としっかり足場を固めて、そして吼ほえた。


「ウォアアアアアアアアアアアアアアリャアア」


　ゴウッ！　左前方に弾き飛ばされる、溶岩弾！


　オレはその瞬しゆん間かん、スタートをきった！　ノンはいまの防ぼう御ぎよで力尽きたのか、走り出せない。オレはひとり、一歩でも灼熱竜に近づく！


　が、そう思ったオレより早く、抜ばつ群ぐんのスタートをきった女の子がひとりいた！


「ミ、ミニィちゃん!?」


　ダッ！　オレの前を走り、ぐんぐん灼熱竜に向かって突とつ撃げきしていくミニィちゃん。


「ちょ、何してんの!?　ミニィちゃんのロッドじゃ、あいつはどうにもなんないよ！」


　上位ドラゴンには、シビレとか眠ねむりとか、そういうセコイ手しゆ段だんはまったく効きかないのがパターン。ゴン・ネスであんなに習ったじゃないか！


「でも、これならちょっとは効くハズですぅ」


　そう言うとミニィちゃんは、ロッドをひねり、ドクロモードに変化させる。そしてなんと、ぶんっ、とそのまま灼熱竜に向かって放ほうり投げた。


　すっ、と当然のように、灼熱竜の口に吸すい込まれていくミニィちゃんのロッド。


「さよなら、ゴローちゃん……」


　悲しそうに立ち止まるミニィちゃんを追い抜ぬかし、オレはさらに灼熱竜に近づく！


　と。


「ギ、グァ、フガッ」


　灼熱竜が、せきこむようにして、少し苦しそうに体を横に振ふった。


　おお、さすがにシビレ薬を発はつ射しやするロッドそのものを口の中に入れられれば、多少は効くのか!?　なんにせよ、ミニィちゃんと、それからゴローの大おお手て柄がらだ！　これなら、余よ裕ゆうで至近距離までいける！


　ダッ。オレは、灼熱竜の口の右に回りこみ、ポーチから吹雪ふぶきのダーツを出した！


　距離は一メートルも無い、いける！


「チェックメイトだ、灼熱竜！」


　ビュウッ！　みんなの想おもいをのせた一撃を、オレは放った！


　カァン！　だが、無む常じようにもあっさりウロコに弾かれる、オレの吹雪のダーツ！


「え!?　ウッソ、この距離でもダメなの!?」


　もはや打つ手なし？　オレはなすすべなく、呆ぼう然ぜんと灼熱竜を見た。


　くっ、やっぱりレベルが違ちがいすぎた。どうあがいても、勝てるワケなかったんだよな。


　シビレ薬の効こう果かも完全に切れ、ギロッ、とオレを睨にらみつけてくる灼熱竜。そしてすぐさま、キィィィ、口が赤く光りだす。溶よう岩がん弾だん発射体たい勢せい。


　もう今からじゃ、ドノヴァンの後ろまで逃にげられない……。


　ちくしょう……。


「ちょっと、なにあきらめてんのよ」


「えっ」


　いきなり横から女子の声。


　肩かたで息をしながら、そこにはイッコが立っていた。


「イ、イッコ、なんで」


「アタシはサンク・マリカを買うまで当然死なないけど、だったらアンタも、それまでは死んじゃダメ。そうでしょ？」


「う……うん？」


　どういう意味だ？　ワケの分からない理り屈くつだけど、その迫はく力りよくにおされ、思わず頷くオレ。


「ならあきらめるのは、まだ早いんじゃない？」


　スッ。鞘さやから抜き放たれる、黒く巨きよ大だいな鉄の塊かたまり！


「ビ、ビッグバン・ソード！」


「アタシにもう一度力を貸かして、ビッグバン・ソード!!」


　イッコの両手で、天に掲かかげるようにビッグバン・ソードは振り上げられ────振り下ろす！


　バッカァァン！


　真っ二つに折れ、鉄の破は片へんをばらまき続けながら完全粉ふん砕さいするビッグバン・ソード！


　しかしイッコの、ゼロ距離からの渾こん身しんの一撃は、灼熱竜のウロコを見事に破やぶり、三〇センチ程てい度どの、斜ななめに向いた傷きず跡あとをしっかり残していた！


「キギャアア!?」


　まさかの痛いたみに、ビクッと体をよじる灼熱竜。


　オレとイッコは、一いつ瞬しゆん目を合わせ、そして、その瞬間に意思の疎そ通つうをすませた。


　イッコが、傷口から飛んで離はなれる！　そしてすかさずその傷口に、オレが吹雪のダーツを突つき立てる。


「ピギャッ!?」


　ピキピキピキピキピキ……次の瞬間。じょじょに灼熱竜の体を覆おおっていく、氷の幕まく。こうなったら、いくら灼熱竜でも、どうにもならないはず……。


　オレはダーツとナイフを巻まき戻もどしながら、イッコとともにその場を離れた。


　一分後。そこには、巨大な灼熱竜の、氷ひよう像ぞうが横たわっていた。





「すごいですぅ、二人とも！　ほんとにＡ級ドラゴンを倒たおしちゃった！」


　わあ、と小さな歓かん声せいがあがり。ノン、ドノヴァン、ミニィちゃんが駆かけ寄ってきた。


「マーガスのダーツ、便利だねー」


　異い常じような暑さの中、泳いだ後のような汗あせをしたたらせながら、オレ達はハイタッチした。


「でも、一番のＭＶＰはドノヴァンだろ。大だい丈じよう夫ぶか？」


「大丈夫……じゃないね」


　モップによりかかりながら、力無く笑うドノヴァン。腕うでには痛々しい火傷やけどの痕あとが無数にある。でも、ホントＭＶＰだよな。ドノヴァンがいなかったら、オレ達そっこう全ぜん滅めつだったし。


「ドノヴァン、腕出しなよ。傷きず薬ぐすり、ぶっかけてあげる」


「あ、イッコちゃん、アタシもアタシもー」


「あ、ミニィもやりますぅ☆」


　誰だれがドノヴァンに傷薬をかけるかで、もめるエクス三人娘むすめ。うーん、今回のバトルで、ドノヴァンの株かぶがますますあがったのか？　ちょっとうらやましいじゃないか……。


　最終的に、傷薬をかけるのは、ミニィちゃんの役目になった。


　ドノヴァンもそれが一番嬉うれしそうだし、まぁいっか。


「にしても、さすがに疲つかれ果てたわねぇ」


　イッコが腰こしに手をあて言った。


　全員、服はススだらけでボロボロだし、ほとんど脱だつ水すい状じよう態たいで、立ってるのもしんどい。


「まあ、もう灼しやく熱ねつ竜りゆうはやっつけたんだし、ウロコ拾いもスピーディにいくだろ」


「でも、絶ぜつ対たいケンジやジャンは信じないだろうね。まさかアタシ達が、灼熱竜を倒しちゃったなんてさ」


「確たしかに。なんか、証しよう拠こに持って帰るか。……ん？」


　オレは、氷づけの灼熱竜を見て、呼こ吸きゆうが止まるような衝しよう撃げきを覚えた。


　ポタッ、ポタッ、ポタッ、ポタッ……リズムよく落ち続ける雫しずく。シュウウウ……ところどころであがってる水すい蒸じよう気き。


　そして──氷の中で、ギョロンッ、とオレに向かって移い動どうした、巨きよ大だいな眼め。


「うわああぁ!?　こ、こいつ、眼が動いた！　生きてるぞ！」


「なっ」


　オレの言葉に、全員の顔が凍こおりついた。


「ウ、ウソでしょ……」


　無言で、じりじりと後ずさりしていく五人。


　すでに誰も、灼熱竜が蘇よみがえる寸すん前ぜんだということに、疑ぎ問もんを抱いだかなかった。もう氷が溶とけ、灼熱竜のウロコが露ろ出しゆつしてる部分がぞくぞくと見え始めたからだ。


　キィィィィィ……オレ達の見てる前で、凍ったままの灼熱竜の口内が、赤く光りだした。


　ボフゥゥゥン！　次の瞬しゆん間かん、爆ばく風ふうのように巻き起こった水蒸気に、オレ達は紙切れのように吹ふき飛ばされた！


「おわっ!?」


「きゃあああ」


　二、三秒、空中を漂ただよった後、ドガン、とお尻しりで着地。


「痛いっつつ……み、みんな無事か？」


　オレは周りを確かく認にん。幸いにも、全員固まった場所に吹き飛ばされていた。お尻をさすっているやつはいるけど、大おお怪け我がをしたやつはいないみたいだ。


　オレ達のすぐ背はい後ごは、さっき逃にげ道を塞ふさぐために作られた溶よう岩がん川だった。あとちょっと勢いきおいよく飛ばされてたら、あの中にドボンだったのか……。


　シュウウウ……。視し界かいを遮さえぎっていた水蒸気が消えていく。


　そして姿すがたを現あらわしたのは、もちろん完全復ふつ活かつした、灼熱竜。


「キギェェェェェ！！！」


　そして、復活するや否いなや容よう赦しやなく、すぐさまキィィ……口を光らせ、発はつ射しや姿し勢せいに入る。


「ド、ドノヴァン、ロンギヌスのモップは!?」


「……あそこ」


　力なく指をさすドノヴァン。少し離はなれた場所を指したその先には、灼熱竜。


　そう、最悪にも、ロンギヌスのモップは灼熱竜の目の前に転がっていた。今からあれを回かい収しゆうするのは不ふ可か能のうだ……。モップが無いということは、溶岩弾だんを防ぼう御ぎよする手しゆ段だんがないということで。と、いうことは……。


　全員、尻しり餅もちをついたまま、沈ちん黙もくしてしまった。


　まぁ、どれだけ絶望的な状じよう況きようか、ちょっと考えたらわかっちゃうもんな……。


「……でも、みんな、よくがんばったよー」


　沈黙を破やぶり、ノンが口を開いた。


「そうですぅ、ミニィ、エクスで働けて、すっごい楽しかったですぅ」


　弱々しく笑いながら、ミニィちゃんも言う。


　あ……。


　ノンも、ミニィちゃんも、もうあきらめてる顔だ……。


　ドノヴァンも、黙だまって灼熱竜を見み据すえたまま、何も言わない。


　さすがに、オレ達の悪運もここまでか。


　くっそぉ、溶岩ってどれだけ熱いんだ……？　死にたくない。


「くっ……まだよ……まだ終わらないわ」


　オレの隣となりで、ブツブツと呟つぶやいているのは、イッコ。瞳ひとみには未いまだ力がみなぎり、生きる意い志しに満ち溢あふれている。


　そして灼熱竜を睨にらみつけながら、イッコは勢いよく立ち上がった！


「アタシはあきらめない！　死んでもサンク・マリカを買うんだ！　アタシが生きることをあきらめない限かぎり、アタシは誰にも殺されない!!」


　飛び火巣そう窟くつ全体に響ひびき渡わたりそうな大声で、イッコは絶ぜつ叫きようした。


　この状況でまだあきらめないなんて、ほんと、凄すごすぎるよ……。


　しかし、イッコのその不ふ屈くつの情じよう熱ねつが、奇き跡せきを呼よぶ。


「ようし、よく言ったぜ姉ちゃん。その心意気、気にいったぁ！」





　　　　※




　え……？


　背はい後ごの、溶岩川の、その少し向こうから。どこかで聞いた事のある声が聞こえてきた。


「へえ、一度は凍らせたみたいじゃないか。武ぶ器き屋のクセによくやったよ、アンタ達わ！」


　今度も、聞き覚えのある、女の人の声。


「あとは、本ほん職しよくに任まかせてください」


　もひとつ続けて、聞き覚えのある声。


　こ、この声は、確たしか……！


　慌あわてて声のほうへ振ふり返る。


　そこには、長身にサングラスの男と、赤い髪かみの女、そして、小太りの男……この人たちのことを、忘わすれるハズがない！


「あらよっ」


　赤い髪の女が、溶岩の川に向かって、手でなでるようなしぐさをとると、溶岩の川はたちまち凍りついた。その瞬間、人間離れした脚きやく力りよくで、跳ちよう躍やくするサングラスと、小太り。


　しかし同時に灼熱竜も、溶岩弾をオレ達に向かって発射した！


「きゃああああ！」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、こんなもの」


　ジュワァァァ。


　なんとオレ達の前に躍おどり出た小太りが、素す手でで溶岩弾を受け止めてみせた！　ありえない！　さらに続けて、それを指の上で回したかと思うと、小太りはにゅっ、と顔の半分くらいまで口を広げ、まるでお菓か子しを食べるかのごとく、口の中に放ほうり込こんでみせた。


「たっ、食べたぁっ!?」


　うっ、とオレ達は全員顔をしかめた。


　助けてもらってなんだけど、いつか怖こわい夢ゆめとして、夢に出てきそうな光景だ。


「修しゆ行ぎようをつめば、これくらい誰でもできますよ。アチ、でも、しまったな。自分が猫ねこ舌じただということを、すっかり忘れていた。さあ、トドメはお願いしますよ、セブ！」


　スッ、腰こしにかざしていた剣けんを、高く掲かかげる小太り。ぱしっ、と剣は、跳とび上がっていたサングラスが受け取り、空中姿し勢せいのまま、サングラスによって鞘さやから抜ぬき出されていく。


「あっ！　ニセドラシル！」


　そう、鞘から抜き出された剣は、金色の刀、ケンジの最高傑けつ作さくニセドラシルだった。


「ケッ、やっぱニセモノなのかよぉ。ったく、なんて連中だ」


　サングラスはブツブツいいながら、切っ先を灼熱竜に向け、ニセドラシルを肩かたにかつぐ構かまえを取った。小型大たい砲ほうを撃うつ構えに似にている。


「ニセドラシル、聞こえるか？　おまえはニセモノらしいが、恥はじることはねぇ。なんたって、このオレ様に選ばれたんだからな。けど、選ばれただけじゃあ、話になんねぇ。オレ様の愛刀になりたけりゃ、死ぬ気でアピールしてみろや！　行けっ！」


　行けっ、といわれた途と端たん。ニセドラシルは軟なん体たい動物のようにグニャグニャと動き出した。


　そして次の瞬しゆん間かん！


　ニセドラシルだったものは、灼熱竜に向かって一ひと筋すじの巨きよ大だいな槍やりとなって伸のびていく！


　さらにその巨大な槍は、柄えの部分からも無数の新しい槍を発生させ、最終的には爆ばく発はつ的に成長する黄金の大木が灼熱竜に向かって伸びていく、という光景にまで発はつ展てんした。


「キゲェェエエエエッ!?」


　ズガガッガガガッガガガガガ………!!　串くし刺ざし、を通り越こして、蜂はちの巣すになる灼熱竜。


「エェ……ェェ……」


　すぐに灼熱竜は、完全に動かなくなった。


　び、秒殺──あの灼熱竜を……。これが、プロのドラゴンキラーの力……。


　しゅたっ、とサングラスが地面に着地。ニセドラシルが、もとの大きさに戻もどろうと、しゅるしゅる縮ちぢんでいく。


「しっかしこれ……本物より強いんじゃねぇの……？」


　呆あつ気けに取られたサングラスの顔が、印象的だった。


「久ひさしぶりじゃねぇか、エクス・ガリバーの諸しよ君くん」


　ニセドラシルを、小太りの男に渡わたしながら、サングラス。小太りの男は、パチン、とニセドラシルを鞘におさめて、腰からそれを下げた。


「もう、なんてお礼を言えばいいのか……ありがとうございます、ロト・セブン様」


　オレは、これでもか、というくらい頭を下げながら言った。


「おぉ、なんだ。オレ様の名前、知ってたワケ？」


「いえ。この前、帰られた後になって、気づきました」


「ほう。ったくお前らは、天下のロト・セブンにニセモノを売りつけるわ、腕うで相撲ずもうで叩たたきのめすわ、仲間をジャンケン詐さ欺ぎにかけるわ……恐おそろしい連中だぜ」


　苦く笑しようするセブンさん。


　確たしかに、とんでもないことやってんなー、オレ達……。


「それにしても黒髪の姉ちゃん、おめぇにはシビレたぜ。死ぬか死なないかの状じよう況きようで、あんだけタンカきる女はなかなかいねぇぞ」


　そう言いながら、セブンさんがイッコに手を差し出す。凄すごい、セブンさんから、握あく手しゆを求められてる！


（アタシが生きることをあきらめない限かぎり、アタシは誰にも殺されない!!）


　だっけ？　確かに、ハンパじゃないセリフだよなぁ……。


「まあ、アタシの夢ゆめにかける情じよう熱ねつは、世界一ですから」


　と不ふ敵てきに笑いながら、イッコはセブンさんの手をとった。


「にしても、ドラゴンキラーでもないお前らが、なんでこんな危き険けんな場所にいたんだよ？　たまたまオレたちが、灼熱竜の調ちよう査さに来てたからよかったものの……」


「実は……」


　オレ達は、いきなり一五〇万ドルクの借金をかせられたこと、エクス・ガリバーの家や賃ちんが一日九万八〇〇〇ドルクだったこと、それを解かい決けつするには、灼熱竜のウロコを百枚まい集めなければならないということを、かいつまんで説明した。


　しかし、話が終わるとセブンさん達三人は、顔を見合わせて、なんとも微び妙みような表情になってしまった。


「ど、どうしたんですか？」


「いや……話のとおりだとすると、みなさんには悪いことをしたかもしれません」


「え？」


「灼熱竜のウロコってのは、主が死ぬと、ただの炭すみになっちまうんだよ。ホラ……」


　赤い髪かみの女が指したのは、灼熱竜の体から戦いの最中に剝はがれ落ちた、落ちたてホヤホヤのウロコ。


　赤い髪の女がいうとおりだった。ウロコがシュウウウ……と薄うすい煙けむりを発生させると、まもなくただの黒い塊かたまり、炭になっていく。


「そ、そういやそうだ！　すっかり忘わすれてた！　そうだよ、殺しちゃダメなんだ！」


「じゃ、じゃあ、アタシ達が死ぬ気で集めた五十七枚も……」


「うんー。炭になってるよー」


　ウロコ袋ぶくろを確かく認にんしたノンが、何な故ぜか嬉うれしそうに炭と化したウロコを掲かかげて見せた。


　なんてこった……丸一日かけて集めた、エクス運うん営えいのための最後の希望が……炭に？


　は、はは。


　もはや、笑うしかない。オレ達五人は、次々、力なく地面に座すわり込こんでいった。


「ケッ。一五〇万くらいで落ち込みやがって。そんくらい、ドーンと貸かしてやるよ」


「ウソ!?　ほんとですか!?」


「当ったり前よ。灼熱竜の首なら、一億ドルクは軽く儲もうかるからなぁ！」


「す、すげぇ！　やった！」


　瞬しゆん時じに息を吹ふき返すオレ達。が。


「このバカ！　ぬか喜びさせるような事いうんじゃないよ！　いまのアタシらが、どうやって一五〇万も貸すんだよ！」


　赤い髪の女が、烈れつ火かの如ごとく怒おこり出す！


　小太りの男も、どこか遠くを見ながら、語り出した。


「灼熱竜の首を換かん金きんできるのも、いろいろ手続きしなくちゃいけないから、かなり後になるし……私達の伝説の武器も、借金返すために、あらかた差し押おさえられてますしね……」


「そういや、オレ達も、三か月くらい、なんとか大家に頭下げて家賃待ってもらってるんだっけか。ハァァァ」


　みすぼらしいため息をつく、セブンさん。


　うっわぁ……。こ、こんなロト・セブンの姿すがた、見たくない！　あんた達は、大家に頭下げたりしちゃダメなんだ！


「ゴメン……やっぱ一五〇万、貸せねぇわ……」


「仕方ないですよ……全部、不景気のせいです……」


「だよな……。不景気には、勝てねぇよな……」


　フゥゥ～～。何故か八人同時にため息ついたりして。


　ロト・セブンも不景気には負ける……やな話、聞いちゃったな……。





　　　　※




　セブンさん達は、倒たおした灼熱竜を調査してから、帰らなければならないらしいんで。


　オレ達五人は、先に飛び火巣そう窟くつから、外に出るための帰き途とへついていた。


「灼熱竜の首代が入ったら、また武器買いにいってやるから！　それまでがんばって持ちこたえろ！」


　これが、セブンさんの別れの挨あい拶さつ。


　はぁ……無む茶ちや言うよ。フランに帰ったらすぐにでも、ノンの結けつ婚こん相手の親おや父じさんに、契けい約やく解かい除じよのお願いに行かなけりゃなんないのに……。


　生気を失ったオレ達は、ゾンビの行進のようにノロノロ歩いていた。ほとんど口も利きかず、ただ出口へ向かって進むだけ。


「……出口……」


　やがてドノヴァンが、かろうじて聞き取れる程てい度どの声で呟つぶやいた。


　ほんとだ、出口が見えてきた。星空が、少しだけ見える。


　はぁ～あ、でも、出口を出ても、フランまで半日はかかるんだよな……。


「お～い！」


　徹てつ夜やで歩いて、帰ったら朝ってパターンだ、こりゃ。キツイなぁ……。


「お～い、ってば！」


「……マーガス。入り口のところに、誰だれかいる……」


「へ……？」


　ドノヴァンが立ち止まって、入り口のほうを指差した。


「お～い！」


　あ、ほんとだ。入り口のところで、なにやらブンブン手を振ふってる変なチビがいる。


　うっとうしいな、疲つかれてるんだからほっといてくれよ。どこのバカだ、ったく。


「うぉぉい!?　あれ!?　聞こえてるっスよね!?」


　手を振るどこかのバカは、急に、焦あせったように怒ど鳴なり始めた。


「お～い！　お～い！」


　うるっさいな～～～！


「ちょ、なんで無む視しなんスか!!　わざわざ迎むかえに来てるってのに!!」


「……ん？　ス？　無視なん〝ス〟か？」


　なんか、どっかで聞いたような……。


「ねぇー、私、さっきから思ってたんだけど。あの、手を振ってる人って……」


　ノンが言う。


　まさか、と思ったオレ達は、思わず顔を見合わせた。


「「ケンジ!?」」





「まぁまぁ、そう怒おこるなよ。オレ達、ちょっと疲れててさぁ」


　完全にいじけた目で、オレ達を見るケンジ。


「……別にいいっスよ。どうせ俺おれの価か値ちなんて、そんなもんスから」


　あ～らら、完全にスネちゃったよ。


「いや、でもマジでどうしたんだお前。わざわざ様子見に来たのか？」


「まぁ、こっちもいろいろありまして。その前に、ウロコは集められたんスか？」


　うっ、いきなり本題か。


　みんなの顔色が、さー、と曇くもっていく。


　でも、残念がっても、結果は変わらないし。辛つらい結果だけど、ちゃんと伝えなきゃ。


「いや、集められなかったよ……。手て違ちがいで、灼しやく熱ねつ竜りゆう、殺しちゃって……」


「あ、そうなんスか」


　一言で片かた付づけるケンジ。そ、そうなんスかって……。


「いちおう、五十七枚集めてたんだぜ？」


「へえー」


　恐おそろしいほど興きよう味みのない生返事。


　ちょ、ちょっと待てコイツ、オレ達がどんなに苦労したと思ってるんだ！


　悲しがるとかなぐさめるとか、フツーそういうリアクションがあるだろ!?


　オレは、怒いかりを何とか殺しながら、ケンジに結けつ論ろんを報ほう告こくした。


「ま、まぁ、そういうことだから。残念ながら、オレ達、オーナー解かい任にんなんだよ」


「そっスか。そりゃ、お気の毒に…………って？　わああああっ!?」


　いきなりケンジの体が宙ちゆうに浮ういた。ドノヴァンが持ち上げたんだ。


　ピザみたいに、ドノヴァンの頭の上でグルグル回される、ケンジ。


「ひょええええ!?」


「……デリカシー、不足してる」


　うむ、その通り！　よく言ってくれた、ドノヴァン。


「わああ、じょ、冗じよう談だんスよ！　違うんス、オーナー解任されないんス、大だい丈じよう夫ぶなんス!!」


「こんなときに、よくそんな冗談言えるわね。ドノヴァン、もっと回してやりなよ」


「うん」


「どわああああっ!?」


　三メートル近い高さのところで、高速回転するケンジ。


「ちがっ、ホントに！　ジャンが、証しよう拠こを見つけたんス！　あのルイニのジーサンと黒服の男が、グルだってつきとめたんスよ!!　ちょ、だから、止めてくれぇぇ！」


　ルイニ？　前オーナーだったあのジーサンと、家や賃ちん取立て屋の黒服がグルの証拠？


　ど、どういうことだ？





「ルイニのジーサン、息子むすこのジュルジュに会いに行くとかいってたでしょ？　あれ、全部ウソだったんスよ。ルイニはまだ、フランにいたんス」


　ケンジが手配してきた、ガッタゴット走る夜行竜りゆう車しやで、フランに向かう途と中ちゆう。


　ケンジによって、ルイニの真相が明かされた。


「まず、ルイニが息子に会いに行くから店を閉しめるという理由で、新しいカモを捕つかまえる。


　次に、家賃を払はらわなくちゃいけない条じよう項こうを巧たくみに隠かくしたまま、契けい約やく書しよにサインさせる。


　で、最終的にあの黒服が、払えない家賃のかわりにといい聞かせて、危き険けんな場所へ貴き重ちよう品ひん発はつ掘くつに行かせて、自分達がそれを手に入れる。これがあの二人の常じよう套とう手しゆ段だんらしいっス」


　はぁ──。じゃあ、何もかもがウソだったってことか？


「え、でも、あの息子からの手紙も全部ウソだったの？　ジョルジュが、親おや孝こう行こうしたいから、自分達の家へ来てくれってアレ……」


「一〇〇％ウソっス。それどころか、あの黒服の男、あいつがジョルジュで、二人は兄弟らしいっス。オレ達が生まれるより前から詐さ欺ぎやってて、そうとう悪名高いとか」


　な、なに──！　ていうか、ジョルジュの話、ウソだったのか!?　感動したのに！


「な、なぁケンジ、あのチラシもウソなのか!?」


　オレは、信じるような気持ちで聞いてみた。


『やりたいことが、見つからない。得意なことも、見つからない。夢む中ちゆうになること、もっとない。本当の自分がワカラナイ──。そんな悩なやめる若わこ人うどに、素す敵てきな素敵なお話です』


　とか、


『私ってこのままでいいのかな……？　そんな悩みをお持ちの方、大だい歓かん迎げいです。新しい環かん境きようで、自分の可か能のう性せいを探さがしませんか？』


　とか、心に響ひびくあのチラシ……。オレの人生を変えたといっても過か言ごんではない、あのチラシも、まさか全部あいつらが考えた詐欺の一いつ環かんなのか？


「一環ス。もちろんあのチラシも全部、詐欺の一環。やる事がなくてフラフラしてる若わか者ものの心理を巧たくみに利用したんスね」


　フラフラしてる若者の心理を……巧みに利用……。


　て、てことは、面おも白しろいほど計算通りに、オレは動かされたってワケか……！


　クッソー、あのジーサンめ！


「でもー、よくそんな証しよう拠こつかんだねー」


「それはもう、完全にジャンのお手て柄がらスね。もとからあの二人は怪あやしいと思ってたんで、みんなが飛び火巣そう窟くつに行く前に捕つかまえようと、フランの怪しい場所を必死に捜そう索さくしたらしいスよ。まぁ、結局間にあわなかったって、後こう悔かいしてましたけど」


　そっか……ノンが見たのは、ルイニ達を探さがしてたジャンの姿すがただったんだ。


「でも、それじゃ、家や賃ちんなんかは誰に払はらえばいいんだ？」


「そこっスよ、肝かん心じんなのは。役所の人に聞いたんスけど。そもそもエクスは、ジョルジュが昔、アジトとして使おうと一軒けんまるまる買った家を改かい造ぞうした家らしいんスよ。つまり所有者は完全にジョルジュで、契けい約やくした以上、やっぱりオレ達は所有者ジョルジュに、一日九万八〇〇〇ドルク払わなくちゃならない」


「はぁ……やっぱそうか」


　一いつ瞬しゆん期待したんだけどなー。ま、そんなうまくいくわけないか、とみんなが苦く笑しようする。


「ところが、です」


　ケンジが、めずらしくもったいぶった口調で話を続けた。


「フランじゃ、投とう獄ごく中の罪ざい人にんへの送金は、禁きん止しされてるんス。オレ達みたいなパターンの場合、ジョルジュが出所した時に、それまで送金できなかった家賃を、まとめて払う形になるらしいんスけど。でも、ジョルジュが出所するのは、どんなに罪つみを軽くしても、最短で一八〇年後。なんせ、行った詐欺の数がデタラメに多いスから」


「ひゃ、一八〇……。って事は」


「一八〇年後、ジョルジュが生きて出所してくるまでは、オレ達は誰にも家賃を払わなくてすむんス。だって、払いたくても、相手は牢ろう屋やの中。払えないんですから」


　すました顔で、肩かたをすくめて言うケンジ。


「ホ……ホントかよ……ええぇ……」


　あまりにも出来すぎた展てん開かいに、オレ達は思わず、黙だまり込んでしまった。


　なんていうか、素す直なおに信じて、喜んでいいのかどうか、分からない……。


　でも。


「くっそー、残念！　アタシ達、毎月ちゃんと、家賃払いたかったのにねぇ！」


　イッコがニヤニヤしながら言った、その皮肉めいた冗じよう談だんを聞いた瞬間。


　はは、なんか、急に嬉うれしくなってきた。オレも、イッコに続く。


「ふっ、ほんとだよなぁ、家賃払いたかったよ。でも、相手が牢屋の中じゃ──」


「仕方ないよねぇ」


「仕方ないですぅ」


「仕方、ない」


「仕方ないよねー」


「仕方ないっス」


　あっはっはっは！　何だコレ？　全員、神しん妙みようぶった顔で、首なんかふったりして。


　ようやく嬉しさを実感し始めたオレ達は、車内で、こころおきなく大爆ばく笑しようした。


「あっはは！　でもさ、マーガス。やっぱあのハゲにはあのハゲの考えがあったんだねぇ」


　嬉しそうに言うイッコ。ほんと、その通りだよな。オーナー解かい任にんをまぬがれるためには、ウロコを拾いに行くほかにも、みんなを危き険けんにさらさない方法もあったわけだ。


「で、ジャンはいまどこにいるんだ？」


「いまごろルイニ達を聖堂騎士団テンプルナイツに渡わたし終えて、エクスで待ってるハズっスよ」


　なんかちょっと気まずいけど、さっさと元通り話せるようにしないとな～。


　いちおう親友だし。しかも、わりと、大事な。





「ようよう！　これはこれは、ウロコ拾い隊のみなさんじゃないですか！」


　エクス・ガリバーに入ると、そこには目を疑うたがうような光景が広がっていた。


「な、なんだこれ!?」


　武ぶ器きは全すべて片かた付づけられ、商品台には白いテーブルクロスと豪ごう勢せいな料理が載のっている。


　天てん井じようからは色紙で作った鎖くさりが吊つるされて、奥おくの壁かべには『ジャン君！　お手柄オメデトウ！』と書かれた巨きよ大だいな紙が貼はってある。


「いやほら、俺、機転を利きかせてオーナー解任の危機を救っちゃったじゃん？　で、どうせおまえら、俺のこと、ベタ褒ぼめするだろ？」


「あ、うん、まぁ……」


「だから、先手をうっといたっていうかさ。ま、褒めやすい環かん境きよう作っといたワケよ」


「へ、へぇ」


　完全に舞まい上がってるな、コイツ……。ちょっと手柄立てるとこれだからなぁ。


「まぁまぁ、座すわれよ、ウロコ拾い隊のミンナ」
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「なんかアンタ、ウロコ拾い隊をちょっとバカにしてない……？」


「してない、してないよ？」


「なんかイントネーションがさぁ」


「だって、お前らは命をかけて一日大だい冒ぼう険けんしてきたんだろ？　凄すごいよ。俺なんて……ちょっとルイニと黒服の関係に鋭するどく気づいて、靴くつをすり減へらし、結果的に誰だれもなし得なかったオーナー解任の阻そ止しをなし得た、それだけだもん」


　ケンソンしてるのか、してないのか……ジャンが言う。いや、ケンソンしてないな。


「それじゃ、もう朝になっちまうけど。オーナー解任を阻止した俺と、ウロコを拾いにいったミンナに、かんぱ～い！」


「……かんぱ～い」


　まぁ……舞い上がったジャンはうっとうしいけど。


　とにかく、またエクスのオーナーとして働けるんだから、嬉しい乾かん杯ぱいに違ちがいない。


「ウハハハハ！　ブレイコー、ブレイコーじゃあ!!　かの英えい雄ゆう、ジャンを称たたえよ！」


　酒も入って、ますます一人盛もり上がるジャン。


　この時、誰が想そう像ぞうしただろうか。


　この若わか者ものが一時間後、エクス・ガリバーの伝説に残る喜……いや、悲ひ劇げきを巻まき起こすと……！





「おいマーガス、ちょっと座れ」


　いい感じに酒も入って、全員、ふわふわした気持ちになり始めたころ。


　ジャンがオレの隣となりに来て、床ゆかに腰こしを下ろした。


「なんだよ……お前のお手柄だってのは、もう分かったって」


「違う違う！　いいから、ちょっと座れってば」


　なんだよ……。オレは仕方なく、腰を下ろしてジャンに付き合う。


「なぁマーガス。お前とは、ほとんど生まれたときからの付き合いだ。いろいろあったな」


「うーん、まぁ、それなりに」


　でも、けっこう、中身のない思い出が多い気がするけど……。


「オレとお前の間には、何があっても壊こわれない、鋼はがねの友情が存そん在ざいする……そうだな？」


「ハ、ハガネ……うん、まぁ、存在するんじゃ……ないの？」


「だったら、オレのほうが先に彼女ができても、祝福してくれるな？」


「な、なに!?　彼女ォォ!?」


「バカ、声がデカイ！」


　ジャンに口をふさがれ、オレは慌あわてて声を殺す。ほっ。周りの連中には、特に変に思われた様子はないみたいだ。


「け、けど。お前、彼女ができたの？」


　恐おそる恐る聞いてみる。


　それならハッキリいって……ショックだ。先を、こされた……。


「いや……いま、作る」


「はぁ、今？……ってことはまさか……エクスの女の誰かに、告白する気か？」


「まぁ……そういうことだ」


　おぉ！　ヤバイ、なんかオレまでドキドキしてきた。誰だ、誰なんだ!?


「実はオレ…………。一か月くらい前からずっと、ノンのことが好きでさ……」


「おお!?」


　軽く驚おどろくオレ。


　そういえば、二人で楽しそうに野菜スープとか、作ってたよなー。


「しかもどうも、両想おもいっぽいんだよ……。いっかい、二人で残業の時に、カレー作ってくれてさ。ただの仕事仲間に、カレーは作らないだろ？　それ以来、どうにも気になっちゃってさ……」


「なるほど……で、手て柄がらを立てた今日に、勢いきおいづいて告白するわけだ」


「そういうこと。……マーガス、応おう援えん、してくれるよな？」


　クッ！　彼女いない歴を共有する仲間が消えるのは、悔くやしいけど……！


「まぁ、いやだけど……いやだけど、応援してやるよ。……とっとと告白してきやがれ」


「……相あい棒ぼう！」


　ガシッ。オレ達の間で、珍めずらしく熱い握あく手しゆがかわされた。


「ようし、告白してやる……行ってくる！」


　キョロキョロとノンを探さがし始めるジャン。


　おぉ～お、いいねぇ、なんか、青春だねぇ！


　…………って、アレ？


　ちょっと待てよ。


　おい、おいおいおいおい。違うぞ、忘わすれてた！　ノンは、来月に──。


「なーにー、話って？」


　ゲッ！　いつのまにか、ノンがジャンのもとに！


「まぁ……その……大事な話だよ。だから……外に出ようぜ」


　どどど、どうすればいいんだ？　えらいことになってきた！


「いいよー。あ、でも、その前に、私からも重大発表がありますー」


「……なんだよ？」


「他のみんなには、もう言ったんだけどね」


　あっ……


「わたし来月、結けつ婚こんするんだー」


　この時の、ジャンの顔は一生忘れられない。


　驚き、怒いかり、哀かなしみ、それらがほんの瞬しゆん間かんだけ、表情に表あらわれて、次の瞬間には跡あと形かたもなく消えさっていた。


　ジャン……偉えらい、偉いぞ！　よくそこで、平静を装よそおった！


「……へぇー。ヨカッタジャン、オメデトー」


「ありがとうー。さぁ、今度はジャンの番だよー」


「イヤ、タイシタハナシジャナインダ」


「あはは、何、その喋しやべり方──」


「カレーノハナシヲ……シタ……カッタ──」


　ダッ！　最後まで言えずに、走り去っていくジャン。


「え!?　ジャンー？」


　わけが分からず、呆ぼう然ぜんと見送るノン。


「ノン、そっとしておいてやってくれ……」


　オレはノンに声をかける。


「え、うんー。カレーっていってたけど、そういえば、ダンナさんに作るための練習で、ジャンにカレーを食べてもらったことがあるのー。あのときオイシイっていってくれたおかげで、私、自信を持ってカレー作れるようになったんだよー」


　くぅっ。なんて切ないエピソードだ……。


「こんどジャンに伝えとくよ……泣いちゃうかもしれないけど」





　チュンチュン、鳥のさえずりが聞こえてくる。


　もう、完全に朝だ。


「さて、そろそろお開きにしますか！　あれ、ジャンは？」


　イッコがいまごろジャンがいないことに気づく。


「えっと、精せい神しん的に疲つかれたみたいだから、帰った」


「あ、そ。ウルサイのがいなくなって、ちょうどいいわ。それじゃ、みなさん、いろいろあったけど。エクス・ガリバー、また今日から……は無理だけど、明日から通つう常じよう営えい業ぎように戻もどります。フランで一番儲もうかる武器屋目指して、気合い入れていきましょう！」


「オォ～！」


　こうして、今回の事じ件けんの主役がいないまま。


　オレ達の、一世一代のドラゴン討とう伐ばつは、無事幕まくを閉とじたのであった。










　エピローグ







　暑かった夏は終わり、フランに、秋がやってきていた。


　夏場、男子部屋で三人以上で寝ねる苦しみを味わった人間としては──まあ味わった人にしか分からないと思うけど──夏が終わるのは、すごく嬉うれしい出来事だ。


　最近のちょっと肌はだ寒ざむいくらいの気候なら、三人でもなんとか寝られそうだしね。


　でも、そんな心配をするまでもなく。


　オレは、今日はひとりでエクスの男子部屋を占せん領りよう、思う存ぞん分ぶん足を伸のばして寝転がっていた。閉へい店てん後ご、珍しくジャンもドノヴァンもケンジも、まっすぐ家に帰って行ったんだけど、なんか今日はオレ、エクスに泊とまりたい気分だったし。


　思い切ってエクスに泊まることにしたんだ。


　コンコンッ。男子部屋の、薄うすいドアがノックされた。


「はい？　なに？」


「マーガス、起きてる？」


　イッコの声。


「起きてるけど？」


「今夜さぁ、アタシとノンで、徹てつ夜やで語っちゃおう計画たてたんだけど。アンタも呼よぼうかって話になってさ。女子部屋来ない？　まぜたげるよ」


「マーガス、ケーキも焼いてるよー」


　今度は横の壁から、ノンの、のんびりした声が聞こえてきた。


　おいおい、女子部屋に入れるなんて、すっごいレアじゃん。行く行く！


　オレは飛び起きて、男子部屋を出て、──イッコを追い抜き隣となりの女子部屋をいちおうノックした。コンコン。


　ちょっと緊きん張ちようしちゃったりなんかして……。


「入っていいよー」


　ノンの声と共に、オレは女子部屋の中に侵しん入にゆうした。


「お邪じや魔ましま──って、広っ！　やっぱ女子部屋、広いなぁ」


　五、六人が大の字になっても平気そうな女子部屋の広さに、思わずボヤくオレ。


「……三倍はあるだろ、コレ……」


「男が小さいコト気にすんじゃないわよ！」


「小さくないんだけどなぁ……」


　オレは文もん句くを言いつつ、ノンが用意してくれたクッションに腰こし掛かけた。ていうか、クッションがあるっていうのが、なんかいいよなー。男子部屋には、布ふ団とん以外なんもないもん。


「ノンの結けつ婚こん式しき、明後日あさつてだっけ？　いよいよだな」


　オレが言うと、ノンはほんとに幸せいっぱいって感じの顔で、頷いた。


「うんっ！　マーガス、結婚式にはぜったい来てねー」


「そりゃ行くよ。エクスの店員は当然、全員参加だろ」


「うーん。でも、ジャンが、都合悪いみたいなのー。どうしても外せない用事があるんだってー。結婚式の日、だいぶ前から言っといたんだけどねー」


　残念そうに言うノン。


　うーん。まぁ、結婚式に出たくない、ジャンの気持ちも、分からんでもないなぁ。


「……ねぇ、ノン。アタシ、前から思ってたんだけどさ。ジャンって、アンタのこと好きだったんじゃないの？」


「へぇ？　あっはは、そんなワケないよー。ジャンは、もっと色っぽい女の人が好きだよ、きっと。ねえ、マーガス？」


「う、うん。ノンは、ジャンの好みとは、ちょっと、ズレてると思う、かも」


　うーむ、中ちゆう途と半はん端ぱにウソをついてしまった。


「アタシの読み違ちがいかなぁ。にしても、あのハゲ、最近やけに真ま面じ目めに働いてるよね？」


「ああ。自分を見つめ直すための旅行の、旅行資し金きんを貯ためるんだってさ……」


「旅行といえば。ミニィもそろそろ修しゆう学がく旅行から帰ってくるんじゃないの？」


「修学旅行が別の大陸って、やっぱり上の学校はすごいねー」


　そう、ミニィちゃんは、修学旅行ということで、二週間ほど東の大陸へ行っているのだ。


「でも、このままじゃエクスも人手不足になっちゃうわねぇ。ノンはもうお嫁よめさんなんだし、ジャンも旅行でしょ？　ミニィはなんだかんだ言ってもまだ学生だしさ」


「そうかぁ？　イッコとオレに、ドノヴァン、ケンジもいるんだし、なんとかなるだろ？」


「アホ！　アンタが一番問題なんでしょうが！　最近、何かにつけて講こう習しゆう講習って」


「うっ、そ、それは……」


　講習っていうのは、実は、レンジャーの講習会。


　そう、オレは、飛び火巣そう窟くつで言われたことを真に受けて、まんまとレンジャーを目指す勉強を始めてしまったのだ。


　けど、自分で思ってたよりも、見込みがあるらしく、特にこの前のピッキングの授業じゃ、クラスでぶっちぎりの速さで開かい錠じよう、講こう師しを唸うならせてやった。


　なんていうか、人生であんなに褒ほめられたの初めてだから、ますますレンジャーになりたい気持ちは強くなる。十五年間生きて、やっとこさ、得意なものを見つけた気分だ。


「まあ、いいけどさ。夢に向かって走るヤツを、アタシは無む条じよう件けんで応おう援えんするから」


「私も応援してるよー。あ、そろそろケーキが焼けたみたい。三人で食べようよー」


「そうだ、食べたら、またドゥアナの見み張はり塔とうでも行くかー！　また誰だれかいるかもよ」


「アハハ、いいね！　あの時、七人の武ぶ器き屋、集結！　みたいでよかったよねぇ」


　エクス・ガリバーの夜は更ふけていく。


　その後もオレ達は、朝が来るまで会話を途と切ぎれさせることなく、過去のコト、最近のコト、未来のコトを、語り続けるのであった。





　数か月前には、武器屋の一室で、イッコとノンと語り明かしてる自分の姿なんて、想そう像ぞうもできなかった。


　思えばあの詐さ欺ぎチラシが、やっぱりオレの人生を変えたんだよな。


　あのチラシがキッカケで、いきなり環かん境きようが変わって、おかげでピッキングの才さい能のう見つかって、レンジャーの素質があるかも、なんて言われて。


　間違っててもいいから、思い切って環境を変えてみると、自分の新しい一面が見えてくるもんなのかもね。


　いろいろあったけど、それに気づかせてくれたエクス・ガリバーには感かん謝しやしてる。





　サンキュー、エクス・ガリバー！







ＥＮＤ







　あとがき




　サンキュー、エクス・ガリバー！　と、いうことで。


　ハイ、はじめまして。七人の武器屋を書かせて頂いただきました、大だい楽らく絢けん太たです。


　三十五度近い暑さの中、クーラーも無い安アパートの一室で、あとがき、書いてみたいと思います。





　七人の武器屋、いかがだったでしょうか？　最初のアモスの水ペテンから始まって。


　読んだあと、「ああ、いろいろあったよな」ってなカンジで、マーガス達を、バカな思い出を共きよう有ゆうする仲間、みたいに感じてもらえれば、すごく嬉うれしいです。


　あ、でも、自分が八人目の武器屋として、エクス・ガリバーで働はたらくなら、どんなオーナー・コンボで客に武器を買わせるかとか、どんなマイ・ウェポンをケンジに注文するかとか、考えて楽しんでもらえたら、それもすごい幸せなことかも。





　さて、この作品には、『間違っててもいいから、思い切って環かん境きようを変えてみると、自分の新しい一面が見えてくるもんなのかもね』というメッセージが、いちおう、こめられています。それは、ボクの実体験からくるメッセージだったりするんですが──。


　それも含めて、軽く、大楽絢太ってどんな野郎なのか、自己紹介させて下さい。





　自分は、十八歳まで、京都で育ちました。昼はテニス部（伝説的に弱い）、夜は家でゲーム、ひたすら勉強時間ゼロの毎日が流れます。


　中学二年くらいの時に、「こうなったら、死ぬまでゲームできる、そんな職しよくを探そう」と決意。それなら、ゲーム雑誌の編へん集しゆう者しやになろう、オッケー、東京でゲーム雑誌とコネがありそうな専門学校探して、高校卒業したらそこに通おう！　と決めます。


「おっしゃオレ東京行ってくる！　編集者になるまで帰ってこないから！」


「えっ!?　本気で行くの!?」


　と、周囲に困こん惑わくされつつ、ボクは学校に申し込みをして、学生マンションを借りて、一人暮らしをするべく、本気で東京に旅立ちます。


　とにかく、お金を稼かせがなくちゃ、マーガスと同じくガシするだけなので、東京に着いた翌よく日じつから、バイト探して。でも、バイトしてても、食費のペース配はい分ぶんが下へ手たクソで、結局三か月で体重十二キロも減っちゃって……それでも、これはこれで面白いな、なんて気楽に思いながら、毎日、学校行って、バイト行って、過ごしてました。


　すると、通っていた専門学校で、「文章を書くという意味では同じだから」ということで、小説を書く授業が始まります。


（小説なんか書いたことないで……ええから早く編集者にしてくれや）


　などと内心思いつつ、でもちょっと面白そうやな、とボクは小説を執しつ筆ぴつしてみます。


　しかし、作った小説を二、三提出してみると、これが、案外、好評価。


　これまでの人生、褒ほめられたことなどなかった大楽絢太は、完全にその気になって、


「オレ絶対天才やん!?　おっしゃ、小説家になろ」


　と、決意。


「編集者になるまで帰ってこないから！」


　などとタンカをきったことは都つ合ごうよく忘れて、


「予定変へん更こう！　小説家になるまで帰らないから！」


　と、ひたすら小説を書き始めるようになります。


　そのまま専門学校卒業後、就しゆう職しよくもせず、バイトのかけもちで食いつなぎ、小説を送り続け……そして、そんな生活が一年続いた頃。富士見書房のＴさんから、


「七人の武器屋が、最終選考に残ってます。が、お名前（大楽絢太）なんて読むんですか？　ドラゴンマガジンに載のせたいんで、教えて欲しいんですけど……というか、名前の読み方、書いて送れって表記してありましたよね……（怒）！」


　というような電話がきて。その後、佳か作さくに決定。それから何度も改かい稿こうして、なんとか出版できそうだから、こうして、いま、あとがきを書くに至いたる、というわけです。





　ボクの場合は、編集者になろうと、勢いだけで東京に出てきたら、小説を書く機会に遭そう遇ぐう、その結果、マーガス達を生み出すことに繫つながったわけですね。


　まさに、『間違っててもいいから、思い切って環境を変えてみると、自分の新しい一面が見えてくる』そのまんま。参考になったかどうかは分からないけど、新しい一面を見つけたい人は、バイトを変えたり、住んでる部屋を変えると、何か見つかるかもしれないよ、というお話でした。





　それでは、最後に、お世せ話わになったみなさまへ、お礼を言わせていただきます。


　その場の思いつきだけで生きてるボクの生き方を、まぁ、わりと許してくれてるお父さん、お母さん、妹、他、大楽一族のみなさま。


　飽あきもせずボクと遊んでくれる、関西・関東の友達、同居人Ｍ君、バイト先の連中。


　自分の作品を認めてくれた、専門学校講師のＨ師匠、Ｔ師匠、その他の先生方。


　ボコボコだった七人の武器屋を、佳作まで残してくれた、富士見選考委員のみなさま。


　そして、もちろん、この本を読んでくれたあなたには、特別力をこめて、


「ありがとうございました！　そして、これからもよろしく！」です。





　さてさて、そろそろあとがきはこのへんで。


　七人の武器屋は。性格はそのまんまマーガスと同じだけど、手先の器用さは真ま逆ぎやく、致ち命めい的てきに不ぶ器き用ような、大楽絢太（ちなみに、実は、本ほん名みよう）。


　いつもやかましいジャンと違って、凄すごく落ち着いた物もの腰ごしのお方なのに、何な故ぜかジャンの気持ちが一番分かる、としみじみおっしゃっていた、イラストレーター今こん野の隼たか史しさん。


　イッコの情熱、ノンの優しさ、ミニィのかわいさを併あわせ持もつ、最強女編集者、担当Ｔ様。


『手先の不器用なマーガス・大楽絢太』『やかましくないジャン・今野隼史』『ミス・エクス・ガリバー・Ｔ編集』、この三人のチームでお送りいたしました！


　ハイ、それでは、またお会いできるのを楽しみにして。バイバイ、です。







大楽　絢太
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　解　説






富士見ファンタジア文庫編集部







　サンキュー、エクス・ガリバー！　と、いうことで。


　第十七回ファンタジア長編小説大賞佳作受賞作『七人の武器屋　レジェンド・オブ・ビギナーズ！』、楽しんでいただけたでしょうか。この解説を書いているいま、文庫制作過程も折り返し地点を過ぎ、ほっとしつつもちょこっと物もの寂さびしかったりします。だって、編集作業をやっててとっても楽しかったんだもの。





　楽しい。


　これが、この作品の最大の魅力だと思います。ほんと、読んでて楽しいんですよ。ノリのいい文章に冒ぼう頭とうから引き込まれていくこと請うけ合あい。人生の浪ろう人にん・マーガスとお調ちよう子し者ものの悪あく友ゆう・ジャンの迷めいコンビ。壮そう大だいな野や望ぼうを抱いだくイッコと、どこまでも穏おん和わ、でも実は情熱的な大男・ドノヴァン。のんびり家庭的なノンと超一流のブリッコ・ミニィ。そして十二歳にして人生に悩む鍛か冶じ屋やのケンジ。オコサマ経営者七人は、全員しっかりキャラクターが立っていて、どうもお馬鹿だけど一生懸命で憎にくめない。最終選考委員会でもその明るいエネルギーが評価され、「この子たち、しょうもないわねぇ（笑）」って感じでほのぼのと受賞したのでした。もちろん、素人しろうとが突然起き業ぎようして成功するわけもなく、予想外の事態や、そこは予想しとけよ！　という失敗が相次いで怒ど濤とうの展開を見せるわけですが。深夜に緊きん急きゆう会かい議ぎを開いていても、どこかずれた彼らのやりとりはほほえましく、またイザというときのカッコよさは格かく別べつ。明るく軽かろやかな物語だけど、魂たましいこもってます。





　これがデビュー作となる大だい楽らく絢けん太たは、ほんとにエクス・ガリバーにいそうな、いつもはつらつと元気な好青年です。ファースト・コンタクトはあとがきに書かれている通り、ドラゴンマガジンで選考過程を特集したとき。名前の読み方がわからない。でも、突然電話して「お名前はなんですか」だなんて、エクス・ガリバーの張り紙なみに怪あやしいし、と内心びくびくしながら連絡したら、こちらの用件を悟さとった瞬間、彼の声がぱっと華はなやいだのが伝わってきて、こちらまでニコニコしてしまったものです。だから（怒）だなんてウソなんです！　ぷんぷん！　←ミニィのふり。……やっぱ、一いつ般ぱん女子には厳しい台詞せりふ（笑）。





　そして、イラストレーター・今こん野の隼たか史し。彼もファンタジア文庫初挑戦です。めいっぱい愛情とアイディアをつぎ込んで、まじめでのんきな『七人の武器屋』世界を鮮あざやかにかつ暖かく描いてくれました。著者がラフを見て湧わいたインスピレーションが本文にフィードバックされたり、ライトノベルならではのブラッシュアップをかけることができました。





　みっともなくても、笑われてもいいんだ。一生懸命って、楽しい。何となく過ごす日々よりギュッと濃くて、輝いてる。そんな根こん性じようの入った（でもあくまでのんきな）「楽しい」物語を、どうぞ。きっと、彼らのエネルギーは、あなたの抱えてる鬱うつ屈くつを束つかの間ま吹き飛ばして、笑顔にさせるだけのチカラをもってる。次の「もっと楽しい」は、皆さんの「楽しかったよ」の声があってこそ生まれます。ぜひぜひ感想を送ってください。




七人の武器屋


レジェンド・オブ・ビギナーズ！





大だい楽らく絢けん太た
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